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ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
七
）

鈴

木
　

滿　

訳
・
注

＊
凡
例

１
．
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
・
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
Ｂ
と
す
る
）
の
訳
・
注
で
あ
る
本
稿
の
底
本
に
は
次
の
版
を

使
用
。

D
eutsches Sagenbuch von Ludw

ig Bechstein. M
it sechzehn H

olzschnitten nach Zeichnungen von A
. Ehrhardt. Leipzig, V

erlag von 
Georg W

igand. 1853. ; Reprint. N
abu Press. 

初
版
リ
プ
リ
ン
ト
。
因
み
に
一
〇
〇
〇
篇
の
伝
説
を
所
収
。

２
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
は
分
載
試
訳
そ
れ
ぞ
れ
の
冒
頭
に
記
す
。

３
．
ヤ
ー
コ
プ
と
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
略
称
を
Ｄ
Ｓ
と
す
る
）
を
参
照
し
た
場
合
、
次
の
版
を
使
用
。

D
eutsche Sagen herausgegeben von Brüdern G

rim
m

. Zw
ei Bände in einem

 Band. M
ünchen, W

inkler V
erlag. 1981. V

ollständige 
A

usgabe, nach dem
 T

ext der dritten A
uflage von 1891. 

因
み
に
五
八
五
篇
の
伝
説
を
所
収
。

　

な
お
稀
に
で
は
あ
る
が
、
Ｄ
Ｓ
の
英
語
訳
で
あ
る
次
の
版
（
略
称
を
Ｇ
Ｌ
と
す
る
）
も
参
照
し
た
。

T
he G

erm
an Legends of the Brothers G

rim
m

. V
ol. 1/2. Edited and translated by D

onald W
ard. Institute for the Study of H

um
an 
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４
．
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
伝
説
と
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
分
載
試
訳
冒
頭
に
記
す
Ｄ
Ｓ
Ｂ
の
番
号
・
邦
訳
題
名
・
原
題
の
下
に
、
ほ
ぼ
該
当
す
る

Ｄ
Ｓ
の
番
号
・
原
題
を
記
す
。
た
だ
し
、
Ｄ
Ｓ
Ｂ
所
載
記
事
の
僅
か
な
部
分
が
Ｄ
Ｓ
所
載
伝
説
に
該
当
す
る
場
合
は
こ
こ
に
は
記
さ
ず
、
本
文
に
注
番
号
を
附

し
、「
Ｄ
Ｓ
＊
＊
＊
に
詳
し
い
」
と
注
記
す
る
に
留
め
る
。

５
．
地
名
、
人
名
の
注
は
文
脈
理
解
を
目
的
と
し
て
記
し
た
。
史
実
の
地
名
、
人
名
と
の
食
い
違
い
が
散
見
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
殊
更
言
及
し
な

い
こ
と
を
基
本
と
す
る
。
た
だ
し
、
注
で
こ
れ
が
明
白
に
な
る
分
は
い
た
し
か
た
な
い
。

６
．
語
ら
れ
て
い
る
事
項
を
、
日
本
に
生
き
る
現
代
人
が
理
解
す
る
一
助
と
な
る
か
も
知
れ
な
い
、
と
、
訳
者
が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
些
細
に
亘
り
過
ぎ
る

弊
が
あ
ろ
う
と
も
、
あ
え
て
注
に
記
し
た
。
こ
う
し
た
注
記
に
お
け
る
訳
者
の
誤
謬
へ
の
ご
指
摘
、
お
よ
び
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
も
注
記
が
必
要
、
と
い
っ

た
ご
高
教
を
賜
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
ま
こ
と
に
幸
い
で
あ
る
。

７
．
伝
説
タ
イ
ト
ル
の
ド
イ
ツ
語
綴
り
は
原
文
の
ま
ま
。

８
．
本
文
お
よ
び
注
に
お
け
る
〔　
　
　

〕
内
は
訳
者
の
補
足
で
あ
る
。

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
一
）　　
　

一

─　
　

六
〇　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
一
・
二
号
一
一
七
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、

平
成
二
十
四
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
二
）　　

六
一

─　
　

九
〇　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
三
号
四
六
三
〜
二
三
五
ペ
ー
ジ
、
平

成
二
十
五
年
二
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
三
）　　

九
一

─　
一
三
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
四
巻
第
四
号
七
五
〜
一
七
六
ペ
ー
ジ
、
平
成

二
十
五
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
四
）　

一
三
五

─　
一
八
四　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
一
・
二
号
一
五
七
〜
二
八
五
ペ
ー
ジ
、

平
成
二
十
五
年
十
一
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』
試
訳
（
そ
の
五
）　

一
八
五

─　
二
二
五　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
五
巻
第
三
・
四
号
九
五
〜
一
八
〇
ペ
ー
ジ
、

平
成
二
十
六
年
三
月

『
ド
イ
ツ
伝
説
集
』（
一
八
五
三
）
試
訳
（
そ
の
六
）　

二
二
六

─　
二
八
八　

所
収
「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
四
十
六
巻
第
一
号
二
〇
九
〜
三
三
〇

ペ
ー
ジ
、
平
成
二
十
六
年
十
月
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＊
本
分
載
試
訳
（
そ
の
七
）
の
伝
説

　

二
八
九　

鉄
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク

山
の
話V

om
 Eisenberg.

　

二
九
〇　

ヴ
ェ
ッ
タ
ー
城ブ

ル
クW

etterburg.

　

二
九
一　

シ
ェ
ル
ピ
ル
モ
ン
トSchellpyrm

ont.　
　
　

*D
S109 H

essental.

　

二
九
二　

九き
ゅ
う
ち
ゅ
う
ぎ

柱
戯
の
黄こ

が
ね金

の
柱ピ

ンD
er goldene K

egel.

　

二
九
三　

五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
下
に
出
る
物
の
怪けSpuk unter den fünf Eichen.

　

二
九
四　

ハ
ー
メ
ル
ン
の
子
ど
も
た
ちD

ie K
inder von H

am
eln.　

　
　

*D
S245 D

ie K
inder zu H

am
eln. 

　

二
九
五　

聖
ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
の
贈
り
物St. V

iti Gaben.

　

二
九
六　

天
使
と
百ゆ

り合Engel und Lilien.　
　
　

*D
S264 D

ie Lilie K
loster zu Colvey.

　

二
九
七　

ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
の
乙
女D

as Fräulein von W
illberg.　

　
　

*D
S159. D

ie N
ußkerne. / *D

S315 D
as Fräulein 

vom
 W

illberg.

　

二
九
八　

池
か
ら
出
て
来
た
馬Gaul aus dem

 Pfuhl.

　

二
九
九　

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン

人
た
ちD

ie H
ünen.

　

三
〇
〇　

アア

ー

メ

ル

ン

ゲ

ン

ー
メ
ル
ン
グ
一
族A

m
elungen.

　

三
〇
一　

小ツ
ヴ
ェ
ル
ク人

の
揺
り
籠か

ごD
ie Zw

ergen-W
iege.

　

三
〇
二　

許ブ
ラ
ウ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

嫁
の
石D

er Brautstein.

　

三
〇
三　

泣ヴ
ェ
ー
ク
ラ
ー
ゲ

き
女D

ie W
ehklage.

　

三
〇
四　

塩
の
牝め

す
い
の
し
し

猪D
ie Salz-Sau.



154

武蔵大学人文学会雑誌　第 46 巻第 2 号

　

三
〇
五　

剥む

き
だ
し
の
鏡D

er nackte Spiegel.
　

三
〇
六　

ブ
レ
ー
メ
ン
の
ロ
ー
ラ
ン
トBrem

er Roland.
　

三
〇
七　

神
の
戦Gottes K

rieg.

　

三
〇
八　

七
つ
の
足
跡D

ie sieben T
rappen.

　

三
〇
九　

薔ヒ
ル
デ
・
シ
ュ
ネ
ー

薇
の
雪H

ildeschnee.

　

三
一
〇　

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人H

ütchen.　
　
　

*D
S75 H

ütchen.

　

三
一
一　

イ
ル
メ
ン
柱ゾ

イ
レIrm

ensäule.

　

三
一
二　

ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
の
話V

on H
einrich dem

 Löw
en.　

　
　

*D
S526 H

einrich der Löw
e.

　

三
一
三　

死
ん
だ
許い

い
な
ず
け嫁D

ie todte Braut.

　

三
一
四　

コ
ー
ル
ベ
ッ
ク
の
踊
り
手
た
ちD

ie T
änzer von K

olbeck.　
　
　

*D
S232 D

ie Bauern zu K
olbeck.

　

三
一
五　

ク
レ
ッ
ペ
ルD

ie K
röppel.　

　
　

*D
S154 D

er Zug der Zw
erge über den Berg / *D

S155 D
ie Zw

erg bei 

D
ardesheim

. / *D
S156 Schm

ied Riechert.

　

三
一
六　

焔ほ
の
お

に
包
ま
れ
た
伯
爵D

er Graf im
 Feuer.

　

三
一
七　

ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
と
ト
ゥ
ー
ト
・
オ
ー
ゼ
ルDer Hackelnberg und die T

ut-O
sel.　

　
　

*D
S311 Des Hackelnberg 

T
raum

. / *D
S312 D

ie T
ut-O

sel.

　

三
一
八　

底グ
ル
ン
ト
ロ
ー
ス

無
しD

as Grundlos.

　

三
一
九　

巨
人
の
血H

ünenblut.　
　
　

*D
S326 D

as H
ünenblut.

　

三
二
〇　

人ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン

狼
の
石W

ärw
olfstein.　

　
　

*D
S215 D

er W
erw

olfstein.
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三
二
一　

ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
蓄
えD

er Croppenstädter V
orrath.　
　
　

*D
S583 D

er K
roppenstedter V

orrat.
　

三
二
二　

ク
ヴ
ェ
ー
ド
ルQ

uedl.　
　
　

*D
S488 Q

uedl, das H
ündlein.

　

三
二
三　

エエ
ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女D

ie Erbjungfer.　
　
　

*D
S60 D

ie Erbjungfer.

　

三
二
四　

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
建
設M

agdeburgs Erbaung.

　

三
二
五　

戦
争
の
前
兆K

riegs-V
orzeichen.　

　
　

*D
S145. V

erkündigung des V
erderbens.

　

三
二
六　

魔
術
の
目
眩く

ら

ま
しZauberverblendung.

　

三
二
七　

カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス
の
最

カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ル
ス
ビ
ル
ネ

上
梨Capistranus Cardinalsbirne.

　

三
二
八　

ヴ
ォ
ル
ミ
ー
ア
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
名W

olm
irstätts N

am
e.

　

三
二
九　

イ
ー
ゼ
ル
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ベIsern-Schnibbe.

　

三
三
〇　

ソ
リ
ス
・
ヴ
ェ
ル
テSolis-w

elte.

　

三
三
一　

杖
に
詰
ま
っ
た
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨Stock voll D

ukaten.

　

三
三
二　

テ
ッ
ツ
ェ
ル
と
騎
士T

etzel und der Ritter.

　

三
三
三　

月
の
中
の
糸
紡
ぎ
女D

ie Spinnerin im
 M

ond.

　

三
三
四　

ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ーA

rendsee.　
　
　

*D
S112 A

rendsee.

　

三
三
五　

教ム
ッ
タ
ー母

エ
メ
レ
ン
ツ
ィ
アM

utter Em
erentia.

　

三
三
六　

オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
の
災
厄O

sterburger Pech.

　

三
三
七　

赤ロ
ー
テ
・
フ
ル
ト

い
浅
瀬D

ie rothe Furth.

　

三
三
八　

同
時
に
二
人
の
妻Zw

ei Frauen zugleich.
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三
三
九　

乙
女
ロ
ー
レ
ン
ツJungfrau Lorenz.

二
八
九　

鉄
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
山
の
話

　

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
領
に
は
高
山
が
聳そ

び

え
て
い
て
、
そ
の
頂
き
に
は
城
が
あ
っ
た
。
山
も
城
も
同
じ
名
で
鉄ア

イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク

の
山
で
あ
る
。
こ
の
山
は

鉄
鉱
石
を
豊
富
に
内
蔵
、
城
に
は
遠
い
昔
雄
雄
し
き
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
爵
家
が
君
臨
し
て
い
た
。
こ
の
高
貴
な
一
族
の
多
く
が
こ
の
城

で
生
ま
れ
落
ち
た
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
は
鉄
の
み
な
ら
ず
黄
金
も
産
出
、
山
中
で
は
長
い
間
並
並
な
ら
ぬ
生
産
量

の
黄
金
採
掘
場
が
稼
動
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
後
城
は
廃は

い
き
ょ墟

と
化
し
、
か
つ
て
の
栄
華
は
今
い
ず
こ
、
採
掘
場
は
放
棄
さ
れ
た
。

　

あ
る
日
の
こ
と
、
一
人
の
羊
飼
い
が
人
気
の
な
い
山
の
高
み
で
羊
群
の
番
を
し
て
い
た
。
真
昼
時
、
体
を
休
め
よ
う
、
と
接に

わ
と
こ

骨
木
の

樹
の
下
で
横
に
な
っ
た
が
、
目
を
覚
ま
す
と
辺
り
は
も
う
薄
暗
く
な
り
始
め
て
い
た
。
羊
た
ち
は
お
と
な
し
く
周
り
に
寝
そ
べ
っ
て
い

た
が
、
群
れ
を
先
導
す
る
牡お

羊
が
見
当
た
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
こ
の
牡
羊
が
哀
れ
っ
ぽ
く
め
え
え
と
啼な

く
の
が
聞
こ
え
た
の
で
、
忠

実
な
獣
の
声
の
す
る
方
へ
向
か
っ
た
。
す
る
と
な
ん
と
、
古
城
の
崩
れ
た
穴
蔵
の
丸
天
井
か
ら
き
ら
き
ら
す
る
光
が
漏
れ
、
地
下
室
に

牡
羊
が
立
っ
て
お
り
、
そ
の
傍そ

ば

に
古
い
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
を
ぎ
っ
し
り
盛
っ
た
大お

お
な
べ鍋

が
あ
る
で
は
な
い
か
。
羊
飼
い
は
す
ぐ
さ
ま
穴
蔵
へ

下
り
、
鷲わ

し

摑づ
か

み
に
し
て
隠ポ

ケ
ッ
トし

と
い
う
隠ポ

ケ
ッ
トし

、
そ
れ
か
ら
被か

ぶ

っ
て
い
た
帽
子
に
銀
貨
を
詰
め
込
ん
だ
。
そ
れ
か
ら
牡
羊
を
優
し
く
こ
づ
い

て
「
お
め
え
っ
て
や
つ
は
ま
あ
、
と
ん
で
も
ね
え
ど
畜
生
だ
あ
よ
う
」
と
声
を
掛
け
た
。

─
こ
う
口
に
出
し
た
途
端
、
穴
蔵
の
上

の
開
口
部
に
髪
も
髭ひ

げ

も
真
っ
白
で
、
血
の
よ
う
に
赤
い
縞
の
入
っ
た
白
い
長
上
衣
を
着
込
ん
だ
老
人
が
立
ち
は
だ
か
り
、
白し

ろ
が
ね銀

の
角
笛

を
口
に
当
て
る
と
、
な
ん
と
も
激
し
い
音
色
で
吹
き
鳴
ら
し
た
の
で
、
木
木
は
突
風
に
遭あ

っ
た
よ
う
に
ど
う
ど
う
と
ざ
わ
め
き
、
穴
蔵

は
轟と

ど
ろ
と
ど
ろ轟

と
鳴
り
ど
よ
も
し
、
大
地
は
震
動
し
た
。
こ
の
恐
ろ
し
い
響
き
に
羊
飼
い
は
目
も
眩く

ら

み
耳
も
聞
こ
え
な
く
な
り
、
取
っ
た
金

（　

）
 1
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を
悉

こ
と
ご
と

く
投
げ
出
し
、
途
方
も
な
い
怯き

ょ
う
だ懦

恐
怖
に
包
ま
れ
、
失
神
し
て
老
人
の
足
元
に
く
ず
お
れ
た
。
そ
う
し
て
長
い
こ
と
倒
れ
て
い

た
が
、
意
識
を
取
り
戻
す
と
真
っ
昼
間
で
、
地
面
の
上
に
い
た
。
持
ち
物
は
傍そ

ば

に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
羊
の
群
れ
も
同
じ
く
傍
に
寝
そ

べ
っ
て
い
た
。
失な

く
な
っ
た
物
は
何
も
な
か
っ
た
。
た
だ
し
例
の
金
、
例
の
穴
蔵
、
例
の
鍋
は
影
も
形
も
見
え
ず
、
穴
蔵
へ
の
崩
れ
落

ち
た
入
口
さ
え
消
え
失
せ
て
い
た
。

二
九
〇　

ヴ
ェ
ッ
タ
ー
城

ブ
ル
ク

　

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
領
に
は
あ
の
古
き
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
城ブ

ル
ク

も
聳そ

び

え
て
い
る
。
こ
の
城
の
か
な
り
の
部
分
は
残
っ
て
い
て
、
ま
だ
人
の
住
め

る
状
態
で
あ
る
。
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
は
か
つ
て
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
の
居
城
で
あ
り
、
伯
爵
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア

ル
ブ
レ
ヒ
ト

─
鉄
の
手
の
騎
士
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
と
私フ

ェ
ー
デ闘

状
態
に
あ
っ
た

─
と
同
盟
を
結
ん
で
い
た
。
そ

こ
で
ゲ
ッ
ツ
は
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
を
引
っ
攫さ

ら

お
う
、
と
思
い
つ
き
、
手
の
者
を
従
え
て
幾
つ
も
の
地
方
を
抜
け
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク

に
近
づ
き
、
城
か
ら
ダ
ー
ル
ハ
イ
ム
〔
修
道
院
〕
に
通
じ
る
道
の
傍そ

ば

に
潜ひ

そ

ん
だ
。
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
が
そ
う
や
っ

て
待
ち
伏
せ
し
て
い
る
と
、
た
ま
た
ま
羊
飼
い
が
一
人
羊
群
の
番
を
し
て
い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。
す
る
と
な
ん
と

─
突
然
森
の

中
か
ら
五
頭
の
狼

お
お
か
み

が
跳
び
出
し
て
、
群
れ
に
襲
い
掛
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
光
景
を
見
聞
き
し
て

─
ゲ
ッ
ツ
自
身
の
語
る
と

こ
ろ
に
よ
れ
ば

─
彼
の
荒
く
れ
た
ド
イ
ツ
騎
士
魂
は
歓
喜
し
、
彼
は
狼
ど
も
の
幸
運
、
そ
れ
か
ら
自
ら
の
幸
運
を
も
祈
っ
て
「
首

尾
良
く
や
れ
い
、
仲
間
た
ち
。
首
尾
良
く
や
れ
い
、
い
ず
れ
に
お
い
て
も
な
」
と
狼
に
向
か
っ
て
叫
ん
だ
。
こ
う
し
た
吉
兆
が
示
さ
れ

た
時
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
が
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
か
ら
下
り
て
来
た
の
で
、
ゲ
ッ
ツ
は
パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
の
地
で
伯
爵
を

襲
撃
、
捕
虜
に
し
、
そ
れ
か
ら
ま
ず
ケ
ル
ン
大
司
教
領
、
次
い
で
伯
爵
自
身
の
所
領
、
そ
れ
か
ら
ヘ
ッ
セ
ン
方

ラ
ン
ト
グ
ラ
ー
フ

伯
領
、
そ
こ
か
ら
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更
に
ヘ
ル
ス
フ
ェ
ル
ト
大
司
教
領
、
そ
こ
か
ら
フ
ル
ダ
、
ヘ
ン
ネ
ベ
ル
ク
伯
爵
領
、
更
に
ザ
ク
セ
ン
の
邦
と
ヴ
ュ
ル
ツ
ブ
ル
ク
大
司
教

領
と
バ
ン
ベ
ル
ク
を
通
り
、
ニ
ュ
ル
ン
ベ
ル
ク
辺マ

ル
ク
グ
ラ
ー
フ

境
伯
領
と
バ
イ
エ
ル
ン
領
プ
フ
ア
ル
ツ
に
入
り
、
と
う
と
う
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
の

拉ら

ち致
連
行
先
で
あ
る
場
所
、
す
な
わ
ち
、
神
に
愛め

で
ら
れ
し
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
の
邦
に
あ
る
自
城
に
辿た

ど

り
着
い
た
。
さ
て
こ
こ
に
落
ち

着
い
た
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
は
、
遠
征
に
起
因
す
る
多
額
の
経
費
お
よ
び
捕
虜
に
掛
か
っ
た
飲
食
宿
泊
代
を
計
算
。

「
伯
爵
殿
が
こ
れ
を
償
還
な
さ
れ
ば
、
再
び
解
き
放
っ
て
進
ぜ
よ
う
。
さ
よ
う
、
旅
費
は
た
ん
だ
百
グ
ル
デ
ン
で
よ
う
ご
ざ
る
、
し
て
、

こ
れ
に
加
え
て
更
に
八
千
グ
ル
デ
ン
頂ち

ょ
う
だ
い戴

い
た
せ
ば
」

─
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世
を
自
由
の
身
に
す
る
、
と
言
っ
た

も
の
。
伯
爵
の
忠
実
な
同
盟
者
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
伯
爵
釈
放
の
た
め
鐚び

た

一い
ち
も
ん文

出
そ
う
と
し
な
か
っ
た
し
、
さ
り
と
て

ゲ
ッ
ツ
攻
略
の
軍
を
催
す
こ
と
な
ど
思
い
も
寄
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
虜と

り
こ囚

は
己お

の

が
白し

ら
が髪

を
一
房
切
り
取
り
、
子
息

─
同
名
フ
ィ

リ
ッ
プ

─
に
手
紙
を
書
き
、
身
代
金
を
届
け
て
く
れ
る
よ
う
、
切
切
と
訴
え
た
。
子
息
は
金
を
支
払
い
、
老
父
を
迎
え
取
り
に

コ
ー
ブ
ル
ク

─
ゲ
ッ
ツ
は
そ
こ
ま
で
捕
虜
を
護
送
さ
せ
た

─
ま
で
出
向
い
て
、
父
君
を
涙
な
が
ら
に
抱
き
締
め
た
。
伯
爵
は
二

十
週
間
に
及
ぶ
拘
留
後
も
捕
ら
わ
れ
た
時
と
同
じ
上
衣
を
着
て
い
た
が
、
有う

い為
転
変
は
世
の
習
い
、
幸
運
は
移
ろ
う
も
の
、
雨
降
っ
て

地
固
ま
り
、
悲
し
み
あ
れ
ば
歓よ

ろ
こ

び
来き

た

る
、
等
等
と
い
っ
た
金
言
で
子
息
を
慰
め
た
。

　

ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
を
訪
れ
た
旅
人
は
こ
こ
か
ら
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
赤
き
大
地
の
美
し
い
一
部
を
展
望
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
こ
の
地
で
は
か
つ
て
聖デ

ィ
ー
・
ハ
イ
リ
ゲ
・
フ
ェ
ー
メ

な
る
結
社
が
峻し

ゅ
ん
れ
つ烈

な
判
決
を
下
し
、
執
行
し
た
。
特
に
知
ら
れ
て
い
る
の
は
往
昔
の
結フ

ェ
ー
メ社

法
廷
の
町

フ
ォ
ル
ク
マ
ー
ル
ゼ
ン
で
あ
る
。
こ
こ
の
郊
外
の
「
葦あ

し
は
ら原

に
皇
帝
秘
密
裁
判
の
畏
敬
す
べ
き
王
立
法
廷
」
が
設
置
さ
れ
「
真
正
な
る
秘

密
陪
席
判
事
ら
と
聖
な
る
秘
密
検
察
官
八
人
」
が
裁
き
の
座
に
着
い
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
な
ん
と
も
ぞ
っ
と
す
る
話
は
騎
士
道

小
説
『
ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
あ
る
い
は
目
に
見
え
ぬ
上
長
た
ち
』
で
読
む
こ
と
が
で
き
る
。
も
っ
と
も
、

何
も
か
も
本
当
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
な
に
し
ろ
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
と
名
乗
っ
た
、
も
し
く
は
書
か
れ
た
騎
士
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は
存
在
し
た
こ
と
が
な
い
の
だ
か
ら
。
こ
の
城
の
古
い
穴
蔵
に
は
結フ

ェ
ー
メ社

裁
判
官
を
主
題
に
し
た
情
緒
た
っ
ぷ
り
な
言
い
伝
え
な
ど
な
く

て
、
火

ブ
ラ
ン
ト
ヴ
ァ
イ
ン

酒
の
樽た

る

の
恰か

っ
こ
う好

を
し
た
極
め
て
散
文
的
な
お
化
け
が
出
る
、
と
い
う
話
が
あ
る
だ
け
。
た
だ
し
こ
や
つ
は
ご
く
性
悪
で
危

険
な
妖
怪
で
あ
る
。

二
九
一　

シ
ェ
ル
ピ
ル
モ
ン
ト

　

華
や
か
な
温
泉
地
ピ
ル
モ
ン
ト
を
去
る
こ
と
一
時
間
の
と
こ
ろ
に
シ
ェ
レ
ン
山ベ

ル
ク

が
聳そ

び

え
て
い
る
。
こ
の
山
の
頂
き
に
は
か
つ
て
大

層
古
い
城

─
そ
の
起
源
は
ド
イ
ツ
先
史
時
代
の
ご
く
初
期
に
遡

さ
か
の
ぼ

る

─
が
あ
っ
た
。
伝
説
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
に
は
ケ
ル
ス
キ
族

の
ヘ
ル
マ
ン
の
妻
ト
ゥ
ス
ネ
ル
デ
が
住
ん
で
い
た
、
と
の
こ
と
。
ト
ゥ
ス
ネ
ル
デ
は
人
語
を
し
ゃ
べ
れ
る
小
鳥
を
一
羽
飼
っ
て
い
た
。

こ
の
小
鳥
は
国
中
を
飛
び
回
っ
て
来
て
は
、
彼
女
に
新ニ

ュ
ー
ス

情
報
を
伝
え
た
。
さ
て
、
あ
る
日
の
こ
と
、
い
つ
も
の
よ
う
に
飛
ん
で
戻
っ
て

来
た
小
鳥
は
、
こ
う
叫
び
続
け
た
。

　
　
　
　
　
「
ヘヘ

ッ
セ
ン
タ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
ク

ッ
セ
ン
谷
ピ
ッ
カ
ピ
カ
！
ヘヘ

ッ
セ
ン
タ
ー
ル
・
ブ
ラ
ン
ク

ッ
セ
ン
谷
ピ
ッ
カ
ピ
カ
！
」

こ
う
し
て
、
ロ
ー
マ
軍
が
ヘ
ッ
セ
ン
谷タ

ー
ル

を
行
軍
中
で
あ
る
こ
と
を
告
げ
た
の
だ
。
ロ
ー
マ
兵
の
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

と
武
器
が
谷
を
燦き

ら

め
か
せ
て
い

た
の
で
。
そ
こ
で
ト
ゥ
ス
ネ
ル
デ
は
、
夫
の
指
揮
す
る
軍
勢
が
接
近
中
の
敵
軍
を
迎
え
撃
つ
準
備
を
調
え
ら
れ
る
よ
う
、
す
ぐ
さ
ま
ヘ

ル
マ
ン
の
許も

と

に
何
人
も
急
使
を
送
っ
た
。

　

後
世
シ
ェ
レ
ン
山ベ

ル
ク

は
ペ
レ
モ
ン
ト
伯
爵
家
の
所
有
と
な
っ
た
。
こ
の
山
が
領
内
に
位
置
し
た
伯
爵
一
族
の
名
は
〔
ラ
テ
ン
語
で
〕
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ぺペ
ト
リ
・
モ
ー
ン
ス

と
る
す
ノ
山
、
フ
ラ
ン
ス
語
で
ピ
エ
ー
ル
・
モ
ン
に
由
来
、
こ
れ
が
結
局
ピ
ル
モ
ン
ト
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤バ

ル
バ
ロ
ッ
サ

髭
帝

が
ケ
ル
ン
大
司
教
フ
ィ
リ
ッ
プ
に
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
こ
の
地
方
、
も
し
く
は
全
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
を
封
土
と
し
て
与
え
、

大
司
教
は
シ
ェ
レ
ン
山ベ

ル
ク

に
新
た
に
堅
固
な
要よ

う
さ
い塞

を
築
き
、
使
徒
ペ
ト
ル
ス
を
讃た

た

え
て
こ
の
城
に
ぺペ

ト
リ
・
モ
ー
ン
ス

と
る
す
ノ
山
な
る
名
を
付
け
た
か

ら
だ
、
と
。
こ
れ
を
信
じ
る
信
じ
な
い
は
ど
な
た
も
ご
自
由
。
た
だ
し
、
ハ
レ
、
エ
ア
フ
ル
ト
そ
の
他
の
近
郊
に
ペ
ー
タ
ー
山ベ

ル
ク

は
た

く
さ
ん
あ
る
が
、
そ
の
い
ず
れ
か
ら
も
ピ
ル
モ
ン
ト
と
い
う
名
の
者
が
出
た
例た

め

し
は
知
ら
ぬ
。
シ
ェ
ル
ピ
ル
モ
ン
ト
の
廃は

い
き
ょ墟

は
御
多
分

に
洩も

れ
ず
宝
物
探
し
ど
も
の
掘
り
返
す
と
こ
ろ
と
な
っ
た
が
、
特
筆
す
べ
き
物
は
何
も
見
つ
か
っ
て
は
い
な
い
。

二
九
二　

九き
ゅ
う
ち
ゅ
う
ぎ

柱
戯
の
黄こ

が
ね金
の
柱ピ

ン

　

ア
エ
ル
ツ
ェ
ン
近
郊
、
ピ
ル
モ
ン
ト
と
ハ
ー
メ
ル
ン
の
間
に
、
リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
ス
山ベ

ル
ク

が
あ
る
。
山
頂
の
美
し
い
緑
な
す
芝
生
の
上

で
は
、
夜
に
な
る
と
白
装
束
の
妖
精
た
ち
が
黄こ

が
ね金

の
球ボ

ー
ル

と
黄こ

が
ね金

の
柱ピ

ン

で
九
柱
戯
遊
び
を
し
た
。
ゴ
ロ
ゴ
ロ
リ
ン
リ
ン
鳴
る
音
に
し
ば
し

ば
小
鳥
た
ち
は
夢
を
覚
ま
さ
れ
、
森
の
獣
た
ち
は
や
っ
て
来
て
、
興
味
津し

ん
し
ん津

、
繁し

げ

み
の
中
か
ら
頭
を
突
き
出
し
て
覗の

ぞ

い
た
。
も
っ
と
も

人
間
は
あ
え
て
近
づ
こ
う
と
し
な
か
っ
た
。
な
に
し
ろ
そ
ん
な
こ
と
を
し
よ
う
も
の
な
ら
、
な
ん
と
も
知
れ
ぬ
恐
怖
に
取
り
憑つ

か
れ
た

か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
と
う
と
う
あ
る
向
こ
う
見
ず
な
織
物
職
人
が
勇
気
を
奮
い
起
こ
し
て
、
黄き

ん金
の
柱ピ

ン

は
木
で
で
き
た
機は

た

織
り
台

な
ん
か
よ
り
値
打
ち
が
あ
ら
あ
、
と
考
え
、
妖
精
た
ち
相
手
に
運
を
試
し
て
み
よ
う
と
し
た
。
あ
る
暖
か
い
夏
の
宵
、
職
人
は
リ
ュ
ー

ニ
ン
グ
ス
ベ
ル
ク
に
登
り
、
森
に
踏
み
込
み
、
例
の
妖
精
の
芝
生
に
近
づ
い
た
。
す
る
と
小
さ
な
白
装
束
の
山
の
精
た
ち
が
九
柱
戯
に

熱
中
し
て
い
た
。
柱ピ

ン

立
て
係
の
男
の
子
連
な
ん
ぞ
は
不
要
。
と
い
う
の
も
球ボ

ー
ル

は
ひ
と
り
で
に
戻
っ
て
来
た
し
、
柱ピ

ン

も
ひ
と
り
で
に

む
っ
く
り
起
き
上
が
っ
た
の
で
。
球ボ

ー
ル

は
矢
の
よ
う
に
早
く
唸う

な

り
を
挙
げ
て
転
が
り
、
柱ピ

ン

は
チ
リ
ン
カ
ラ
ン
と
倒
れ
、
獣
た
ち
は
ち
ら
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ち
ら
覗
き
見
し
、
小
鳥
た
ち
は
枝
の
間
で
ぶ
ら
ん
こ
遊
び
。
ひ
ゅ
っ
と
弾
か
れ
た
柱ピ

ン

が
一
本
、
び
く
び
く
わ
な
わ
な
繁
み
の
中
に
伏
せ

て
い
た
織
物
職
人
の
方
へ
勢
い
よ
く
転
が
っ
て
来
た
。
若
者
は
こ
れ
を
ぱ
っ
と
手
に
取
る
や
い
な
や
、
も
う
無
我
夢
中
、
体
を
起
こ
し

て
逃
げ
出
し
た
。
柱ピ

ン

が
一
本
失な

く
な
る
の
を
見
た
精
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
泥
棒
の
跡
を
追
い
掛
け
る
。
こ
ち
ら
は
い
ち
早
く
山
裾
の
野
原

を
越
え
て
一
目
散
。
と
、
そ
こ
に
は
フ
ン
メ
川
が
流
れ
て
い
て
、
一
本
の
丸
太
が
岸
か
ら
岸
へ
と
橋
代
わ
り
に
横
た
わ
っ
て
い
た
。
織

物
職
人
が
ぼ
ろ
ぼ
ろ
の
木
の
幹
に
足
を
乗
せ
た
時
、
精
た
ち
が
も
う
す
ぐ
後
ろ
に
迫
っ
て
い
る
の
に
気
付
い
た
の
で
、
泡
を
喰く

っ
て
踏

み
誤
り
、ざ
ん
ぶ
と
小
川
に
転
落
し
た
。
す
る
と
わ
や
わ
や
こ
う
叫
ぶ
声
。「
き
さ
ま
あ
運
の
好
い
や
つ
だ
。
お
れ
た
ち
は
水
の
中
じ
ゃ

あ
何
も
で
き
ん
。
地
面
の
上
で
追
い
つ
い
て
た
ら
、
き
さ
ま
の
頸く

び

を
捻ひ

ね

っ
て
や
っ
た
の
に
」。

─
そ
う
し
て
ふ
っ
ふ
っ
と
消
え
去
っ

た
。
若
者
は
と
申
せ
ば
柱ピ

ン

を
し
っ
か
と
抱
え
込
み
、
無
事
に
家
へ
帰
り
着
き
、
柱ピ

ン

の
黄
金
で
家
を
買
い
、
可
愛
い
あ
の
娘こ

に
結
婚
を
申

込
み
、
幸
せ
に
な
っ
た
。
水
車
小
屋
導
水
路
の
畔ほ

と
り

に
い
ま
だ
に
そ
の
家
が
あ
り
、
家
の
前
に
は
大
き
な
科リ

ン

デ
の
木
が
聳そ

び

え
て
い
る
。

リ
ュ
ー
ニ
ン
グ
ス
ベ
ル
ク
に
は
こ
れ
ま
た
い
ま
だ
に
山
の
精
た
ち
の
九
柱
戯
場
が
残
っ
て
い
る
。
た
だ
し
妖
精
た
ち
が
九
柱
戯
遊
び
を

す
る
こ
と
は
も
う
な
い
。
な
に
し
ろ
九
本
目
の
柱ピ

ン

が
盗
ま
れ
て
し
ま
っ
た
の
で
。

二
九
三　

五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
下
に
出
る
物
の
怪け

　

ア
エ
ル
ツ
ェ
ン
近
郊
に
ゼ
ル
ク
セ
ン
な
る
村
が
あ
る
。
村
の
傍そ

ば

に
昔
五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
老
樹
が
聳そ

び

え
て
い
た
。
今
な
お
残
っ
て
い
る
の

は
三
本
だ
け
。
し
か
し
住
民
は
相
変
わ
ら
ず
「
五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
下
」
と
呼
ぶ
。
そ
こ
に
は
夜
毎
不
気
味
な
物
の
怪
が
徘
徊
・
跳ち

ょ
う
り
ょ
う梁

す

る
。
鎖
を
じ
ゃ
ら
じ
ゃ
ら
引
き
ず
る
、
皿
の
よ
う
に
大
き
く
燃
え
る
目
の
巨
犬
数
頭
、
三
本
脚
の
野
兎う

さ
ぎ

が
何
匹
も
、
近
く
の
死ト

ー
テ
ン
ベ
ル
ク

人
山

か
ら
ふ
わ
ふ
わ
や
っ
て
来
た
絞
首
台
野
郎
ど
も
、
真
っ
黒
け
な
大お

お
が
ら
す鴉

が
何
羽
か
、
梟

ふ
く
ろ
う

の
よ
う
に
で
っ
か
い
蝙こ

う
も
り蝠

の
数
数
、
こ
う
い
っ

（　
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た
輩や

か
ら

が
入
り
乱
れ
て
走
っ
た
り
、
這は

っ
た
り
、
翔と

ん
だ
り
。
お
ぞ
ま
し
い
容
姿
の
素
っ
裸
の
娘
ら
が
踊
る
の
を
見
掛
け
る
こ
と
も
あ

る
。
あ
る
時
二
人
の
若
者
が
仕
事
先
の
グ
ロ
ー
セ
ン
ベ
ル
ケ
ル
か
ら
ゼ
ル
ク
セ
ン
へ
帰
っ
て
来
た
と
こ
ろ
、
五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
下
で
妙
ち

き
り
ん
な
化
け
物
に
出
く
わ
し
た
。
そ
や
つ
に
は
頭
も
無
け
れ
ば
手
足
も
無
く
、
彼
ら
の
方
へ
ふ
ら
ふ
ら
や
っ
て
来
て
、
う
う
っ
と
呻う

め

き
声
を
発
し
た
の
だ
。
若
者
の
一
人
は
思
い
切
っ
て
立
ち
向
か
お
う
と
し
た
が
、
幸
い
も
う
片
方
が
引
き
戻
し
た
。

─
夜
遅
く
患

者
の
往
診
を
済
ま
せ
た
ア
エ
ル
ツ
ェ
ン
の
さ
る
老
外
科
医
が
五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
傍
を
通
り
掛
か
る
と
、
道
端
に
一
羽
の
白
い
家
兎
が
い

た
。
そ
こ
で
外
科
医
は
捉つ

か

ま
え
て
外
科
道
具
囊ふ

く
ろ

に
入
れ
、
担
い
で
歩
き
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
進
む
に
連
れ
て
囊
は
ど
ん
ど
ん
重
く
な

り
、
最
後
に
は
も
う
担
げ
な
く
な
っ
た
の
で
、
下
ろ
し
て
開
い
た
。
す
る
と
鬼き

た
い胎

の
よ
う
な
、
途
方
も
な
く
厭い

と

わ
し
い
代
物
が
中
か
ら

に
ゅ
う
っ
と
出
現
、
ふ
う
っ
と
啀い

が

み
掛
か
っ
た
の
で
、
外
科
医
は
走
れ
る
だ
け
走
っ
て
逃
げ
、
囊
は
中
の
一
切
合
切
と
も
ど
も
置
い
て

き
ぼ
り
に
し
た
。

─
ま
た
別
の
あ
る
時
、
こ
れ
も
夜
更
け
の
こ
と
、
一
人
の
ユ
ダ
ヤ
人
が
や
っ
て
来
る
と
、
鵞が

ち
ょ
う鳥

が
一
羽
い
た
。

「
お
や
ま
あ
」
と
ユ
ダ
ヤ
人
は
考
え
た
。「
こ
ん
な
見
事
な
鵞
鳥
を
夜
中
こ
こ
に
放
り
っ
ぱ
な
し
に
し
て
お
く
手
は
な
い
て
。
わ
し
が

貰も
ら

っ
て
行
っ
て
、
太
ら
せ
て
や
ろ
う
」。
け
れ
ど
も
鵞
鳥
は
す
ぐ
に
は
捉
ま
ろ
う
と
せ
ず
、
ギ
ャ
ア
ギ
ャ
ア
シ
ュ
ウ
シ
ュ
ウ
啼な

き
叫
び
、

ば
さ
ば
さ
激
し
く
羽
ば
た
き
し
た
。
も
っ
と
も
結
局
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
勝
ち
を
占
め
、
担
い
で
い
た
背
負
い
籠か

ご

に
押
し
込
ん
だ
。
し
か
し

歩
き
出
し
て
み
て
、「
は
て
さ
て
、
ど
う
し
て
鵞
鳥
が
こ
ん
な
に
重
い
の
か
。
な
ん
と
か
う
ち
へ
持
っ
て
帰
れ
れ
ば
な
あ
」
と
思
案
し

た
も
の
。

─
が
、
鵞
鳥
を
家
ま
で
持
ち
帰
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ど
う
に
も
堪た

ま

ら
ず
立
ち
止
ま
っ
た
と
こ
ろ
、
背
負
い
籠
の
中
か

ら
こ
う
叫
ぶ
声
が
し
た
の
だ
。「
と
っ
と
と
あ
た
し
を
五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
下
ま
で
担
い
で
戻
ん
な
、
呪
わ
れ
た
ユ
ダ
ヤ
人
よ
う
」。

─

や
れ
や
れ
、
哀
れ
な
老
ユ
ダ
ヤ
人
は
な
ん
と
も
ひ
ど
く
震
え
戦お

の
の

い
た
が
、
な
ん
と
も
し
よ
う
が
な
く
、
言
わ
れ
た
通
り
に
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
。
で
、
重
荷
を
ま
た
担
い
で
引
き
返
し
た
が
、
あ
り
が
た
や
、
前
に
は
一
歩
一
歩
重
く
な
っ
た
の
と
反
対
に
、
今
度
は
一

歩
一
歩
軽
く
な
っ
た
。
ユ
ダ
ヤ
人
が
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
と
こ
ろ
ま
で
辿
り
着
く
と
、
籠
か
ら
這は

い
出
し
て
来
た
の
は
、
歳
を
取
っ
た
も
取
っ
た
も
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大
変
な
婆ば

あ

様
で
、
紡つ

む錘
の
よ
う
に
痩
せ
っ
ぽ
ち
、
頭
は
髑し

ゃ
れ
こ
う
べ髏

み
た
よ
う
、
目
は
赤
く
、
肌
は
羊
皮
紙
さ
な
が
ら
。
そ
し
て
「
ど
う
も

あ
り
が
と
さ
ん
、
あ
た
し
を
担
い
で
く
れ
て
さ
」
と
言
う
な
り
、
が
つ
ん
と
顔
に
一
発
喰く

ら
わ
せ
た
の
で
、
こ
ち
ら
は
ふ
ら
ふ
ら
っ
と

ぶ
っ
倒
れ
た
。
す
ご
す
ご
立
ち
去
る
背
後
か
ら
お
ち
ゃ
ら
か
し
て
こ
ん
な
戯ざ

れ
唄う

た

を
歌
う
声
が
聞
こ
え
た
。

　
　
　
　
　
「
鵞
鳥
を
盗と

っ
た
で
泥
棒
だ
け
ん
ど
、

　
　
　
　
　

返
し
て
く
れ
た
で
え
え
人
さ
」

　

お
蔭か

げ

で
死
に
そ
う
な
思
い
を
し
た
哀
れ
な
ユ
ダ
ヤ
人
は
、
以
後
昼
だ
ろ
う
と
夜
だ
ろ
う
と
自
分
の
も
の
で
は
な
い
鵞
鳥
を
捉
ま
え
て

う
ち
へ
持
っ
て
帰
ろ
う
な
ど
と
い
う
気
は
二
度
と
起
こ
さ
な
く
な
っ
た
し
、
五
本
の
柏

ア
イ
ヒ
ェ

の
下
に
行
く
の
も
真
っ
平
ご
免
と
あ
い
な
っ

た
。

二
九
四　

ハ
ー
メ
ル
ン
の
子
ど
も
た
ち

　

一
二
八
四
年
の
こ
と
、
色
と
り
ど
り
の
服
を
着
た
、
風
変
わ
り
な
風
采
の
男
が
ハ
ー
メ
ル
ン
へ
や
っ
て
来
た
。
男
は
鼠ね

ず
み

捕
り
で
、

あ
る
金
額
を
支
払
え
ば
市
全
体
か
ら
大
鼠
小
鼠
と
い
っ
た
害
獣
を
駆
除
す
る
、
と
約
束
し
た
。
そ
こ
で
市
参
事
会
と
市
民
一
同
が
料
金

支
払
い
を
男
に
保
証
す
る
と
、
件く

だ
ん

の
男
は
小
笛
を
取
り
出
し
、
今
日
少
な
か
ら
ぬ
町
町
で
牧
人
や
夜
警
が
や
る
よ
う
に

─
そ
れ
と

い
う
の
も
牧ク

ー
ホ
ル
ン笛

だ
と
都
会
風
で
は
な
い
か
ら
だ
が

─
こ
れ
を
吹
き
鳴
ら
し
な
が
ら
小
路
と
い
う
小
路
を
歩
き
回
っ
た
。
す
る
と
、

な
ん
と
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
家
家
か
ら
大
鼠
小
鼠
が
跳
び
出
し
、
群
れ
を
成
し
て
男
の
後
ろ
に
随つ

き
従
っ
た
。
そ
の
昔
マ
イ
ン
ツ
大
司

（　
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教
ハ
ッ
ト
ー
を
追
い
掛
け
た
よ
う
に
。
こ
う
し
て
小
路
を
悉

こ
と
ご
と

く
練
り
歩
い
た
鼠
捕
り
の
笛
吹
き
男
は
、
灰
色
の
お
伴
と
と
も
に

ヴ
ェ
ー
ザ
ー
門ト

ー
ア

を
出
て
川
に
向
か
い
、
服
を
た
く
し
上
げ
る
と
、
流
れ
に
足
を
踏
み
入
れ
た
。
大
鼠
小
鼠
は
や
み
く
も
に
後
に
従
い
、

紅
海
で
の
エフ

ァ

ラ

オ

ジ
プ
ト
王
の
軍
勢
の
ご
と
く
溺
れ
死
ん
だ
。
と
こ
ろ
で
当
時
の
ハ
ー
メ
ル
ン
の
市
民
た
ち
は
お
っ
そ
ろ
し
く
利
巧
だ
っ

た
。
今こ

ん
に
ち日

現
在
と
な
る
と
ハ
ー
メ
ル
ン
ば
か
り
で
は
な
い
、
ど
こ
に
だ
っ
て
そ
う
い
う
の
が
ど
っ
さ
り
い
る
が

─
。
さ
て
こ
の
連

中
、
報
酬
の
尺
度
を
何
に
置
い
た
か
と
申
せ
ば
、
人
が
持
っ
て
い
る
伎ぎ

り
ょ
う倆

や
知
識
で
は
な
く
て
、
事
を
や
っ
て
の
け
る
の
に
要
し
た
労

役
に
だ
っ
た
。
そ
こ
で
こ
う
語
り
合
っ
た
し
だ
い
。「
あ
の
鼠
捕
り
め
が
決
め
お
っ
た
金
額
は
こ
ん
な
お
手
軽
仕
事
に
は
犯
罪
的
じ
ゃ
。

そ
り
ゃ
あ
あ
い
つ
が
家
毎
に
罠わ

な

を
仕
掛
け
、
毒
を
撒ま

い
た
と
あ
ら
ば
、
話
は
分
か
る
。

─
だ
が
な
あ
。
そ
れ
に
の
う
、
あ
い
つ
が

鼠
ど
も
を
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
に
誘
い
込
ん
だ
の
は
あ
ん
ま
り
で
は
な
い
か
。
魚
が
餌
に
し
ち
ま
う
わ
い
。
お
他
人
様
は
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
の

魚
を
喰く

い
た
き
ゃ
喰
う
が
よ
ろ
し
い
。
わ
し
ら
は
ま
っ
ぴ
ら
ご
免
蒙こ

う
む

る
。
そ
れ
か
ら
、
や
っ
こ
さ
ん
が
一
件
を
片
づ
け
た
遣や

り
口
は

ど
う
だ
な
。
用
い
た
の
は
悪サ

タ
ン魔

の
術
ぞ
。
も
し
か
し
た
ら
ね
っ
か
ら
ま
や
か
し
に
過
ぎ
ん
か
も
知
れ
ん
。
や
つ
が
金
を
貰も

ら

っ
て
お
さ
ら

ば
し
た
途
端
、
鼠
ど
も
が
わ
し
ら
の
と
こ
ろ
へ
舞
い
戻
る
っ
て
寸
法
の
な
あ
。
半
金
だ
け
払
っ
て
遣
わ
そ
う
で
は
な
い
か
。
そ
れ
で
お

気
に
召
さ
ぬ
と
あ
ら
ば
、
や
つ
を
魔
法
使
い
と
し
て
塔
の
牢
屋
に
放
り
込
ん
で
、
鼠
ど
も
が
戻
っ
て
来
る
か
来
な
い
か
待
つ
と
い
た
そ

う
」。

─
周
到
か
つ
賢
明
、
加
え
て
こ
の
上
も
な
く
倹
約
家
揃ぞ

ろ

い
の
ハ
ー
メ
ル
ン
の
市
民
並
び
に
市
参
事
殿
た
ち
は
ま
ず
こ
の
よ
う

に
談
合
、
次
い
で
そ
の
内
容
を
逐
一
鼠
捕
り
に
並
べ
立
て
、
半
金
を
差
し
出
し
、
塔
云
云
で
脅
し
つ
け
た
。
技
術
者
は
と
い
え
ば
そ
の

金
を
受
け
取
り
、
む
っ
と
し
て
退
去
し
た
。
さ
て
そ
れ
か
ら
こ
ん
な
こ
と
が
起
こ
っ
た
の
だ
。
聖
な
る
殉
教
者
ヨ
ハ
ネ
と
パ
ウ
ロ
の

日
、
す
な
わ
ち
干し

ち

が

つ

し
草
月
の
二
十
六
日
に
人
人
が
教
会
に
詣も

う

で
て
い
る
と
、
あ
の
鼠
捕
り
の
男
が
ハ
ー
メ
ル
ン
の
通
り
に
再
び
姿
を
現

し
た
。
た
だ
し
今
回
の
身
な
り
は
狩か

り
ゅ
う
ど人

の
よ
う
、
顔
つ
き
は
恐
ろ
し
く
、
赤
い
奇
妙
な
鍔つ

ば

付
き
帽
を
被か

ぶ

り
、
笛
を
吹
き
鳴
ら
し
な
が

ら
小
路
と
い
う
小
路
を
歩
き
回
っ
た
。
す
る
と
家
家
か
ら
出
て
来
た
の
は
鼠
で
は
な
く

─
な
に
し
ろ
駆
除
さ
れ
て
そ
れ
っ
き
り

（　
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だ
っ
た
か
ら

─
子
ど
も
た
ち
、
四
歳
以
上
の
男
の
子
、
女
の
子
で
、
鼠
捕
り
の
跡
を
と
っ
と
こ
追
い
掛
け
る
。
中
に
は
市
長

─

技
術
者
を
一
番
こ
っ
ぴ
ど
く
怒
鳴
り
つ
け
脅
し
た
の
は
こ
の
人

─
の
か
な
り
大
き
な
娘
も
い
た
。
子
ど
も
た
ち
は
鼠
捕
り
に
大
喜

び
で
随
い
て
行
き
、
互
い
に
手
を
繫つ

な

い
で
き
ゃ
あ
き
ゃ
あ
お
も
し
ろ
が
っ
た
。
目
が
見
え
な
い
子
が
一
人
、
口
の
利
け
な
い
子
が
一
人

い
た
が
、
こ
の
子
た
ち
で
さ
え
行
列
の
尻
尾
に
付
き
、
啞お

し

の
子
が
盲め

し
い目

の
子
の
案
内
役
。
そ
の
後
か
ら
赤
児
を
外マ

ン
ト套

に
く
る
ん
で
連
れ

て
い
る
子
守
り
娘こ

が
続
い
た
が
、
こ
れ
は
一
体
先
行
き
ど
う
な
る
の
か
見
届
け
た
い
、
と
思
っ
て
の
こ
と
。
猟
師
を
先
頭
に
立
て
た
子

ど
も
の
群
れ
は
わ
い
わ
い
が
や
が
や
オ
ス
タ
ー
門ト

ー
ア

〔
＝
東
門
〕
へ
向
か
う
狭
い
小
路
を
練
り
歩
い
て
、
そ
こ
か
ら
市
の
外
へ
出
、
コ
ッ

ペ
ル
山ベ

ル
ク

に
向
か
っ
た
。
山
が
口
を
開
け
る
と
笛
吹
き
が
先
に
入
り
、
子
ど
も
た
ち
が
あ
と
に
続
い
た
。
目
の
見
え
な
い
男
の
子
を
連

れ
て
い
た
口
の
利
け
な
い
少
年
だ
け
が
二
人
な
が
ら
外
に
取
り
残
さ
れ
た
。
盲
目
の
子
が
そ
ん
な
に
速
く
歩
け
な
い
で
い
る
と
、
彼
ら

の
目
の
前
で
突
然
山
が
ま
た
口
を
閉
じ
た
の
で
。
子
守
り
娘
も
回
れ
右
し
て
市
へ
引
き
返
し
、
子
ど
も
た
ち
が
コ
ッ
ペ
ル
山ベ

ル
ク

に
連
れ

込
ま
れ
ち
ゃ
っ
た
あ
、
と
叫
ん
だ
。
大
恐
慌
が
起
こ
っ
た
。
教
会
は
閉
ざ
さ
れ
、
怯お

び

え
上
が
っ
た
両
親
ら
が
急
い
で
山
に
馳は

せ
向
か
っ

た
が
、
僅
か
に
徴
と
し
て
見
つ
け
た
の
は
狭
い
割
れ
目
が
た
っ
た
一
箇
所
。
百
三
十
人
の
子
ど
も
た
ち
が
い
な
く
な
り
、
一
人
も
帰
っ

て
来
な
か
っ
た
。
町
中
胸
も
張
り
裂
け
ん
ば
か
り
の
懊お

う
の
う悩

悲
嘆
の
声
で
一
杯
に
な
っ
た
。
改
め
て
痛
ま
し
く
も
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
ろ
く
で
も
な
い
貪
欲
さ
と
莫ば

か迦
ら
し
い
け
ち
臭
さ
こ
そ
あ
ら
ゆ
る
不
祥
事
の
原
因
だ
と
い
う
こ
と
。
ハ
ー
メ
ル
ン
の
人
人
は
行
方

不
明
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
を
長
い
こ
と
嘆
き
悲
し
み
、
山
が
子
ど
も
た
ち
を
呑
み
込
ん
だ
場
所
に
石
の
十
字
架
を
二
基

─
男
の

子
た
ち
の
た
め
に
一
つ
、
女
の
子
た
ち
の
た
め
に
一
つ

─
建
立
し
た
。
最
後
に
一
行
が
練
り
歩
い
た
通
り
で
は
二
度
と
再
び
太
鼓

の
響
き
や
音お

ん
ぎ
ょ
く曲

が
聞
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
こ
こ
で
は
祝
婚
の
行
列
で
さ
え
鳴
り
を
潜
め
た
。
そ
こ
で
今
日
に
至
る
ま
で
も
こ

の
小
路
は
「
太
鼓
通
り
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
太
鼓
を
叩
く
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
か
ら
。「
光
が
漏も

れ
な
い
か
ら
森も

り

」〔
の
類た

ぐ
い

の

自
己
撞ど

う
ち
ゃ
く着

だ
が
〕。
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こ
の
災
厄
の
日
は
ハ
ー
メ
ル
ン
の
年
代
記
に
禍ま

が
ま
が禍

し
い
も
の
と
し
て
書
き
留
め
ら
れ
た
。
市
庁
舎
に
は
石
の
碑
文
が
あ
っ
て
、
そ
の

思
い
出
を
か
く
の
ご
と
く
永と

こ
し
え久

に
銘
記
し
た
。

　
　
　
　
　

キ
リ
ス
ト
ご
生
誕
後
一
二
八
四
年

　
　
　
　
　

ハ
ー
メ
ル
ン
に
お
い
て
、
こ
こ
に
生
を
受
け
し

　
　
　
　
　

子
ら
百
余
り
三
十
人
、
あ
る
笛
吹
き
に
連
れ
去
ら
れ
、

　
　
　
　
　

ケ
ッ
ペ
ン
の
山
下
へ
と
消
え
失
せ
た
り
。

　
〔
の
ち
に
市
庁
舎
の
〕
新
し
い
門
扉
の
傍
ら
に
は
記
事
が
ラ
テ
ン
語
で
石
に
刻
ま
れ
た
。
一
五
七
二
年
当
時
の
市
長
は
こ
の
奇き

た
ん譚

を
教

会
の
窓
に
彩
色
画
法
で
絵
物
語
と
し
て
再
現
さ
せ
た
が
、
そ
う
し
た
も
の
が
な
く
て
も
話
は
口
か
ら
口
へ
と
伝
え
ら
れ
、
消
滅
す
る
こ

と
な
く
存
続
し
た
。

　

更
に
こ
の
よ
う
な
言
い
伝
え
が
あ
る
。
ハ
ー
メ
ル
ン
の
子
ど
も
た
ち
は
地
面
の
下
を
通
っ
て
ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ
ン
に
連
れ
て
行
か

れ
、
そ
こ
で
再
び
地
表
に
出
、
大
人
に
な
っ
て
か
ら
は
同
地
に
お
け
る
ザ
ク
セ
ン
ド
イ
ツ
系
民
族
の
起
源
に
な
っ
た
、
と
い
う
の
で
あ

る
。
さ
て
、
残
酷
な
鼠
捕
り
に
し
て
悪
魔
の
笛
吹
き
の
姿
は
ま
た
と
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
大
鼠
小
鼠
捕
り

の
男
た
ち
は
そ
の
後
い
ず
れ
も
皆
彼
に
因ち

な

ん
で
狩
人
の
身
な
り
を
す
る
よ
う
に
な
り
、
か
つ
て
存
在
、
あ
る
い
は
現
在
も
存
在
す
る

宮カ
ン
マ
ー
ク
ネ
ヒ
ト

廷
使
丁
、
宮カ

ン
マ
ー
ボ
ー
テ

廷
飛
脚
、
あ
る
い
は
そ
の
他
の
宮カ

ン
マ
ー廷

な
る
言
葉
の
付
く
称
号
の
ご
と
く
宮カ

ン
マ
ー
イ
ェ
ー
ガ
ー

廷
猟
師
と
自
称
し
た
。
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二
九
五　

聖
ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
の
贈
り
物

　

ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
な
る
ヘ
ク
ス
タ
ー
近
郊
の
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
に
は
美
し
い
伝
説
が
数あ

ま
た多

あ
る
。
こ
の
修
道
院
は
フ
ァ
イ
ト
聖
者

に
奉
献
さ
れ
た
も
の
で
、
貧
し
く
は
あ
る
が
敬け

い
け
ん虔

な
修
道
士
た
ち
を
擁
し
て
い
た
。
彼
ら
は
年
に
一
度
だ
け
饗
宴
を
催
し
た
。
こ
れ
は

聖
ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
の
祝
日
に
、
こ
の
守
護
聖
人
を
崇
敬
し
て
行
わ
れ
た
の
だ
が
、
饗
宴
と
い
っ
て
も
さ
さ
や
か
で
倹つ

ま

し
い
も
の
。
な
に

せ
修
道
院
の
収
入
は
僅
か
だ
っ
た
か
ら
。
あ
る
年
の
こ
と
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
の
祝
日
が
近
づ
い
て
来
た
が
、
残
念
な
が
ら
修
道
院
に

は
祝
宴
に
入
用
な
魚
と
か
猟
鳥
獣
肉
と
か
葡ワ

イ

ン
萄
酒
な
ど
の
品
品
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
野
菜
だ
け
は
足
り
て
い
た
。
坊
様
が
た
は
ど

う
や
っ
た
ら
必
需
品
な
し
に
祝
祭
を
挙
げ
ら
れ
る
か
頭
を
捻ひ

ね

っ
た
が
、
も
と
よ
り
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
修

道
院
の
井
戸
で
パ
チ
ャ
パ
チ
ャ
音
が
し
た
と
思
っ
た
ら
、
中
で
大
き
な
鯉こ

い

が
二
匹
泳
い
で
お
り
、
修
道
院
の
中
庭
に
は
二
頭
の
素
晴
ら

し
い
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
出
現
。
鹿
た
ち
は
肥
満
期
直
前
で
た
っ
ぷ
り
脂
が
乗
っ
て
い
た
。
い
や
も
う
嬉
し
い
の
な
ん
の
っ
て
、
修
道
院
の

厨ち
ゅ
う
ぼ
う房

担
当
修
道
士
は
雀こ

お
ど
り踊

り
せ
ん
ば
か
り
。
そ
こ
へ
顔
を
輝
か
せ
た
酒
蔵
主
任
の
修
道
士
が
大
き
な
壺つ

ぼ

を
二
つ
提
げ
て
や
っ
て
来
て
、

〔
修
道
院
附
属
〕
教
会
の
祭
壇
裏
手
か
ら
迸

ほ
と
ば
し

り
出
て
い
る
泉
で
そ
れ
に
水
を
満
た
し
た
と
こ
ろ
、
泉
の
水
が
葡ワ

イ

ン
萄
酒
に
変
わ
っ
た
、

と
報
告
し
た
も
の
。
こ
う
し
た
い
と
も
崇
高
な
奇き

せ
き蹟

の
注
進
を
受
け
た
修
道
院
長
は
言
っ
た
。「
兄
弟
た
ち
よ
、
神
と
我
ら
の
守
護
聖

人
が
お
授
け
く
だ
さ
っ
た
か
よ
う
な
賜
物
は
、
忝

か
た
じ
け

な
く
謹
ん
で
頂ち

ょ
う
だ
い戴

つ
か
ま
つ
り
ま
し
ょ
う
ぞ
。
な
れ
ど
も
我
ら
に
は
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
一

頭
、
鯉
一
匹
で
充
分
、
ま
た
銘
銘
二
カ
ン
ネ
以
上
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
は
た
し
な
ま
ぬ
よ
う
に
な
」。

─
そ
こ
で
修
道
士
た
ち
は
異
議
を
唱
え

る
こ
と
な
く
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
片
方
を
放
し
、
魚
も
一
匹
は
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
川
に
逃
が
し
て
や
っ
た
。
そ
れ
で
も
容ジ

ョ
ッ
キ器

に
た
っ
た
一
杯
で
は
な
く

少
な
く
と
も
二
杯
の
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
許
し
て
く
れ
た
寛
大
な
院
長
を
心
中
祝
福
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
を
讃た

た

え
る
饗
宴
を
和
気
藹あ

い
あ
い藹

と
催
し

た
。
以
来
、
毎
年
の
祝
祭
日
に
聖
者
の
喜
捨
が
繰
り
返
さ
れ
、
受
け
る
側
も
最
初
の
年
と
同
様
に
処
置
し
た
。
け
れ
ど
も
と
う
と
う
善
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良
で
敬
虔
な
院
長
が
亡
く
な
り
、
別
の
、
こ
れ
は
豪
儀
で
有
名
な
の
が
院
長
に
選
出
さ
れ
た
。
こ
の
人
が
神
と
し
て
お
仕
え
す
る
の
は

胃
袋
で
、
崇
め
る
聖
者
は
酒バ

ッ

カ

ス

の
神
様
だ
っ
た
。
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
の
祝
日
が
ま
た
巡
っ
て
来
る
と
、
修
道
院
長
は
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
を
二
頭
と

も
、
鯉
を
二
匹
と
も
殺
さ
せ
、
葡ワ

イ

ン
萄
酒
は
潤
沢
に
供
給
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
に
敬
意
を
表
し
て
し
た
た
か
に
酔
っ
払
っ
た
。
次
の
年
、

祝
祭
日
は
来
た
が
、
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
も
魚
も
姿
を
見
せ
ず
、
祭
壇
裏
の
泉
か
ら
湧
き
出
す
の
は
昔
に
変
わ
ら
ぬ
ま
こ
と
に
澄
み
切
っ
た
淸
水
と

あ
い
な
り
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
の
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房

担
当
修
道
士
は
がシ

ュ

マ

ー

ル

ハ

ン

ス

り
が
り
の
痩
せ
っ
ぽ
ち
と
改
名
し
た
し
だ
い
。

二
九
六　

天
使
と
百ゆ

り合

　

コ
ル
ヴ
ァ
イ
修
道
院
附
属
教
会
に
は
か
つ
て
毎
年

─
疑
い
も
な
く
聖

ザ
ン
ク
ト

フ
ァ
イ
ト
の
祝
日
に
で
あ
ろ
う

─
二
人
、
あ
る
い
は

そ
れ
以
上
の
天
使
が
現
れ
て
、
合
唱
隊
席
の
少
年
た
ち
が
栄グ

ロ

ー

リ

ア

光
の
讃
歌
を
歌
う
た
び
、
フ
ァ
イ
ト
聖
者
の
墓
の
傍
ら
か
ら
こ
よ
な
く
素

晴
ら
し
い
声
で
応お

う
し
ょ
う誦

を
繰
り
返
し
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
副
修
道
院
長
が
天
使
な
ど
信
じ
ず
、
ま
た
し
て
も
天
界
の
歌
声
が
聞
こ
え

る
と
、
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
の
碑
に
ず
か
ず
か
歩
み
寄
り
、
尊
大
な
口
調
で
「「
お
ま
え
た
ち
、
こ
こ
で
何
を
歌
っ
て
お
る
。
お
ま
え
た

ち
は
何
者
だ
。
い
ず
れ
よ
り
参
っ
た
」
と
詰な

じ

っ
た
も
の
。

─
天
使
た
ち
は
唄う

た

で
こ
う
応
じ
た
。「
来
た
れ
、
我
ら
再
び
主し

ゅ

の
御み

許も
と

に

赴
か
ん
。
主
を
求
め
る
者
、
主
を
讃
え
ん
」
と
。

─
そ
れ
以
来
天
使
の
歌
声
が
修
道
院
附
属
教
会
に
響
き
渡
る
こ
と
は
絶
え
て
無

く
な
っ
た
。
三
百
年
こ
の
か
た
ず
っ
と
続
い
て
い
た
の
に
。
そ
し
て
修
道
院
は
凋ち

ょ
う
ら
く落

し
、
遍あ

ま
ね

く
知
ら
れ
て
い
た
そ
の
名
声
の
星
は
消

え
た
。

　

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
大
聖
堂
で
死
を
予
告
す
る
薔ば

ら薇
と
僧
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
一
身
に
起
こ
っ
た
こ
と
と
全
く
同
じ
役
割
を
コ
ル
ヴ
ァ
イ
修

道
院
で
は
百
合
が
果
た
し
た
。
教
会
の
内
陣
に
青
銅
の
輪
が
一
つ
吊
さ
れ
て
お
り
、
輪
の
中
に
百
合
が
一
輪
あ
っ
た
。
修
道
士
の
だ
れ

（　

）
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か
に
死
が
迫
る
と
、
い
つ
も
こ
の
百
合
が
不
思
議
な
こ
と
に
下
に
降
り
て
来
て
、
死
ぬ
定
め
の
修
道
士
の
椅
子
に
三
日
前
か
ら
横
た
わ

る
の
だ
っ
た
。
す
る
と
そ
の
修
道
士
は
粛
然
か
つ
ひ
っ
そ
り
と
告
別
の
心
準
備
を
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
奇
蹟
は
数
百
年
顕
現
し
た

が
、
あ
る
時
一
人
の
若
い
修
道
士
が
他
の
者
よ
り
早
く
内
陣
に
来
て
、
自
分
の
席
に
百
合
が
あ
る
の
を
見
つ
け
、
震
え
上
が
っ
て
考
え

た
。「
わ
た
し
は
こ
ん
な
に
若
い
の
に
も
う
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
順
番
に
従
っ
て
ま
ず
老
年
の
人
た
ち
が
そ
う
な
る
方
が

理
の
当
然
で
は
あ
る
ま
い
か
。
若
い
者
ら
が
年
を
取
る
だ
け
の
時
間
が
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
」
と
。

─
そ
こ
で
百
合
は
若
い
修
道

士
の
手
か
ら
最
年
長
の
僧
侶
の
椅
子
に
置
か
れ
た
。
や
が
て
や
っ
て
来
た
こ
の
坊
様
は
百
合
を
目
に
し
て
死
ぬ
ほ
ど
仰
天

─
な
に

せ
高
齢
に
達
す
る
と
死
ぬ
の
は
ま
こ
と
に
好
ま
し
く
な
い
。
ご
く
年
老
い
た
者
に
し
て
み
れ
ば
人
生
は
い
か
に
も
麗
し
く
、
ほ
ん
の
片

時
に
し
か
思
え
な
い
の
だ
か
ら

─
し
、
病
気
に
な
っ
た
。
け
れ
ど
も
死
に
は
し
な
か
っ
た
。
三
日
後
、
死
の
予
告
で
あ
る
百
合
を

拒
も
う
と
し
た
例
の
若
い
修
道
士
は
急
死
、
冷
た
く
硬
く
な
っ
て
棺
に
納
ま
っ
て
い
た
。

二
九
七　

ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
の
乙
女

　

三
つ
の
村
ゴ
ッ
ケ
ル
ハ
イ
ム
、
ア
メ
ル
ン
ク
セ
ン
、
オ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
が
ヘ
ク
ス
タ
ー
の
最
寄
り
で
ア
ア
川
が
貫
流
す
る
三
角
形
を

作
っ
て
い
る
。
ゴ
ッ
ケ
ル
ハ
イ
ム
の
正
面
に
ヴ
ィ
ル
ト
山ベ

ル
ク

、
あ
る
い
は
ヴ
ィ
ル
山ベ

ル
ク

な
る
山
が
あ
る
。
山
頂
に
は
不
気
味
な
気
配
が

漂
っ
て
い
る
。
昔
こ
こ
に
は
巨
人
た
ち
が
棲
み
、
近
く
の
ブ
ル
ス
山ベ

ル
ク

の
巨
人
た
ち
と
数
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
も
の
重
さ
の
石
球
を
た
く
さ

ん
投
げ
合
っ
た
。
谷
の
真
ん
中
に
今
日
な
お
深
い
穴
が
一
つ
開
い
て
い
る
が
、こ
れ
は
投
げ
損
な
っ
た
そ
う
い
う
石
球
が
掘
っ
た
も
の
。

ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
の
麓
に
は
乙
女
が
一
人
さ
す
ら
い
歩
い
て
お
り
、
時
時
姿
を
現
し
て
、
人
間

─
ち
ゃ
ん
と
し
た
連
中
な
ら
だ
が

─
に
何
か
を
授
け
て
く
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

（　

）
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ヴ
ェ
ー
レ
ン
の
二
人
の
若
者
、
名
を
ペ
ー
タ
ー
と
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
と
い
う
の
が
、
鳥
の
巣
探
し
で
森
に
入
っ
た
。
片
方

─
こ
れ

は
ペ
ー
タ
ー

─
は
大
変
な
怠
け
者
で
、
木
の
下
に
横
に
な
っ
て
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
は
森
で
夢
中
に
な
っ
て
巣

を
探
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
ペ
ー
タ
ー
の
耳
を
引
っ
張
る
も
の
が
あ
る
。
目
を
覚
ま
し
て
辺
り
を
見
た
が
、
何
も
な
い
。
怠
け
者
の

ペ
ー
タ
ー
が
再
び
寝
込
む
と
、
ま
た
し
て
も
き
ゅ
っ
。
こ
れ
が
三
度
に
及
ん
だ
。
さ
し
も
の
ペ
ー
タ
ー
も
こ
ん
な
落
ち
着
け
な
い
場
所

で
眠
り
続
け
る
わ
け
に
は
行
か
ず
、
の
ん
び
り
熟
睡
で
き
る
も
っ
と
静
か
な
と
こ
ろ
を
探
そ
う
と
起
き
上
が
っ
た
。
す
る
と
な
ん
と
、

目
の
前
を
白
衣
の
乙
女
が
歩
い
て
い
て
、
胡く

る
み桃

を
割
っ
て
は
中
の
核さ

ね

を
地
面
に
投
げ
、
殻
を
袋
に
入
れ
て
お
り
、
や
が
て
消
え
た
。

ペ
ー
タ
ー
は
胡
桃
の
核
を
拾
い
集
め
、む
し
ゃ
む
し
ゃ
食
べ
て
、
自
分
で
殻
を
割
る
と
い
う
苦
労
を
せ
ず
に
済
ん
だ
の
を
嬉
し
が
っ
た
。

な
に
し
ろ
も
う
こ
れ
だ
け
で
も
彼
に
と
っ
て
は
大
仕
事
だ
っ
た
の
で
。
そ
れ
か
ら
ペ
ー
タ
ー
は
ク
ニ
ッ
ピ
ン
グ
を
見
つ
け
、
ど
ん
な
こ

と
が
あ
っ
た
か
話
し
、
彷さ

ま
よ徨

う
乙
女
が
姿
を
消
し
た
場
所
を
教
え
た
。
そ
の
後
二
人
は
幾
つ
か
目
印
を
付
け
る
と
も
う
二
、
三
人
仲
間

を
連
れ
て
来
て
、
そ
こ
を
掘
っ
た
。
そ
し
て
あ
り
が
た
い
こ
と
に
皆
が
隠ポ

ケ
ッ
トし

に
詰
め
込
め
る
だ
け
た
く
さ
ん
の
金
貨
を
発
見
し
た
。
彼

ら
は
翌
日
、
も
っ
と
持
ち
帰
ろ
う
、
と
や
っ
て
来
た
が
、
何
も
か
も
消
え
失
せ
て
い
た
。
ペ
ー
タ
ー
は
全
く
幸
せ
に
な
っ
た
。
授
か
っ

た
金
貨
で
豪
勢
に
眠
れ
る
家
を
建
て
た
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
は
ま
た
別
の
中
年
男
だ
が
、
や
は
り
ヴ
ェ
ー
レ
ン
の
者
で
、
ア
メ
ル
ン
ク
セ
ン
の
水
車
小
屋
で
穀
物
を
挽ひ

い
て
も
ら
お
う
と
出

掛
け
た
。
帰
り
道
、
ラ
ウ
の
池
の
畔ほ

と
り

で
ち
ょ
っ
と
足
を
休
め
た
。
す
る
と
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
の
乙
女
が
彼
の
前
に
現
れ
て
、
こ
う
言
葉

を
掛
け
た
。「
お
願
い
、
手て

桶お
け

に
お
水
を
二
杯
、
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
の
洞
穴
ま
で
運
び
上
げ
て
く
だ
さ
い
な
」
と
。
そ
こ
で
男
が
桶
二
杯

の
水
を
山
の
頂
き
ま
で
持
っ
て
行
っ
て
や
る
と
、
乙
女
い
わ
く
「
明
日
オ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
ン
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
。
そ
し
て
あ
の
村
の
羊

飼
い
を
捜
し
て
、
帽
子
に
飾
っ
て
い
る
花
束
を
貰も

ら

い
、
今
と
同
じ
時
間
に
こ
こ
に
来
る
の
で
す
」。
男
は
言
わ
れ
た
通
り
に
し
た
が
、

羊
飼
い
は
そ
の
花
束
を
な
か
な
か
手
放
し
た
が
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
ど
こ
か
の
綺
麗
な
女
の
子
が
く
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
。

（　

）
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─
も
っ
と
も
羊
飼
い
は
花
束
を
ど
う
使
っ
た
ら
い
い
も
の
か
分
か
り
は
せ
ず
、
く
れ
た
の
は
他
な
ら
ぬ
ヴ
ィ
ル
ベ
ル
ク
の
乙
女
で
、

そ
れ
が
ど
ん
な
錠
前
で
も
閂

か
ん
ぬ
き

で
も
開
け
て
し
ま
う
不
思
議
な
花
束
だ
と
い
う
こ
と
を
知
ら
な
か
っ
た
の
だ
。〔
な
ん
と
か
貰
い
受
け

た
〕
男
が
花
束
を
持
っ
て
山
頂
の
乙
女
の
と
こ
ろ
に
辿た

ど

り
着
く
と
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
目
に
し
た
こ
と
の
な
い
青
銅
の
扉
が
あ
っ
た
。

そ
し
て
花
束
を
扉
の
錠
に
押
し
つ
け
る
と
、
扉
は
ば
た
ん
と
開
い
た
。
中
の
洞ど

う
く
つ窟

に
は
ひ
ど
く
年
取
っ
た
白し

ら
が髪

の
小
人
が
坐
っ
て
お

り
、
そ
の
髯ひ

げ

は
卓テ

ー
ブ
ル子

を
貫
い
て
伸
び
て
い
た
。
周
り
に
は
数
数
の
宝
物
が
山
の
よ
う
に
あ
っ
た
。
黄き

ん金
で
で
き
た
王
冠
型
燭し

ょ
く
だ
い台

が

卓テ
ー
ブ
ル子

の
上
に
吊
り
下
が
っ
て
い
た
。
さ
あ
、
男
は
隠ポ

ケ
ッ
トし

に
財
宝
を
詰
め
込
み
始
め
、
両
手
を
使
え
る
よ
う
に
花
束
を
卓テ

ー
ブ
ル子

に
置
い
た
。

す
る
と
乙
女
が
「
一
番
大
事
な
物
を
忘
れ
な
い
で
」
と
言
っ
た
。
そ
こ
で
男
が
黄
金
の
燭
台
に
手
を
掛
け
る
と
、
白
髪
の
小
人
が
片
手

を
挙
げ
、
男
の
横
っ
面
を
ぴ
し
ゃ
り
と
引
っ
ぱ
た
い
た
。
い
や
も
う
男
は
び
っ
く
り
仰
天
、
さ
っ
と
逃
げ
出
し
、
乙
女
が
「
一
番
大
事

な
物
を
忘
れ
な
い
で
」
と
繰
り
返
し
叫
ぶ
の
に
耳
を
貸
さ
ず
、
花
束
を
置
き
去
り
に
し
た
。
逃
げ
出
し
た
男
の
背
後
で
洞
窟
の
門
は

轟ご
う
ぜ
ん然

と
閉
じ
た
。
山
を
下
り
、
ゴ
ッ
ケ
ル
ハ
イ
ム
を
目
の
当
た
り
に
し
た
男
は
お
宝
を
数
え
よ
う
と
し
た
。

─
お
や
ま
あ
、
ど
の

隠ポ
ケ
ッ
トし

に
も
入
っ
て
い
た
の
は
紙
切
れ
ば
か
り
。
紙
切
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
な
ん
だ
か
紋
章
と
金
額
が
記
さ
れ
て
い
た
が
、
男
は
そ
こ
に
書

か
れ
て
い
る
字
が
読
め
な
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
紙
を
ア
ア
川
に
投
げ
込
み
、
川
は
男
の
幸
運
を
流
し
去
っ
た
。
こ
れ
は
最
初
の
紙
幣

だ
っ
た
の
だ
け
ど
ね
。

二
九
八　

池
か
ら
出
て
来
た
馬

　

ダ
ッ
セ
ル
近
傍
の
池
に
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
シ
ュ
ネ
ー
コ
プ
フ
山
上
の
悪
魔
の
環わ

や
レ
ー
ン
山
地
の
黒
沼
に
纏ま

つ

わ
る
の
と
同
様
の

伝
説
が
あ
る
。
つ
ま
り
底
無
し
で
、
悪
魔
の
棲す

み
か処

に
し
て
遊
び
場
だ
、
と
い
う
の
で
あ
る
。
ロ
イ
ト
ホ
ル
ス
ト
の
農
夫
で
す
こ
ぶ
る
強

（　

）
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欲
な
の
が
そ
の
池
の
畔ほ

と
り

に
畑
を
一
枚
持
っ
て
い
た
。
土
曜
日
に
こ
れ
を
耕
し
て
い
た
が
、
終
業
時
間
に
な
っ
て
も
埒ら

ち

が
明
か
な
か
っ

た
の
で
、
犁す

き

返
し
を
続
け
た
。
祈き

と
う禱

の
鐘
が
打
た
れ
て
も
知
ら
ん
顔
で
、
九
回
厳
か
に
鳴
り
響
い
て
い
る
最
中
、
他
の
者
の
よ
う
に
立

ち
止
ま
っ
て
帽
子
を
取
り
敬け

い
け
ん虔

に
主フ

ァ
ー
タ
ー
ウ
ン
ザ
ー

の
祈
り
を
唱
え
る
ど
こ
ろ
か
、
犁
を
牽ひ

く
馬
た
ち
に
こ
う
怒
鳴
り
つ
け
た
。「
は
い
よ
う
、
こ
の

ど
腐
れ
馬
ど
も
め
え
。
好
い
加
減
で
片
が
付
く
よ
う
、
悪
魔
み
て
え
に
引
っ
張
ら
ね
え
か
」。

─
男
は
息
子
も
連
れ
て
来
て
い
て
、

馬
た
ち
の
傍
を
歩
か
せ
、
叩
い
た
り
、
駈か

り
立
て
た
り
さ
せ
て
い
た
の
だ
が
、
と
う
と
う
己
の
手
で
狂
っ
た
よ
う
に
馬
た
ち
や
息
子
に

笞む
ち

を
振
る
い
、
ど
い
つ
も
こ
い
つ
も
地
獄
に
行
き
ゃ
あ
が
れ
、
と
罵
っ
た
。
辺
り
は
も
う
薄
暗
く
な
っ
て
い
た
。
す
る
と
、
池
の
中
か

ら
大
き
な
漆
黒
の
馬
が
静
静
と
姿
を
現
し
た
。
こ
れ
を
目
に
し
た
農
夫
は
、
加
勢
が
手
に
入
る
、
と
喜
ん
で
、
息
子
に
向
か
っ
て
「
あ

の
馬
を
と
っ
捉つ

か

ま
え
て
来
い
。
そ
れ
で
な
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
悪
魔
の
名
に
か
け
て
あ
い
つ
に
犁
を
引
っ
張
ら
せ
る
ん
だ
。
そ
う
す

り
ゃ
こ
の
糞く

そ

忌
忌
し
い
畑
を
端
っ
こ
ま
で
耕
せ
ら
あ
」
と
叫
ん
だ
。
責
め
立
て
ら
れ
、
笞
を
喰く

ら
っ
た
哀
れ
な
息
子
は
泣
き
わ
め
い
た

が
、
結
局
言
わ
れ
た
通
り
に
し
、
黒
馬
を
輓ば

ん
ば馬

の
先
頭
に
繋
い
だ
。
す
る
と
、
お
や
ま
あ
、
な
ん
と
も
す
ご
い
、
犁
の
刃
は
畑
に
切
り

通
し
の
路
み
た
い
な
溝
を
掘
り
、
農
夫
は
も
う
犁
の
柄
に
し
が
み
つ
い
て
、
走
っ
て
随つ

い
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
さ
て
、
畑
の

端
ま
で
行
き
着
い
た
農
夫
は
そ
こ
で
向
き
を
変
え
よ
う
と
し
た
が
、
馬
は
そ
う
さ
せ
ず
、
元
気
一
杯
ぐ
い
ぐ
い
ず
ん
ず
ん
、
前
へ
前
へ

と
引
っ
張
り
続
け
、
と
う
と
う
畑
か
ら
出
て
池
の
汀み

ぎ
わ

ま
で
来
る
と
、
農
夫
も
犁
も
馬
た
ち
も
全
部
一
緒
く
た
に
池
の
中
へ
引
き
ず
り

込
ん
だ
。
そ
し
て
何
一
つ
戻
っ
て
は
来
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

同
じ
こ
の
悪
魔
の
池
に
は
黄
金
の
鐘
も
沈
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
も
と
も
と
ポ
ル
テ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
教
会
の
鐘
楼
に
あ
っ
た
も
の
。
こ

の
鐘
は
大
層
楽
し
げ
に
鳴
り
響
い
た
の
で
、
逆
ら
え
る
者
は
一
人
と
し
て
お
ら
ず
、
申
さ
ば
魔
法
に
掛
け
ら
れ
た
よ
う
に
だ
れ
も
が
教

会
に
お
詣ま

い

り
し
た
（
遺い

か
ん憾

な
が
ら
か
よ
う
な
鐘
は
こ
の
節
あ
り
は
せ
ぬ
）。
そ
こ
で
怒
り
狂
っ
た
悪
魔
が
攫さ

ら

っ
て
来
て
、
こ
の
池
に
投

げ
込
ん
だ
の
で
あ
る
。
か
つ
て
あ
る
男
が
、
も
し
か
し
た
ら
鐘
を
引
き
揚
げ
ら
れ
る
か
も
、
と
池
に
潜
っ
た
。
見
た
の
は
緑
な
す
草
原

（　

）
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に
置
か
れ
た
卓テ

ー
ブ
ル子

が
一
つ
。
卓テ

ー
ブ
ル子

の
上
に
は
鐘
が
載
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
卓テ

ー
ブ
ル子

の
下
に
黒
犬
の
恰か

っ
こ
う好

を
し
た
悪
魔
が
寝
そ
べ
っ
て
い

て
、
焰ほ

の
お

の
よ
う
な
目
で
男
を
ぎ
ら
ぎ
ら
睨に

ら

み
つ
け
、
腕
ほ
ど
の
長
さ
の
焰
の
舌
を
男
に
向
か
っ
て
突
き
出
し
た
。
そ
の
傍
ら
に
は
緑

色
の
人
魚
も
お
り
、「
ま
だ
時
期
じ
ゃ
な
い
、ま
だ
時
期
じ
ゃ
な
い
」
と
叫
ん
だ
。

─
そ
こ
で
男
は
急
い
で
水
面
に
浮
か
び
上
が
り
、

以
来
再
び
黄
金
の
鐘
を
目
に
し
た
者
は
い
な
い
。

　

こ
の
古
い
ダ
ッ
セ
ル
伯
爵
領
に
は
コ
ー
エ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
と
い
う
村
が
あ
る
が
、
こ
の
村
の
教
会
の
鐘
楼
に
、
そ
の
響
き
に
は
雷
雨
を

追
い
払
う
力
が
あ
る
、
と
民
衆
が
固
く
信
じ
込
ん
で
い
る
鐘
が
下
が
っ
て
い
る
。
こ
の
鐘
に
は
シ
ラ
ー
の
鐘
の
詩
で
も
読
む
こ
と
の
で

き
る
か
の
名
高
い
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。
い
わ
く
、

　
　
　
　
　

我
は
招
く
、
生
け
る
者
を
、

　
　
　
　
　

我
は
悼
む
、
死
せ
る
者
を
、

　
　
　
　
　

我
は
祓は

ら

う
、
稲
妻
を
。

二
九
九　

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン

人
た
ち

　

ヘ
ク
ス
タ
ー
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
、
ブ
ラ
ー
ケ
ル
周
辺
お
よ
び
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
の
諸
地
域
で
は
ヒ
ュ
ー
ネ
ン
、
ホ
イ
ネ
ン
、
あ
る

い
は
リ
ー
ゼ
ン
と
呼
ば
れ
る
巨
人
た
ち
に
関
す
る
言
い
伝
え
が
多
く
語
ら
れ
て
い
る
。
い
や
、
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
う
し
た
伝
説
は
更

に
北
方
へ
と
拡ひ

ろ

が
り
、
リリ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ガ
ー
・
ハ
イ
デ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
曠
野
を
越
え
て
ブ
レ
ー
メ
ン
の
ゲ
ー
ス
地
域
、
沼マ

ル
シ
ュ沢

地
域
へ
延
び
て
い
る
。
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓
、

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン
ベ
ッ
ト

人
の
寝
台
、
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

人
の
石
、
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ケ
ラ
ー

人
の
穴
蔵
、
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク

人
の
城
の
数
数
が
こ
の
地
方
に
散
ら
ば
っ
て
お
り
、
民
衆
は
、
力
持
ち
で
雄
大
な
る

（　
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体た
い
く軀

の
逞た

く
ま

し
い
種
族
が
か
つ
て
蟠ば

ん
き
ょ踞

し
て
い
た
証
拠
だ
、
と
見
な
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
こ
の
他
、
妖
怪
変
化
、
白
衣
の
乙
女
、
黒

犬
な
ど
が
数
知
れ
ず
活
躍
し
た
り
、
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

や
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
が
単
独
で
、
あ
る
い
は
群
れ
を
な
し
て
人
間
の
前
に
現
れ
る
、
固
有
か
つ
不
思

議
な
伝
説
も
あ
り
は
す
る
。
ご
く
僅
か
な
例
外
だ
が
、
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン

人
族
が
登
場
も
活
躍
も
せ
ず
、
昔
か
か
る
存
在
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
の

強ご
う
り
き力

の
痕
跡
を
示
し
、
ま
た
、
彼
ら
が
棲
み
、
遊
び
、
闘
い
、
球
や
槌

ハ
ン
マ
ー

を
人
間
が
歩
け
ば
数
時
間
も
掛
か
る
彼
方
か
ら
投
げ
た
場
所

を
名
指
し
て
い
る
だ
け
、
と
い
う
も
の
も
。
か
つ
て
巨
人
族
の
名
は
さ
ま
ざ
ま
な
集
落
に
残
っ
て
い
た
が
、
現
在
ブ
ラ
ー
ケ
ル
を
見
下

ろ
す
高
み
に
ヒ
ン
ネ
ン
城ブ

ル
ク

が
あ
る
。
近
隣
の
村
の
リ
ー
ゼ
ル
と
レ
ー
ツ
ェ
ン
（
デ
ィ
ル
ブ
ル
ク
近
郊
）
は
巨リ

ー
ゼ
ン人

を
示
唆
し
て
い
る
よ

う
だ
。
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
地
域
の
ド
ラ
ン
ス
フ
ェ
ル
ト
近
く
に
は
フ
ン
ネ
ン
山ベ

ル
ク

な
い
し
ヒ
ュ
ー
ネ
ン
山ベ

ル
ク

が
聳そ

び

え
て
い
る
。
山
中
で
巨

人
を
見
た
、
と
言
う
者
が
い
る
。
ア
ル
テ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
の
村
の
上
方
に
は
や
は
り
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ク

人
の
城
が
あ
る
。
そ
の
最
後
の
住
人
は
城
を
打
ち

砕
き
、
最
大
の
石
を
墓
の
覆
い
と
し
て
自
ら
の
上
に
転
が
し
た
。
リ
ュ
ッ
ボ
ウ
村
近
郊
の
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
ベ
ル
に
向
か
う
道
筋
に
は
巨

大
な
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

人
の
石
が
あ
る
。
こ
れ
は
あ
る
異
教
の
神
の
祭
壇
で
、
毎
年
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
前
夜
、
鶏
鳴
暁
を
告
げ
る
と
、
不
興
の
あ
ま
り
ご
ろ
り

と
引
っ
繰
り
返
る
。
リ
ン
ゲ
ン
下

ニ
ー
ダ
ー

伯グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

爵
領
の
フ
レ
ー
レ
ン
の
近
く
に
も
巨
大
な
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン

人
の
石
が
立
っ
て
い
て
、
そ
こ
に
は
豊
か
な

墳
墓
が
幾
つ
か
あ
る
。
リリ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ガ
ー
・
ハ
イ
デ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
曠
野
の
ク
ネ
ー
ゼ
ン
地
区
に
は
か
の
鶴ピ

ッ
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

嘴
石
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ク
レ
ー
ベ
ス
山ベ

ル
ク

か
ら

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン

人
族
が
こ
こ
ま
で
投
げ
た
も
の
。
石
に
は
七
つ
の
十
字
架
と
一
つ
の
蹄
鉄
の
形
を
し
た
窪く

ぼ

み
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
十
字
架
は
あ

る
軍
勢
の
指
揮
者
が
佩は

い
け
ん剣

で
刻
み
込
ん
だ
も
の
で
、
馬
蹄
痕こ

ん

は
そ
の
乗
馬
が
主
人
の
勝
利
の
徴
と
し
て
捺お

し
た
、と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

昔
は
こ
の
鶴ピ

ッ
ケ
ル
シ
ュ
タ
イ
ン

嘴
石
の
傍
ら
で
周
辺
の
村
村
の
禁
猟
裁
判
が
開
か
れ
た
由
。
ジ
ー
ヴ
ェ
ル
ン
の
在
に
は
ま
だ
盗
掘
さ
れ
て
い
な
い

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓
が
あ
る
。
ビ
ュ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ッ
ト
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
様
式
も
大
き
さ
も
特
別
で
あ
る
。
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
グ
ラ
ー
プ

人
の
墓
を
掘
っ
て
、
昔
埋
葬

さ
れ
た
者
の
安
息
を
妨
げ
る
の
は
よ
ろ
し
く
な
い
。
ラ
ン
メ
ル
ス
ロ
ー
の
あ
る
司
教
座
聖
堂
参
事
が
シ
ュ
タ
イ
ン
フ
ェ
ル
ト
近
傍
の
巨

人
の
遺
跡
を
掘
り
返
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
夜
三
人
の
男

─
内
一
人
は
隻
眼
だ
っ
た

─
が
現
れ
て
睨に

ら

み
つ
け
、
異
様
な
声
音
で
い
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と
も
古
め
か
し
い
頭
韻
詩
を
詠
唱
し
た
。
い
わ
く
、

　
　
　
　
　

我
ら
こ
の
地
に
て

　
　
　
　
　

誉
れ
の
死
を
遂
げ
ぬ
。

　
　
　
　
　

我
ら
祖
国
の
た
め
に

　
　
　
　
　

闘
い
て
斃た

お

れ
ぬ
。

　
　
　
　
　

我
ら
の
塵
を
搔
き
乱
さ
ば

　
　
　
　
　

幸
い
の
星
の
輝
く
こ
と
な
し
。

　

ラ
ン
メ
ル
ス
ロ
ー
の
聖
堂
参
事
は
二
度
と
掘
り
返
し
た
り
し
な
か
っ
た
。

三
〇
〇　

アア

ー

メ

ル

ン

ゲ

ン

ー
メ
ル
ン
グ
一
族

　

こ
の
地
方
の
伝
説
で
は
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン

人
た
ち
と
フフ

ン
ネ
ン

ン
族
の
話
が
奇
妙
に
溶
け
合
っ
て
い
る
。
山
や
城
に
附
い
て
い
る
名
称
の
音
韻
が
、
果
た
し

て
カ
ー
ル
大
帝
の
時
代
よ
り
遙
か
以
前
こ
の
地
域
に
棲
ん
で
い
た
原
住
民
で
あ
る
巨
人
た
ち
に
帰
せ
ら
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
ド
イ
ツ

に
侵
攻
し
て
ラ
イ
ン
河
に
ま
で
到
達
、『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
の
中
で
は
褒
め
そ
や
さ
れ
て
い
る
エ
ッ
ツ
ェ
ル
王
配
下
の
フ
ン
族

を
指
す
の
か
、
区
別
す
る
の
は
ま
こ
と
に
難
し
い
。
エ
ッ
ツ
ェ
ル
の
フ
ン
族
に
アア

ー

メ

ル

ン

ゲ

ン

ー
メ
ル
ン
グ
一
族
と
呼
ば
れ
る
三
兄
弟
が
お
り
、
そ

の
名
を
ヴ
ァ
ラ
ミ
ー
ル
、
ヴ
ィ
デ
ィ
ミ
ー
ル
、
テ
オ
デ
ィ
ミ
ー
ル
と
言
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
フ
ン
族
全
軍
き
っ
て
の
勇
猛
な
英
傑
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だ
っ
た
。
異
様
な
の
は
ヘ
ク
ス
タ
ー
周
辺
地
域
に
こ
の
アア

ー

メ

ル

ン

ゲ

ン

ー
メ
ル
ン
グ
一
族
な
る
名
の
響
き
を
う
っ
す
ら
と
、
あ
る
い
は
強
く
思
い
起

こ
さ
せ
る
村
落
が
連
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
ア
ー
メ
ル
ン
ク
セ
ン
、
ア
ー
メ
ル
ン
グ
ス
ホ
ル
ン
、
ア
ー
メ
ル
ゼ
ン
、

ア
ー
メ
ル
ス
ハ
ウ
ゼ
ン
な
ど
。
い
や
、
ハ
ー
メ
ル
ン
や
ハ
ー
メ
ル
シ
ェ
ン
ブ
ル
ク
も
あ
る
い
は
こ
れ
を
示
唆
し
て
い
る
と
申
せ
よ
う

か
。
さ
て
他
方
、
ボ
ル
ン
ト
ル
プ
、
ピ
ル
モ
ン
ト
と
三
角
形
を
作
る
ヒ
ッ
デ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン
な
る
村
落
名
は
フ
リ
ー
ス
ラ
ン
ト
地
方
の
巨

人
ヒ
ッ
デ
を
偲し

の

ば
せ
る
。
こ
の
巨
人
は
カ
ー
ル
大
帝
の
時
代
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
地
方
に
棲
ん
で
い
て
、
カ
ー
ル
か
ら
エ
ル
ベ
河

畔
の
幾
つ
か
の
所
領
を
受
封
さ
れ
、
ヒ
ッ
デ
ス
ア
ッ
カ
ー
〔
＝
ヒ
ッ
デ
の
耕
作
地
〕

─
今
日
ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
と
表
記

─
の
町

を
建
設
し
た
由
。

三
〇
一　

小ツ
ヴ
ェ
ル
ク人
の
揺
り
籠か

ご

　

あ
る
巨
人
が
ヒ
ッ
デ
ス
ア
ッ
カ
ー
な
い
し
ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
を
建
設
し
た
、
と
い
う
伝
承
が
行
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
当
の

ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
に
は
巨
人
族
に
纏ま

つ

わ
る
話
は
全
然
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
無
い
。
け
れ
ど
も
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

の
こ
と
と
な
る
と
逆
に
随
分
あ
る
。

小
人
た
ち
は
か
つ
て
こ
の
地
で
極
め
て
頻
繁
に
見
掛
け
ら
れ
た
し
、
こ
れ
は
ど
の
時
代
に
も
亘わ

た

っ
て
い
た
。
け
れ
ど
も
、
と
ど
の
つ
ま

り
ど
こ
か
へ
移
住
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
だ
れ
か
が
土
地
を
捨
て
る
場
合
普
通
そ
う
だ
が
、
小
人
族
は
自
分
た
ち
が
棲
ん
で
い
た

と
こ
ろ

─
山
山
、
そ
れ
か
ら
と
り
わ
け
ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
の
城
山

─
が
厭
に
な
っ
た
か
ら
な
の
で
。
彼
ら
は
長
い
間
土
地
の
者

と
う
ま
く
折
り
合
っ
て
い
た
。
そ
し
て
、
ア
ー
ヘ
ン
の
ハ
イ
ン
ツ
ヒ
ェ
ン
の
よ
う
に
人
間
か
ら
料
理
用
具
を
借
り
た
の
で
は
な
く
、
反

対
に
人
間
た
ち
が
善
良
な
小
人
族
か
ら
そ
う
し
た
も
の
を
借
り
た
。
麦ビ

ー
ル酒

醸
造
鍋
さ
え
も
。
小
人
ら
は
そ
の
見
返
り
に
何
一
つ
要
求
し

な
か
っ
た
。
た
だ
、
人
間
は
貸
し
て
も
ら
っ
た
什じ

ゅ
う
き器

を
綺
麗
に
洗
っ
て
受
け
取
っ
た
場
所
に
戻
し
、
醸
造
し
た
て
の
麦ビ

ー
ル酒

一ひ
と
つ
ぼ壺

と
焼
き
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上
が
っ
た
ば
か
り
の
麵パ

ン麭
一
塊
を
添
え
て
お
け
ば
よ
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
時
若
造
の
旅
職
人
が
、
返
却
す
る
た
め
置
か
れ
て
い
た

そ
う
し
た
鍋
を
見
つ
け
、
小
人
た
ち
の
た
め
の
麵パ

ン麭
を
横
取
り
し
て
喰く

い
、
麦ビ

ー
ル酒

を
飲
ん
で
し
ま
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
醸
造
鍋
の
中

に
汚
い
物
を
し
散
ら
か
し
た
。
そ
こ
で
小
人
族
は
か
ん
か
ん
に
な
り
、
麦ビ

ー
ル酒

は
自
分
た
ち
の
穴
蔵
で
自
身
調
達
し
、
更
に
は
ま
た
自
分

た
ち
の
子
ど
も
を
〔
人
間
の
子
ど
も
と
〕
取
り
替
え
た
が
る
よ
う
に
な
っ
た
。〔
ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
の
〕
市
長
ヨ
ー
ハ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ

も

─
母
親
が
産さ

ん
じ
ょ
く褥

で
赤
児
の
彼
に
添
い
寝
し
て
い
た
折

─
危
う
く
そ
ん
な
目
に
遭
う
と
こ
ろ
だ
っ
た
。
夜
中
ふ
と
目
覚
め
た

産
婦
は
部
屋
の
中
に
一
群
の
小
人
た
ち
が
屯た

む
ろ

し
て
い
る
の
に
気
付
い
た
。
彼
ら
は
取
替
え
子
を
抱
い
て
い
て
、
産
婦
の
子
ど
も
に
襲

い
掛
か
っ
た
。
け
れ
ど
も
産
婦
は
寝
床
に
ド
ス
テ
ン
と
ド
ラ
ン
ト
を
欠
か
さ
な
い
よ
う
に
し
て
い
た
の
で
、
小
人
た
ち
は
彼
女
と
子
ど

も
に
害
を
加
え
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
も
っ
と
も
一
度
は
子
ど
も
に
手
を
掛
け
は
し
た
の
で
あ
る
。
ド
ス
テ
ン
と
ド
ラ
ン
ト
は
共

に
効
能
あ
る
香
草
で
、
ド
ス
テ
ン
は
安ヴ

ォ
ー
ル
ゲ
ム
ー
ト

楽
草
（
オ
リ
ガ
ヌ
ム
）
と
も
言
い
、
床
に
敷
い
て
お
く
と
毒
蛇
を
近
づ
け
な
い
。
ド
ラ
ン
ト

の
方
は
さ
ま
ざ
ま
な
香
草

─
猫

カ
ッ
ツ
ェ
ン
ミ
ュ
ン
ツ
ェ

の
銭
、
小
さ
な
獅レ

ー
ヴ
ェ
ン
マ
ウ
ル

子
口
、
羊シ

ャ
ー
フ
ガ
ル
ベ

の
穀
束
、
苦ア

ン
ド
ル
ン

薄
荷
（
マ
ル
ビ
ウ
ム
）
な
ど

─
の
ど
れ
を
も

指
す
が
、
最
後
の
が
本
物
で
あ
る
。
さ
て
小
さ
い
人
人
が
〔
ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
を
〕
立
ち
去
る
時
、
一
人
の
渡
し
守
が
エ
ル
ベ
河
を
渡

し
て
や
っ
た
。
小
人
族
は
う
よ
う
よ
艀は

し
け

に
乗
り
込
み
、
渡
し
守
は
け
っ
こ
う
な
船
賃
を
貰も

ら

っ
た
。
小
人
族
は
ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー
近
傍

の
葡ぶ

ど
う萄

山
に
彼
ら
の
王
子
が
使
っ
た
黄
金
の
揺
り
籠
を
置
き
去
り
に
し
た
が
、
こ
れ
は
毎
年
一
回
ヨヨ

ハ
ン
ニ
ス
ナ
ハ
ト

ハ
ネ
祭
の
夜
十
二
時
か
ら
一
時
の

間
に
出
現
す
る
。
そ
の
刻
限
に
葡
萄
山
に
登
る
勇
気
が
あ
っ
て
、
丁
度
そ
の
場
に
い
あ
わ
せ
れ
ば
見
ら
れ
る
。
焰ほ

の
お

の
よ
う
な
目
を
し

た
黒
犬
が
一
頭
揺
り
籠
を
守
っ
て
い
る
。
揺
り
籠
を
持
ち
帰
ろ
う
と
す
る
者
は
口
を
利
い
て
は
い
け
な
い
。
ま
た
悪
魔
を
恐
れ
て
は
な

ら
な
い
。
か
つ
て
二
人
の
大
胆
な
若
者
が
あ
え
て
そ
う
し
た
冒
険
に
挑
ん
だ
と
こ
ろ
、
揺
り
籠
は
あ
っ
た
が
、
犬
は
見
え
な
か
っ
た
。

が
、
不
意
に
彼
ら
は
絞
首
台
の
下
に
い
る
の
に
気
付
い
た
。
そ
し
て
絞
首
架
の
上
に
は
悪
魔
が
う
ず
く
ま
り
、
絞
首
索
を
ぶ
ら
ぶ
ら
さ

せ
て
若
者
た
ち
の
頸く

び

に
引
っ
か
け
よ
う
と
し
た
。
そ
こ
で
二
人
は
仰
天
し
て
大
声
を
挙
げ
た
。
途
端
に
揺
り
籠
も
、
絞
首
台
も
、
悪
魔
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も
消
え
失
せ
た
。

三
〇
二　

許ブ
ラ
ウ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

嫁
の
石

　

北
部
ド
イ
ツ
の
広こ

う
か
つ闊

平
坦
な
諸
地
域
に
は
目
路
の
及
ぶ
限
り
始
原
岩
層
な
ど
見
当
た
ら
な
い
が
、
花か

こ
う
が
ん

崗
岩
の
巌が

ん
か
い塊

─
し
ば
し
ば

非
常
に
大
き
い

─
が
散
在
し
て
い
る
の
に
行
き
当
た
る
こ
と
が
多
い
。
学
者
は
こ
れ
を
漂
石
と
称
す
る
。
小
さ
な
町
リ
ュ
ッ
ホ
近

郊
、
ココ

ル
ボ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
デ

ル
ボ
ル
ン
曠
野
に
も
こ
の
よ
う
な
巌
塊
な
い
し
石
塊
が
一
つ
あ
る
。
一
面
赤
い
斑
点
に
覆
わ
れ
、
大
地
よ
り
四
脚フ

ー
ス尺

高
い
。

　

あ
る
相
思
相
愛
の
貴
族
の
男
女
が
運
命
の
配
剤
で
別
離
の
憂
き
目
に
遭
っ
た
。
騎
士
が
出
征
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
二
人
は
こ
の
石

─
そ
の
頃
白し

ら
か
ば樺

の
疎
林
に
真
ん
中
に
あ
っ
た

─
に
腰
掛
け
、
永と

わ遠
の
信ま

こ
と実

を
誓
い
合
っ
た
。
辺
り
に
丈

の
低
い
灌
木
が
あ
っ
て
白
い
花
を
一
杯
に
つ
け
て
い
た
。
騎
士
は
語
ら
い
の
中
で
、
恋
人
が
貞
節
を
守
り
続
け
て
く
れ
よ
う
か
、
と
懸

念
を
投
げ
掛
け
た
。
女
は
そ
ん
な
問
い
に
大
層
気
を
悪
く
し
て
、
も
し
裏
切
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
こ
の
巖い

わ

が
動
い
て
、
自
分

の
墓
石
に
な
る
で
あ
ろ
う
、
と
誓
言
し
た
。
こ
う
し
た
激
し
い
誓
約
を
聴
い
て
騎
士
は
満
足
し
、
安
心
し
て
愛い

と

し
い
許い

い
な
ず
け嫁

に
別
れ
を

告
げ
た
。

　

さ
り
な
が
ら
し
ば
し
時
が
経
つ
と
、
愛
し
い
許
嫁
は
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
遠
く
離
れ
た
婚
約
者
を
忘
れ
て
し
ま
い
、
新
た
に
情

人
を
拵こ

し
ら

え
、
連
れ
立
っ
て
ココ

ル
ボ
ル
ナ
ー
・
ハ
イ
デ

ル
ボ
ル
ン
曠
野
を
散
策
、
白
樺
林
に
入
り
、
知
ら
ず
知
ら
ず
例
の
巌
塊
の
と
こ
ろ
に
や
っ
て
来
て
、
腰

を
下
ろ
し
、
喋ち

ょ
う
ち
ょ
う
な
ん
な
ん

喋
喃
喃
愛
の
語
ら
い
を
し
た
。
す
る
と
突
然
石
が
地
面
か
ら
ぐ
い
と
起
き
上
が
り
、
後
ず
さ
り
し
た
。
男
は
そ
れ
に

よ
っ
て
生
じ
た
穴
の
縁
に
跳
び
つ
い
た
が
、
不
実
な
女
の
方
は
口
を
開
け
た
墓
さ
な
が
ら
の
穴
に
転
落
、
す
ぐ
さ
ま
そ
の
上
に
転
が
っ

た
石
に
押
し
潰
さ
れ
た
の
で
、
血
が
斑
斑
と
石
に
飛
び
散
り
、
周
り
の
白
い
花
を
も
染
め
た
。

（　
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ま
た
暫
く
時
が
経
っ
て
騎
士
が
帰
還
し
て
来
た
。
道
は
か
の
林
を
通
っ
て
い
た
の
で
、
間
も
な
く
例
の
石
の
と
こ
ろ
に
着
い
た
。
石

が
赤
い
斑
点
と
筋
に
覆
わ
れ
て
お
り
、
以
前
は
白
か
っ
た
花
が
赤
く
な
っ
て
い
る
の
を
目
に
し
た
騎
士
は
、
な
に
や
ら
忌
ま
わ
し
さ
を

感
じ
、
剣
を
抜
く
と
石
を
一
撃
し
た
。
す
る
と
一
筋
の
血
が
噴
き
出
し
、
地
下
か
ら
悲
鳴
が
響
い
た
。
騎
士
は
花
を
一
束
摘
む
と
、
駒こ

ま

に
跨ま

た
が

っ
て
再
び
戦
い
に
赴
き
、
そ
の
ま
ま
故
郷
に
戻
ら
な
か
っ
た
。
以
前
白
か
っ
た
花
は
そ
の
後
ず
っ
と
赤
く
咲
く
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
れ
が
す
な
わ
ち
エ
リ
カ
で
あ
る
。
以
来
石
は
許ブ

ラ
ウ
ト
シ
ュ
タ
イ
ン

嫁
の
石
、
エ
リ
カ
は
許ブ

ラ
ウ
ト
ト
ロ
イ
エ

嫁
の
信
実
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
そ
こ
こ
こ
で
白
い
花
を
着

け
た
エ
リ
カ
を
見
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。

三
〇
三　

泣ヴ
ェ
ー
ク
ラ
ー
ゲ

き
女

　

リリ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ガ
ー
・
ハ
イ
デ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
曠
野
に
は
嵐
の
夜
と
も
な
る
と
嘆ク

ラ
ー
ゲ
ヴ
ァ
イ
プ

き
女

─
目
が
落
ち
窪
み
、
死
人
の
よ
う
に
蒼
褪
め
た
巨
大
な
妖
怪

─

が
屍
衣
を
靡な

び

か
せ
て
徘は

い
か
い徊

し
、
夜
も
す
が
ら
身
の
毛
も
よ
だ
つ
哀
泣
の
声
を
挙
げ
て
叫
び
立
て
る
。
こ
の
妖
怪
は
だ
れ
か
が
間
も
な
く

死
ぬ
定
め
の
家
の
上
へ
長
い
骨
の
腕
を
差
し
伸
ば
す
。
そ
れ
か
ら
一
箇
月
が
過
ぎ
る
と
死
者
が
出
る
の
で
あ
る
。
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
で

も
こ
う
い
う
夜
の
妖
精
の
言
い
伝
え
が
あ
っ
て
、
そ
こ
で
は
泣ヴ

ェ
ー
ク
ラ
ー
ゲ

き
女
と
い
う
。
ヴ
ァ
イ
マ
ル
、
エ
ア
フ
ル
ト
お
よ
び
ハ
ー
ル
ツ
山
地

一
帯
に
及
ぶ
。
出
現
す
る
時
期
同
様
こ
の
妖
怪
の
起
源
は
闇
に
閉
ざ
さ
れ
て
い
る
。
定
ま
っ
た
伝
承
は
ご
く
僅
か
で
あ
る
。

三
〇
四　

塩
の
牝め

す
い
の
し
し猪

　

八
百
年
前
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
周
辺
が
ま
だ
森
林
と
沼
沢
地
ば
か
り
だ
っ
た
頃
の
こ
と
で
あ
る
。
猟
師
ら
が
一
頭
の
牝
猪
の
跡
を
追
っ
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た
と
こ
ろ
、
猪
は
心
行
く
ま
で
泥で

い
ね
い濘

の
中
を
転
げ
回
り
、
そ
れ
か
ら
乾
燥
し
た
場
所
に
横
た
わ
っ
て
寝
込
ん
だ
。
太
陽
が
燦さ

ん
さ
ん燦

と
照
り

つ
け
る
と
、
猪
の
黒
褐
色
の
剛
毛
が
美
し
い
白
に
な
っ
た
。
不
思
議
に
思
っ
た
猟
師
ら
が
牝
猪
を
殺
す
と
、
見
事
に
飽
和
し
た
塩
水
が

剛
毛
で
結
晶
し
て
良
質
の
純
粋
塩
と
な
っ
て
い
る
の
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
が
そ
の
名
も
高
い
埋
蔵
量
豊
富
な
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
岩
塩
坑

発
見
の
端
緒
で
あ
る
。
こ
の
猪
で
作
っ
た
燻シ

ン

ケ

ン

製
腿
肉
の
片
脚
分
は
食
べ
て
し
ま
わ
ず
、ラ
テ
ン
語
の
銘
文
を
記
し
、
硝ガ

ラ
ス子

の
箱
に
納
め
、

永
遠
の
記
念
と
し
て
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
市
の
い
と
も
聡
明
な
る
参
事
会
の
厨ち

ゅ
う
ぼ
う房

に
安
置
さ
れ
た
。
塩
に
ま
み
れ
た
剛
毛
が
附
い
た
ま

ま
の
皮
も
保
存
さ
れ
た
。
岩
塩
坑
は
ズ
ュ
ル
ツ
ェ
と
呼
ば
れ
た
。
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
に
は
こ
の
他
に
有
名
な
山
と
イ
ル
メ
ナ
ウ
川
に
架

か
る
立
派
な
橋
が
あ
る
の
で
、
こ
の
三
つ
の
名
物
を
讃
え
て
ラ
テ
ン
語
の
韻
文
が
詠よ

ま
れ
た
。
こ
れ
は
イ
エ
ナ
の
七
不
思
議
を
歌
っ
た

詩
句
と
同
様
、
山

モ
ー
ン
ス

、
泉

フ
ォ
ー
ン
ス

、
橋

ポ
ー
ン
ス

で
始
ま
る
。
岩
塩
坑
に
対
す
る
悪
事
一
般
防
止
の
た
め
、
時
を
移
さ
ず
塔
が
一
つ
建
設
さ
れ
、
白

塔
と
呼
ば
れ
た
が
、
こ
の
白
色
に
は
塩
の
猪
の
よ
う
に
塩
の
結
晶
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
の
塔
に
は
大
な
り
小
な
り
悪
事
を
犯

し
た
岩
塩
坑
夫
が
閉
じ
込
め
ら
れ
て
一
本
の
大
き
な
重
い
鎖
に
繋
が
れ
た
。
悪
魔
も
こ
の
塔
に
呪
封
さ
れ
、
か
の
ア
ー
ヘ
ン
の
ポ
ネ
レ

ン
塔

ト
ゥ
ル
ム

で
の
よ
う
に
、
中
で
騒
が
し
く
動
き
回
っ
た
。
悪
魔
は
夜
毎
一
口
分
塔
を
囓か

じ

り
取
っ
た
。
こ
れ
は
ど
う
や
ら
成
功
だ
っ
た
ら
し

い
。
な
ぜ
な
ら
、
白
塔
が
崩
壊
し
た
、
と
の
記
録
が
既
に
百
年
以
上
前
に
あ
る
か
ら
で
。
残
っ
た
の
は
例
の
大
き
な
鎖
だ
け
と
か
。

三
〇
五　

剥む

き
だ
し
の
鏡

　

リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
北
方
に
バ
ル
デ
ヴ
ィ
ッ
ク
の
町
が
あ
る
。
こ
の
町
は
か
つ
て
ま
こ
と
に
壮
大
、
繁
華
、
富
裕
か
つ
強
力
だ
っ

た
。
塩
の
猪

い
の
し
し

が
ま
だ
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
岩ズ

ュ
ル
ツ
ェ

塩
坑
発
見
の
端
緒
と
な
ら
ず
、
現
在
数
多
く
の
住
民
を
擁
し
て
い
る
こ
の
都
市
が
建
設
も

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
時
代
の
こ
と
。
一
一
八
九
年
、
バ
ル
デ
ヴ
ィ
ッ
ク
の
町
は
主
君
、
す
な
わ
ち
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
ハ
イ
ン
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リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
に
叛は

ん
ぎ
ゃ
く逆

し
、
公
の
入
市
を
や
み
く
も
に
拒
ん
だ
。
獅ラ

イ
オ
ン子

に
冗
談
が
分
か
ろ
う
は
ず
は
な
い
。
少
な
く
と
も
謀む

ほ
ん叛

に
理
解

を
示
し
は
し
な
い
。
そ
こ
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
市
に
軍
を
進
め
、
攻
撃
準
備
に
取
り
掛
か
っ
た
。
し
か
し
市
民
は
自
ら
の
勇
気
を
恃た

の

み
、

市
壁
か
ら
剥
き
だ
し
の
鏡
を
吊
り
下
ろ
し
、
公
に
こ
れ
を
見
せ
つ
け
て
罵
倒
嘲
弄
し
た
。
こ
の
鏡
は
別
に
ピ
カ
ピ
カ
に
磨
か
れ
て
い
た

わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
公
は
激
怒
し
、
バ
ル
デ
ヴ
ィ
ッ
ク
市
が
永
久
に
余
を
忘
れ
な
い
よ
う
、
市
民
ど
も
に
鏡
を
磨
か
せ
て
や
ろ

う
、
と
誓
い
、
い
か
に
も
獰ど

う
も
う猛

な
獅ラ

イ
オ
ン子

ら
し
い
遣
り
口
で
こ
の
言
葉
を
守
っ
た
の
で
あ
る
。
三
日
間
攻
め
に
攻
め
て
市
を
占
領
す
る
と
、

脱
出
で
き
な
か
っ
た
者
た
ち
を
残
ら
ず
殺
し
、
繁
栄
し
て
い
た
こ
の
古
い
町
を
悉

こ
と
ご
と

く
瓦が

れ
き礫

の
山
に
変
え
て
し
ま
っ
た
。
嘲
り
へ
の
報

復
は
容た

や
す易

か
っ
た
わ
け
。
逃
亡
し
た
市
民
た
ち
は
や
っ
と
一
年
後
バ
ル
デ
ヴ
ィ
ッ
ク
か
ら
遠
く
離
れ
た
場
所
に
新
し
い
町
を
復
興
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
起
源
で
あ
る
。
さ
ら
に
長
い
時
が
経
過
す
る
う
ち
漸よ

う
や

く
徐
徐
に
破
壊
さ
れ

た
バ
ル
デ
ヴ
ィ
ッ
ク
の
跡
地
に
住
民
が
戻
っ
た
。

三
〇
六　

ブ
レ
ー
メ
ン
の
ロ
ー
ラ
ン
ト

　

ブ
レ
ー
メ
ン
の
広
広
と
し
た
中マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

央
広
場
に
は
極
め
て
古
い
ロ
ー
ラ
ン
ツ
柱ゾ

イ
レ

が
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
こ
そ
こ
の
都
市
の
自
由
の
徴
で

あ
る
。
こ
の
彫
像
が
立
っ
て
い
る
限
り
、
こ
の
都
市
の
自
由
が
廃
絶
す
る
こ
と
は
な
い
の
だ
そ
う
だ
。
自
然
現
象
に
よ
り
ロ
ー
ラ
ン
ト

像
が
倒
壊
す
る
事
態
に
備
え
て
、
市
庁
地
下
に
も
う
一
つ
代
わ
り
の
像
が
匿か

く

さ
れ
て
い
る
が
、
二
十
四
時
間
以
内
に
立
て
な
い
と
、
ブ

レ
ー
メ
ン
の
自
由
は
存
亡
の
危
機
に
瀕
す
る
、
と
の
言
い
伝
え
が
あ
る
。
ロ
ー
ラ
ン
ト
像
に
は
以
下
の
碑
銘
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　

我
の
こ
こ
に
汝な

ん
じ

ら
に
示
す
自
由
は
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ま
こ
と
カ
ー
ル
が
諸
侯
を
ま
じ
え
ず
し
て

　
　
　
　
　

こ
の
都
市
に
与
え
し
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　

我
は
勧
む
、
汝
ら
こ
れ
を
神
に
感
謝
せ
ん
こ
と
を
。

　

ロ
ー
ラ
ン
ト
像
の
足あ

し
も
と許

に
は
あ
る
象
徴
と
し
て
一
人
の
不
具
者
の
形
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
は
次
の
よ
う
な
伝
説
と
結
び
付
い
て
い

る
。
昔
レ
ス
モ
ン
家
の
あ
る
女
伯

─
豊
か
な
所
領
に
恵
ま
れ
て
い
た

─
が
〔
ブ
レ
ー
メ
ン
市
の
近
く
に
〕
広
広
と
し
た
素
晴
ら

し
い
牧
草
地
を
持
っ
て
い
た
。
こ
う
し
た
牧
草
地
が
不
足
し
て
い
た
ブ
レ
ー
メ
ン
市
参
事
会
は
女
伯
に
参
事
会
の
代
表
た
ち
を
送
り
、

そ
の
一
部
を
売
る
か
貸
す
か
し
て
戴い

た
だ

き
た
い
と
申
し
込
ん
だ
。
さ
て
女
伯
が
参
事
諸
氏
と
野
外
で
言
葉
を
交
わ
し
て
い
る
と
、
ご
く

ご
く
足
の
悪
い
不
具
者
が
そ
こ
へ
這は

い
ず
っ
て
来
て
、
富
裕
な
女
伯
に
施
し
を
乞
う
た
。
施
し
を
与
え
た
女
伯
は
微
笑
み
な
が
ら
参
事

諸
氏
に
こ
う
言
っ
た
。「
わ
た
く
し
、
幸
あ
る
ブ
レ
ー
メ
ン
の
町
に
所
有
の
牧
草
地
の
一
部
を
贈
り
物
に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。
こ
こ
な

蹇あ
し
な
え者

が
一
日
で
這
っ
て
ぐ
る
り
を
廻
れ
る
だ
け
を
な
」。
女
伯
と
し
て
は
あ
ま
り
に
多
く
提
供
す
る
こ
と
に
な
る
と
は
考
え
な
か
っ
た

し
、
参
事
会
の
方
も
そ
う
広
く
貰も

ら

え
る
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。
憐
れ
な
不
具
者
の
這
い
方
は
ま
こ
と
に
痛
痛
し
く
見
え
た
の
で
。

─
と
こ
ろ
が
、
た
っ
ぷ
り
謝
礼
を
出
す
、
と
約
束
さ
れ
る
と
、
こ
ち
ら
は
元
気
一
杯
、
だ
れ
も
が
び
っ
く
り
仰
天
す
る
ほ
ど
の
速

さ
で
這
い
始
め
た
。
な
る
ほ
ど
蹇
者
で
は
あ
っ
た
が
、
筋
骨
隆
隆
で
力
が
強
か
っ
た
の
で
。
こ
う
し
て
ま
こ
と
に
大
き
な
牧
草
地
を
這

い
回
っ
て
市
に
提
供
、
こ
れ
は
今
日
な
お
ブ
レ
ー
メ
ン
が
所
有
し
て
い
る
。
市
参
事
会
は
女
伯
に
極
め
て
慇い

ん
ぎ
ん懃

に
礼
を
述
べ
、
懇
切
こ

の
上
な
く
生
涯
蹇
者
の
面
倒
を
見
、
か
つ
永
遠
に
そ
の
恩
を
忘
れ
ぬ
た
め
市
の
自
由
の
象
徴
で
あ
る
ロ
ー
ラ
ン
ト
の
巨
像
の
足
許
に
そ

の
姿
を
留
め
た
し
だ
い
。
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三
〇
七　

神
の
戦

　

一
三
四
九
年
の
こ
と
、
幸
あ
る
ブ
レ
ー
メ
ン
の
町
に
由
由
し
い
災
厄
が
降
り
掛
か
っ
た
。
市
内
で
は
黒ペ

ス

ト
死
病
が
荒
れ
狂
い
、
市
壁
の

外
に
は
敵
の
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
マ
ル
テ
ィ
ン
が
陣
を
張
り
、
厳
し
く
包
囲
し
て
攻
め
寄
せ
た
。
と
ど
の
つ
ま
り
市
内
の
疫
病
に
よ
る

困
窮
は
そ
の
極
に
達
し
、
市
民
軍
は
も
は
や
市
壁
を
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

し
続
け
る
こ
と
も
、
市
門
を
封
鎖
し
続
け
る
こ
と
も
で
き
ず
、
ぐ
っ
た
り
と

な
げ
や
り
に
な
り
、「
ど
の
み
ち
我
ら
は
死
な
ね
ば
な
ら
ぬ

─
ど
う
と
で
も
な
る
が
よ
い
わ
」
と
語
り
合
っ
た
。

─
そ
こ
で

〔
攻
囲
軍
の
〕
隊
長
連
は
司
令
官
の
前
に
進
み
出
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
町
は
開
け
っ
放
し
で
、
無
防
備
状
態
に
あ
い
な
り
申
し
た
。
い

ざ
突
入
し
て
、
戦
の
慣
わ
し
と
征
服
者
の
権
利
に
従
い
、
分
捕
り
を
い
た
そ
う
で
は
ご
ざ
り
ま
せ
ぬ
か
」。

─
す
る
と
オ
ル
デ
ン
ブ

ル
ク
伯
マ
ル
テ
ィ
ン
が
毅
然
と
し
て
い
わ
く
「
決
し
て
さ
よ
う
な
こ
と
を
し
て
は
な
ら
ぬ
。
至
高
の
王
た
る
神
が
ブ
レ
ー
メ
ン
の
町
と

戦
わ
れ
、
町
は
既
に
塗
炭
の
苦
し
み
に
陥
っ
て
お
る
。
さ
れ
ば
、
我
ら
が
更
に
こ
の
町
を
損
な
う
の
は
穏
当
で
は
な
い
。
い
ざ
、
我
ら

は
情
け
あ
る
征
服
者
と
し
て
入
城
い
た
そ
う
ぞ
。
我
ら
は
今
こ
そ
こ
の
町
の
敵
で
は
あ
る
が
、
行
く
行
く
は
ま
た
友
と
な
ろ
う
や
も
知

れ
ぬ
か
ら
だ
」。
こ
れ
は
実
行
さ
れ
、
伯
爵
は
ブ
レ
ー
メ
ン
に
入
り
、
指
揮
下
の
軍
勢
の
一
兵
た
り
と
も
住
民
や
町
の
財
産
に
手
を
出

す
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。

三
〇
八　

七
つ
の
足
跡

　

ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
地
方
に
あ
る
ベ
ン
テ
村
近
く
の
野
原
に
七
つ
の
石
が
一
塊
に
立
っ
て
い
る
。
民
衆
は
こ
れ
を
七
つ
の
足
跡
、
あ
る
い

は
七
つ
の
穴
ぼ
こ
と
呼
ん
で
い
る
。
あ
る
農
夫
が
下
男
と
一
緒
に
野
良
か
ら
こ
こ
へ
や
っ
て
来
た
。
す
る
と
下
男
は
主
人
に
、
自
分
は

（　

）
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ま
だ
賃
金
の
か
な
り
を
預
け
て
あ
る
、
こ
の
賃
金
を
今
全
部
払
っ
て
も
ら
い
た
い
、
と
言
っ
た
。
農
夫
は
下
男
へ
の
借
り
を
思
い
出
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
思
い
出
し
た
く
な
か
っ
た
の
か
、
下
男
に
は
一
文
の
負
い
目
も
な
い
、
と
答
え
た
。
で
、
下

男
が
「
お
ら
は
神
か
け
て
、
あ
ん
た
は
お
ら
に
借
金
が
あ
る
、
と
誓
う
」
と
言
う
と
、
農
夫
は
「
そ
ん
な
ら
わ
し
ゃ
あ
七
匹
の
悪
魔
に

か
け
て
、
お
め
え
に
こ
れ
っ
ぽ
っ
ち
も
借
金
は
な
い
、
と
誓
う
。
わ
し
の
言
葉
が
間
違
っ
と
っ
た
ら
、
七
歩
目
に
悪
魔
が
わ
し
を
地
面

に
埋
め
っ
ち
ま
う
が
え
え
」
と
怒
鳴
っ
た
。
そ
し
て
言
っ
た
通
り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
七
歩
目
に
雷
の
よ
う
な
音
が
し
て
、
大
地
が

裂
け
、
農
夫
は
影
も
形
も
な
く
な
り
、
残
さ
れ
た
の
は
柔
ら
か
い
土
に
刻
ん
だ
最
後
の
七
つ
の
足
跡
だ
け
だ
っ
た
。

　

別
の
伝
説
で
は
こ
う
。
下
女
を
不
当
に
扱
っ
た
農
夫
が
邪

よ
こ
し
ま

な
敵
〔
＝
悪
魔
〕
に
か
け
て
誓
言
す
る
と
、
そ
の
冒ぼ

う
と
く瀆

行
為
の
た
め
に

同
じ
運
命
に
見
舞
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
思
い
出
の
徴
と
し
て
七
つ
の
石
が
地
面
に
立
て
ら
れ
た
。
ベ
ン
テ
村
は
そ
の
維
持
管
理
を
カ
ー

レ
ン
ベ
ル
ク
地
区
か
ら
依
嘱
さ
れ
、
見
返
り
に
毎
年
半
シ
ェ
ッ
フ
ェ
ル
の
ラ
イ
麦
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
夜
は
だ
れ
も
こ
の
七
つ
の
足

跡
の
傍
を
通
り
た
が
ら
な
い
。
附
近
は
不
気
味
で
、
化
け
物
が
い
ろ
い
ろ
少
な
か
ら
ず
出
没
、
道
行
く
人
を
お
ち
ょ
く
っ
た
り
、
嚇お

ど

か

し
た
り
す
る
か
ら
で
あ
る
。

三
〇
九　

薔ヒ
ル
デ
・
シ
ュ
ネ
ー

薇
の
雪

　

昔
皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬け

い
け
ん虔

王
が
冬
の
最さ

な
か中

森
で
狩
り
を
し
て
い
た
時
、い
つ
も
頸く

び

に
懸
け
て
い
た
聖
遺
物
の
十
字
架
を
失な

く
し
た
。

そ
こ
で
何
人
も
の
僕し

も
べ

を
遣
わ
し
て
こ
の
大
層
貴
重
な
十
字
架
を
捜
さ
せ
た
と
こ
ろ
、
な
ん
と
、
彼
ら
は
森
の
奥
深
く
で
咲
き
誇
る

薔ば

ら薇
の
繁し

げ

み
に
出
く
わ
し
た
。
そ
し
て
こ
の
繁
み
に
王
の
十
字
架
が
く
っ
つ
い
て
い
た
の
だ
が
、
な
ん
と
し
て
も
そ
こ
か
ら
取
り
外
す

こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
不
思
議
な
話
を
注
進
さ
れ
た
王
が
自
身
急
い
で
そ
こ
に
向
か
う
と
、
目
に
し
た
の
は
雪
が
積
も
っ
た
森

（　

）
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の
空
閑
地
だ
っ
た
が
、
積
雪
は
〔
教
会
の
〕
身
廊
の
形
を
し
て
お
り
、そ
の
屋
根
の
先
に
当
た
る
と
こ
ろ
に
満
開
の
薔
薇
の
木
が
あ
り
、

そ
の
幹
に
十
字
架
が
下
が
っ
て
い
た
の
で
、
王
は
殊
の
外
驚
嘆
し
た
。
そ
こ
で
「
こ
は
ヒ
ル
デ
・
シ
ュ
ネ
ー
〔
薔
薇
の
雪
〕
ぞ
」
と
叫

び
、
跪

ひ
ざ
ま
ず

く
と
、
な
に
ゆ
え
こ
の
十
字
架
は
こ
こ
を
離
れ
よ
う
と
し
な
い
の
か
、
御み

教
え
を
垂
れ
た
も
う
よ
う
神
に
祈
っ
た
。
下
さ
れ

た
啓
示
は
こ
う
だ
っ
た
。
大
聖
堂
を
建
て
よ
、
し
て
そ
の
広
さ
と
そ
の
高
さ
は
聖
な
る
雪
の
形
に
従
え
、
と
。
王
が
建
立
を
誓
う
と
、

十
字
架
を
手
に
収
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
は
す
ぐ
さ
ま
そ
の
場
所
に
縄
張
り
を
施
さ
せ
、
造
営
を
開
始
し
た
が
、
薔
薇

の
木
が
ち
ゃ
ん
と
保
存
さ
れ
る
よ
う
配
慮
し
た
。
聳そ

び

え
立
つ
大
聖
堂
の
周
囲
に
は
建
築
職
人
や
工
事
人
夫
、
そ
れ
か
ら
信
心
深
い
人
人

が
住
み
着
き
、
王
は
こ
こ
に
エ
ル
ツ
ェ
の
司
教
座
を
移
し
た
。
こ
の
場
所
は
以
後
ず
っ
と
ヒ
ル
デ
シ
ュ
ネ
ー
と
呼
ば
れ
、
時
が
経
つ
に

つ
れ
て
と
う
と
う
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
と
い
う
名
称
に
な
っ
た
。
例
の
薔
薇
の
木
は
す
く
す
く
と
伸
び
続
け
、
今
日
な
お
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ

ム
大
聖
堂
の
傍
ら
に
あ
り
、
そ
の
根
を
主
祭
壇
の
下
に
ま
で
伸
ば
し
て
い
る
。
か
つ
て
あ
る
敬
虔
な
司
教
座
聖
堂
参
事
会
員
が
薔
薇
の

根
の
一
部
を
素
材
と
し
て
キ
リ
ス
ト
磔た

く
け
い刑

像
を
彫
刻
し
た
。
こ
れ
は
高
く
崇
め
ら
れ
、
毎
年
の
聖カ

ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日
、
あ
る
い
は
聖カ

ー
ル
ヴ
ォ
ッ
ヘ

週
間
中
毎

朝
、
聖
堂
参
事
会
員
た
ち
は
こ
の
磔
刑
像
を
教パ

ラ
デ
ィ
ー
ス

会
玄
関
な
い
し
入
口
広
間
に
設し

つ
ら

え
ら
れ
た
聖
墓
の
中
に
安
置
す
る
儀
式
を
執
り
行
っ

た
。
あ
る
時
、
聖
堂
参
事
会
員
た
ち
が
う
っ
か
り
そ
れ
を
忘
れ
て
い
る
と
、
御お

像
は
普
段
掛
け
ら
れ
て
い
る
場
所
か
ら
下
り
て
、
一
人

で
墓
に
歩
み
入
っ
た
。
以
来
、
御
像
は
歩ヴ

ァ
ン
デ
ル
ク
ロ
イ
ツ

み
の
十
字
架
と
呼
ば
れ
、
前
に
も
増
し
て
尊
崇
さ
れ
た
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
大
聖
堂
の
内
陣

座
席
に
も
、
コ
ル
ヴ
ァ
イ
の
百ゆ

り合
や
リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
と
ブ
レ
ス
ラ
ウ
の
薔
薇
と
同
じ
伝
説
が
あ
っ
て
、
聖
堂
参
事
会
員
の
だ
れ
か
の
死

が
差
し
迫
っ
て
い
る
と
、
こ
れ
が
白
薔
薇
で
示
さ
れ
る
由
。
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三
一
〇　

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人

　

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
司
教
が
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
を
治
め
て
い
た
頃
の
こ
と
、
司
教
館
に
一
風
変
わ
っ
た
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
が
出
没
す
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
れ
は
あ
の
変
幻
自
在
の
ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン
の
よ
う
に
姿
を
消
し
て
い
る
の
が
好
き
な
の
と
は
違
っ
て
、
だ
れ
の
前
に
も
農
民
の

身
な
り
で
現
れ
、
物
腰
は
と
て
も
温お

と
な和

し
く
て
善
良
、
い
つ
も
先
の
尖と

が

っ
た
氈フ

ェ
ル
ト
ぼ
う帽

を
目
深
に
被か

ぶ

っ
て
い
た
。
そ
こ
で
館
の
使
用
人
た

ち
は
す
ぐ
に
ヘ
ー
デ
ケ
ン
、
す
な
わ
ち
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
と
し
か
呼
ば
な
い
よ
う
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
頸く

び

か
ら
上
は
帽
子
し
か
見
え
な
か
っ

た
も
の
で
。
こ
の
へ
ん
て
こ
な
妖
精
は
人
の
お
喋し

ゃ
べ

り
に
口
を
差
し
挟
み
た
が
っ
た
が
、
問
答
を
し
て
し
か
る
べ
く
助
言
し
、
親
切
で

世
話
好
き
だ
っ
た
。
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヘ
ル
マ
ン
が
悪
行
を
働
い
た
あ
げ
く
奥
方
と
も
ど
も
封
臣
の
一
人
に
弑し

い
ぎ
ゃ
く逆

さ
れ
、
子

ど
も
が
い
な
か
っ
た
の
で
、
伯
爵
領
が
無
主
と
な
っ
た
折
、
殺
人
が
行
わ
れ
た
の
と
同
じ
時
刻
に
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
司
教
の
寝
室
に
入
っ
て

き
て
、
司
教
を
起
こ
し
て
こ
う
言
っ
た
。「
起
き
て
、
戦
支
度
を
し
な
よ
。
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
領
は
や
ら
れ
ち
ゃ
っ
た
。
家

来
を
連
れ
て
っ
て
、
領
地
を
あ
ん
た
と
司
教
区
の
も
の
に
し
ち
ま
い
な
」。
ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
司
教
は
兵
士
を
従
え
て
急き

ゅ
う
き
ょ遽

進
発
、
伯
爵

領
に
突
入
し
て
接
収
し
、
こ
れ
を
永
久
に
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
封
土
と
す
る
こ
と
を
皇
帝
か
ら
認
め
て
も
ら
っ
た
。
後
に
相
続
権
者
が

現
れ
た
が
、
彼
は
相
続
分
を
あ
ま
り
減
ら
さ
な
い
で
済
む
よ
う
伯
爵
領
を
司
教
か
ら
受
封
し
た
。
こ
の
伯
爵
に
は
子
息
が
二
人
い
た

が
、
い
ず
れ
も
既
に
成
年
で
、
仲
が
悪
か
っ
た
。
采さ

い
ゆ
う邑

授
与
の
際
こ
ん
な
取
り
決
め
が
な
さ
れ
た
。〔
次
代
の
受
封
で
は
〕
年
の
順
で

は
な
く
、
先
に
受
封
を
要
請
し
た
方
が
優
先
権
を
与
え
ら
れ
る
、
と
。
さ
て
老
伯
爵
が
死
ぬ
と
、
兄
息
子
は
取
る
物
も
と
り
あ
え
ず
駒こ

ま

に
う
ち
跨ま

た
が

り
、
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
目
指
し
て
疾
駆
し
た
。
け
れ
ど
も
馬
を
持
た
ぬ
弟
息
子
の
方
は
す
っ
か
り
途
方
に
暮
れ
、
な
す
す

べ
も
な
か
っ
た
。
す
る
と
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
部
屋
に
入
っ
て
来
て
、
良
い
知
恵
を
貸
し
て
く
れ
た
。
い
わ
く
「
司
教
に
手
紙
を
書
い
て
、
お

父と

っ
つ
ぁ
ん
が
死
ん
だ
こ
と
を
伝
え
、
領
地
を
お
く
ん
な
さ
い
、と
言
う
ん
だ
。
あ
ん
た
の
手
紙
は
兄あ

に

さ
ん
よ
り
も
早
く
届
け
て
や
る
」
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と
。
そ
こ
で
弟
が
急
い
で
手
紙
を
書
き
、
こ
れ
に
自
分
の
封
印
を
捺お

す
と
、
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
は
手
紙
を
受
け
取
り
、
山
越
え
森
越
え
ま
っ
し

ぐ
ら
、
最
短
距
離
を
取
っ
て
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
に
向
か
い
、
兄
よ
り
も
一
、
二
時
間
早
く
到
着
し
た
。
こ
の
よ
う
に
早
か
っ
た
の
で
、

司
教
官
房
で
は
弟
息
子
の
た
め
に
見
事
な
新
し
い
采
邑
授
与
状
が
飛
び
切
り
の
条
文
で
認し

た
た

め
ら
れ
、
司
教
と
司
教
座
聖
堂
参
事
会
の

卵
型
の
封
印
が
錻ブ

リ
キ力

の
枠
に
収
め
ら
れ
て
こ
れ
に
ぶ
ら
下
が
っ
た
。〔
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
突つ

っ
走ぱ

し

っ
た
〕
山
の
小こ

み
ち径

は
今
日
な
お
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人

の
駈か

け
道
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。

　

帽ヒ
ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
は
こ
ん
な
風
に
甲
斐
甲
斐
し
く
役
に
立
ち
、
人
助
け
が
大
好
き
と
い
う
こ
と
を
示
し
た
。
あ
る
貧
乏
な
釘
製
造
工
に
、
こ

れ
で
釘
を
作
り
な
、
と
半
分
に
割
れ
た
蹄て

い
て
つ鉄

を
く
れ
た
が
、
男
が
釘
を
拵こ

し
ら

え
て
み
る
と
、
ど
れ
も
こ
れ
も
黄き

ん金
に
な
っ
た
。
そ
の
娘

が
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
に
貰も

ら

っ
た
一
巻
き
の
緞レ

ー
ス帯

は
、〔
一
度
に
〕
数
肘エ

レ尺
以
上
は
引
き
出
せ
な
か
っ
た
け
れ
ど
も
、
い
く
ら
使
っ
て
も
際
限
が

無
か
っ
た
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
あ
る
聖
堂
参
事

─
喉
元
ま
で
詰
ま
っ
て
い
る
の
は
知
識
学
問
に
あ
ら
ず
し
て
葡ワ

イ

ン
萄
酒
に
ご
ざ

候
そ
う
ろ
う

と
い
う
御お

か
た方

だ
っ
た

─
が
教
会
会
議
に
弁
士
と
し
て
派
遣
さ
れ
る
羽
目
に
な
り
、
心
配
で
心
配
で
堪た

ま

ら
な
い
で
い
た
。
な
に

せ
、
自
分
の
学
識
は
お
粗
末
な
代
物
で
、
我
が
弁
舌
で
栄
光
を
輝
か
せ
ら
れ
っ
こ
な
い
、
と
よ
く
よ
く
心
得
て
い
た
か
ら
。
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人

は
こ
の
人
も
不
安
懊お

う
の
う悩

か
ら
救
っ
て
や
っ
た
。
月
桂
樹
の
葉
と
一い

ち
は
つ初

、
そ
れ
か
ら
剣グ

ラ
ジ
オ
ラ
ス

菖
蒲
と
で
編
ん
だ
小
さ
な
冠
を
作
っ
て
与
え
た
の

で
あ
る
。
聖
堂
参
事
は
こ
れ
を
肌
身
離
さ
ず
持
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
す
る
と
、
な
ん
と
、
教
会
会
議
の
席
上
ヒ
ル
デ
ス

ハ
イ
ム
の
演
説
家
は
ま
こ
と
偉
大
に
し
て
輝
か
し
い
名
僧
知
識
と
し
て
進
退
、
た
め
に
諸
人
は
驚
倒
し
、
参
事
の
素
晴
ら
し
い
雄
弁
に

信
仰
を
深
め
た
の
だ
っ
た
。
こ
う
い
う
気
の
利
い
た
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
手
を
貸
し
て
く
れ
れ
ば
、
後
世
の
大
勢
の
弁
士
た
ち
も
彼
か
ら
教
え

て
も
ら
っ
て
、
幸
せ
に
な
れ
た
だ
ろ
う
に
ね
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
あ
る
亭
主
が
心
底
惚
れ
込
ん
で
い
る
女
房
を
持
っ
て
い
た
。
あ
る

時
旅
に
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
て
、
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
に
、
妻
が
操み

さ
お

を
守
る
よ
う
監
視
し
て
く
れ
、
と
頼
み
込
ん
だ
。
こ
の
あ
り
が
た

い
お
目
付
役
を
全ま

っ
と

う
す
る
の
に
、
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
が
ど
れ
ほ
ど
苦
心
惨さ

ん
た
ん憺

し
た
か
、
筆
舌
に
尽
く
し
難
い
。
漸よ

う
や

く
夫
が
帰
っ
て
来
る
と
、
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妖
精
は
い
そ
い
そ
と
出
迎
え
て
、
こ
う
言
っ
た
。「
い
や
あ
、
戻
っ
て
く
れ
て
感
謝
感
激
雨
霰あ

ら
れ

だ
よ
。
あ
ん
た
の
か
み
さ
ん
を
見
張
る

な
ん
て
こ
と
、
も
う
も
う
金こ

ん
り
ん
ざ
い

輪
際
ご
免
蒙こ

う
む

る
。
一
遍
に
ザ
ク
セ
ン
中
の
豚
ど
も
の
番
を
す
る
方
が
増
し
さ
。
あ
あ
い
う
手て

れ
ん
て
く
だ

練
手
管
に

長た

け
た
狡
賢
い
女
の
見
張
り
に
較
べ
り
ゃ
な
」。

　

さ
り
な
が
ら
、
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
は
こ
れ
ほ
ど
親
切
を
尽
く
し
て
く
れ
る
一
方
、
時
時
家コ

ー
ボ
ル
ト

の
精
の
意
地
悪
な
性
分
を
ち
ら
つ
か
せ
、
怒
っ
た

り
仕
返
し
を
し
た
り
し
、
召
使
い
た
ち
の
失
敗
を
口
煩う

る

く
叱
り
つ
け
る
こ
と
も
あ
っ
た
の
で
、
彼
ら
に
嫌
わ
れ
た
し
、
果
て
は
司
教
自

身
の
不
興
を
も
買
う
に
至
り
、
司
教
は
強
力
な
お
祓
い
を
し
て
帽ヒ

ュ
ー
ト
ヒ
ェ
ン

子
小
人
を
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
か
ら
放
逐
し
た
。

三
一
一　

イ
ル
メ
ン
柱

ゾ
イ
レ

　

ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
大
聖
堂
に
は
柱
が
一
本
あ
る
。
優
美
な
大
理
石
製
で
、
金き

ん
ぱ
く箔

を
貼
っ
た
青
銅
の
環わ

が
幾
つ
も
附
き
、
高
さ
十
一

脚フ
ー
ス尺

、
先
端
に
マ
リ
ア
像
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
か
つ
て
ザ
ク
セ
ン
の
往
古
の
神
イ
ル
ミ
ン
の
柱
像
が
載の

っ
て
い
た
と
の
こ

と
。
そ
こ
で
今
な
お
イ
ル
メ
ン
柱ゾ

イ
レ

と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

こ
の
神
像
は
エ
ー
レ
ス
ブ
ル
ク

─
現
在
の
デ
ィ
ー
メ
ル
河
畔
ベ
ル
ゲ
市

─
に
立
っ
て
い
た
。
そ
し
て
七
七
二
年
カ
ー
ル
大
帝

に
破
壊
さ
れ
た
。

─
小
刀
で
柱
を
叩
い
て
み
る
と
冴さ

え
た
響
き
が
す
る
。
暑
い
夏
で
も
と
て
も
冷
た
く
、
靄も

や

が
附
く
と
雫し

ず
く

に
な
っ

て
滴
り
落
ち
る
の
で
、
ま
る
で
汗
を
搔
い
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
言
い
伝
え
で
は
、
カ
ー
ル
大
帝
が
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
へ
運
ば
せ
た
、

と
の
こ
と
。
青
銅
の
環
に
は
手
書
き
で
ラ
テ
ン
語
の
章
句
が
刻
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
イ
ル
メ
ン
柱ゾ

イ
レ

と
そ
の
歴
史
に
は
何
の
関
係

も
な
く
、
む
し
ろ
こ
の
柱
が
巨
大
な
燭
台
と
し
て
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
よ
う
だ
。
イ
ル
メ
ン
は
イ
ル
ミ
ン
、

ア
ル
ミ
ン
、
ヘ
ル
マ
ン
、
す
な
わ
ち
神
の
よ
う
に
尊
崇
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
解
放
者
だ
、
と
唱
え
る
向
き
も
少
な
く
な
い
。
ア
ー
レ
フ
ェ
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ル
ト
近
郊
の
村
ア
ル
メ
ン
ザ
イ
ト
な
る
名
は
ア
ル
ミ
ン
柱ゾ

イ
レ

が
訛な

ま

っ
た
響
き
な
の
か
ど
う
か
、
調
べ
る
価
値
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。

三
一
二　

ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
の
話

　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
邦
の
君
主
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公
は
か
つ
て
海
を
渡
っ
た
。
嵐
が
乗
船
を
襲
い
、
公
爵
と
乗
り
組
み
一
同
を
未
知

の
海
へ
と
押
し
流
し
た
。
食
糧
は
悉

こ
と
ご
と

く
尽
き
、
彼
ら
は
飢
餓
に
殊
の
外
苦
し
め
ら
れ
た
。
そ
こ
で
一
人
ま
た
一
人
と
他
の
者
の
腹
を

満
た
す
た
め
に
己お

の

が
命
を
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
だ
れ
に
死
ん
で
も
ら
う
か
は
籤く

じ

で
決
め
た
。
こ
う
し
て
暫
く
命
を

繋
い
だ
が
、
天
の
配
剤
で
公
爵
は
籤
に
当
た
ら
ず
に
済
ん
で
い
た
。
と
う
と
う
船
に
残
っ
た
の
は
公
爵
と
従
者
が
一
人
き
り
。
そ
し
て

飢
え
は
留
ま
る
と
こ
ろ
を
知
ら
ぬ
。「
さ
て
最
後
の
籤
を
引
こ
う
で
は
な
い
か
」
と
公
爵
は
哀
し
げ
に
の
た
も
う
た
。「
当
た
っ
た
者
は

死
ぬ
の
じ
ゃ
」。「
と
ん
で
も
な
い
、
そ
れ
よ
り
か
わ
た
し
を
殺
し
て
く
だ
さ
い
、
殿
」
と
忠
僕
。「
な
ら
ぬ
。
籤
を
引
こ
う
ぞ
」
と
公

爵
の
返
辞
。
引
い
て
み
る
と
、
当
た
っ
た
の
は
公
爵
。
け
れ
ど
も
従
者
は
こ
う
言
っ
た
。「
わ
た
し
は
愛
す
る
ご
主
君
を
決
し
て
殺
せ

ま
せ
ぬ
。
一
つ
思
案
が
ご
ざ
い
ま
す
。
殿
を
牡お

う
し牛

の
皮
に
縫
い
込
み
ま
し
ょ
う
。
ご
佩は

い
け
ん剣

も
ろ
と
も
。
天
が
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
て

く
れ
る
や
も
知
れ
ま
せ
ぬ
」。
公
爵
が
こ
れ
を
肯う

べ
な

い
、
そ
の
通
り
に
し
た
と
こ
ろ
、
獅グ

リ

フ

ォ

ン

子
身
鷲
頭
鳥
が
飛
ん
で
来
て
、
獣
を
攫さ

ら

っ
た
、

と
思
い
込
み
、
皮
を
鉤か

ぎ
づ
め爪

で
引
っ
摑つ

か

み
、
海
を
越
え
て
獲
物
を
自
分
の
巣
へ
運
ん
で
行
っ
た
。
そ
し
て
ま
た
飛
び
去
っ
た
の
で
、
ハ
イ

ン
リ
ヒ
は
剣
で
皮
を
切
り
裂
い
た
。
す
る
と
お
腹
ぺ
こ
ぺ
こ
の
雛ひ

な

た
ち
が
襲
い
掛
か
っ
て
来
た
の
で
、
次
次
と
首
を
刎は

ね
て
し
ま
い
、

鉤
爪
を
一
つ
取
る
と
、
獅グ

リ

フ

ォ

ン

子
身
鷲
頭
鳥
の
巣
が
作
ら
れ
て
い
た
高
い
樹
か
ら
下
り
て
、
森
に
入
っ
た
。
公
爵
は
長
い
こ
と
こ
の
荒
涼
と

し
た
森
林
を
彷さ

ま
よ徨

っ
て
い
た
が
、
や
が
て
耳
に
し
た
の
は
こ
れ
ま
で
聞
い
た
こ
と
も
な
い
叫
び

─
雷
鳴
の
よ
う
な
咆ほ

う
こ
う哮

と
森
中
に

響
き
渡
る
か
す
れ
た
笛
の
よ
う
な
音
だ
っ
た
。
恐
ろ
し
い
叫
び
声
に
近
づ
く
と
、
目
に
入
っ
た
の
は
大
き
な
獅ラ

イ
オ
ン子

が
お
ぞ
ま
し
い
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無リ
ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
と
猛
烈
な
闘
い
を
し
て
い
る
さ
ま
。
し
か
し
既
に
獅ラ

イ
オ
ン子

は
負
け
そ
う
だ
っ
た
。
そ
こ
で
公
爵
の
思
う
よ
う
、
獅ラ

イ
オ
ン子

は
な
ん
と

い
っ
て
も
美
し
く
高
貴
な
動
物
で
百
獣
の
王
、
こ
れ
に
ひ
き
か
え
無リ

ン
ト
ヴ
ル
ム

翼
龍
は
毒
虫
で
あ
る
、
と
。
か
く
し
て
獅ラ

イ
オ
ン子

に
加
勢
す
る
こ
と
に

し
、
獅ラ

イ
オ
ン子

を
龍
か
ら
引
き
離
し
、
長
い
闘
い
の
あ
げ
く
龍
を
斃た

お

し
た
。
龍
か
ら
解
放
さ
れ
て
救
わ
れ
た
獅ラ

イ
オ
ン子

は
感
謝
し
て
公
爵
の
足あ

し
も
と許

に
平
伏
し
た
が
、
一
旦
は
ど
こ
か
へ
い
な
く
な
っ
た
。
こ
れ
は
食
べ
物
を
調
達
す
る
た
め
で
、
そ
れ
を
公
爵
と
分
け
合
っ
た
。
や
が
て

こ
う
し
た
寂
し
さ
、
こ
う
し
た
仲
間
、
こ
う
し
た
食
べ
物
に
公
爵
は
ど
う
も
気
が
向
か
な
く
な
っ
た
。
海
は
間
近
に
あ
る
。
公
爵
は
で

き
る
だ
け
う
ま
く
筏い

か
だ

を
作
成
、
櫂か

い

を
一
本
拵こ

し
ら

え
る
と
、
あ
る
日
獅ラ

イ
オ
ン子

が
再
び
狩
り
に
出
掛
け
た
留
守
に
、
筏
に
乗
っ
て
岸
辺
か
ら
離

れ
た
。
間
も
な
く
帰
っ
て
来
た
獅ラ

イ
オ
ン子

は
、
主
人
が
い
な
い
の
に
気
付
く
と
、
跡
を
辿た

ど

っ
て
海
岸
に
到
着
、
す
ぐ
さ
ま
ざ
ん
ぶ
と
潮う

し
お

に

跳
び
込
み
、
筏
を
追
っ
て
泳
い
だ
。
間
も
な
く
筏
に
泳
ぎ
着
く
と
、
ま
た
の
ん
び
り
と
主
人
の
前
に
寝
そ
べ
っ
た
。
し
か
し
海
の
上
に

は
猟
の
獲
物
は
い
な
い
。
飢
餓
の
苦
し
み
が
絶
望
と
と
も
に
立
ち
戻
っ
た
。

─
と
、
悪
魔
が
公
爵
の
前
に
出
現
し
て
こ
う
言
っ
た
。

「
あ
ん
た
の
根
城
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
じ
ゃ
今
日
は
大
賑に

ぎ

わ
い
だ
て
。
歓
び
こ
こ
に
極
ま
れ
り
っ
て
や
つ
よ
。
な
の
に
あ
ん
た

は
水
と
雲
の
間
で
漂
っ
て
て
、
腹
が
ぺ
こ
ぺ
こ
ち
ゅ
う
わ
け
だ
。
あ
ん
た
に
ゃ
こ
こ
で
ひ
も
じ
さ
が
お
相
手
、
と
こ
ろ
が
あ
っ
ち
じ
ゃ

華か
し
ょ
く燭

の
典
。
て
の
は
な
、
奥
さ
ん
は
あ
ん
た
が
ど
っ
か
へ
行
っ
ち
ま
っ
た
の
に
う
ん
ざ
り
し
て
、
他
の
若
い
男
、
す
て
き
な
伯
爵
と
一

緒
に
な
る
か
ら
さ
ね
。
あ
ん
た
は
死
ん
だ
と
思
っ
と
る
ん
だ
」。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公
が
こ
ん
な
話
を
聞
か
さ
れ
て
仰
天
す
る
と
、
悪
魔
は

こ
う
続
け
た
。「
あ
ん
た
、
さ
ぞ
か
し
そ
の
婚
礼
に
出
た
い
だ
ろ
う
。
お
い
ら
に
身
を
任
せ
な
、
そ
う
す
り
ゃ
お
い
ら
、
あ
ん
た
を
今

日
の
内
に
家
に
連
れ
て
っ
て
や
る
ぜ
。
そ
れ
で
あ
ん
た
も
踊
り
の
仲
間
に
入
れ
ら
あ
な
」。

─
「
神
は
、
久く

お
ん遠

の
光
明
は
、
余
が
背そ

む

き
ま
い
ら
せ
て
、
そ
ち
の
所も

の有
に
な
る
こ
と
な
ど
お
望
み
に
な
ら
ぬ
」
と
敬け

い
け
ん虔

な
公
爵
が
言
う
と
、
悪
魔
は
こ
う
応
じ
た
。「
あ
ん
た

の
神
が
望
む
か
望
ま
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
た
あ
お
い
ら
知
ら
ね
え
。
だ
が
よ
、
ど
う
や
ら
あ
ん
た
を
助
け
た
く
は
ね
え
よ
う
だ
ぜ
。
が
、

お
い
ら
は
助
け
て
や
り
て
え
し
、
こ
う
し
て
こ
こ
に
い
る
。
後
悔
す
る
前
に
よ
く
考
え
な
。
あ
ん
な
す
げ
え
婚
礼
に
毎
日
行
け
る
も
ん
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じ
ゃ
ね
え
。
明
日
じ
ゃ
遅
過
ぎ
ら
あ
」。「
余
が
そ
ち
の
言
う
ま
ま
に
な
れ
ば
、
余
の
魂
は
永
劫
に
責
め
苛さ

い
な

ま
れ
よ
う
」
と
公
爵
が
答

え
る
と
、
悪
魔
い
わ
く
「
だ
っ
て
な
、
あ
ん
た
の
魂
は
今
だ
っ
て
真
っ
直
ぐ
天
国
に
は
行
く
ま
い
よ
。
ど
っ
ち
み
ち
苦
し
み
を
舐な

め

に
ゃ
な
る
ま
い
。
あ
ん
た
は
お
い
ら
の
王
国
が
よ
く
分
か
っ
と
ら
ん
。
そ
う
そ
う
悪
い
と
こ
で
も
ね
え
さ
。
ま
、
い
わ
ゆ
る
至
福
っ
て

の
を
抜
き
に
す
り
ゃ
あ
な
。
ほ
ら
、
お
い
ら
は
も
う
長
い
こ
と
そ
こ
に
棲す

ん
で
る
ん
だ
ぜ
。
で
、
お
い
ら
、
そ
こ
で
ま
ず
ま
あ
気
楽
に

や
っ
て
る
。
ど
う
だ
い
、
あ
ん
た
、
う
ち
へ
帰
し
て
も
ら
え
る
ん
だ
ぞ
」。「
し
た
が
、
余
の
獅ラ

イ
オ
ン子

は
ど
う
す
る
」
と
ハ
イ
ン
リ
ヒ
。「
こ

れ
は
余
に
忠
義
を
尽
く
し
て
く
れ
て
お
る
。
決
し
て
置
き
去
り
に
し
と
う
な
い
」。「
そ
い
つ
も
連
れ
て
っ
て
や
る
さ
」
と
悪
魔
は
告

げ
、
こ
ん
な
条
件
を
出
し
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
手
に
入
れ
ら
れ
る
の
は
、
自
分
が
獅ラ

イ
オ
ン子

を
連
れ
て
再
度
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
近
く

の
ギ
ー
ア
ス
山ベ

ル
ク

の
頂
き
に
帰
着
し
た
際
、
ハ
イ
ン
リ
ヒ
が
眠
っ
て
い
る
の
を
見
つ
け
た
場
合
の
み
、
と
。
悪
魔
は
そ
れ
以
上
大
骨
折

り
の
代
償
に
何
も
要
求
し
な
か
っ
た
。
奥
方
に
心
底
焦
が
れ
て
も
お
り
、
こ
の
絶
望
的
状
態
か
ら
な
ん
と
し
て
で
も
抜
け
出
し
た
い
、

と
必
死
だ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公
は
と
ど
の
つ
ま
り
こ
の
条
件
を
承
諾
し
た
。
す
る
と
悪
魔
は
す
ぐ
さ
ま
ギ
ー
ア
ス
ベ
ル
ク
ま
で
運
び
、

て
っ
ぺ
ん
に
降
ろ
し
た
。「
じ
ゃ
あ
な
、
ち
ゃ
ん
と
目
を
覚
ま
し
て
い
ろ
よ
」
と
悪
魔
は
叫
ん
で
、
獅ラ

イ
オ
ン子

を
迎
え
に
ま
た
さ
っ
と
飛
び

去
っ
た
。
勇
者
で
は
あ
っ
て
も
困
苦
欠
乏
と
空
の
旅
に
死
ぬ
ほ
ど
疲
れ
切
っ
て
い
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
、
間
も
な
く
睡
魔
に
抗あ

ら
が

え
な
く

な
り
、
草
の
中
に
ご
ろ
り
と
横
た
わ
る
と
、
死
人
の
よ
う
に
ぴ
く
り
と
も
せ
ず
昏こ

ん
こ
ん昏

と
寝
入
っ
て
し
ま
っ
た
。
さ
て
獅ラ

イ
オ
ン子

と
と
も
に
遠

路
空
中
を
轟ご

う
ご
う轟

と
飛ひ

し
ょ
う翔

し
て
来
た
悪
魔
は
、
そ
の
鋭
い
目
で
遙
か
彼
方
か
ら
眠
っ
て
い
る
ハ
イ
ン
リ
ヒ
を
発
見
、
嬉
し
く
て
堪た

ま

ら
ず
ぴ

ち
ゃ
ぴ
ち
ゃ
舌
舐
め
ず
り
を
し
た
も
の
。
だ
っ
て
、
ほ
ら
、
公
爵
が
眠
っ
て
し
ま
う
に
決
ま
っ
て
る
、
と
と
う
に
心
得
て
い
た
の
だ
か

ら
。
と
こ
ろ
が
、
も
っ
と
近
づ
く
と
、
獅ラ

イ
オ
ン子

は
公
爵
が
し
ゃ
っ
ち
ょ
こ
ば
っ
て
身
動
き
も
し
な
い
で
い
る
の
を
目
に
し
、
死
ん
で
し

ま
っ
た
、
と
思
っ
て
、
恐
ろ
し
い
吼ほ

え
声
を
挙
げ
た
。
そ
こ
で
下
界
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
人
人
は
、
こ
り
ゃ
あ
嵐
に
な
る
ぞ
、

も
う
雷
が
鳴
っ
て
い
る
、
と
言
っ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
咆
哮
で
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公
は
は
た
と
目
覚
め
、
眠
っ
て
い
る
と
こ
ろ
を
捉つ

か

ま
え
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ら
れ
な
か
っ
た
悪
魔
は
か
ん
か
ん
に
な
り
、
潰
れ
ち
ま
え
、
と
ば
か
り
高
み
か
ら
獅ラ

イ
オ
ン子

を
投
げ
落
と
し
た
。
け
れ
ど
も
獅ラ

イ
オ
ン子

は
猫
さ
な

が
ら
、
骨
な
ど
折
ら
ず
に
四
本
の
脚
で
す
っ
く
と
立
っ
た
。
そ
う
し
て
主
人
に
随つ

い
て
町
へ
下
り
、
そ
れ
か
ら
音
楽
と
さ
ん
ざ
め
き
が

聞
こ
え
て
来
る
城
へ
向
か
っ
た
。
こ
れ
は
婚
礼
の
祝
い
だ
っ
た
。
公
爵
は
巡
礼
と
称
し
て
、
花
嫁
御
寮
か
ら
葡ワ

イ

ン
萄
酒
を
一
杯
戴
き
と
う

ご
ざ
い
ま
す
、
と
申
し
出
た
。
花
嫁
が
酒
杯
を
持
っ
て
行
か
せ
る
と
、
巡
礼
は
指ゆ

び
わ環

を
一
つ
外
し
、
酒
を
飲
み
干
し
て
か
ら
こ
れ
を

高ポ
カ
ー
レ

脚
杯
に
投
げ
込
み
、
ど
ち
ら
も
奥
方
様
の
お
手
ま
で
、
と
僕し

も
べ

に
頼
ん
だ
。
公
爵
夫
人
は
す
ぐ
に
そ
れ
を
背
の
君
の
指
環
と
認
め
、

夫
の
足
許
に
身
を
投
げ
、
よ
う
こ
そ
お
帰
り
あ
そ
ば
し
て
、
と
歓
迎
。
家
来
一
同
は
喝
采
し
、
花
婿
の
若
殿
は
償
い
と
し
て
う
ら
若
い

花
嫁
を
娶め

あ
わ

せ
て
も
ら
っ
た
。
そ
の
後
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公

─
獅
子
公
と
し
か
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た

─
は
長
い
間
幸
せ
に
統
治
し
、

と
う
と
う
逝せ

い
き
ょ去

す
る
と
、
か
の
獅ラ

イ
オ
ン子

は
公
爵
の
墓
の
上
に
横
た
わ
り
、
こ
れ
も
息
を
引
き
取
っ
た
。
そ
こ
で
獅ラ

イ
オ
ン子

の
遺
体
は
城
中
に
埋

葬
さ
れ
、
青
銅
の
記
念
像
が
建
立
さ
れ
た
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公
は
獅ラ

イ
オ
ン子

の
生
存
中
既
に
そ
う
し
た
青
銅
の
獅ラ

イ
オ
ン子

像
を
鋳
造
さ
せ
、
安
置
し

た
、と
い
う
説
も
あ
る
。
獅グ

リ

フ

ォ

ン

子
身
鷲
頭
鳥
の
雛
の
鉤
爪
だ
が
、ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
こ
れ
を
聖
堂
内
に
吊
る
し
、
海
と
空
の
旅
の
徴し

る
し

と
し
た
。

三
一
三　

死
ん
だ
許い

い
な
ず
け嫁

　

昔
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
麦ビ

ー
ル酒

醸
造
業
者
が
あ
っ
て
、
綺
麗
な
娘
を
持
っ
て
い
た
。
こ
の
娘
は
ブ
レ
ー
メ
ン
の
あ
る
若
い
商
人

を
心
底
愛
し
て
お
り
、
相
愛
の
二
人
は
、
生
け
る
時
も
死
せ
る
時
も
お
互
い
変
わ
ら
ぬ
心
で
い
よ
う
、
も
し
ど
ち
ら
か
が
こ
の
信
義
を

破
っ
た
ら
、
残
さ
れ
た
方
は
相
手
が
墓
に
入
っ
て
か
ら
で
も
そ
れ
を
思
い
出
さ
せ
て
よ
い
、
と
誓
い
を
立
て
た
。
さ
て
そ
の
内
商
人
は

世
渡
り
を
し
て
身
代
を
作
り
、
現
世
の
富
を
積
む
た
め
旅
に
出
、
娘
の
期
待
よ
り
長
く
帰
っ
て
来
な
か
っ
た
。
も
と
も
と
こ
の
恋
愛
沙

汰
を
冷
や
や
か
に
眺
め
て
い
た
父
親
は
か
ね
て
か
ら
、
義
理
の
息
子
に
は
芳ほ

う
じ
ゅ
ん醇

な
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
産
ム
ン
メ
の
醸
造
法
を

（　

）
 95
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心
得
て
い
る
人
間
が
欲
し
い
、
と
思
っ
て
お
り
、
折
し
も
感
じ
の
良
い
、
腕
っ
こ
き
の
杜と

う
じ氏

を
抱
え
て
い
た
の
で
、
是
非
と
も
あ
れ
を

婿
に
、
と
望
ん
だ
。
そ
こ
で
娘
は
と
う
と
う
好
き
で
も
な
い
こ
の
男
と
婚
約
す
る
羽
目
に
陥
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
後
間
も
な
く
焦
が

れ
に
焦
が
れ
、
悲
嘆
に
昏く

れ
た
あ
げ
く
ど
っ
と
病
の
床
に
就
き
、
枕
が
上
が
ら
な
く
な
っ
た
。
埋
葬
が
済
ん
で
す
ぐ
、
前
の
許
婚
が

や
っ
て
来
て
、
言
い
交
わ
し
た
娘
が
他
の
男
と
婚
約
し
て
か
ら
亡
く
な
っ
た
、
と
聞
き
、
も
う
一
度
彼
女
の
顔
を
見
た
く
て
矢
も
楯た

て

も

堪た
ま

ら
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
墓
掘
り
人
に
金
を
摑つ

か

ま
せ
、
こ
っ
そ
り
墓
を
掘
り
返
し
て
、
柩ひ

つ
ぎ

を
開
い
て
も
ら
っ
た
。
す
る
と
娘
は
額

に
花は

な
わ環

を
戴い

た
だ

き
、
死
者
の
か
ん
ば
せ
に
見
る
あ
の
浄
福
の
表
情
で
、
青
白
く
麗
し
く
横
た
わ
っ
て
い
た
。
若
者
は
か
き
く
ど
い
た
。

「
お
お
、
愛い

と

し
い
、
愛
し
い
ひ
と
。
本
当
に
ぼ
く
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
た
の
。
ぼ
く
は
ぼ
く
ら
の
神
聖
な
三
度
の
誓
い
に
か
け
て
き

み
が
し
た
約
束
を
思
い
出
さ
せ
て
や
る
」。
若
い
商
人
が
こ
う
語
り
掛
け
る
と
、
死
ん
だ
乙
女
は
覚
醒
し
て
目
を
開
き
、「
あ
な
た
の
も

の
、
あ
な
た
だ
け
の
も
の
、
生
け
る
時
も
死
せ
る
時
も
」
と
う
め
く
よ
う
に
言
っ
た
。
そ
し
て
両
腕
を
上
げ
る
と
、
青
年
の
頸く

び

を
固
く

抱
き
締
め
た
の
で
あ
る
。
墓
掘
り
人
は
烈
し
い
恐
怖
に
襲
わ
れ
て
ば
っ
た
り
倒
れ
、
正
気
に
返
っ
た
時
は
、
な
ん
と
、
柩
は
空
っ
ぽ
で

恋
人
た
ち
は
二
人
と
も
影
も
形
も
な
く
、
そ
の
後
彼
ら
を
見
掛
け
た
者
は
い
な
か
っ
た
。
こ
の
話
が
人
人
の
口
の
端は

に
上の

ぼ

る
よ
う
に
な

る
と
、
後あ

と
が
ま釜

の
婚
約
者
で
あ
る
ム
ン
メ
の
杜
氏
は
ひ
ど
く
恥
ず
か
し
く
も
あ
り
、
憤

い
き
ど
お

ろ
し
く
も
あ
っ
た
。
こ
の
、
死
ん
で
埋
め
ら
れ

て
掘
り
起
こ
さ
れ
た
、
と
い
う
事
の
し
だ
い
は
自
分
か
ら
花
嫁
を
奪
い
去
る
で
っ
ち
あ
げ
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
考
え

た
か
ら
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
一
件
を
悪
魔
の
せ
い
に
す
る
他
良
い
知
恵
は
浮
か
ば
ず
。
悪
魔
は
人
間
様
が
つ
か
ま

つ
る
過
去
現
在
の
悪
行
愚
行
を
何
も
か
も
お
っ
つ
け
ら
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
そ
こ
で
杜
氏
は
お
ぞ
ま
し
い
諷ふ

う
し刺

図
絵
を
刻
ま
せ
、
こ

れ
を
だ
れ
に
も
見
え
る
よ
う
に
家
の
軒
蛇じ

ゃ
ば
ら腹

に
固
定
し
た
。
こ
の
図
は
乙
女
が
棺
桶
か
ら
体
を
起
こ
し
、
片
方
が
馬
の
脚
の
悪
魔
が
手

を
差
し
伸
べ
て
い
る
も
の
。
絵
の
下
に
は
負
け
ず
劣
ら
ず
趣
味
の
悪
い
落
首
が
書
か
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
ま
さ
に
酸
っ
ぱ
い
ム
ン
メ
み

た
い
な
碌ろ

く

で
も
な
い
代
物
。
こ
の
韻
文
と
彫
刻
が
掛
か
っ
て
い
る
古
い
家
は
長
い
こ
と
あ
っ
た
が
、
遂
に
は
壊
さ
れ
た
。
け
れ
ど
も
こ
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れ
に
関
わ
る
伝
承
の
方
は
依
然
と
し
て
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
民
衆
の
間
に
生
き
長
ら
え
て
い
る
。

三
一
四　

コ
ー
ル
ベ
ッ
ク
の
踊
り
手
た
ち

　

遙
か
昔
の
こ
と
、
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
近
郊
の
コ
ル
ベ
ッ
ク
村
に
一
人
の
農
夫
が
住
ん
で
い
た
。
こ
の
男
、
常
日
頃
教
会
通
い
よ

り
居
酒
屋
通
い
が
好
き
、
そ
れ
か
ら
埒ら

ち

も
な
い
こ
と
を
や
ら
か
す
の
が
お
気
に
入
り
と
来
て
い
た
。
そ
こ
で
あ
る
年
の
降ク

リ
ス
ト
ナ
ハ
ト

誕
祭
の
夜
、

十
五
人
の
同
類
ど
も
と
三
人
の
あ
ま
っ
こ
を
誘
い
合
わ
せ
て
、
深
夜
弥ミ

サ撒
が
行
わ
れ
て
い
る
間
教
会
墓
地
で
、
わ
い
わ
い
き
ゃ
あ
き
ゃ

あ
声
を
張
り
上
げ
、
輪
舞
を
し
よ
う
と
思
い
つ
い
た
。
そ
こ
へ
司
祭
が
や
っ
て
来
て
、
聖
な
る
降
誕
祭
の
夜
を
こ
う
も
破は

れ
ん
ち

廉
恥
に
冒ぼ

う
と
く瀆

し
て
い
る
踊
り
手
連
を
厳
し
い
言
葉
で
咎
め
た
が
、
農
夫
は
気
に
も
懸
け
ず
、
司
祭
に
向
か
っ
て
こ
ん
な
お
ち
ゃ
ら
け
を
怒
鳴
る
し
ま

つ
。「
あ
ん
た
の
名
前
は
ル
ー
プ
レ
ヒ
ト
、
お
い
ら
の
名
前
は
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
よ
。

　
　
　
　
　

あ
ん
た
は
中
で
お
唄
を
歌
い
な
、

　
　
　
　
　

お
れ
っ
ち
ゃ
外
で
歌
っ
て
踊
ら
な
」。

　

そ
こ
で
司
祭
は
両
手
を
天
に
挙
げ
て
こ
う
叫
ん
だ
。「
し
か
ら
ば
神
と
聖

ザ
ン
ク
ト

マ
グ
ヌ
ス
が
、
お
ぬ
し
ら
は
一
年
間
踊
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
、

と
望
み
た
ま
わ
ん
こ
と
を
」。

─
と
、
こ
の
呪
い
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
叶
え
ら
れ
た
。
踊
っ
て
い
る
者
た
ち
は
な
ん
と
し
て
も
足
が
止

ま
ら
ず
、
踊
り
が
止
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
恐
ろ
し
い
力
で
駈か

り
立
て
ら
れ
続
け
、
朝
が
訪
れ
、
昼
が
過
ぎ
て
も
、
一
同
は
踊
っ
て
い

た
。
一
晩
中
踊
り
抜
き
。
次
の
朝
に
な
っ
て
も
そ
う
で
、
こ
れ
が
夜
と
な
く
昼
と
な
く
い
つ
ま
で
も
い
つ
ま
で
も
。
彼
ら
は
雨
に
も
濡

（　

）
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れ
ず
、
陽ひ

に
も
灼や

け
ず
、
飢
渇
も
寒
暑
も
感
じ
ず
、
履
い
て
い
る
靴
も
擦
り
切
れ
ず
、
着
て
い
る
服
が
綻ほ

こ
ろ

び
る
こ
と
も
な
か
っ
た
。

こ
の
狂
乱
の
輪
舞
が
始
ま
っ
た
時
、
聖
物
保
管
係
が

─
妹
が
そ
れ
に
加
わ
っ
て
い
た
の
で

─
こ
れ
を
止
め
さ
せ
よ
う
と
し
ゃ
に

む
に
引
っ
張
っ
た
と
こ
ろ
、
妹
の
片
腕
が
取
れ
て
こ
ち
ら
の
手
に
残
り
、
妹
は
片
腕
が
無
い
ま
ま
踊
り
続
け
た
。
こ
れ
が
昼
夜
ま
る
ま

る
十
二
箇
月
続
き
、
地
面
が
体
半
分
ほ
ど
に
え
ぐ
れ
て
、
並
ぶ
墓
石
の
間
に
穴
が
開
い
た
。
と
う
と
う
ケ
ル
ン
〔
大
〕
司
教
ヘ
リ
ベ
ル

ト
が
や
っ
て
来
て
、
踊
り
手
た
ち
に
祈き

と
う禱

と
儀
式
を
執
り
行
い
、
彼
ら
の
罪
の
呪
縛
か
ら
解
放
し
た
。
す
る
と
内
四
人
が
た
ち
ど
こ
ろ

に
倒
れ
て
死
に
、
他
の
者
た
ち
は
重
病
に
罹か

か

っ
た
。
そ
の
後
男
女
の
踊
り
手
が
い
た
場
所
に
数
数
の
石
が
置
か
れ
、
村
は
踊タ

ン
ツ
ド
ル
フ

り
村
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
名
を
聞
い
た
だ
け
で
、
人
人
は
怖お

ぞ
け気

を
振
る
っ
た
も
の
で
あ
る
。

三
一
五　

ク
レ
ッ
ペ
ル

　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
と
ダ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
近
傍
の
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
中
間
地
帯
や
ハ
ー
ル
ツ
山
地
北
支
脈
沿
い
の
地

域
に
は
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

の
伝
説
が
夥
し
い
。
こ
の
小
人
た
ち
は

─
ほ
と
ん
ど
ど
の
地
方
で
も
名
称
が
さ
ま
ざ
ま
だ
が

─
彼
ら
の
体
が
小

さ
く
歪ゆ

が

ん
で
お
り
一
部
は
屈く

ぐ
せ背

な
の
で
、
こ
の
辺
り
で
は
ク
レ
ー
ペ
ル
あ
る
い
は
ク
レ
ッ
ペ
ル
（
ク
リ
ュ
ッ
ペ
ル
）
と
呼
ば
れ
て
い

る
。
ちリ

ュ

ッ

ト

ヒ

ェ

ン

っ
ち
ゃ
な
衆
（
小
さ
な
人
人
）
と
言
わ
れ
も
す
る
。
昔
彼
ら
が
棲
ん
で
い
た

─
な
に
せ
も
う
と
っ
く
に
小ツ

ヴ
ェ
ル
ク人

は
い
な
く

な
っ
て
い
る

─
と
さ
れ
る
巌い

わ

穴
が
あ
る
村
は
数
多
い
。
そ
の
性
格
・
習
俗
は
繰
り
返
し
語
ら
れ
て
い
る
の
と
同
様
で
あ
る
。
善
良

で
世
話
好
き
、
什じ

ゅ
う
き器

を
貸
し
て
く
れ
、
僅
か
な
礼
で
満
足
す
る
、
し
か
し
天
性
盗
癖
が
あ
っ
て
、
怒
り
っ
ぽ
い
。
ダ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
附

近
の
あ
る
山
か
ら
ス
マ
ン
の
泉
が
湧
き
出
て
い
る
。
小
人
族
は
こ
こ
に
棲
む
の
が
一
番
好
き
だ
っ
た
。
山
の
東
側
の
斜
面
に
畑
が
一
枚

あ
る
が
、
昔
こ
れ
を
ラ
イ
ヒ
ェ
ル
ト
と
い
う
名
の
鍛
冶
屋
が
持
っ
て
い
て
、
豌え

ん
ど
う豆

を
播ま

く
の
だ
っ
た
が
、
こ
れ
が
熟
す
と
全
部
摘
み
採
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ら
れ
て
し
ま
う
。
そ
こ
で
鍛
冶
屋
は
腹
を
立
て
、
見
張
り
を
怠
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
姿
も
見
え
ず
音
も
聞
こ
え
な
い
の
に
ま
た
し

て
も
豌
豆
が
無
く
な
っ
て
い
る
の
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
畑
で
す
ぐ
に
脱
穀
し
て
し
ま
わ
な
く
て
は
、
と
考
え
、
頑
丈
な
殻か

ら
ざ
お棹

を
用
意
し

て
見
張
り
小
屋
に
行
き
、
白
白
明
け
に
仕
事
を
始
め
た
。
す
る
と
突
然
の
悲
鳴
。

─
な
ん
と
ま
あ
、
隠ネ

ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾
を
吹
っ
飛
ば
さ
れ

て
、
頭
に
一
撃
を
喰く

ら
っ
た
ク
レ
ー
ペ
ル
が
一
人
倒
れ
て
い
た
。
こ
の
ク
レ
ー
ペ
ル
は
頭
巾
を
失
く
し
た
の
で
姿
を
現
さ
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
の
だ
が
、
他
の
連
中
は
頭
巾
を
被か

ぶ

っ
て
逃
げ
去
っ
た
の
で
あ
る
。

　

後
に
ク
レ
ー
ペ
ル
た
ち
は
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
と
タ
ー
レ
の
間
に
あ
る
ヴ
ァ
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
村
を
通
っ
て
立
ち
去
っ
た
。

道
を
東
方
へ
取
っ
た
の
だ
が
、
ひ
ょ
っ
と
し
て
古
い
故
郷
を
目
指
し
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
地
方
の
ゼ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン
の

近
く
に
も
彼
ら
が
沢
山
い
た
。
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク
と
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
の
丁
度
中
間
辺
り
で
あ
る
。
そ
こ
の
あ
る
村

─

も
し
か
す
る
と
ヴ
ァ
ル
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
か
ヴ
ェ
ス
タ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン

─
に
麵パ

ン麭
屋
が
一
軒
あ
っ
た
が
、
小
人
た
ち
に
麵パ

ン麭
を
夥

お
び
た
だ

し

く
盗
ま
れ
た
た
め
貧
乏
に
な
っ
た
。
そ
こ
で
人
人
は
も
う
ク
レ
ー
ペ
ル
ど
も
と
折
り
合
え
な
く
な
っ
て
、
移
住
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

以
来
滅
多
に
小
人
の
姿
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
た
。

三
一
六　

焰ほ
の
お

に
包
ま
れ
た
伯
爵

　

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
周
辺
に
山
が
あ
っ
て
、
そ
の
名
を
焰フ

ォ
イ
ア
ー
ベ
ル
ク

の
山
と
い
う
。
こ
こ
に
は
か
の
邪

よ
こ
し
ま

な
者
〔
＝
悪
魔
〕
が
屯た

む
ろ

し
て
い

て
、
悪
人
ど
も
を
責
め
苛さ

い
な

ん
で
い
る
。
昔
あ
る
横お

う
ど
う道

な
伯
爵
が
い
て
、
長
年
に
亘わ

た

り
あ
る
男
か
ら
多
額
の
金
を
借
り
て
い
た
が
、
貸

し
手
は
い
つ
ま
で
経
っ
て
も
返
済
し
て
も
ら
え
な
い
で
い
た
。
暫し

ば
ら

く
し
て
伯
爵
が
い
な
く
な
っ
た
が
、
あ
れ
は
遠お

ん
ご
く国

で
死
ん
で
し
ま

い
、
ど
こ
に
墓
が
あ
る
か
悪
魔
な
ら
知
っ
て
い
る
か
も
、
と
い
う
話
だ
っ
た
。
実
の
と
こ
ろ
、
悪
魔
は
、
自
分
が
伯
爵
を
ど
こ
へ
連
れ
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て
行
っ
た
か
、
よ
く
承
知
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
て
か
の
債
権
者
は
伯
爵
の
遺
産
相
続
人
た
ち
に
貸
し
金
の
支
払
い
を
頼
も
う
と
、

改
め
て
出
掛
け
て
行
っ
た
が
、
先
方
は
負
債
の
こ
と
な
ど
関
知
せ
ず
、
一お

と
と
い

昨
日
来
る
が
い
い
わ
い
、
さ
も
な
き
ゃ
き
さ
ま
の
背
中
に

こ
っ
ぴ
ど
い
金
を
降
ら
し
て
〔
＝
笞む

ち

で
背
中
を
し
た
た
か
に
ぶ
ん
殴な

ぐ

っ
て
〕
勘
定
い
た
す
、
と
脅
か
し
た
も
の
。
そ
こ
で
い
い
よ
う
に

あ
し
ら
わ
れ
た
気
の
毒
な
男
は
が
っ
く
り
し
て
森
を
辿た

ど

っ
て
い
た
。
す
る
と
出
逢
っ
た
見
知
ら
ぬ
ひ
と
が
、
い
っ
た
い
ど
う
し
た
ん
だ

ね
、
と
訊き

い
た
。
男
が
悩
み
苦
し
み
の
ほ
ど
を
訴
え
る
と
、「
あ
ん
た
、
伯
爵
に
会
い
た
い
か
ね
。
そ
れ
な
ら
あ
た
し
に
随つ

い
て
お
い

で
」
と
見
知
ら
ぬ
御
仁
。
男
が
従
う
と
、
草
木
の
な
い
高
い
山
の
峰
に
行
き
着
い
た
。
山
が
ぽ
っ
か
り
口
を
開
く
と
、
中
で
は
赤
赤
と

火
が
燃
え
盛
っ
て
い
る
の
が
見
え
、
そ
の
巨
大
な
焰
の
真
ん
中
に
あ
る
灼し

ゃ
く
ね
つ熱

の
椅い

す子
に
例
の
伯
爵
が
腰
掛
け
て
い
た
。
伯
爵
は
男
に

「
こ
の
布
を
取
り
、
お
ぬ
し
が
わ
し
に
会
っ
た
と
い
う
証
拠
と
し
て
わ
し
の
家
の
者
た
ち
に
持
っ
て
行
く
が
よ
い
。
そ
し
て
わ
し
が
ど

ん
な
に
苦
し
ま
ね
ば
な
ら
な
い
で
い
る
か
、
告
げ
て
く
れ
い
」
と
叫
び
、
布
を
差
し
出
し
た
。
伯
爵
の
指
と
手
は
真
っ
赤
に
灼や

け
て
お

り
、パ
チ
パ
チ
と
火
花
が
飛
ん
で
い
た
。
そ
れ
か
ら
男
は
元
の
場
所
に
連
れ
戻
さ
れ
、
次
い
で
欣
然
と
貸
し
金
を
受
け
取
り
に
行
っ
た
。

禿
げ
山
だ
っ
た
フ
ォ
イ
ア
ー
ベ
ル
ク
の
頂
き
は
後
世
柏

ア
イ
ヒ
ェ

と
樅も

み

の
森
に
覆
わ
れ
た
。

三
一
七　

ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
と
ト
ゥ
ー
ト
・
オ
ー
ゼ
ル

　

昔
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
領
に
剛
強
な
猟ニ

ム
ロ
ド師

が
お
り
、
実
際
森
番
頭
と
猟
人
長
を
兼
ね
て
い
た
。
こ
の
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・

ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
殿
に
と
っ
て
狩
猟
は
人
生
唯
一
の
快
楽
だ
っ
た
。
あ
る
時
彼
は
そ
の
狩
り
の
縄
張
り
で
あ
る
森
の
真
っ
只
中
の

ハ
ー
ル
ツ
の
古
城
で
一
夜
を
過
ご
し
た
が
、
こ
ん
な
気
に
な
る
夢
を
見
た
。
巨
大
な
牡お

す
い
の
し
し猪

が
自
分
に
襲
い
掛
か
り
、
恐
ろ
し
い
牙き

ば

を

向
け
、
傷
を
負
わ
せ
、
倒
し
て
走
り
去
る
、
と
い
う
夢
で
あ
る
。
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
ど
う
し
て
も
こ
の
夢
を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
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な
か
っ
た
。
そ
の
後
間
も
な
く
ハ
ー
ル
ツ
山
地
縁
辺
部
で
本
当
に
一
頭
の
牡
猪
が
彼
を
目
掛
け
て
突
進
し
て
来
た
。
夢
に
見
た
ほ
ど
怖

く
は
な
か
っ
た
し
、
夢
が
正
夢
に
な
っ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
、
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
節
く
れ
立
っ
た
猪し

し

槍
を

─
猟
人
長
な
ら
当
然
そ
の
よ
う
に
猪
を
斃た

お

し
て
し
か
る
べ
き
だ
が

─
巧
み
に
操
っ
て
見
事
に
ぐ
っ
さ
り
突
き
入
れ
た
か
ら
で
あ

る
。
そ
こ
で
ハ
ン
ス
・
フ
ォ
ン
・
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
殿
は
、
愚
か
な
夢
を
見
た
も
の
よ
、
と
笑
い
飛
ば
し
、
死
ん
だ
猪
の
口
を
ぐ
い

と
踏
み
つ
け
、「
き
さ
ま
、
も
う
お
れ
に
悪
さ
は
さ
せ
な
い
ぞ
」
と
言
っ
た
。
夢
で
や
っ
た
よ
う
に
、
こ
の
猪
が
自
分
を
打
ち
負
か
す

こ
と
は
な
い
、
と
思
っ
て
の
こ
と
。
と
こ
ろ
が
踏
み
つ
け
た
足
に
突
然
激
し
い
痛
み
を
感
じ
た
。
な
ん
と
、
あ
ん
ま
り
ひ
ど
く
踏
み
つ

け
た
の
で
死
ん
だ
猪
の
鋭
い
牙
が
長
靴
の
革
を
突
き
破
り
、
足
に
傷
を
負
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
こ
の
傷
を
気
に

も
せ
ず
狩
り
を
続
け
た
が
、
そ
の
内
だ
ん
だ
ん
具
合
が
悪
く
な
り
、
片
脚
が
腫
れ
上
が
り
、
城
に
戻
っ
た
時
に
は
、
長
靴
を
切
り
開
か

ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
怪
我
人
は
も
う
馬
に
は
乗
れ
な
か
っ
た
の
で
、
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
へ
乗
り
物
で
運
ば
ざ
る
を
得
な

か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
当
時
は
今
日
の
ご
と
く
汽
車
で
と
は
ま
い
ら
ぬ
。
赤
土
道
を
ご
つ
ご
つ
突
き
上
げ
ら
れ
な
が
ら
の
ろ
の
ろ
や
っ
と

こ
馬
車
で
行
く
の
だ
か
ら
堪た

ま

ら
な
い
。
病
人
は
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
へ
は
辿た

ど

り
着
け
ず
じ
ま
い
。
ホ
ル
ン
ブ
ル
ク
近
傍
、
ヴ
ル

ペ
ロ
ー
デ
村
近
く
の
最も

よ寄
り
に
施せ

り
ょ
う
い
ん

療
院
が
あ
り
、
騎
士
は
こ
こ
に
運
び
込
ま
れ
た
。
彼
は
、
も
う
狩
り
が
で
き
な
い
、
と
ひ
ど
く
嘆
き

悲
し
み
、
い
ま
わ
の
際
に
、「
こ
の
地
上
で
永
遠
に
狩
り
が
で
き
さ
え
す
れ
ば
そ
れ
が
な
に
よ
り
。
主
な
る
神
よ
、
神
か
け
て
天
国
は

ご
自
分
に
取
っ
と
い
て
く
だ
さ
い
ま
し
」
と
願
っ
て
、
傷
が
も
と
で
死
に
、
ヴ
ル
ペ
ロ
ー
デ
に
埋
葬
さ
れ
た
。
こ
こ
に
彼
の
記
念
堂
が

あ
り
、
彼
の
甲か

っ
ち
ゅ
う冑

が
下
が
っ
て
い
る
。

　

ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
末
期
の
願
い
は
叶
え
ら
れ
た
。
彼
は
最
後
の
審
判
の
日
ま
で
獲
物
を
追
い
、
狩
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
い

や
、
許
さ
れ
た
ば
か
り
で
は
な
い
。
そ
う
し
続
け
ね
ば
な
ら
な
い
。
彼
は
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
荒デ

ア
・
ヴ
ィ
ル
デ
・
イ
ェ
ー
ガ
ー

れ
狂
う
猟
師
で
あ
る
。、
恐
ろ
し
い

姿
形
な
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
が
、
夜
、
凄す

さ

ま
じ
い
騒
音
を
立
て
な
が
ら
徘は

い
か
い徊

す
る
。
そ
の
伴
を
す
る
、
あ
る
い
は
先
立
ち
に
な
る
夜
の

（　

）
 117



199

『ドイツ伝説集』（一八五三）試訳（その七）　鈴木　滿　訳・注

妖
怪
が
い
る
が
、
こ
れ
は
ば
か
で
か
い
梟

ふ
く
ろ
う

の
恰か

っ
こ
う好

。
つト

ゥ

ー

ト

ん
ざ
く
よ
う
な
途
方
も
な
い
絶
叫
を
挙
げ
る
の
で
ト
ゥ
ー
ト
・
オ
ー
ゼ
ル
と

呼
ば
れ
る
。
こ
の
梟
は
そ
の
昔
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
あ
る
修
道
院
の
修
道
女
で
、
教シ

ュ
ヴ
ェ
ス
タ
ー

姉
妹
ウ
ル
ゼ
ル
と
い
う
名
だ
っ
た
。
彼
女
は
聖

歌
を
歌
う
時
、
他
の
修
道
女
た
ち
が
さ
っ
さ
と
逃
げ
出
し
た
く
な
る
よ
う
な

─
そ
う
で
き
れ
ば
、
許
さ
れ
れ
ば
の
話
だ
が

─
ひ

ど
い
声
を
張
り
上
げ
た
。
そ
の
響
き
た
る
や
娘
の
声
と
い
う
よ
り
も
並
並
な
ら
ず
喇ら

っ
ぱ叭

鵞が
ち
ょ
う鳥

に
似
て
い
た
か
ら
、
ト
ゥ
ー
ト
・
ウ
ル
ゼ

ル
と
し
か
呼
ば
れ
な
く
な
っ
た
し
だ
い
。
と
う
と
う
彼
女
が
み
ま
か
る
と
、
教シ

ュ
ヴ
ェ
ス
タ
ー

姉
妹
一
同
は
も
う
二
度
と
そ
の
声
も
顔
も
見
ず
に
済

む
の
で
喜
ん
だ
。
な
に
し
ろ
声
を
抜
き
に
し
た
っ
て
到
底
天
使
と
は
い
え
な
か
っ
た
の
で
ね
。

─
だ
が
、
あ
な
恐
ろ
し
や
、
彼
女

の
死
後
す
ぐ
修
道
院
附
き
教
会
の
鐘
楼
の
穴
か
ら
つ
ん
ざ
く
よ
う
な
声
が
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
聖
歌
を
歌
っ
て
い
る
時
も
、
弥ミ

サ撒
を

執
り
行
っ
て
い
る
最
中
も
、
大
祝
日
前
夜
の
徹て

っ
し
ょ
う宵

の
祈き

と
う禱

の
折
に
も
割
り
込
ん
で
来
る
。
そ
こ
で
「
あ
あ
、
神
様
、
あ
れ
ト
ゥ
ー
ト
・

ウ
ル
ゼ
ル
だ
わ
」
と
一
人
の
若
い
修
道
女
が
思
わ
ず
知
ら
ず
沈
黙
の
誓
い
を
破
っ
て
こ
う
金
切
り
声
で
叫
ん
だ
。
す
る
と
尼
さ
ん
全
部

が
悲
鳴
を
挙
げ
、
教
会
か
ら
ど
っ
と
外
へ
飛
び
出
し
、
ウ
ル
ゼ
ル
の
声
が
聞
こ
え
る
限
り
、
あ
そ
こ
へ
戻
る
く
ら
い
な
ら
死
ん
だ
方
が

増
し
で
す
、
と
言
い
張
る
仕
儀
に
あ
い
な
っ
た
。
そ
こ
で
遙は

る
ば
る遙

オ
ー
ス
ト
リ
ア
か
ら
カ
プ
チ
ン
会
派
の
修
道
士
で
あ
る
祓ふ

つ
ま魔

師
が
手
紙

で
呼
び
寄
せ
ら
れ
、
梟
の
姿
と
な
っ
た
ト
ゥ
ー
ト
・
ウ
ル
ゼ
ル
を
古
城
の
ド
ゥ
ム
ブ
ル
ク

─
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
ク
ヴ
ェ
ー

ド
リ
ン
ブ
ル
ク
の
中
間
に
あ
っ
て
ボ
ー
デ
川
と
ゼ
ル
ケ
川
が
合
流
す
る
地
点
に
あ
り
、
ア
ー
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
と
ハ
ー
ダ
ー
ス
レ
ー
ベ

ン
村
近
傍

─
に
呪
封
し
た
。
そ
こ
が
今
度
は
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
最
愛
の
猟
区
で
根
城

─
最
寄
り
の
山
は
ハ
ッ
ケ
ル

─

と
な
っ
た
し
、
そ
う
で
な
く
た
っ
て
元
来
お
ぞ
ま
し
い
妖
怪
変
化
が
夥

お
び
た
だ

し
く
出
没
す
る
場
所
な
も
の
だ
か
ら
、
ト
ゥ
ー
ト
・
オ
ー
ゼ

ル
は
狩
り
を
す
る
騎
士
の
仲
間
に
加
わ
っ
た
。
駒こ

ま

に
う
ち
跨ま

た
が

っ
た
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
は
何
が
あ
ろ
う
と
も
の
と
も
せ
ず
獲
物
を
求

め
て
沼
地
を
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
駈か

け
抜
け
る
。
オ
ー
ゼ
ル
は
ぱ
さ
ぱ
さ
跡
を
追
う
。
か
れ
は
、
ヘ
イ
ヘ
イ
、
と
叫
び
、
こ
れ
は
、
ホ
ウ
ホ

ウ
、
と
叫
ぶ
。
こ
の
二
人
組
に
途
中
で
出
く
わ
す
者
に
、
神
よ
、
恩
寵
を
垂
れ
た
ま
え
。
こ
の
連
中
に
気
付
い
た
ら
、
腹は

ら
ば這

い
に
な
っ
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て
固
く
沈
黙
を
守
り
、
ざ
あ
ざ
あ
ど
う
ど
う
と
い
う
騒
音
が
頭
上
を
通
り
過
ぎ
て
行
く
の
を
ひ
た
す
ら
待
つ
ほ
か
な
い
。
ハ
ッ
ケ
ル
ン

ベ
ル
ク
は
領マ

ル

ク

境
地
帯
に
も
入
り
込
む
。
い
や
、
ア
ル
ト
マ
ル
ク
の
ド
レ
ー
ム
リ
ン
グ
に
至
っ
て
は
、
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
の
棲す

み
か処

は
お

れ
ら
の
と
こ
だ
、
と
自
慢
し
、
猟
師
が
攫さ

ら

い
に
来
る
ぞ
う
、
と
脅
か
す
く
ら
い
で
あ
る
。

　

ゼ
ル
ケ
河
谷
の
小
城
マ
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
に
は
木
彫
り
の
酒
杯
が
あ
り
、
ハ
ッ
ケ
ル
ン
ベ
ル
ク
が
生
前
使
用
し
た
も
の
だ
、
と
い
う
。

　
『
魔フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ

弾
の
射
手
』
が
上
演
さ
れ
る
つ
ど
、
狼

ヴ
ォ
ル
フ
ス
シ
ュ
ル
フ
ト

谷
の
木
の
上
に
火
の
よ
う
な
目
を
し
た
大
き
な
梟
が
止
ま
っ
て
い
て
、
い
か
に

も
退
屈
そ
う
に
絶
え
ず
羽
ば
た
き
を
し
て
い
る
の
が
普
通
。
こ
れ
、
す
な
わ
ち
ト
ゥ
ー
ト
・
オ
ー
ゼ
ル
で
あ
る
。

三
一
八　

底グ
ル
ン
ト
ロ
ー
ス

無
し

　

ハ
ッ
ケ
ル
山
の
北
の
峰
か
ら
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
に
大
き
な
漏じ

ょ
う
ご斗

状
の
陥
没
地
が
あ
る
。
一
部
は
満
満
と
水
を
湛た

た

え
、
縁
に
は
丈
高
い

葦
が
生
い
繁し

げ

っ
て
い
る
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
周
辺
、
と
り
わ
け
そ
の
南
部
に
は
こ
う
し
た
も
の
が
ま
こ
と
に
沢
山
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
陥

没
地
は
底グ

ル
ン
ト
ロ
ー
ス

無
し
と
呼
ば
れ
る
。
一
番
長
い
測
量
棹さ

お

を
用
い
て
も
深
さ
が
測
れ
な
い
か
ら
で
あ
る
。
遙
か
昔
、
こ
の
場
所
に
は
残
忍
非

道
な
所
業
が
数あ

ま
た多

行
わ
れ
る
盗
賊
騎
士
の
城
が
建
っ
て
い
た
。
さ
し
も
寛
容
な
上
天
も
と
う
と
う
う
ん
ざ
り
し
、
一
夜
盗
賊
城
と
そ
の

住
人
の
上
に
武
装
者
の
ご
と
く
災
厄
が
降
り
掛
か
っ
た
。
城
は
恐
ろ
し
い
轟
音
に
包
ま
れ
な
が
ら
無
限
の
深
み
に
沈
ん
で
行
き
、
水

が
ど
ど
っ
と
と
そ
の
頭
上
で
打
ち
合
っ
て
湖
と
な
っ
た
。
騎
士
た
ち
は
川か

わ
か
ま
す魳

に
、
従
士
ど
も
は
鯉こ

い

に
変
身
、
あ
ら
ゆ
る
非
行
に
忠
実

に
手
を
貸
し
た
老
家
政
婦
は
巨
大
で
一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー
ほ
ど
も
重
み
の
あ
る
鮒ふ

な

に
な
っ
た
。
彼
ら
は
底グ

ル
ン
ト
ロ
ー
ス

無
し
の
水
の
中
で
絶
え
間
な

く
追
い
つ
追
わ
れ
つ
し
て
い
る
。
な
お
件く

だ
ん

の
騎
士
た
ち
は
生
前
何
の
役
に
も
立
た
な
い
連
中
だ
っ
た
の
で
、
今
日
で
も
、
ほ
と
ん
ど
、

あ
る
い
は
全
然
役
に
立
た
な
い
、
そ
れ
だ
け
に
ど
う
し
よ
う
も
な
い
ろ
く
で
な
し
が
い
る
と
、「
や
つ
は
正
真
正
銘
の
川
魳
だ
」
と
い
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う
。

三
一
九　

巨ヒ
ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ー
ト

人
の
血

　

ハ
ッ
ケ
ル
山
か
ら
程
遠
か
ら
ず
、
エ
ー
ゲ
ル
ン
と
ヴ
ェ
ス
タ
ー
エ
ー
ゲ
ル
ン
（
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
郡
）
の
間
に
沼
が
一
つ
あ
る
が
、
こ

れ
は
い
つ
も
真
っ
赤
で
あ
る
。
そ
の
由
来
は
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン

人
族

─
こ
の
種
族
の
途
方
も
な
い
大
き
さ
に
つ
い
て
空
想
は
な
ん
と
も
思
い
切
っ

た
描
写
を
恣

ほ
し
い
ま
ま

に
し
て
来
た

─
の
時
代
に
遡

さ
か
の
ぼ

る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二
人
の
巨
人
が
闘
っ
て
互
い
に
追
い
掛
け
あ
っ
た
。
片

方
が
逃
げ
て
、
子
ど
も
が
溝
を
ま
た
ぐ
よ
う
な
具
合
に
エ
ル
ベ
河
を
越
え
、
僅
か
数
歩
で
エ
ー
ゲ
ル
ン
地
域
に
入
っ
た
。
と
こ
ろ
が
片

足
を
充
分
高
く
上
げ
な
か
っ
た
の
で
、
あ
の
古
城
の
塔
の
尖せ

ん
た
ん端

に
躓つ

ま
ず

き
、
よ
ろ
め
い
て
倒
れ
、
ヴ
ェ
ス
タ
ー
エ
ー
ゲ
ル
ン
近
く
の
野

原
の
石
に
鼻
を
ぶ
っ
つ
け
た
。
そ
れ
も
ひ
ど
い
勢
い
だ
っ
た
の
で
、
鼻
骨
を
折
っ
て
し
ま
い
、
鼻
血
が
迸

ほ
と
ば
し

っ
て
沼
一
杯
分
に
も
な
っ

た
。
こ
れ
す
な
わ
ち
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ー
ト

人
の
血
で
あ
る
。
ま
た
こ
う
い
う
異
説
も
あ
る
。
ヴ
ェ
ス
タ
ー
エ
ー
ゲ
ル
ン
近
傍
に
棲す

ん
で
い
た
あ
る
巨
人

が
し
ば
し
ば
あ
ち
ら
へ
、
ま
た
こ
ち
ら
へ
と
こ
の
村
を
跳
び
越
え
て
お
も
し
ろ
が
っ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
あ
る
跳
躍
の
際
塔
の
尖
端
で

足
指
を
傷
つ
け
た
。
こ
の
か
す
り
傷
か
ら
大
き
な
弧
を
描
い
て
血
が
降
り
注
ぎ
、
い
ま
だ
に
真
っ
赤
な
例
の
沼
を
作
っ
た
の
だ
、
と
。

こ
の
沼
は
今
日
な
お
巨ヒ

ュ
ー
ネ
ン
ブ
ル
ー
ト

人
の
血
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

三
二
〇　

人
ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン

狼
の

石

　

ハ
ッ
ケ
ル
山
と
北
の
エ
ッ
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
に
向
か
っ
て
延
び
て
い
る
ブ
ラ
ン
ツ
レ
ー
ベ
ン
の
森
は
昔
繋
が
っ
て
い
た
。
こ
の
森

（　

）
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に
身み

も
と許

の
分
か
ら
ぬ
男
が
一
人
棲す

み
着
い
て
い
て
、
羊
飼
い
の
下
働
き
と
し
て
土
地
の
者
に
雇
わ
れ
て
い
た
。
土
地
の
者
は
男
を
た

だ
、
爺じ

い

さ
ん
、
と
呼
ん
で
い
た
。
な
に
し
ろ
だ
れ
も
男
の
名
を
知
ら
な
か
っ
た
し
、
雇
わ
れ
先
も
あ
っ
ち
こ
っ
ち
転
転
と
変
え
、
一
つ

家
に
長
居
し
た
こ
と
が
な
か
っ
た
の
で
ね
。
あ
る
時
爺
さ
ん
は
羊
毛
刈
り
の
時
期
に
メ
レ
と
い
う
羊
飼
い
の
と
こ
ろ
で
働
い
た
。
け
れ

ど
も
時
期
が
終
わ
る
と
、
爺
さ
ん
も
い
な
く
な
っ
た
。
そ
し
て
羊
飼
い
の
お
気
に
入
り
の
仔こ

羊

─
か
ね
て
爺
さ
ん
は
、
こ
れ
を
く

れ
、
と
メ
レ
に
頼
ん
だ
が
、
断
ら
れ
た
の
で
あ
る

─
も
一
緒
に
連
れ
去
っ
た
。
け
れ
ど
も
そ
の
後
羊
飼
い
の
メ
レ
が
カ
ッ
テ
ン
谷

で
羊
の
番
を
し
て
い
る
と
、
不
意
に
爺
さ
ん
が
「
こ
ん
ち
は
、
メ
レ
。
あ
ん
た
の
仔
羊
が
よ
ろ
し
く
っ
て
さ
」
と
声
を
掛
け
た
。
腹
を

立
て
た
羊
飼
い
は
携
え
て
い
た
牧シ

ッ
ペ杖

で
石
を
打
ち
、
爺
さ
ん
目
掛
け
て
ぶ
っ
つ
け
た
。

─
す
る
と
爺
さ
ん
は
突
如
残
忍
な
人
狼
に

変
身
、
メ
レ
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
メ
レ
は
身
を
翻

ひ
る
が
え

し
、
逃
げ
な
が
ら
犬
た
ち
を
呼
ん
だ
。
犬
た
ち
は
す
ぐ
さ
ま
猛
猛
し
く
人
狼
を
攻

撃
し
た
。
今
度
は
人
狼
が
逃
げ
出
す
番
で
、
メ
レ
も
向
き
直
っ
て
追
跡
を
始
め
た
。
人
間
と
犬
た
ち
が
人
狼
を
駈か

り
立
て
て
エ
ッ
ゲ
ン

シ
ュ
テ
ッ
ト
界か

い
わ
い隈

に
ま
で
来
る
と
、
羊
飼
い
は
「
殺
し
て
や
る
ぞ
、
死
ね
」
と
叫
ん
だ
。

─
人
狼
は
突
然
ま
た
爺
さ
ん
の
姿
に
戻

り
、
勘
弁
し
て
く
れ
、
と
懇
願
し
た
。
し
か
し
羊
飼
い
は
許
し
て
や
ろ
う
な
ど
思
い
も
寄
ら
ず
、
情
け
容
赦
も
あ
ら
ば
こ
そ
爺
さ
ん
に

打
ち
掛
か
っ
た
。
す
る
と
ま
た
し
て
も
急
に
爺
さ
ん
の
姿
が
消
え
、
羊
飼
い
が
打
っ
た
の
は
茨い

ば
ら

の
繁し

げ

み
だ
っ
た
。
し
か
し
羊
飼
い
が

手
を
休
め
ず
叩た

た

き
に
叩
い
て
い
る
内
、
茨
は
す
っ
か
り
薙な

ぎ
倒
さ
れ
た
。
と
、
ま
た
ま
た
繁
み
は
爺
さ
ん
に
変
容
、
も
う
一
度
助
命
を

乞
う
た
。
け
れ
ど
も
無
駄
だ
っ
た
。

─
す
る
と
爺
さ
ん
は
再
び
狼
に
な
っ
て
、
逃
げ
よ
う
と
し
た
が
、
節
く
れ
立
っ
た
牧
杖
に
附

い
て
い
る
鋭
い
円シ

ャ
ベ
ル匙

状
の
石
突
き
が
そ
の
頭
蓋
に
中あ

た

り
、
狼
は
ば
っ
た
り
倒
れ
て
死
ん
だ
。
近
く
に
一
つ
だ
け
ぽ
つ
ん
と
離
れ
た
巖い

わ

が

あ
り
、
爺
さ
ん
は
そ
こ
に
穴
を
掘
っ
て
埋
め
ら
れ
た
。
こ
の
巖
は
今
日
な
お
人

ヴ
ェ
ー
ア
ヴ
ォ
ル
フ
シ
ュ
タ
イ
ン

狼

石
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
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三
二
一　

ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
蓄
え

　

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
と
エ
ー
ゲ
ル
ン
の
中
間
に
位
す
る
小
さ
な
町
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
象
徴
は
奇
妙
な
も
の
で
、
白し

ろ
が
ね銀

の
高ポ

カ
ー
レ

脚
杯
で
あ
る
。
こ
れ
が
町
役
場
に
あ
り
、
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
蓄
え
と
称
さ
れ
て
い
る
。
高ポ

カ
ー
レ

脚
杯
に
は
浮
き
彫
り
で
揺
り

籠か
ご

が
十
三
と
槽ふ

ね

が
一
つ
描
か
れ
、
ど
の
揺
り
籠
に
も
子
ど
も
が
一
人
ず
つ
、
そ
し
て
槽
に
も
一
人
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
こ

ん
な
物
語
が
あ
る
。
昔
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
牛
飼
い
が
一
年
で
十
二
人
の
愛
人
に
十
四
人
の
子
ど
も
を
生
ま
せ
た
、と
の
こ
と
。

こ
れ
を
証
明
す
る
銘
文
が
ラ
テ
ン
語
の
章
句
で
例
の
酒
杯
に
記
さ
れ
て
い
る
。
十
二
人
の
幸
せ
な
母
親
は
う
ま
く
間
に
合
わ
せ
よ
う
と

揺
り
籠
を
捜
し
た
が
、
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
揺
り
籠
の
備
蓄
は
全
部
で
十
三
し
か
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
十
四
人
目
の
男
の
子

（
子
ど
も
は
皆
男
児
ば
か
り
だ
っ
た
）
は
槽
で
我
慢
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
か
か
る
豊
年
の
記
念
と
し
て
こ
の
町
の
参
事
会
は

白
銀
の
高ポ

カ
ー
レ

脚
杯
を
作
ら
せ
た
。
こ
れ
が
ち
ゃ
ん
と
保
管
さ
れ
て
い
る
限
り
、
ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
町
に
は
揺
り
籠
の
蓄
え
と
子

宝
が
尽
き
る
こ
と
は
な
い
そ
う
で
あ
る
。
な
に
せ
「
蓄
え
あ
れ
ば
殿
様
〔
＝
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
〕」
と
い
う
結
構
な
古こ

げ
ん諺

は
こ
の

地
に
由
来
し
て
い
る
の
で
。

三
二
二　

ク
ヴ
ェ
ー
ド
ル

　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
大
聖
堂
で
は
男
が
も
じ
ゃ
も
じ
ゃ
の
髭ひ

げ

を
生
や
し
た
女
性
の
傍
に
立
っ
て
い
る
記
念
像
が
見
ら
れ
る

が
、
こ
れ
に
は
、
実
の
父
親
の
道
な
ら
ぬ
愛
欲
か
ら
身
を
守
る
た
め
、
顔
を
こ
の
よ
う
に
醜
く
し
て
く
だ
さ
い
、
と
娘
が
神
に
祈
っ
た
、

と
い
う
伝
説
が
あ
る
。
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
の
見
目
麗
し
い
息
女
は
そ
れ
と
同
じ
状
況
に
置
か
れ
、
神
に
熱
烈
に
祈
り
、
懇
願
し

（　

）
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）
 121

（　
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た
に
も
関
わ
ら
ず
、
そ
の
身
の
苛
酷
な
試
練
に
は
全
く
の
徒
労
だ
っ
た
。
ほ
と
ん
ど
絶
望
し
か
け
て
い
た
折
、
か
の
邪

よ
こ
し
ま

な
敵
〔
＝
悪

魔
〕
が
彼
女
の
前
に
姿
を
現
し
、
父
帝
の
あ
ま
り
に
も
強
い
恋
着
が
嫌
悪
に
変
じ
る
よ
う
力
を
貸
そ
う
、
し
か
も
、
自
分
が
姫
の
眠
っ

て
い
る
と
こ
ろ
を
三
夜
続
け
て
目
に
し
な
か
っ
た
ら
、
無
報
酬
で
そ
う
し
よ
う
、
と
申
し
出
た
。
も
ち
ろ
ん
マ
テ
ィ
ル
デ
が
眠
っ
て
い

る
現
場
を
お
さ
え
た
ら
、
彼
女
か
ら
そ
く
ば
く
の
分
け
前
を
頂ち

ょ
う
だ
い戴

つ
か
ま
つ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

─
皇
女
は
毅き

ぜ
ん然

と
し
て
こ

の
由
由
し
い
契
約
を
承
引
、
大
き
な
壁タ

ペ
ス
ト
リ

掛
け
の
刺し

し
ゅ
う繡

を
始
め
た
。
針
を
運
ん
で
い
る
と
、
お
蔭か

げ

で
夜
も
目
を
覚
ま
し
て
い
ら
れ
た
。
で

も
二
晩
目
、
三
晩
目
と
も
な
る
と
、
な
ん
と
も
眠
く
て
堪た

ま

ら
ず
目ま

ぶ
た蓋

が
つ
い
つ
い
下
り
た
が
、
忠
実
な
小
犬
の
ク
ヴ
ェ
ー
ド
ル
が
唸う

な

っ

た
り
吠
え
た
り
裳も

す
そ裾

を
口
に
く
わ
え
て
引
っ
張
っ
た
り
し
て
彼
女
を
起
こ
し
た
。
そ
こ
で
皇
女
が
眠
っ
て
は
い
な
い
か
、
と
悪
魔
が
見

に
来
て
も
、
目
に
入
る
の
は
目
覚
め
て
い
る
姿
。
か
く
し
て
悪
魔
は
彼
女
の
不
滅
の
霊
魂
に
指
一
本
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
、
そ
れ
に

彼
女
は
悪
魔
と
そ
の
肉
体
に
関
し
て
契
約
を
結
ん
で
い
た
わ
け
だ
か
ら
、
悪
魔
は
そ
の
鉤か

ぎ
づ
め爪

を
伸
ば
し
て
彼
女
の
顔
に
摑つ

か

み
掛
か
り
、

鼻
を
ぺ
ち
ゃ
ん
こ
に
押
し
潰
し
、
片
眼
を
抉え

ぐ

り
、
口
を
切
り
開
い
た
。
マ
テ
ィ
ル
デ
が
神
意
と
悪
魔
の
怒
り
に
よ
っ
て
無
残
に
変
え
ら

れ
た
顔
で
父
帝
の
前
に
出
る
と
、
彼
の
罪
深
い
愛
は
す
っ
か
り
消
え
失
せ
た
。
さ
て
俗
世
の
歓よ

ろ
こ

び
を
捨
て
去
っ
た
彼
女
は
壮
麗
な
修

道
院
を
建
立
、
寝
ず
の
番
を
し
て
救
っ
て
く
れ
た
愛
犬
の
名
に
因ち

な

ん
で
こ
れ
を
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
と
命
名
し
た
。

三
二
三　

エエ
ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女

　

エ
ル
ベ
河
に
は
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
が
一
人
棲す

ん
で
い
る
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
地
方
の
人
人
は
こ
れ
を
エエ

ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
と
呼
ぶ
。
以
前
は
し
ば

し
ば
簡
素
な
身
な
り
の
市
民
の
娘
と
い
っ
た
恰か

っ
こ
う好

で
現
れ
た
。
白
い
前エ

プ
ロ
ン

掛
け
を
し
て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
裾
は
い
つ
も
ぐ
っ
し
ょ
り
濡

れ
て
い
た
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
岸
辺
に
坐す

わ

り
黄き

ん金
色
の
長
い
髪
の
毛
を
梳

く
し
け
ず

っ
て
い
る
姿
を
見
掛
け
た
が
、
人
間
が
近
づ
く
と
、
目
の
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前
で
水
に
跳
び
込
む
の
だ
っ
た
。
彼
女
が
誘
惑
し
て
死
に
導
い
た
者
は
夥

お
び
た
だ

し
く
、
向
こ
う
見
ず
な
泳
ぎ
手
を
水
中
に
引
っ
張
り
込
ん

だ
こ
と
も
少
な
く
な
い
。
エ
ル
ベ
河
に
巣
く
っ
て
い
る
男ヴ

ァ
ッ
サ
ー
マ
ン

の
水
の
精
に
関
す
る
伝
説
も
あ
る
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
井
戸
水
は
硬
水
で
、

エ
ル
ベ
河
の
水
は
軟
水
な
の
だ
が
、
河
水
は
市
外
に
出
て
大
骨
折
っ
て
運
ん
で
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
、
か
つ
て
市
民
が
エ

ル
ベ
河
か
ら
市
ま
で
水
道
を
敷
設
し
よ
う
と
思
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
工
事
は
杭く

い

打
ち
で
始
め
ら
れ
た
が
、
だ
れ
も
働
い
て
い
な
い
真
昼

時
、
素
っ
裸
の
男
が
一
人
、
流
れ
の
中
の
杭
の
列
の
傍
に
立
っ
て
、
ぐ
ら
ぐ
ら
と
揺
さ
ぶ
り
、
抜
き
取
っ
て
は
水
に
流
し
て
し
ま
う
の

が
目
撃
さ
れ
た
。
そ
こ
で
人
人
は
着
工
し
た
ば
か
り
の
計
画
を
放
棄
し
た
。

　

あ
る
時
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
さ
る
貴
族
の
若
者
が
麗
し
い
令
嬢
と
婚
約
し
た
。
と
こ
ろ
が
ふ
と
水
泳
に
出
掛
け
た
青
年
は
二
度
と
家
へ

帰
ら
な
か
っ
た
。
エエ

ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
が
己お

の
れ

の
許も

と

へ
招
き
寄
せ
た
の
だ
。
彼
の
身
内
一
同

─
そ
れ
か
ら
な
に
よ
り
も
彼
の
許い

い
な
ず
け嫁

─

は
度
を
失
っ
て
三
日
も
河
の
中
至
る
と
こ
ろ
を
捜
し
廻
っ
た
が
無
駄
だ
っ
た
。
す
る
と
一
人
の
妖
術
師
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
へ
来
た
の

で
、
許
嫁
の
両
親
が
こ
れ
に
お
伺
い
を
立
て
た
。
妖
術
師
は
伎わ

ざ倆
を
振
る
い
、
や
が
て
両
親
に
こ
う
告
げ
た
。「
御お

ん
ぞ
う
し

曹
司
は

エエ
ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
の
虜と

り
こ

に
な
っ
て
お
り
ま
す
る
。
生
き
な
が
ら
返
す
こ
と
は
決
し
て
あ
り
ま
せ
ぬ
。
も
っ
と
も
娘
御
に
ご
自
分
の
命
を

婚
約
者
の
代
わ
り
に
エエ

ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
に
差
し
出
す
ご
覚
悟
が
お
あ
り
か
、
さ
も
な
く
ば
、
彼
ら
二
人
な
が
ら
そ
の
身
を
女ニ

ク

セ

の
水
の
精
に

約
束
な
さ
る
な
ら
別
」。
許
嫁
は
す
ぐ
さ
ま
愛い

と

し
い
御
方
の
た
め
に
喜
ん
で
命
を
捧
げ
る
つ
も
り
に
な
っ
た
が
、
両
親
は
そ
う
し
た
誠

実
な
決
心
を
適
切
と
見み

な倣
す
わ
け
に
は
ゆ
か
ず
、
生い

け
に
え贄

が
緊
要
と
は
認
め
な
か
っ
た
。
そ
し
て
逆
に
、
娘
の
婚
約
者
を
生
き
て
い
よ
う

と

─
や
む
を
得
な
い
な
ら

─
死
ん
で
い
よ
う
と
、
取
り
戻
し
て
欲
し
い
、
と
妖
術
師
に
せ
っ
つ
い
た
。
こ
れ
に
応
じ
て
妖
術
師

が
、
奪
い
去
っ
た
男
を
行
か
せ
る
よ
う
エエ

ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
に
術
を
行
使
す
る
と
、
エエ

ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
は
そ
れ
に
従
い
、
男
を
岸
辺
に
打
ち
寄

せ
た
。
た
だ
し
残
念
な
が
ら
彼
は
死
ん
で
い
て
、
全
身
青
い
斑
点
だ
ら
け
だ
っ
た
。
こ
れ
は
エエ

ル
ブ
ユ
ン
グ
フ
ァ
ー

ル
ベ
の
乙
女
が
ひ
た
す
ら
烈
し
く
お
ぞ

ま
し
い
愛
欲
に
駈か

ら
れ
て
唇
を
押
し
つ
け
た
り
、
抓つ

ね

っ
た
り
し
た
痕あ

と

だ
っ
た
の
で
あ
る
。
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三
二
四　

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
建
設

　

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
は
極
め
て
古
い
都
市
で
あ
る
。
ユ
リ
ウ
ス
・
カ
エ
サ
ル
が
キ
リ
ス
ト
ご
生
誕
前
四
十
七
年
に
築
き
、
市
内
に
神
殿
を

建
立
、
こ
れ
を
ウ
エ
ヌ
ス
に
奉
献
し
た
の
だ
、
と
の
こ
と
。
神
殿
が
あ
っ
た
場
所
は
今
日
で
も
示
さ
れ
る
。
こ
の
古
都
の
名
は
最
初

処パ
ル
テ
ノ
ポ
リ
ス

女
の
町
だ
っ
た
が
、
典
雅
な
愛
の
女
神
の
乙
女
像
の
た
め
、
後
世
乙マ

イ
デ
ン
ブ
ル
ク

女
の
町
と
、
そ
し
て
遂
に
は
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
と
呼
ば
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
。
カ
ー
ル
大
帝
の
時
代
が
過
ぎ
去
る
と
こ
の
都
市
は
ヴ
ェ
ン
ド
人
と
ハ
ン
ガ
リ
ア
人
に
劫ご

う
り
ゃ
く略

さ
れ
、
貧
し
い
エ
ル
ベ
の
漁

民
ら
の
住
む
寒
村
に
な
り
果
て
た
。
そ
の
後
オ
ッ
ト
ー
大
帝
が
妃
の
エ
ー
デ
ィ
タ
に
贈
り
物
に
す
る
と
、
彼
女
は
こ
こ
が
好
き
に
な

り
、
新
た
な
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
を
造
営
、
更
に
夫
と
共
同
で
大
聖
堂
を
建
立
し
た
。
聖
堂
内
に
は
大
帝
の
像
と
並
ん
で
彼
女
の
壮
麗
な
大

理
石
像
を
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
皇
帝
像
は
片
手
に
十
九
箇
の
黄き

ん金
を
被か

ぶ

せ
た
小こ

だ
る樽

か
ら
成
る
丸
い
環わ

を
持
っ
て
い
る
。
こ
れ
は

聖
堂
建
立
に
十
九
樽
も
の
金
貨
を
要
し
た
こ
と
を
表
す
。
そ
の
折
皇
后
エ
ー
デ
ィ
タ
は
一い

ち
り
ょ
う輛

の
馬
車
に
乗
っ
て
辺
り
を
経
巡
り
、
新

市
街
の
広
さ
、
市
壁
、
防ぼ

う
ぎ
ょ禦

設
備
を
決
め
た
。
聖
堂
内
外
に
は
よ
り
小
さ
い
木
像
が
幾
つ
も
見
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
そ
れ
ぞ
れ
伝
説
と
結

び
付
い
て
い
る
。
使
用
人
、
羊
た
ち
、
犬
ど
も
を
従
え
た
羊
飼
い
が
塔
の
畔ほ

と
り

で
一
つ
の
星
を
見
詰
め
て
い
る
の
は
、
そ
の
星
の
高
さ

ほ
ど
に
、
そ
の
羊
飼
い
が
自
費
で
そ
の
塔
を
建
て
さ
せ
た
の
だ
と
か
。
悪
魔
が
窺う

か
が

っ
て
い
る
修
道
士
は
、
無
分
別
に
も
思
い
切
っ
て

悪
魔
に
献
身
を
誓
っ
た
か
ら
だ
そ
う
で
あ
る
。
聖
堂
自
体
の
内
部
に
あ
る
鎖
を
掛
け
ら
れ
た
男
の
木
像
二
つ
は
、
聖
堂
建
立
を
妨
げ
よ

う
と
し
た
両
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
だ
、
と
の
こ
と
で
、
だ
か
ら
彼
ら
の
像
が
鎖
で
吊
り
下
げ
ら
れ
て
い
る
由
。

（　

）
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三
二
五　

戦
争
の
前
兆

　

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
は
他
の
ほ
と
ん
ど
の
ド
イ
ツ
の
町
に
較
べ
頻
繁
に
兵
火
に
よ
っ
て
損
な
わ
れ
た
。
初
期
の
頃
既
に
東
方
か
ら
侵
攻
し

て
来
た
野
蛮
な
諸
民
族
に
破
壊
さ
れ
た
し
、
後
代
に
も
惨
禍
荒
廃
を
い
や
と
い
う
ほ
ど
味
わ
っ
た
。
こ
う
し
た
災
厄
に
は
お
お
よ
そ
常

に
そ
れ
を
告
げ
報
せ
る
何
ら
か
の
予
兆
が
あ
っ
た
。
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
時
代
不
思
議
な
恐
ろ
し
い
徴し

る
し

が
幾
つ
も
天
に
見
ら
れ

た
。
近
郊
の
沼
地
で
は
鴉か

ら
す

の
大
合
戦
が
行
わ
れ
、
こ
れ
は
丸
一
日
続
き
、
沼
地
は
互
い
に
激
闘
し
た
あ
げ
く
命
を
失
っ
た
鴉
の
屍
骸

で
一
面
に
覆
わ
れ
た
。
礼
拝
堂
に
安
置
さ
れ
て
い
る
司
教
杖
が
じ
っ
と
り
と
濡
れ
、
聖
職
者
た
ち
や
市
民
た
ち
が
や
が
て
恐
怖
の
あ
ま

り
顔
に
浮
か
べ
る
で
あ
ろ
う
冷
や
汗
を
予
告
し
た
。
母
親
の
胎
内
で
子
ど
も
が
口
を
利
き
、
焼
き
た
て
の
麵パ

ン麭
の
切
り
口
か
ら
血
が
流

れ
る
こ
と
も
再
再
だ
っ
た
。
か
よ
う
な
徴
に
は
い
ず
れ
の
場
合
も
惨さ

ん
た
ん憺

た
る
悲
劇
が
続
い
た
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
が
メ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク

公
ゲ
オ
ル
ク

─
同
地
方
に
侵
入
、
無
残
に
荒
ら
し
回
っ
た

─
と
戦
闘
状
態
に
入
っ
た
折
も
こ
う
し
た
こ
と
が
起
こ
っ
た
。
市

は
武
備
を
固
め
、
町
の
守
護
者
で
あ
る
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
聖
者
の
日
に
、
市
民
の
親マ

イ
ス
タ
ー方

連
を
先
頭
に
立
て
、
敵
に
一
大
会
戦
を
挑
も

う
と
出
陣
し
た
。
彼
ら
が
市
か
ら
一
哩マ

イ
ル

離
れ
た
、
オ
ー
レ
川
の
対
岸
、
ヒ
ラ
ー
ス
レ
ー
ベ
ン
と
メ
ー
ゼ
ブ
ル
ク
の
間
に
拡
が
る
野
原

に
差
し
掛
か
る
と
、
服
装
と
い
い
体
つ
き
と
い
い
農
夫
の
よ
う
な
男
に
出
逢
っ
た
。
男
は
ご
く
年
寄
り
で
髪
も
髭ひ

げ

も
雪
白
だ
っ
た
が
、

顔
は
全
く
若
若
し
く
端
正
で
、
元
気
潑は

つ
ら
つ溂

、
い
と
も
優
雅
な
風
情
だ
っ
た
。
そ
し
て
市
民
軍
に
向
か
っ
て
両
手
を
挙
げ
、
こ
う
言
っ
た
。

「
い
ず
れ
へ
行
か
れ
る
お
つ
も
り
か
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
衆
。
ご
存
じ
な
い
の
か
、
そ
な
た
ら
の
守
護
聖
人
の
日
が
そ
な
た
ら
に
決
し

て
幸
い
を
齎も

た
ら

し
た
こ
と
が
な
い
の
を
。
二
百
年
前
（
一
三
五
〇
年
）
こ
の
地
で
、
し
か
も
こ
の
日
、
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
勢
が
撃
破
さ
れ
、

そ
れ
か
ら
も
っ
と
後
に
も
も
う
一
度
同
じ
日
に
そ
う
な
っ
た
の
で
す
ぞ
。
引
き
返
し
て
、
町
の
守
備
を
厳
重
に
な
さ
れ
。
災
厄
は
す
ぐ

そ
こ
に
来
て
い
る
の
じ
ゃ
」

─
。
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男
の
話
を
聞
い
て
仰
天
、
従
お
う
と
し
た
の
は
同
勢
の
内
ご
く
僅
か
に
過
ぎ
ず
、
防
衛
軍
の
多
数
を
占
め
る
い
つ
も
愚
か
な
大
衆
は

自
分
た
ち
が
お
っ
そ
ろ
し
く
利
巧
だ
と
自
負
、
闘
志
満
満
、
敵
な
ん
ぞ
ぺ
ろ
り
で
、
木
っ
端
微
塵
に
叩
き
潰
し
て
や
る
つ
も
り
だ
っ
た

し
、
殊
に
市
民
軍
の
隊
長
た
ち
に
至
っ
て
は
こ
の
狂
乱
の
年
の
数
数
の
厄
介
事
に
も
関
わ
ら
ず
意
気
盛
ん
な
闘
鶏
さ
な
が
ら
だ
っ
た
。

し
か
し
半
時
間
後
彼
ら
の
調
子
は
が
ら
り
一
変
、
会
戦
は
急
速
な
暴
風
の
よ
う
に
過
ぎ
去
っ
て
い
た
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
勢
の
損
失
は
死

者
千
二
百
、
捕
虜
三
百
、
野フ

ェ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ン
ゲ

戦
用
蛇
砲
〔
＝
長
砲
身
軽
量
野
砲
〕
十
一
門
お
よ
び
そ
の
他
の
戦
争
動
物
園
だ
っ
た
。
市
民
兵

小フ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ン

旗
部
隊
の
十
一
旒り

ゅ
う

の
軍
旗
も
ま
た
し
か
り
。
白
髪
の
警
告
者
を
嘲
り
笑
っ
た
者
た
ち
は
悉

こ
と
ご
と

く
殺
さ
れ
る
か
、
虜と

り
こ囚

と
な
る
か
、

さ
も
な
け
れ
ば
彼
ら
の
部
下
だ
っ
た
民
衆
の
大
部
分
と
と
も
に
オ
ー
レ
川
に
追
い
込
ま
れ
た
。
こ
の
溺
死
は
以
来
皮
肉
に

ママ
ク
デ
ブ
ル
ガ
ー
・
タ
ウ
フ
ェ

ク
デ
ブ
ル
ク
の
洗
礼
と
呼
ば
れ
た
。
災
厄
を
予
言
し
た
例
の
老
人
は
戦
後
熱
心
に
捜
さ
れ
た
が
、
あ
れ
以
前
に
も
以
後
に
も
そ
の
姿

を
見
た
者
は
な
く
、
彼
に
関
す
る
情
報
も
入
手
で
き
な
か
っ
た
。

　

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
は
カ
ー
ル
皇
帝
と
そ
の
命
を
奉
じ
た
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
モ
ー
リ
ッ
ツ
に
厳
し
く
攻
囲
さ
れ
も
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
確

か
に
よ
り
幸
運
だ
っ
た
。
し
か
し
次
の
世
紀
に
は
少
な
か
ら
ぬ
徴
が
テ
ィ
リ
ー
麾き

か下
の
軍
兵
に
よ
る
ま
た
し
て
も
の
破
壊
が
間
近
で
あ

る
こ
と
を
十
二
分
に
示
し
た
の
で
あ
る
。

三
二
六　

魔
術
の
目
眩く

ら

ま
し

　

一
人
の
魔
術
師
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
へ
や
っ
て
来
て
、
店
出
し
自
由
の
市
で
小
屋
掛
け
を
し
、
夥

お
び
た
だ

し
い
群
衆
を
周
り
に
集
め
、
ホ
ー

ク
ス
ポ
ー
ク
ス
や
ら
ア
ー
ブ
ラ
カ
ダ
ー
ブ
ラ
や
ら
を
唱
え
て
芸
を
披
露
す
る
前
に
も
う
な
に
が
し
か
の
お
銭あ

し

を
頂ち

ょ
う
だ
い戴

し
た
。
演
目
が

進
行
す
る
内
、
と
て
も
可
愛
い
、
び
っ
く
り
す
る
ほ
ど
ち
っ
ぽ
け
な
小
馬
が
登
場
、
円
を
描
い
て
踊
っ
て
見
せ
、
見
物
人
を
お
も
し
ろ
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が
ら
せ
た
。
最
後
に
魔
術
師
は
妻
、
娘
、
道ハ

ン
ス
ヴ
ル
ス
ト

化
役
、
そ
れ
か
ら
小
馬
を
横
に
並
べ
て
、
一
席
ぶ
ち
始
め
た
。
ま
ず
今
生
き
て
い
る
こ

の
ろ
く
で
も
な
い
恥
ず
べ
き
ご
時
世
を
嘆
き
、そ
れ
か
ら
い
わ
く
「
皿
が
廻
っ
て
来
て
、
見
料
を
払
わ
な
け
り
ゃ
な
ら
な
い
っ
て
え
と
、

ど
う
し
て
ご
見
物
衆
が
ぱ
ら
ぱ
ら
い
な
く
な
る
ん
で
し
ょ
う
か
ね
。
真
っ
正
直
な
男
に
ま
ず
ま
ず
の
暮
ら
し
が
で
き
な
い
っ
て
な
ど
う

い
う
わ
け
で
ご
ざ
ん
し
ょ
う
。
あ
た
く
し
ゃ
あ
も
う
こ
の
愛い

と

し
い
家
族
と
も
ど
も
こ
の
世
に
う
ん
ざ
り
し
て
ま
す
。
と
り
わ
け
マ
ク
デ

ブ
ル
ク
に
は
ね
。
だ
も
ん
で
、
こ
こ
を
出
立
し
て
、
お
さ
ら
ば
す
る
つ
も
り
で
さ
。
さ
し
あ
た
っ
て
は
天
国
へ
ま
い
り
ま
す
。
天
国
で

う
ま
く
行
か
な
き
ゃ
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
（
デ
ッ
サ
ウ
と
ハ
レ
の
間
に
あ
る
）
へ
ね
。
あ
そ
こ
は
と
っ
て
も
す
て
き
な
土
地
柄
な
ん

で
」。
言
い
終
わ
る
と
綱
を
一
本
空
中
に
投
げ
上
げ
た
。
小
馬
が
そ
の
綱
を
ぱ
っ
と
捉と

ら

え
、
そ
れ
に
縋す

が

っ
て
真
っ
直
ぐ
上
昇
。
魔
術
師

は
小
馬
の
尻
尾
を
摑つ

か

み
、
そホ

ッ
プ
デ
ィ
ホ
ー

ら
行
け
え
、
と
叫
ん
で
、
こ
れ
も
上
へ
。

─
す
る
と
魔
術
師
の
妻
が
夫
の
脚
に
、
娘
が
母
親
の
脚
に
、

道ハ
ン
ス
ヴ
ル
ス
ト

化
役
が
娘
の
下ス

カ
ー
ト裳

に
ぶ
ら
下
が
り
、
こ
う
し
て
一
座
は
ず
ん
ず
ん
昇
る
。
そ
れ
か
ら
魔
術
師
は
空
か
ら
下
界
へ
向
か
っ
て
こ
う
怒

鳴
っ
た
。

　
　
　
　
　

こ
の
世
じ
ゃ
あ
も
う
会
う
こ
た
な
い
が
、

　
　
　
　
　

ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
で
お
目
も
じ
い
た
そ
う
。

人
人
が
皆
ど
っ
と
笑
い
、
大
口
開
け
て
驚
嘆
す
る
内
、
一
座
は
空
へ
舞
い
上
が
り
、
や
が
て
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
の
方
角
へ
と
消
え
失

せ
た
。
そ
こ
へ
一
人
の
市
民
が
町
か
ら
出
て
来
た
の
で
、
知
人
の
だ
れ
か
れ
が
、
あ
れ
を
見
な
か
っ
た
の
は
惜
し
か
っ
た
、
あ
あ
い
う

も
の
に
は
毎
日
お
目
に
掛
か
れ
な
い
、
と
先
刻
の
奇き

せ
き蹟

の
話
を
し
て
聞
か
せ
た
。
け
れ
ど
も
市
民
は
「
そ
り
ゃ
嘘
っ
ぱ
ち
だ
。
だ
っ
て

な
、
た
っ
た
今
わ
し
は
魔
術
師
と
小
馬
と
家
族
が
連
中
の
泊
ま
っ
と
る
宿
屋
に
入
っ
て
行
く
と
こ
ろ
を
目
に
し
た
。
だ
か
ら
し
て
、
や

（　
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つ
ら
は
天
国
へ
行
っ
た
わ
け
で
も
、
宙
を
飛
ん
で
ビ
ッ
タ
ー
フ
ェ
ル
ト
へ
行
っ
た
わ
け
で
も
な
い
」
と
応
じ
た

─
。

三
二
七　

カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス
の
最

カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ル
ス
ビ
ル
ネ

上

梨

　

熱
烈
な
跣せ

ん
そ
く足

修
道
士
ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
で
も
民
衆
に
悔
悛
と
、
あ
ら
ゆ
る
虚
飾
を
か
な
ぐ
り
捨
て

る
こ
と
を
説
く
た
め
、
か
の
地
へ
来
た
時
、
大
司
教
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
は
配
下
の
全
聖
職
者
を
引
き
連
れ
、
鐘
が
鳴
り
ど
よ
も
す
中
、
十

字
架
を
捧
げ
教
会
旗
を
靡な

び

か
せ
て
出
迎
え
、
夥

お
び
た
だ

し
い
群
衆
が
こ
の
行
列
に
従
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
盛
大
に
歓
迎
、
新
広
場
に
そ
こ
か

ら
説
教
を
行
え
る
よ
う
高
い
説
教
壇
を
設
け
、
男
ど
も
は
遊
戯
盤
、
賭
博
道
具
の
骰さ

い
こ
ろ子

、
骨カ

ル
タ牌

、
祭
の
仮
装
に
用
い
る
仮
面
、
道
化
の

打
ち
篦べ

ら

、
道
化
の
帽
子
の
数
数
を
、
女
た
ち
は
飾
り
紐ひ

も

、
面ベ

ー
ル紗

、
附
け
髷ま

げ

、
そ
れ
か
ら
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
こ
ま
ご
ま
し
た
装
身
具
を
持

ち
寄
っ
た
。
熱
烈
な
民
衆
説
教
師
は
火
を
焚た

か
せ
、
集
ま
っ
た
品
品
を
な
に
も
か
も
そ
こ
で
灰
に
し
た
。
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス
の
説
教

ぶ
り
は
激
越
だ
っ
た
の
で
、
壇
の
近
く
の
人
人
が
泣
き
だ
す
と
、
遠
く
に
い
て
言
葉
が
聴
き
取
れ
な
か
っ
た
者
た
ち
に
至
る
ま
で
、
涙

を
流
さ
ず
に
は
い
ら
れ
な
か
っ
た
。
彼
は
涙
の
水
門
を
開
き
、
ど
っ
と
流
れ
る
が
ま
ま
に
し
て
の
け
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
妙
技
に

掛
け
て
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス
に
比
肩
す
る
者
は
い
ま
だ
に
無
い
。
さ
て
、
説
教
を
終
え
た
後
の
食
事
の
席
で
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス
に
と

り
わ
け
極
上
の
梨な

し

が
提
供
さ
れ
た
。
説
教
し
て
喉
が
か
ら
か
ら
に
な
っ
て
い
た
こ
と
で
も
あ
る
し
、
こ
れ
を
飛
び
切
り
旨う

ま

い
、
と
思
っ

た
彼
は
こ
の
梨
に
祝
福
を
与
え
、
聖
別
し
た
。
以
来
こ
の
種
類
は
最

カ
ル
デ
ィ
ナ
ー
ル
ス
ビ
ル
ネ

上
梨
な
る
名
を
授
か
っ
た
が
、
こ
の
梨
の
風
味
が
メ
ラ
ン

ヒ
ト
ン
梨

─
伝
説
に
よ
れ
ば
メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン
が
、
す
ば
ら
し
い
、
と
認
め
た
の
で
、
ペ
ガ
ウ
の
教
区
監
督
庭
園
で
三
百
年
来
栽
培

さ
れ
て
い
る

─
よ
り
優
れ
て
い
る
か
ど
う
か
決
め
る
の
は
、
お
そ
ら
く
神
学
者
よ
り
果
樹
園
芸
学
者
の
方
が
容た

や
す易

か
ろ
う
。
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三
二
八　

ヴ
ォ
ル
ミ
ー
ア
シ
ュ
テ
ッ
ト
の
名

　

カ
ー
ル
大
帝
が
こ
の
領
域
に
遠
征
、
エ
ル
ベ
河
畔
に
達
し
た
時
、
オ
ー
レ
の
川
筋
が
エ
ル
ベ
の
流
れ
に
向
か
う
場
所
の
地
勢
風
土
が

殊
の
外
御
意
に
叶か

な

い
、
率
い
る
軍
旅
に
陣
を
設
営
さ
せ
、
物
見
の
丘
を
築
か
せ
て
、「
こヴ

ォ
ー
ル
・
ミ
ー
ア
・
デ
ィ
ー
・
シ
ュ
テ
ッ
テ

の
場
所
は
気
に
入
っ
た
ぞ
」
と
の
た
も
う
た
。

─
な
に
し
ろ
休
息
を
取
り
た
か
っ
た
し
、
近
隣
の
多
く
の
土
地
、
た
と
え
ば
ハ
レ
な
ど
よ
り
も
大
気
が
清
ら
か
で
好
も
し
い
、
と

感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
場
所
は
後
に
小
さ
な
町
と
な
り
、
ヴ
ォ
ル
ミ
ー
ア
シ
ュ
テ
ッ
ト
と
名
付
け
ら
れ
た
。
イ
エ
ル
ス
レ
ー
ベ
ン

（
ゲ
ル
ス
レ
ー
ベ
ン
）
村
の
近
く
に
上
部
が
い
く
ら
か
掘
り
く
ぼ
め
ら
れ
て
い
る
丘
が
あ
る
が
、
こ
れ
が
か
の
物
見
の
丘
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
で
、
今
日
な
お
カカ

ー
ル
ス
ケ
ッ
セ
ル

ー
ル
の
釜
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

三
二
九　

イ
ー
ゼ
ル
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ベ

　

ミ
ル
デ
河
畔
の
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
近
郊
に
イ
ー
ゼ
ル
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ベ
と
い
う
堡ほ

う
る
い塁

が
あ
る
が
、
こ
の
建
物
の
起
源
は
ま
こ
と
に
ま

こ
と
に
古
い
、
と
の
こ
と
。
ロ
ー
マ
の
将
軍
ド
ル
ス
ス
が
こ
れ
を
造
り
、
女
神
イ
シ
ス
の
た
め
に
聖
所
を
設
け
た
由
。
そ
こ
で
堡
塁
は

イ
シ
ス
ブ
ル
ク
あ
る
い
は
イ
ー
ゼ
ン
ブ
ル
ク
と
呼
ば
れ
た
。
ヴ
ェ
ン
ド
人
が
攻
囲
し
た
こ
と
が
あ
る
が
失
敗
に
終
わ
り
、
少
な
か
ら
ぬ

痛
手
を
蒙こ

う
む

っ
て
すシ

ュ
ニ
ッ
プ
・
ウ
ン
ト
・
シ
ュ
ナ
ッ
プ

ご
す
ご
と
引
き
揚
げ
た
。
た
め
に
こ
の
堡
塁
は
イ
ー
ゼ
ル
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ベ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
の
建
物
の
周
り
に
、
申
さ
ば
庭

ガ
ル
テ
ン

に
置レ

ー
ゲ
ンく

と
い
っ
た
感
じ
で
町
が
建
設
さ
れ
、
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
と
命
名
さ
れ
た
。
し
か
し
近
く
の

叢
林
に
巣
く
っ
て
い
た
追
い
剥は

ぎ
の
徒
党
が
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
の
住
民
に
捕
ら
え
ら
れ
、
そ
の
叢
林
の
方
が
都
市
と
し
て
の
発
展
性
が

あ
る
、
と
分
か
り
、
人
人
は
そ
ち
ら
を
新
し
い
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
と
し
た
。
こ
れ
が
現
在
存
続
し
て
い
る
。
元
の
都
市
が
あ
っ
た
場
所
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に
三
百
年
前
に
は
ま
だ
判
読
し
難
い
銘
文
を
刻
ん
だ
古
い
十
字
架
が
立
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
は
ペ
ト
ル
ス
聖
者
を
讃た

た

え
て
建
立
さ
れ
た

も
の
。
昔
は
毎
年
「
聴エ

ク
サ
ウ
デ
ィ

き
た
ま
え
」
の
日
曜
日
と
も
な
る
と
全
市
を
挙
げ
て
繰
り
出
し
、
イ
ー
ゼ
ル
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ベ
館
の
土
地
に
あ

る
十
字
架
の
許も

と

に
赴
き
、
一
日
を
楽
し
む
の
が
常
だ
っ
た
。

　

イ
ー
ゼ
ル
ン
・
シ
ュ
ニ
ッ
ベ
に
向
か
う
城

ブ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

道
の
端は

ず

れ
に
は
か
つ
て
門
が
あ
っ
た
。
城

ブ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

道
に
裁
判
権
を
有
し
、
市
の
近
隣

に
豊
か
な
所
領
が
あ
り
、
大
抵
は
カ
ル
ベ
の
本
邸
に
居
住
す
る
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
た
ち
は
こ
の
門
か
ら
騎
馬
で
〔
市
内

に
〕
入
っ
た
。
城

ブ
ル
ク
シ
ュ
ト
ラ
ー
セ

道
の
こ
の
門
は
開
門
権
の
結
果
、
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
た
ち
の
た
め
、
そ
の
要
求
に
従
い
昼
夜
ず
っ

と
開
け
た
ま
ま
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
殿
た
ち
と
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
市
参
事
会
と
の
間
に
悶も

ん
ち
ゃ
く着

が
生
じ
た
。
な

に
し
ろ
参
事
会
と
し
て
は
、
市
の
門
を
昼
夜
開
け
放
っ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ん
と
し
た
ら
、
見
張
り
番
も
市
壁
も
要
り
は
せ
ん
、
開
い
た

ま
ま
の
こ
の
門
な
ど
見
た
く
も
な
い
、
な
ん
と
か
閉
め
っ
き
り
に
し
た
い
も
の
だ
、
と
の
見
解
だ
っ
た
か
ら
。
さ
て
あ
る
日
の
こ
と
、

ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
市
庁
舎
で
開
か
れ
た
な
に
か
の
宴
会
に
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
一
族
最
長
老
の
家
長
が
出
席
、
皆
和
気
藹あ

い
あ
い藹

で
争

い
事
の
気け

も
な
か
っ
た
。
そ
の
折
市
長
が
た
だ
の
冗
談
と
い
っ
た
調
子
で
例
の
門
に
触
れ
、「
い
か
が
で
ご
ざ
ろ
う
、
殿
、
わ
た
し
ど

も
が
門
を
壁
で
塗
り
込
め
さ
せ
る
と
し
ま
し
た
ら
」
と
言
っ
た
。「
ほ
ほ
う
」
と
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
。「
ち
ょ
っ
と
待
っ
て

く
れ
ぬ
か
。
わ
し
は
ま
ず
馬
で
散
策
に
出
た
い
の
じ
ゃ
」。「
お
帰
り
に
な
ら
れ
る
前
に
閉
め
き
り
に
で
き
ま
す
ぞ
」
と
市
長
が
こ
れ
に

応
じ
た
。
す
る
と
騎
士
は
把フ

ン

ペ

ン

手
付
き
大
杯
を
掲
げ
、
ぐ
い
と
一
口
あ
お
る
と
、
こ
う
叫
ん
だ
。「
さ
よ
う
に
手
早
い
左
官
職
人
を
お
持

ち
か
な
。
わ
し
は
お
ぬ
し
ら
の
町
の
ぐ
る
り
を
速
歩
で
廻
る
が
、
馬
で
跳
び
越
え
ら
れ
ぬ
ほ
ど
土
台
が
高
く
な
る
前
に
戻
っ
て
来
て
み

せ
よ
う
」。「
や
っ
て
ご
ら
ん
に
な
ら
れ
ま
せ
、
騎
士
様
」。「
決ト

ッ

プ

ま
り
じ
ゃ
、
騎の

り
に
ま
い
る
ぞ
」。
こ
う
し
て
殿
は
最
上
の
持
ち
馬
を

牽ひ

い
て
来
さ
せ
、
鞍
に
跨ま

た
が

る
と
城ブ

ル
ク
ト
ー
ア門

か
ら
市
外
へ
出
て
行
っ
た
。
し
か
し
市
長
は
、
瓢ひ

ょ
う
た
ん箪

か
ら
駒こ

ま

を
出
そ
う
、
と
故
意
に
こ
の
冗

談
を
話
題
に
上の

ぼ

せ
た
の
だ
っ
た
か
ら
、
か
ね
て
何
人
も
の
左
官
職
人
、
石
材
、
石
灰
、
灰モ

ル
タ
ル泥

な
ど
を
全
て
用
意
し
て
お
り
、
騎
手
が
出
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て
行
く
と
門
扉
が
閉
ざ
さ
れ
、
ど
ん
ど
ん
石
が
積
ま
れ
て
い
っ
た
。
一
方
騎
手
は
上
機
嫌
で
ミ
ル
デ
橋
を
渡
り
、
町
を
周
回
、
特
別
長

い
時
間
も
掛
か
ら
ず
だ
っ
た
。
馬
は
飛
び
切
り
、
気
分
も
最
高
。
と
こ
ろ
が
も
う
目
的
地
が
目
に
入
っ
た
時
、
馬
が
躓つ

ま
ず

い
た
。
怪
我

は
無
か
っ
た
の
だ
が
、
こ
ち
ら
の
停
滞
と
あ
ち
ら
の
迅じ

ん
そ
く速

の
結
果
、
ご
く
ご
く
僅
か
な
時
間
の
中う

ち

に
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
市
民
は
門
を
一

つ
獲
得
、
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
た
ち
は
権
利
を
一
つ
喪
失
し
た
。

三
三
〇　

ソ
リ
ス
・
ヴ
ェ
ル
テ

　

ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
の
人
人
は
ご
く
古
い
時
代
が
起
源
と
い
う
発
祥
伝
説
が
お
好
き
で
あ
る
。
こ
の
地
の
伝
承
に
よ
れ
ば
、
ユ
リ
ウ

ス
・
カ
エ
サ
ル
が
惑
星
の
神
神
を
讃た

た

え
て
ド
イ
ツ
に
七
つ
の
都
市
を
建
設
し
た
由
。
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
も
〔
女
神
〕
ウ
エ
ヌ
ス
の
星
〔
＝

金
星
〕
に
捧
げ
ら
れ
た
女マ

ー
ク
ト性

の
町
と
か
。
一
方
太
陽
神
ソ
ル
に
捧
げ
ら
れ
た
町
が
ア
ル
ト
マ
ル
ク
に
あ
っ
て
、
こ
れ
は
以
前
ソ
リ
ス
・

ヴ
ェ
ル
テ
と
い
う
名
だ
っ
た
。

─
ヴ
ェ
ル
テ
と
は
古
語
の
ヴ
ェ
レ
、
屋
根
が
弓
な
り
の
園あ

ず
ま
や亭

、
す
な
わ
ち
小
屋
、
あ
る
い
は
よ
り

後
世
の
語
で
は
ヴ
ェ
ラ
ー
マ
ウ
ア
ー
、
つ
ま
り
粘
土
の
壁
に
由
来
す
る
と
か

─
ど
う
も
信
用
し
難
い
話
で
。
こ
れ
が
今
日
の
ザ
ル

ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
で
あ
る
。
異
説
に
よ
れ
ば
、
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
近
傍
に
イ
シ
ス
の
神
殿
を
造
っ
た
よ
う
に
、
ド
ル
ス
ス
が
こ
こ
に
ソ
リ

ス
の
神
殿
を
建
て
た
そ
う
だ
。
カ
ー
ル
大
帝
が
異
教
を
撃
破
し
、
古
代
の
神
殿
を
破
却
し
た
時
に
は
ま
だ
フ
ォ
イ
ボ
ス
・
ア
ポ
ロ
ン
の

神
像
が
あ
っ
た
。
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三
三
一　

杖
に
詰
ま
っ
た
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨

　

昔
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
に
男
が
一
人
い
た
が
、
別
の
男
か
ら
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
を
百
枚
借
り
た
。
た
だ
し
こ
や
つ
、
こ
の
金
を
返

却
す
る
気
は
毛
頭
無
か
っ
た
。
貸
し
手
が
や
っ
て
来
て
き
つ
く
督
促
す
る
た
び
に
、
だ
っ
て
あ
れ
は
と
っ
く
に
返
し
た
じ
ゃ
な
い
か
、

と
う
そ
ぶ
く
始
末
。
そ
こ
で
と
う
と
う
告
訴
さ
れ
た
。
す
る
と
こ
の
奸
悪
な
借
り
手
は
こ
ん
な
策
略
を
使
っ
た
。
散
歩
用
の
杖

ス
テ
ッ
キ

の
中

を
刳く

り
抜
き
、
中
に
百
枚
の
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨
を
小
さ
く
巻
い
た
も
の
を
音
が
し
な
い
よ
う
に
ぎ
ゅ
っ
と
詰
め
込
ん
だ
。
そ
し
て
こ

の
杖

ス
テ
ッ
キ

を
携
え
て
市
庁
舎
に
出
掛
け
た
。
そ
こ
で
は
も
う
債
権
者
が
裁
判
官
の
隣
に
坐す

わ

っ
て
待
ち
構
え
て
い
た
。
提
訴
と
抗
弁
が
行
わ

れ
た
後
、
裁
判
官
は
宣
誓
要
求
に
取
り
掛
か
っ
た
。
用
意
お
さ
お
さ
怠
り
な
か
っ
た
不
実
な
男
は
、
持
っ
て
い
て
く
れ
、
と
素
早
く
例

の
杖

ス
テ
ッ
キ

を
債
権
者
の
手
に
押
し
込
ん
だ
。
右
手
は
宣
誓
の
た
め
高
く
掲
げ
、
左
手
は
福
音
書
の
上
に
置
か
れ
た
磔た

く
け
い刑

像
に
載
せ
な
け
れ

ば
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
が
。
そ
う
し
て
、
百
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
を
ま
こ
と
全
く
満
額
債
権
者
の
手
に
戻
し
た
こ
と
は
今
現
在
真
正
な
る

旨
、
堂
堂
か
つ
き
っ
ぱ
り
と
誓
っ
た
。
か
く
し
て
一
件
落
着
と
あ
い
な
り
、
金
を
貸
し
た
方
は
面
目
を
失
っ
て
悄し

ょ
う
ぜ
ん然

と
、
借
り
た
方

は
意
気
揚
揚
で
家
路
に
就
い
た
。
が
、
借
り
手
の
男
は
残
念
な
が
ら
帰
宅
で
き
な
か
っ
た
。
と
い
う
の
は
何
事
を
も
見
そ
な
わ
す
神
の

峻し
ゅ
ん
げ
ん厳

な
審
判
が
途
中
で
こ
の
偽
誓
者
に
下
っ
た
の
だ
。
出
く
わ
し
た
の
は
粉
屋
の
荷
馬
車
。
主し

ゅ

は
そ
の
牽ひ

き
馬
た
ち
の
頸く

び

に
二
、
三

匹
の
雀す

ず
め
ば
ち蜂

を
送
り
た
も
う
た
。
そ
こ
で
馬
た
ち
は
狂
奔
逸
走
、
男
を
突
き
倒
し
、
車
で
轢ひ

き
去
っ
た
。
二
つ
の
車
輪
が
男
の
体
に

乗
っ
か
り
、
儀
式
抜
き
で
は
あ
る
が
車
裂
き
の
死
刑
に
処
し
た
の
で
あ
る
。
他
の
二
つ
の
車
輪
は
杖

ス
テ
ッ
キ

の
上
を
通
過
、
こ
れ
を
砕
い
た

の
で
、
百
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
が
転
げ
出
し
、
男
の
詐
略
も
同
時
に
明
明
白
白
と
な
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
話
は
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル

新ノ
イ
シ
ュ
タ
ッ
ト

市
街
の
カ
タ
リ
ー
ネ
教
会
で
絵
図
に
な
っ
た
。
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三
三
二　

テ
ッ
ツ
ェ
ル
と
騎
士

　

免
罪
符
売
り
の
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
そ
の
金か

ね
び
つ櫃

を
抱
え
て
ド
イ
ツ
の
地
を
経
巡
っ
て
い
た
が
、
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
へ
も
や
っ
て
来
て
、

ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
近
郊
の
村

─
そ
の
名
は
フ
レ
ヒ
テ
ィ
ン
ゲ
ン

─
に
入
り
、
売
り
物
を
披
露
、
劫ご

う
ば
つ罰

、
浄
罪
火
〔
＝
煉れ

ん
ご
く獄

の

火
〕、
地
獄
の
責
め
苦
に
つ
い
て
説
教
、
免
罪
符
の
効
能
を
褒
め
そ
や
し
た
。
さ
て
、
フ
レ
ヒ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
に
は
バ
ー
ナ
ー
ド
・
フ
ォ

ン
・
シ
ェ
ン
ク
殿
と
い
う
貴
族
が
住
ん
で
い
た
が
、
こ
の
御
仁
も
テ
ッ
ツ
ェ
ル
の
口
上
を
熱
心
に
傾
聴
し
、
過
去
に
犯
し
た
罪
ば
か
り

で
は
な
く
、
目
下
企
て
て
い
る
、
そ
し
て
将
来
犯
す
で
あ
ろ
う
罪

─
そ
れ
ら
が
い
か
な
る
行
為
か
ら
成
り
立
っ
て
お
っ
て
も

─

の
た
め
に
も
免
罪
符
を
買
う
こ
と
が
で
き
ま
す
ぞ
、
お
金
が
櫃
の
中
で
チ
リ
ン
と
鳴
れ
ば
、
買
っ
た
者
の
魂
は
お
金
と
引
き
替
え
に
浄

罪
火
か
ら
ぴ
ょ
ん
と
跳
び
出
し
、
三
日
も
す
れ
ば
浄
罪
界
の
灰
色
の
永
劫
か
ら
お
さ
ら
ば
し
て
無
垢
の
身
と
な
れ
ま
す
の
だ
、
と
い
う

と
こ
ろ
を
と
り
わ
け
胸
に
納
め
た
。
免
罪
符
説
教
師
が
火
の
ご
と
き
雄
弁
で
描
き
出
し
た
こ
う
し
た
こ
と
ど
も
を
と
く
と
聴
き
澄
ま
す

と
、
騎
士
も
歩
み
寄
っ
て
、
羊
皮
紙
に
記
さ
れ
た
ま
こ
と
に
見
事
な
贖し

ょ
く
ゆ
う
じ
ょ
う

宥
状
を
買
い
求
め
た
。
そ
こ
で
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
当
然
な
が
ら

自
分
と
騎
士
の
名
、
お
よ
び
日
付
を
こ
れ
に
記
入
、
封
印
も
忘
れ
ず
に
捺お

し
た
し
だ
い
で
あ
る
。
こ
れ
に
続
い
て
近
隣
の
貴
族
た
ち
も

購
入
し
た
の
で
、
例
の
金
櫃
は
オ
ル
ツ
タ
ー
ラ
ー
銀
貨
や
グ
ル
デ
ン
金
貨
で
ほ
と
ん
ど
一
杯
に
な
り
、
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
金
櫃
と
共
に
上

上
の
ご
機
嫌
で
村
を
立
ち
去
っ
た
。
テ
ッ
ツ
ェ
ル
が
フ
レ
ヒ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
の
森
を
抜
け
よ
う
と
し
て
い
る
と
、
な
ん
と
、
急
い
で
先
回

り
し
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ク
殿
が
待
ち
構
え
て
お
り
、
こ
う
言
っ
た
。「
お
い
、
坊
さ
ん
、
戴い

た
だ

き
た
い
も
の
が
あ
る
ん

だ
が

─
」。「
や
つ
が
れ
の
祝
福
を
授
け
よ
、
と
な
、
善ぜ

ん
な
ん男

よ
。
い
か
に
も
授
け
て
進
ぜ
ま
し
ょ
う
ぞ
」
と
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
相
手
に

皆
ま
で
言
わ
せ
ず
、
祝
福
す
る
た
め
両
手
を
挙
げ
た
。「
い
や
、
祝
福
は
取
っ
て
お
き
な
さ
れ
。
頂ち

ょ
う
だ
い戴

い
た
し
た
い
の
は
あ
ん
た
の
金

櫃
だ
」
と
騎
士
。
こ
れ
に
は
テ
ッ
ツ
ェ
ル
び
っ
く
り
仰
天
、
こ
う
悲
壮
な
言
葉
を
並
べ
立
て
た
。「
ご
貴
殿
の
ご
と
き
高
貴
な
騎
士
が
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教
会
の
財
産
に
手
を
伸
ば
す
ほ
ど
破
廉
恥
な
わ
け
は
な
か
ろ
う
。
教
会
は
こ
れ
を
も
ろ
も
ろ
の
敬け

い
け
ん虔

な
事
業
や
壊
れ
か
け
た
神
の
家
の

修
築
の
た
め
緊
急
に
必
要
と
し
て
お
る
の
じ
ゃ
。
聖せ

い
も
つ
せ
っ
し
ゅ

物
窃
取
は
ま
っ
こ
と
由
由
し
き
強
奪
行
為
に
し
て
、
両ふ

た
お
や親

殺
し
と
も
並
ぶ
極
悪
の

大
罪
重
罪
で
す
ぞ
」。
す
る
と
バ
ー
ナ
ー
ド
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ク
殿
は
つ
い
先
刻
買
い
取
っ
た
ば
か
り
の
免
罪
符
を
取
り
出
し
、
こ

れ
を
テ
ッ
ツ
ェ
ル
の
目
の
前
に
突
き
つ
け
て
い
わ
く
「
罪
か
も
知
れ
ん
が
、
こ
こ
に
わ
し
の
贖
宥
状
が
ご
ざ
る
。
あ
ん
た
自
身
が
な
、

お
あ
り
が
た
い
神
父
様
、
あ
ん
た
自
身
が
わ
し
に
授
け
た
も
の
よ
。
さ
れ
ば
神
と
共
に
行
か
っ
し
ゃ
れ
。
し
て
そ
の
金
櫃
は
わ
し
に
委

せ
て
、
わ
し
の
祝
福
も
受
け
取
り
な
さ
れ
。
お
望
み
と
あ
ら
ば
、
ロ
ー
マ
な
る
教
皇
猊げ

い
か下

に
、
わ
し
が
よ
ろ
し
く
と
申
し
た
、
と
お
伝

え
あ
っ
て
も
よ
い
」。

─
テ
ッ
ツ
ェ
ル
に
は
頼
り
な
い
お
伴
し
か
い
な
か
っ
た
し
、
騎
士
は
強
そ
う
な
騎
乗
の
男
を
数
人
従
え
て
い

た
の
で
、
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
金き

ん
す子

が
ぎ
っ
し
り
詰
ま
っ
た
櫃
を
恨
め
し
げ
に
眺
め
て
、
こ
れ
に
今こ

ん
じ
ょ
う生

の
別
れ
を
告
げ
、
道
中
を
続
け
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
。
一
方
、
金
を
手
に
入
れ
た
バ
ー
ナ
ー
ド
・
フ
ォ
ン
・
シ
ェ
ン
ク
殿
は
な
ん
と
も
気
前
の
い
い
主あ

る
じ

ぶ
り
を
発
揮
、

こ
れ
を
当
時
ま
だ
フ
レ
ヒ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
村
に
な
か
っ
た
教
会
建
立
に
寄
進
し
、
大
き
く
、
頑
丈
な
櫃
の
方
は
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
の
教

会
へ
の
贈
り
物
と
し
た
。
こ
ち
ら
は
い
ま
だ
に
そ
こ
に
あ
っ
て
見
せ
て
も
ら
え
る
。
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
別
の
櫃
を
作
ら
せ
た
が
、
こ
れ
が

後
に
ゴ
ス
ラ
ー
ル
に
来
た
品
で
、
今
も
か
の
地
に
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
以
外
に
も
テ
ッ
ツ
ェ
ル
櫃
と
い
わ
れ
る
免
罪
符
売
り
の
櫃
は
そ

こ
こ
こ
に
あ
る
が
、
中
に
は
鐚び

た

一い
ち
も
ん文

入
っ
て
は
い
な
い
。

三
三
三　

月
の
中
の
糸
紡
ぎ
女

　

ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
近
郊
の
あ
る
村

─
ヴ
ィ
ー
ベ
リ
ッ
ツ
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い

─
に
年
取
っ
た
貧
し
い
女
が
住
ん
で
い

た
。
女
に
は
娘
が
た
っ
た
一
人
い
て
、
マ
リ
ー
エ
と
い
う
名
だ
っ
た
。
こ
れ
は
と
て
も
仕
事
の
で
き
る
子
で
、
貧
乏
を
乗
り
切
ろ
う
と
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せ
っ
せ
と
母
親
に
手
を
貸
し
て
い
た
。
マ
リ
ー
エ
は
一
日
に
撚よ

り
糸
二
つ
を
紡
ぐ
こ
と
が
で
き
、
で
き
た
糸
は
比
類
な
く
均
一
で
細

か
っ
た
。
け
れ
ど
も
マ
リ
ー
エ
は
勤
勉
な
の
と
同
じ
く
ら
い
明
る
い
遊
び
好
き
で
も
あ
っ
て
、
糸シ

ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
（
糸シ

ュ
ピ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

紡
ぎ
部
屋
）
で

は
い
つ
も
一
番
陽
気
だ
っ
た
。
と
り
わ
け
糸
繰
り
車
を
う
っ
ち
ゃ
ら
か
し
て
、
さ
、
踊
り
ま
し
ょ
、
と
な
る
と
ね
。
こ
の
踊
り
が
終
わ

る
の
は
夜
も
す
っ
か
り
更
け
て
か
ら
だ
っ
た
。
母
親
に
し
て
み
れ
ば
、
年
端
も
行
か
な
い
娘
が
真
夜
中
ま
で
騒
ぎ
廻
る
こ
と
が
よ
く
あ

る
な
ん
て
、
ど
う
に
も
気
に
入
ら
な
か
っ
た
が
、
小
言
を
繰
り
返
し
て
も
あ
ま
り
効
き
目
が
な
か
っ
た
。
さ
て
ま
た
冬

─
そ
の
間

マ
リ
ー
エ
は
ず
う
っ
と
勤
勉
そ
の
も
の
だ
っ
た

─
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
り
か
け
、
マ
リ
ア
の
聖リ

ヒ
ト
メ
ス

燭
祭
の
宵
が
到
来
、
冬
の
締
め
括
り

に
も
う
一
度
糸シ

ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
を
や
ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
な
に
し
ろ
、「
聖
燭
祭
な
ら
お
昼
に
は
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
ば
食
べ
な
く
ち
ゃ
」

と
諺

こ
と
わ
ざ

に
も
あ
る
。
そ
こ
で
、
行
っ
て
来
ま
す
、と
娘
が
糸
繰
り
車
を
取
り
上
げ
た
時
、
母
親
は
こ
う
言
っ
た
も
の
。「
ね
え
、お
ま
え
、

今
日
は
マ
リ
ア
様
の
日
だ
。
今
日
は
子
ど
も
が
親
に
逆
ら
っ
ち
ゃ
い
け
な
い
。
さ
も
な
い
と
す
ぐ
天
罰
が
当
た
る
。
だ
か
ら
、お
ま
え
、

約
束
し
て
お
く
れ
。
今
日
は
ま
た
ま
た
真
夜
中
過
ぎ
ま
で
帰
ら
な
い
な
ん
て
こ
と
は
し
な
い
っ
て
。
そ
い
で
真
夜
中
に
な
る
前
に
家
に

帰
る
っ
て
。
そ
れ
か
ら
今
日
は
踊
り
に
行
か
な
い
っ
て
。
信
用
し
て
る
よ
」。
マ
リ
ー
エ
は
母
親
の
言
い
つ
け
を
目
に
涙
を
浮
か
べ
て

約
束
し
、
糸
繰
り
車
を
持
つ
と
出
て
行
っ
た
。
そ
し
て
と
て
も
熱
心
に
糸
を
紡
ぎ
続
け
た
。
と
こ
ろ
が
や
が
て
若
い
衆
が
や
っ
て
来

た
。
更
に
前
か
ら
旅は

た
ご
や

籠
屋
に
プ
ラ
ー
ク
の
楽
士
が
二
、
三
人
泊
ま
っ
て
い
て
、
こ
れ
は
新
機
軸
だ
っ
た
。
ど
う
し
た
っ
て
楽
士
連
を
呼

ん
で
来
な
く
っ
ち
ゃ
、
と
な
り
、
踊
り
が
始
ま
っ
た
。
マ
リ
ー
エ
は
お
っ
母か

さ
ん
と
の
約
束
を
守
っ
て
、
帰
ろ
う
と
し
た
が
、
青
年
た

ち
と
娘
た
ち
が
行
か
せ
よ
う
と
せ
ず
、
輪
舞
に
加
わ
ら
ね
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ま
た
楽
士
た
ち
の
笛
や
提ヴ

ィ
オ
リ
ン琴

の
演
奏
は
お
っ
そ
ろ
し

く
上
手
だ
っ
た
。
と
い
う
し
だ
い
で
一
旦
踊
り
始
め
る
と
、
マ
リ
ー
エ
は
決
し
て
止
め
な
か
っ
た
。
婆ば

あ

さ
ん
は
長
く
待
つ
こ
と
に
な
っ

た
。
な
ん
と
い
っ
て
も
踊
り
は
マ
リ
ー
エ
の
無
上
の
歓
喜
の
源
、
至
福
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
か
く
し
て
マ
リ
ー
エ
が
考
え
て
も
み
な
い

内
に
真
夜
中
の
刻
限
が
過
ぎ
、
陽
気
な
一
座
は
〔
糸シ

ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
と
な
っ
て
い
た
〕
家
を
後
に
し
た
。
娘
た
ち
は
音
楽
附
き
で
家
ま
で
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送
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
、こ
れ
は
ち
ょ
っ
と
の
間
だ
が
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
明
る
い
月
夜
の
上
森
閑
と
し
て
い
て
こ
よ
な
く
快
か
っ
た
。

途
中
教
会
墓
地
の
傍
を
通
り
掛
か
る
と
、
墓
地
の
門
が
開
き
っ
ぱ
な
し
に
な
っ
て
い
た
。
そ
こ
に
は
科リ

ン
デ

の
古
木
が
聳そ

び

え
、
木
の
下
は

平
坦
な
空
き
地
だ
っ
た
。
そ
こ
で
男
の
踊
り
手
た
ち
と
楽
士
連
は
墓
地
に
入
り
込
み
、
改
め
て
踊
り
を
始
め
た
。
女
の
子
ら
は
最
初
怖

が
っ
て
お
ず
お
ず
し
て
い
た
が
、
そ
の
う
ち
半
ば
無
理
強
い
で
く
っ
つ
い
て
行
っ
た
。
最
後
に
は
マ
リ
ー
エ
ま
で
も
。
さ
て
老
母
は
家

で
待
ち
ぼ
う
け
、
子
ど
も
の
こ
と
を
心
配
し
て
泣
い
て
い
た
が
、
遠
く
か
ら
楽
し
げ
な
さ
ん
ざ
め
き
が
聞
こ
え
て
来
た
の
で
、
あ
そ
こ

に
う
ち
の
マ
リ
ー
エ
が
い
な
い
わ
け
は
な
い
わ
、
と
す
ぐ
に
考
え
、
仕
度
を
す
る
と
、
子
ど
も
を
連
れ
戻
し
に
あ
ば
ら
や
か
ら
よ
ろ
め

き
出
た
。
す
る
と
ま
あ
仰
天
も
し
、
腹
も
立
っ
た
が
、
こ
と
も
あ
ろ
う
に
教
会
墓
地
で
踊
り
狂
っ
て
い
る
中
に
彼
女
の
マ
リ
ー
エ
が
い

る
で
は
な
い
か
。
そ
こ
で
、「
あ
た
し
に
随つ

い
て
と
っ
と
と
家
に
帰
る
ん
だ
よ
」
と
厳
し
く
命
じ
た
。
と
こ
ろ
が
娘
は
こ
う
叫
ん
だ
。

「
あ
ら
、お
っ
母
さ
ん
、お
月
様
が
ま
だ
こ
ん
な
に
明
る
く
綺
麗
に
照
っ
て
る
じ
ゃ
な
い
。
先
に
行
っ
て
て
、あ
た
し
、す
ぐ
帰
る
か
ら
」。

─
婆
さ
ん
は
萎し

な

び
た
両
手
を
天
に
挙
げ
、
頭
に
ざ
ん
ば
ら
で
垂
れ
下
が
っ
た
白
髪
を
振
り
乱
し
、
荒
荒
し
い
声
音
で
怒
鳴
っ
た
。

「
あ
あ
、
お
ま
え
の
よ
う
な
や
く
ざ
な
子
は
明
る
い
月
の
中
に
ず
う
っ
と
ず
う
っ
と
坐す

わ

り
続
け
て
、
あ
っ
ち
で
い
つ
ま
で
も
忌
忌
し
い

糸シ
ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
を
や
っ
て
る
が
い
い
さ
。
悪
魔
と
悪
魔
の
祖ば

あ母
様
の
名
に
か
け
て
」。
婆
さ
ん
は
こ
う
呪
い
を
吐
く
な
り
、
ば
っ
た
り

倒
れ
て
死
ん
で
し
ま
っ
た
。
マ
リ
ー
エ
は
と
い
え
ば
嘆
き
悲
し
む
遑い

と
ま

も
あ
ら
ば
こ
そ
、
糸
繰
り
車
も
ろ
と
も
さ
あ
っ
と
月
の
中
へ
連

れ
て
行
か
れ
、
今
で
も
そ
こ
に
坐
っ
て
、
考
え
て
、
紡
い
で
い
る
。

─
月
が
皓こ

う
こ
う皓

と
輝
い
て
い
る
時
に
は
、
と
て
も
は
っ
き
り
そ

の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
紡
い
だ
こ
の
上
も
な
く
繊
細
な
糸
を
彼
女
は
月
か
ら
下
界
へ
撒
き
散
ら
す
。
さ
よ
う
、

糸シ
ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
が
終
わ
る
春
の
初
め
と
、
糸シ

ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
が
始
ま
っ
て
宵
が
ど
ん
ど
ん
長
く
な
る
秋
に
。
晴
天
の
日
中
、
風
が
こ
の
糸

を
あ
ち
こ
ち
へ
吹
き
飛
ば
し
、
糸
は
ふ
わ
ふ
わ
空
中
を
漂
い
、
繁し

げ

み
か
ら
繁
み
へ
、
花
か
ら
花
へ
、
虹
の
七
色
に
輝
き
な
が
ら
巡
っ
て

行
く
。
人
人
は
こ
れ
を
ママ

リ
ー
エ
ン
フ
ェ
ー
デ
ン

リ
ー
エ
の
糸
、
ママ

リ
ー
エ
ン
ザ
イ
デ

リ
ー
エ
の
絹
、
翔

フ
リ
ー
ゲ
ン
ダ
ー
・
ゾ
ン
マ
ー

ぶ

夏
と
呼
ん
で
い
る
。

（　

）
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三
三
四　

ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ー

　

ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ー
は
小
さ
な
町
で
、
そ
の
名
は
す
ぐ
傍
に
渺び

ょ
う
ぼ
う茫

と
拡
が
る
湖
に
拠よ

る
。
こ
の
町
が
で
き
る
前
、
こ
の
大
き
な
湖
が

誕
生
す
る
前
、
こ
の
場
所
に
は
巨
城
が
建
っ
て
い
た
が
、
一
夜
に
し
て
だ
れ
も
か
れ
も
一
緒
く
た
に
沈
ん
で
し
ま
っ
た
。
残
さ
れ
た
の

は
ア
ー
レ
ン
ト
な
る
男
と
そ
の
妻
だ
け
。
彼
ら
は
城
か
ら
か
な
り
離
れ
た
と
こ
ろ
に
い
て
、
沈
む
光
景
を
目
撃
し
た
の
で
あ
る
。
突
然

ば
り
ば
り
ざ
あ
ざ
あ
と
い
う
物
凄
い
音
を
耳
に
し
た
妻
が
夫
に
向
か
っ
て
「
ア
ー
レ
ン
ト
、
見ゼ

ーて
」
と
叫
び
、
洪
水
が
襲
い
掛
か
ら
な

い
内
に
二
人
で
急
い
で
逃
げ
延
び
た
。
後
に
彼
ら
は
口
を
揃そ

ろ

え
て
、
洪
水
が
あ
っ
と
い
う
間
に
住
人
も
ろ
と
も
城
全
体
を
呑
み
込
ん

だ
、
と
言
明
し
た
。
ど
う
し
て
そ
ん
な
こ
と
に
な
っ
た
か
詳
ら
か
で
な
い
が
、
城
の
住
人
の
徳
行
に
報
い
る
た
め
だ
っ
た
と
は
考
え
に

く
い
。
命
拾
い
を
し
た
夫
婦
は
そ
れ
か
ら
湖
の
岸
辺
を
開
墾
し
、
だ
ん
だ
ん
に
村
を
作
っ
た
が
、
こ
の
村
は
妻
が
夫
の
名
を
、
そ
れ
か

ら
、
見ゼ

ーて
、
と
叫
ん
だ
こ
と
か
ら
そ
の
名
が
附
い
た
。
湖
は
ベ
ル
ト
海
峡
が
氷
結
す
る
時
の
み
氷
結
す
る
。
そ
の
場
合
は
ま
ず
麵パ

ン麭
焼

き
竈か

ま
ど

の
よ
う
に
も
や
も
や
と
煙
り
始
め
、
深
部
で
は
唸う

な

る
よ
う
な
轟ご

う
お
ん音

が
、
湖
上
の
空
中
で
は
聴
く
者
を
戦
慄
さ
せ
る
咆ほ

う
こ
う哮

が
響
き

渡
る
。
太
陽
が
燦さ

ん
さ
ん燦

と
照
り
、
し
ん
と
静
ま
り
か
え
っ
て
い
る
日
に
は
時
時
、
沈
ん
だ
城
の
城
壁
と
建
物
が
湖
中
に
見
え
る
こ
と
が
あ

る
。
か
つ
て
何
人
か
が
湖
の
深
さ
を
探
ろ
う
と
思
い
立
ち
、
綱
を
下
ろ
し
た
。
す
る
と
突
然
水
中
深
く
で
綱
が
ぴ
く
ぴ
く
引
か
れ
た
。

引
き
揚
げ
て
み
る
と
、
紙
片
が
一
枚
結
び
つ
け
て
あ
り
、
そ
れ
に
ヨ
ブ
記
の
章
句
が
記
さ
れ
て
い
た
。「
な
ん
ぢ
古い

に
し
へ昔

の
世
の
道
を
行

は
ん
と
す
る
や
、
是こ

れ

あ
し
き
人
の
践ふ

み

た
り
し
も
の
な
ら
ず
や
。
彼
等
は
時
い
ま
だ
至
ら
ざ
る
に
打う

ち
た
た絶

れ
、
其そ

の

根も
と
ゐ基

は
大お

ほ
み
ず水

に
押お

し

流
さ
れ

た
り
」。

─
舟
に
乗
っ
て
い
て
こ
れ
を
読
ん
だ
者
た
ち
は
震
え
上
が
っ
て
も
く
ろ
み
を
放
棄
し
た
。
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三
三
五　

教ム
ッ
タ
ー母
エ
メ
レ
ン
ツ
ィ
ア

　

か
つ
て
ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ー
に
は
ベ
ネ
デ
ィ
ク
ト
派
の
女
子
修
道
院
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
貴
族
の
令
嬢
だ
け
の
も
の
で
、
大
層
な
名
声

を
享
受
し
て
い
た
。
建
物
は
同
地
に
現
存
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
彫
刻
で
飾
ら
れ
た
教
会
も
残
っ
て
い
る
。
宗
教
戦
争
が
初
め
て
ド
イ
ツ
に

勃
発
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
が
こ
の
地
方
で
駆
逐
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
、
こ
の
修
道
院
も
攻
撃
・
略
奪
さ
れ
そ
う
に
な
っ
た
。
し
か
し
敵
の

軍
司
令
官
は
説
得
さ
れ
て
、
女ド

ミ

ナ

子
修
道
院
長
に
は
特
別
配
慮
し
て
自
由
退
去
を
認
め
た
。
こ
の
高
貴
な
女
子
修
道
院
長
は
エ
メ
レ
ン

ツ
ィ
ア
・
フ
ォ
ン
・
リ
ー
ト
ド
ル
フ
と
い
っ
た
。
自
ら
の
自
由
退
去
が
認
め
ら
れ
た
彼
女
は
、
修
道
院
か
ら
い
く
ら
か
の
も
の
を
安
全

に
持
ち
出
す
こ
と
も
許
し
て
欲
し
い
、
と
更
に
望
ん
だ
。「
と
申
し
ま
し
て
も
、
わ
た
く
し
の
大コ

ー
ル
マ
ン
テ
ル

外
衣
で
隠
れ
る
だ
け
の
嵩か

さ

で
、
そ
れ

以
上
で
は
あ
り
ま
せ
ぬ
」
と
。
軍
司
令
官
は
、
こ
の
や
ん
ご
と
な
い
女
性
は
豪
奢
な
弥ミ

サ撒
祭
服
と
い
っ
た
法
衣
の
類
を
持
ち
出
し
た

が
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
、
と
推
量
、
躊た

め
ら躇

わ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
こ
の
願
い
を
承
知
し
た
。
な
に
し
ろ
そ
も
そ
も
肝
要
な
の

は
修
道
院
の
略
奪
だ
っ
た
の
だ
か
ら
。
さ
て
修
道
院
か
ら
歩
み
出
た
女ド

ミ

ナ

子
修
道
院
長
の
外
衣
は
体
の
周
り
か
ら
随
分
離
れ
て
も
こ
も
こ

と
膨
れ
上
が
っ
て
い
た
。
敵
方
は
「
こ
の
ご
婦
人
、
認
可
を
拡
大
行
使
し
と
る
な
。
ま
る
で
駱ら

く
だ駝

の
ご
と
き
運
搬
ぶ
り
で
は
な
い
か
」

と
心
中
考
え
た
。

─
け
れ
ど
教ム

ッ
タ
ー母

エ
メ
レ
ン
ツ
ィ
ア
が
外
衣
で
覆
っ
て
い
た
の
は
他
で
も
な
い
。
外
衣
の
下
で
十
本
の
足
が
動
い

て
い
た
。
彼
女
は
献
身
的
な
母は

は
ど
り鶏

が
雛ひ

な

た
ち
を
翼
の
下
に
匿か

く
ま

う
よ
う
に
、
修
道
院
会
衆
の
九
人
の
乙
女
た
ち
を
外
衣
の
下
に
隠
し
て

い
た
の
だ
。
乙
女
た
ち
に
危
害
不
法
が
及
ば
な
い
よ
う
に
と
。
こ
の
こ
と
で
敬け

い
け
ん虔

な
教ム

ッ
タ
ー母

エ
メ
レ
ン
ツ
ィ
ア
は
大
い
な
る
誉
れ
を
博
し

た
。
後
に
外
衣
で
乙
女
た
ち
を
覆
っ
て
い
る
彼
女
の
彫
像
が
破
壊
さ
れ
ず
に
済
ん
だ
修
道
院
附
属
教
会
の
風オ

ル
ガ
ン琴

高
廊
に
置
か
れ
た
。
そ

の
上
の
銘
。
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我
ら
ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ー
処
女
マ
リ
ア
修
道
院
会
衆
一
同

そ
し
て
そ
の
下
に
は
こ
の
よ
う
に
。

　
　
　
　
　

女ド

ミ

ナ

子
修
道
院
長
エ
メ
レ
ン
ツ
ィ
ア
・
フ
ォ
ン
・
リ
ー
ト
ド
ル
フ

　
　
　
　
　

ア
ル
ハ
イ
デ
・
フ
ォ
ン
・
ア
イ
ク
シ
ュ
テ
ッ
テ
、

　
　
　
　
　

ア
ン
ナ
・
フ
ォ
ン
・
バ
ル
デ
ン
シ
ュ
テ
ッ
テ
ン
等
等

三
三
六　

オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
の
災
厄

　

か
つ
て
皇
帝
ロ
タ
ー
ル
が
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
を
旅
し
た
時
、
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
市
当
局
は
行
幸
の
栄
誉
に
与あ

ず
か

り
た
い
、
と
思
い
、

同
輩
中
か
ら
使
節
団
を
皇
帝
の
側
近
諸
卿
に
派
遣
、
皇
帝
を
謹
ん
で
ご
招
待
申
し
上
げ
た
。
皇
帝
が
招
待
を
ご
嘉
納
あ
そ
ば
し
、
お
い

で
く
だ
さ
っ
た
の
は
い
い
が
、
お
っ
そ
ろ
し
く
沢
山
の
扈こ

じ
ゅ
う従

も
一
緒
だ
っ
た
。
こ
の
小
都
市
に
し
て
み
れ
ば
こ
れ
ほ
ど
の
数
と
は
て
ん

か
ら
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
。
と
は
い
う
も
の
の
高
貴
な
賓
客
を
慶
賀
す
る
た
め
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
悉

こ
と
ご
と

く
行
わ
れ
、

皇
帝
は
満
足
し
た
。
し
か
し
お
伴
の
連
中
の
い
く
ら
か
は
そ
う
は
行
か
ず
、
祝
祭
の
間
喧
嘩
の
火
種
を
探
し
始
め
、
あ
る
行
進
で
桶お

け

屋や

組
合
を
と
り
わ
け
嘲
弄
し
た
。
こ
の
組
合
は
醸
造
鍋
一
杯
の
麦ビ

ー
ル酒

を
運
び
な
が
ら
、
輪
舞
を
披
露
し
た
の
だ
が
。
組
合
側
は
こ
れ
に
気

を
悪
く
し
、「
太
い
丸
太
に
ゃ
太
い
楔く

さ
び

が
相
応
」〔
＝
無
礼
な
態
度
に
は
無
礼
な
お
返
し
が
当
然
〕
と
考
え
、
と
ん
と
こ
と
ん
と
ん
の

桶
屋
流
儀
で
相
手
方
を
引
っ
ぱ
た
い
た
。
叩
き
合
い
は
殴
り
合
い
に
、
殴
り
合
い
は
入
り
乱
れ
て
の
大お

お
げ
ん
か

喧
嘩
に
、
大
喧
嘩
は
戦
闘
に
発
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展
、
こ
の
戦
闘
で
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
の
住
民
の
ほ
と
ん
ど
が
斃た

お

れ
、
町
も
城
塞
も
廃は

い
き
ょ墟

と
化
し
た
。
な
ん
と
も
高
く
つ
い
た
行
幸
だ
っ

た
。

　

何
百
年
も
前
の
こ
と
だ
が
、
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
の
あ
る
醸
造
業
者
の
醸
造
用
樽た

る

に
妖
術
が
掛
け
ら
れ
、
た
だ
の
一
回
も
う
ま
く
醸か

も

せ

な
く
な
っ
た
。
こ
う
い
う
類た

ぐ
い

の
災
難
は
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
以
外
で
も
ま
た
こ
の
現
代
に
お
い
て
も
か
な
り
の
醸
造
業
者
に
起
こ
る
と

い
う
こ
と
だ
。
と
も
か
く
、
良
い
忠
告
は
高
く
つ
く
〔
＝
う
ま
い
知
恵
は
な
か
な
か
浮
か
ば
な
い
〕
し
、
良
い
麦ビ

ー
ル酒

に
は
大
枚
を
は
た

か
ね
ば
な
ら
ぬ
道
理
。
醸
造
業
者
は
あ
っ
ち
こ
っ
ち
と
対
策
を
相
談
し
て
廻
っ
た
あ
げ
く
、
正
真
正
銘
の
妖
術
使
い
の
大だ

い

先せ
ん
だ
つ達

で
、
で

き
な
い
こ
と
は
な
い
し
、
ど
ん
な
悪
霊
だ
っ
て
逆
ら
え
な
い
、
と
い
う
の
が
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
に
い
る
、
と
聞
き
込
ん
だ
。
そ
こ
で
こ

の
霊れ

い
げ
ん験

あ
ら
た
か
な
御
仁
を
呼
ん
だ
と
こ
ろ
、
早
速
や
っ
て
来
て
、
こ
の
災ペ

ッ
ヒ厄

を
至
極
独
特
な
遣
り
口
で
浄
め
に
掛
か
っ
た
。
ま
ず

摩ま

か訶
不
思
議
な
修し

ゅ
ほ
う法

を
行
い
呪
文
を
唱
え
な
が
ら
樽
を
焦
が
し
始
め
た
。
そ
れ
は
い
い
が
、
こ
の
妖
術
師
殿
、
何
か
見
落
と
し
が
あ
っ

た
に
違
い
な
い
、
そ
れ
と
も
樽
に
居
坐す

わ

っ
て
い
た
悪
霊
の
方
が
用
い
ら
れ
た
法ほ

う
り
き力

よ
り
強
か
っ
た
の
か
。
突
然
樹ペ

ッ
ヒ脂

が
樽
に
燃
え
つ

き
、
樽
の
火
が
家
に
燃
え
移
り
、
家
か
ら
通
り
全
体
が
火
事
と
な
り
、
僅
か
数
時
間
で
小
さ
な
町
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
の
三
分
の
二
以
上

が
灰か

い
じ
ん燼

に
帰
し
た
。
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
に
は
全
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
で
最
も
高
い
、
巧
み
を
凝
ら
し
た
建
築
の
教
会
塔
が
あ
っ
た
が
、

こ
の
塔
も
こ
の
壊
滅
的
大
火
の
犠
牲
に
な
っ
た
。
か
く
し
て
こ
の
浄
め
の
樹ペ

ッ
ヒ脂

＝
災ペ

ッ
ヒ厄

に
よ
り
醸
造
樽
に
潜
ん
で
い
た
妖
術
は
す
っ
か

り
残
ら
ず
極
め
て
強
力
に
阻
止
さ
れ
た
し
だ
い
。

三
三
七　

赤ロ
ー
テ
・
フ
ル
ト

い
浅
瀬

　

オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
と
こ
ろ
で
昔
血
み
ど
ろ
の
大
会
戦
が
行
わ
れ
た
。
ア
ス
カ
ニ
ア
家
の
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
と
シ
ュ
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タ
ー
デ
家
の
フ
ー
バ
ー
が
こ
の
地
で
ア
ル
ト
マ
ル
ク
の
所
有
権
を
巡
っ
て
争
っ
た
の
で
あ
る
。
ど
ち
ら
の
側
で
も
夥

お
び
た
だ

し
い
兵

つ
わ
も
の

が
死

に
、
そ
の
血
が
広
く
大
地
を
赤
く
染
め
、
ク
リ
ア
と
い
う
小
川
も
同
様
だ
っ
た
。
そ
の
辺
り
の
土
は
い
ま
だ
に
真
っ
赤
で
、
こ
の
小
川

は
ク
ル
ン
ケ
村
の
近
く
で
は
今
日
に
至
る
ま
で
「
赤ロ

ー
テ
・
フ
ル
ト

い
浅
瀬
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

別
の
伝
説
に
よ
れ
ば
赤
い
大
地
と
赤
い
浅
瀬
の
由
来
は
こ
う
で
あ
る
。
遙
か
昔
、
二
つ
の
勇
ま
し
い
小
都
市
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
と

ゼ
ー
ハ
ウ
ゼ
ン

─
相
互
に
ご
く
近
接
し
て
い
て
、
両
市
を
結
ぶ
道
に
は
村
が
無
い

─
の
間
に
恐
ろ
し
い
会
戦
が
行
わ
れ
た
の

だ
、
と
。
こ
の
戦
い
で
オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク
の
指
揮
官
は
、
町
中
探
し
て
も
馬
が
全
く
無
か
っ
た
も
の
だ
か
ら
、
牡お

う
し牛

に
乗
っ
て
戦
場
に

出
た
由
。
ド
イ
ツ
近
傍
の
「
赤
い
土
」
に
つ
い
て
も
似
た
よ
う
な
大
会
戦
の
伝
承
が
あ
る
。

三
三
八　

同
時
に
二
人
の
妻

　

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
が
二に

に
ん人

妻
を
持
っ
て
い
た
伝
説
は
周
知
の
こ
と
だ
が
、こ
の
伝
説
が
そ
の
ま
ま
谺こ

だ
ま

と
な
っ

て
返
っ
た
よ
う
な
話
が
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
に
あ
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
ま
い
。「
草イ

ン
・
デ
ア
・
ヴ
ィ
ッ
シ
ェ

地
界
隈
」
と
呼
ば
れ
る
地
域
の
ア

ウ
ロ
ー
ゼ
ン
に
ヤ
ー
ゴ
ウ
一
族
の
あ
る
殿
が
住
ん
で
い
た
。
彼
は
極
め
て
敬け

い
け
ん虔

で
神
を
畏
敬
す
る
人
物
だ
っ
た
の
で
、
こ
う
し
た
心
情

が
命
じ
る
ま
ま
、
故
郷
と
妻
子
の
許
を
去
り
、
不
信
の
輩

と
も
が
ら

─
そ
の
頃
は
と
り
わ
け
ト
ル
コ
人
が
こ
う
呼
ば
れ
て
い
た

─
と
の

戦
い
に
赴
い
た
。
し
か
し
な
が
ら
か
の
地
で
奴
隷
と
さ
れ
、
そ
れ
か
ら
、
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
伝
説
が
物
語
る
こ
と
全
て
が
寸
分
の

違
い
も
な
く
彼
の
身
に
も
生
じ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
虜り

ょ
し
ゅ
う囚

、
園
丁
仕
事
、
高
貴
な
ト
ル
コ
女
性
と
の
恋
、
結
婚
の
約
束
、
逃
亡
、

教
皇
の
特と

く
ゆ
う宥

、
最
後
に
故
郷
へ
の
帰
還
で
あ
る
。
あ
る
年
の
洗
足
木
曜
日
の
こ
と
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
豌え

ん
ど
う豆

と
干ひ

だ
ら鱈

の
食し

ょ
く
ぜ
ん膳

に

着
い
て
い
た
ヤ
ー
ゴ
ウ
の
奥
方
は
愛い

と

し
い
背
の
君
の
こ
と
を
想
っ
て
い
た
。
す
る
と
そ
の
時
不
意
に
ご
当
人
が
素
晴
ら
し
く
麗
し
い
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女に
ょ
に
ん人

を
同
伴
し
て
彼
女
の
目
の
前
に
現
れ
た
。
さ
あ
、
心
か
ら
の
大
喜
び
で
あ
る
。
二
人
の
妻
は
互
い
に

─
ド
イ
ツ
と
東
洋
の
グ

ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
夫
人
と
同
様

─
ま
こ
と
に
仲
の
良
い
お
友
だ
ち
に
な
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
親
愛
の
情
は

─
多
く
の
者
が
そ
う

主
張
し
て
い
る

─
両
人
が
死
を
迎
え
る
ま
で
い
か
な
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
変
わ
ら
な
か
っ
た
。
今
で
も
な
お
か
の
ト
ル
コ
女
性
の

肖
像
画
が
ヤ
ー
ゴ
ウ
家
の
先
祖
ら
の
中
に
見
ら
れ
る
。
さ
て
、
無
事
安
泰
に
帰
郷
し
た
ば
か
り
で
な
く
、
以
後
も
ず
っ
と
〔
家
庭
不
和

無
く
〕
無
事
安
泰
の
ま
ま
で
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ヤ
ー
ゴ
ウ
の
殿
は
嬉
し
く
て
な
ら
ず
、
洗
足
木
曜
日
に
自
ら
を
永と

わ久
に
記
念
し

て
貧
民
へ
の
喜
捨
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
施
す
食
物
は
豌
豆
と
干
鱈
だ
っ
た
が
、
腊ベ

ー
コ
ン肉

と
麵パ

ン麭
を
お
ま
け
に
添
え
た
。
以
来
数
千
も
の

貧
民
が
そ
の
日
そ
こ
で
十
二
分
に
満
腹
し
た
。
ト
ル
コ
人
の
奥
方
は
生
涯
を
終
え
る
と
大

グ
ロ
ー
ス

ガ
ル
ツ
〔
の
教
会
〕
の
地
下
納
骨
堂
に
葬

ら
れ
た
。
彼
女
の
体
は
木ミ

イ

ラ
乃
伊
に
な
っ
て
い
て
、
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
か
つ
て
同
教
会
の
墓
碑
の
一
つ
に
は
騎
士
〔
＝
グ
ラ
イ
ヒ
ェ

ン
伯
爵
〕
の
二
人
妻
が
並
ん
で
い
る
図
が
彫
ら
れ
て
い
た
。
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
が
二
人
妻
の
間
に
立
っ
て
い
る
墓
碑

─
エ
ア
フ

ル
ト
大
聖
堂
所
在

─
の
よ
う
に
。

三
三
九　

乙
女
ロ
ー
レ
ン
ツ

　

タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
の
近
く
に
昔
広こ

う
か
つ闊

な
大
森
林
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
ロ
ー
レ
ン
ツ
な
る
乙
女
の
所
領
だ
っ
た
。
森
は
と
て
も
広

か
っ
た
の
で
、
領
主
で
あ
る
乙
女
が
あ
る
日
散
策
に
出
掛
け
た
と
こ
ろ
、
道
に
踏
み
迷
い
、
自
分
が
ど
こ
に
い
る
の
や
ら
さ
っ
ぱ
り
分

か
ら
な
く
な
っ
た
。
三
日
も
の
間
深
い
森
の
中
を
必
死
で
彷さ

ま
よ徨

い
歩
き
、
食
べ
る
の
は
草
の
実
の
類た

ぐ
い

、
飲
む
の
は
そ
ち
こ
ち
の
細せ

せ
ら
ぎ流

の
水
。
な
に
と
ぞ
お
助
け
を
、
と
数あ

ま
た多

た
び
天
に
訴
え
た
の
に
、
二
度
と
再
び
こ
の
森
か
ら
出
ら
れ
ず
、
こ
こ
で
死
な
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
、
と
思
い
詰
め
た
ほ
ど
。
と
こ
ろ
が
な
ん
と
、
乙
女
が
三
日
目
に
ま
た
ひ
た
む
き
に
祈
り
を
捧
げ
る
と
、
牡エ

ル

ヒ
篦
鹿
の
よ
う
に
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大
き
な
枝
角
を
持
っ
た
一
頭
の
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
が
出
現
、
い
と
も
人
懐
こ
げ
な
様
子
で
近
づ
い
て
来
る
と
、
乙
女
の
前
で
頭
を
屈
め
、
あ
れ
あ

れ
と
い
う
間
も
な
く
そ
の
巨
大
な
角
で
彼
女
を
地
面
か
ら
掬す

く

い
上
げ
、
背
中
に
乗
せ
る
と
、
ず
ん
ず
ん
歩
き
始
め
、
深
い
森
の
中
を
進

み
に
進
ん
で
行
っ
た
が
、
足
取
り
は
い
か
に
も
優
し
く
、
乙
女
を
運
ぶ
の
が
誇
ら
か
な
風
情
だ
っ
た
。
そ
し
て
と
う
と
う
木
の
繁し

げ

み
が

ま
ば
ら
に
な
っ
て
来
て
、
や
が
て
森
か
ら
出
る
と
、
目
の
前
に
タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
の
幾
つ
も
の
市
門
が
見
え
た
。
こ
う
し
て
乙
女

ロ
ー
レ
ン
ツ
は
無
事
に
我
が
家
に
戻
れ
た
の
で
、
早
速
誓
い
を
実
行
し
た
。
森
の
か
な
り
の
部
分
を
タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ
の
ニ
コ
ラ
ウ

ス
教
会
に
寄
進
し
、
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
枝
角
に
乗
っ
て
い
る
自
分
の
木
像
を
上
手
に
造
ら
せ
て
教
会
に
安
置
し
た
。
こ
の
木
像
を
教
会
が
し
か

と
建
っ
て
い
る
限
り
い
つ
い
つ
ま
で
も
保
存
す
る
よ
う
に
、
と
指
示
し
て
。
時
代
の
嵐
に
少
な
か
ら
ず
損
な
わ
れ
、
変
形
し
た
に
も
関

わ
ら
ず
、
建
物
は
今
日
に
至
る
ま
で
存
在
し
て
お
り
、
彫
像
も
い
ま
な
お
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
教
会
は
施
療
院
に
な
り
、
そ
の
造
形

装
飾
は
悉

こ
と
ご
と

く
撤
去
さ
れ
た
り
壊
さ
れ
た
り
し
た
の
だ
が
、
乙
女
ロ
ー
レ
ン
ツ
の
像
だ
け
は
そ
れ
を
免
れ
て
生
き
延
び
て
い
る
。
乙
女

自
身
が
人
知
れ
ず
そ
の
木
像
を
庇
護
し
て
い
る
か
に
思
わ
れ
る
。
だ
れ
か
が
不ふ

て
い逞

に
も
牡ヒ

ル
シ
ュ

角
鹿
の
枝
角
に
何
か
を
ぶ
ら
下
げ
よ
う
と
す

る
と
、
ご
ろ
ご
ろ
と
異
様
な
騒
音
が
起
こ
る
の
だ
。
グ
ロ
ー
プ
レ
ー
ベ
ン
村
と
ベ
ル
ス
ド
ル
フ
村
の
間
に
拡
が
る
全
地
域
は
乙
女
ロ
ー

レ
ン
ツ
が
か
つ
て
教
会
に
寄
進
し
た
も
の
で
、
現
在
は
も
は
や
森
な
ど
な
く
、
ず
っ
と
ロロ

ー
レ
ン
ツ
フ
ェ
ル
ト

ー
レ
ン
ツ
の
野
と
呼
ば
れ
続
け
て
い
る
。

訳
注

	

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
領
に
は　

im
 W

aldeckischen.　

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
クW

aldeck

は
十
四
世
紀
以
降
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
独
立
伯
爵
領
。
一
七
一
二
年
か
ら
一

九
一
八
年
ま
で
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
侯
国Fürstentum

 W
aldeck-Pyrm

ont

。
侯
国
は
二
つ
の
部
分

─
か
つ
て
の
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
爵
領

（
現
ヘ
ッ
セ
ン
州
北
部
）
と
飛
び
地
で
あ
る
よ
り
小
さ
い
ピ
ル
モ
ン
ト
伯
爵
領
（
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
）
─
か
ら
構
成
さ
れ
た
。
首
邑
は
当
初

エ
ー
ダ
ー
河
畔
の
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
城
、
一
六
五
五
年
以
降
ア
ロ
ル
ゼ
ン
（
現
バ
ー
ト
・
ア
ロ
ル
ゼ
ン
）。
尤
も
古
く
は
ラ
ン
ダ
ウ
や
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
を
根

拠
地
と
し
た
家
系
も
あ
っ
た
。

）（（
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ヴ
ェ
ッ
タ
ー
城ブ

ル
ク　

W
etterburg.　

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
郡
の
保
養
地
バ
ー
ト
・
ア
ロ
ル
ゼ
ン
の
一
部
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ

ル
ク
に
城フ

ォ

ー

ア

ブ

ル

ク

壁
外
部
の
建
物
（
一
五
七
六
年
建
築
）
が
現
存
。
か
つ
て
存
在
し
た
城
塞
は
山
城
で
、
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
に
よ
っ
て
一
三
〇

六
年
築
か
れ
た
。
三
十
年
戦
争
中
既
に
廃
墟
に
な
っ
た
由
。

	
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世　

Phillip II., Graf zu W
aldeck.　

ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
二
世Phillip II., Graf 

von W
aldeck-Eisenberg 

（
一
四
五
三
─
一
五
二
四
）。
彼
は
末
弟
に
生
ま
れ
、
も
と
も
と
聖
職
者
に
な
る
定
め
だ
っ
た
が
、
同
名
の
兄
（
ヴ
ァ
ル
デ
ッ

ク
伯
フ
ィ
リ
ッ
プ
一
世
）
が
一
四
七
五
年
没
す
る
と
聖
職
を
放
棄
、
ま
だ
幼
児
だ
っ
た
甥
ハ
イ
ン
リ
ヒ
の
摂
政
と
し
て
伯
爵
領
を
支
配
、
一
四
八
六
年
甥

と
伯
爵
領
を
分
割
、
自
分
は
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
伯
爵
と
な
り
、
甥
は
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン
グ
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
八
世
と
な
る
。

一
四
九
九
年
ア
イ
ゼ
ン
ベ
ル
ク
で
豊
か
な
金
鉱
脈
が
発
見
さ
れ
た
。

	

マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト　

Erzbischof A
lbrecht von M

ainz.　

ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（
一
四
九
〇
─
一
五
四
五
）。

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
選
帝
侯
ヨ
ー
ハ
ン
・
ツ
ィ
ー
チ
ェ
ロ
の
第
二
子
。
一
五
一
三
年
二
十
三
歳
の
若
さ
で
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
。
一
五
一
四
年

─
複

数
の
司
教
職
就
任
を
禁
ず
る
教
会
法
に
反
し

─
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
（
選
帝
侯
で
も
あ
る
）
に
も
な
る
。
一
五
一
八
年
枢
機
卿
。
ド
イ
ツ
に
お
け
る
免
罪

符
販
売
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
三
二
参
照
）
の
擁
護
者
か
つ
最
高
位
の
聖
職
者
と
し
て
マ
ル
テ
ィ
ン
・
ル
タ
ー
の
最
も
重
要
な
敵
手
。

	

鉄
の
手
の
騎
士
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン　

Ritter Götz von Berlichingen m
it der eisernen H

and.　

ゴ
ッ
ト
フ
リ
ー
ト
（
＝
「
ゲ
ッ

ツ
」）・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
・
ツ
ー
・
ホ
ル
ン
ベ
ル
クGottfried （=,Götz ,

） von Berlichingen zu H
ornberg （

一
四
八
〇
頃
─
一
五
六
二
）。 

ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
（
現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
）
の
領
主
一
族
の
生
ま
れ
。
一
五
一
七
年
コ
ン
ラ
ー
ト
・
シ
ョ
ッ
ト
騎
士
か
ら
ホ
ル
ン
ベ
ル

ク
城
（
現
バ
ー
デ
ン
＝
ヴ
ュ
ル
テ
ン
ベ
ル
ク
州
の
小
邑
ネ
カ
ー
ツ
ィ
ン
メ
ル
ン
に
あ
る
）
を
買
い
取
り
、
居
城
と
し
た
。
八
十
余
歳
で
没
し
た
の
も
こ
こ
。

彼
の
生
涯
は
戦
争
稼
業
に
終
始
し
た
、
と
言
え
よ
う
。
一
五
〇
四
年
の
あ
る
戦
い
で
蛇カ

ル
バ
リ
ン砲

〔
＝
野フ

ェ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ン
ゲ

戦
用
蛇
砲=

長
砲
身
軽
量
野
砲
〕
の
砲
弾
に
よ
り
右
手

首
を
失
っ
た
が
、
そ
の
後
精
巧
な
鉄
製
の
義
手
を
着
け
た
。「
鉄
の
手
の
」m

it der eisernen H
and 

と
い
う
添
え
名
は
こ
の
こ
と
に
よ
る
。
ゲ
ー
テ
の

戯
曲
『
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
』Götz von Berlichingen

（1773

）
の
主
人
公
は
彼
を
モ
デ
ル
と
し
た
も
の
だ
が
、
英
雄
化
さ
れ
て
い
る
。

 

　

自
伝
が
あ
る
。Götz von Berlichingen: Lebensbeschreibung des Ritters Götz von Berlichingen m

it der eisernen H
and. U

nveränderter 
N

achdruck der A
usgabe N

ürnberg, Felssecker, 1731. M
it V

orw
ort von H

ans Freiherr von Berlichingen und H
einz-Eugen 

Schram
m

. W
eidlich-Reprints, Frankfurt am

 M
ain 1980. 

な
ど
。
邦
訳
。
ゲ
ッ
ツ
・
フ
ォ
ン
・
ベ
ル
リ
ヒ
ン
ゲ
ン
著
／
藤
川
芳
朗
訳
『
鉄
腕
ゲ
ッ

ツ
行
状
記　

あ
る
盗
賊
騎
士
の
回
想
録
』、
白
水
社
、
二
〇
〇
八
年
。

	

ダ
ー
ル
ハ
イ
ム
〔
修
道
院
〕　D

ahlheim
.　

パ
ー
ダ
ー
ボ
ル
ン
領
主
司
教
領
に
あ
っ
た
修
道
院
。
こ
の
近
く
で
ゲ
ッ
ツ
一
味
は
伯
爵
一
行
を
襲
っ
た
。

	

コ
ー
ブ
ル
ク　

Coburg.　

現
バ
イ
エ
ル
ン
州
北
部
オ
ー
バ
ー
フ
ラ
ン
ケ
ン
行
政
管
区
の
歴
史
あ
る
都
市
。

）（（）（（）（（）（（）（（）（（
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二
十
週
間
に
及
ぶ
拘
留　

H
aft von zw

anzig W
ochen.　

前
掲
自
伝
訳
注
に
よ
れ
ば
、
伯
爵
は
一
五
一
六
年
四
月
十
一
日
に
ゲ
ッ
ツ
の
捕
虜
と
な
り
、

解
放
さ
れ
た
の
は
同
年
九
月
二
日
。
八
千
グ
ル
デ
ン
の
身
代
金
と
四
百
グ
ル
デ
ン
の
利
息
の
支
払
い
に
関
し
て
相
互
が
了
解
に
達
し
た
の
は
ほ
ぼ
一
年
後

の
由
。
ゲ
ッ
ツ
は
こ
の
私フ

ェ
ー
デ闘

に
よ
り
生
涯
で
最
高
額
を
稼
い
だ
。

	

聖デ
ィ
ー
・
ハ
イ
リ
ゲ
・
フ
ェ
ー
メ

な
る
結
社　

 die heilige Fem
e.　

中
世

─
十
三
世
紀
か
ら
十
五
世
紀
半
ば
辺
り
ま
で

─
と
り
わ
け
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
地
方
で
行
わ
れ

た
秘
密
裁
判
、
あ
る
い
は
そ
の
主
体
。「
フ
ェ
ー
メ
」Fem

e

と
は
中
世
北
ド
イ
ツ
語
で
「
結
社
」「
団
体
」
の
意
。
法
の
裁
き
を
逃
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、

そ
う
見
倣
さ
れ
た
人
物
を
召
喚
、
一
人
の
秘フ

ラ
イ
グ
ラ
ー
フ

密
裁
判
長Freigraf

と
十
二
人
か
ら
七
人
の
秘フ

ラ
イ
シ
ェ
ッ
フ
ェ

密
陪
席
判
事Freischöffe

か
ら
構
成
さ
れ
た
非
公
開
の
法
廷

で
裁
判
し
、
有
罪
と
決
ま
れ
ば
、
最
寄
り
の
木
で
絞
首
刑
に
し
た
。
召
喚
状
を
三
度
ま
で
無
視
し
て
も
有
罪
と
さ
れ
た
。
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
四
世

に
裁
判
権
を
公
許
さ
れ
た
由
。
実
は
十
九
世
紀
ま
で
存
続
し
た
ら
し
い
が
、
法
律
改
革
が
進
行
し
た
結
果
、
衰
退
、
湮
滅
し
た
。

	

フ
ォ
ル
ク
マ
ー
ル
ゼ
ン　

V
olkm

arsen.　

現
ヘ
ッ
セ
ン
州
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
＝
フ
ラ
ン
ケ
ン
ベ
ル
ク
郡
の
小
都
市
。

	

「
葦あ

し
は
ら原

に
皇
帝
秘
密
裁
判
の
畏
敬
す
べ
き
王
立
法
廷
」　„vff dem

 ride die w
irdige königliche D

ingstatt des kaiserlichen freienstuls

„.　

原
文

は
上
記
の
通
り
。,ride ,

は
「
葦
原
」
と
訳
さ
ず
「
湿
地
」「
開
墾
地
」
で
も
よ
か
ろ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
市
壁
外
部
の
人
気
の
な
い
場
所
。

	

「
真
正
な
る
秘
密
陪
席
判
事
ら
と
聖
な
る
秘
密
検
察
官
八
人
」　„die echten rechten freischöffen und procuratoren der heiligen heim

lichen 
achte

„.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

	

騎
士
道
小
説
『
ク
ル
ト
・
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
あ
る
い
は
目
に
見
え
ぬ
上
長
た
ち
』
で　

im
 Ritterrom

ane: K
urt von der 

W
etterburg oder die unsichtbaren O

beren.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

	

ピ
ル
モ
ン
ト　

Pyrm
ont.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
ー
メ
ル
ン
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
郡
の
保
養
地
バ
ー
ト
・
ピ
ル
モ
ン
ト
。
古
代
ロ
ー
マ
時
代
か
ら
薬
効

の
あ
る
温
泉
で
知
ら
れ
て
い
る
。
か
つ
て
の
ピ
ル
モ
ン
ト
伯
爵
領
の
首
邑
。
な
お
同
伯
爵
領
は
一
六
二
五
年
ヴ
ァ
ル
デ
ッ
ク
伯
爵
家
に
相
続
さ
れ
た
。

	

ケ
ル
ス
キ
族
の
ヘ
ル
マ
ン　

H
erm

ann der Cherusker.　

ゲ
ル
マ
ン
人
の
一
部
族
ケ
ル
ス
キ
族
の
族
長
（
前
一
六
─
後
二
一
）。
ロ
ー
マ
側
か
ら
は
ア

ル
ミ
ニ
ウ
ス
と
呼
ば
れ
た
。
帝
政
ロ
ー
マ
に
よ
る
ゲ
ル
マ
ニ
ア
の
属
領
化
を
阻
止
し
た
「
ト
イ
ト
ブ
ル
ク
の
戦
い
」（
後
九
）
で
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
の
指
揮

者
と
し
て
ロ
ー
マ
の
三
軍
団
を
完
膚
無
き
ま
で
に
打
ち
破
っ
た
。
彼
の
主
導
に
よ
る
対
ロ
ー
マ
帝
国
戦
は
こ
の
後
三
回
あ
る
が
、
結
果
と
し
て
は
ロ
ー
マ

軍
を
撃
退
し
た
。

	

ト
ゥ
ス
ネ
ル
デ　

T
husnelde.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
上
記
の
ご
と
く
綴
っ
て
い
る
が
、
普
通
「
ト
ゥ
ス
ネ
ル
ダ
」T

husnelda

（
前
一
〇
頃
─
後
一
七
・

五
・
二
十
六
以
降
）。
紀
元
一
四
年
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス
指
揮
す
る
ロ
ー
マ
軍
の
ゲ
ル
マ
ニ
ア
侵
攻
の
際
息
子
共
共
捕
虜
と
な
り
、
ロ
ー
マ
へ
連
行
さ
れ
、
再
び

故
郷
を
見
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
息
子
は
剣
闘
士
に
仕
立
て
ら
れ
、
闘
技
場
で
落
命
し
た
と
の
こ
と
。

	

ヘ
ッ
セ
ン
谷タ

ー
ル　

H
essenthal.　

現
在
魅
力
あ
る
ハ
イ
キ
ン
グ
・
コ
ー
ス
と
し
て
推
奨
さ
れ
て
い
る
。

）（（）（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ペ
レ
モ
ン
ト
伯
爵
家　

die Grafen von Perem
ont.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

	

ア
エ
ル
ツ
ェ
ン　

A
erzen.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
ー
メ
ル
ン
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
郡
の
町
。
郡
庁
所
在
地
ハ
ー
メ
ル
ン
と
境
界
を
接
す
る
。

	
九
柱
戯
遊
び
を
し
た　

K
egel geschoben.　

「
九
柱
戯
遊
び
を
す
る
」K

egel schieben

。
九ケ

ー
ゲ
ル
ン

柱
戯
は
ボ
ウ
リ
ン
グ
（
十
柱
戯
）
に
似
た
競
技
。
細
長
い

円
錐
形
の
木
柱
を
九
本
方
形
（
三
列
）
に
並
べ
（
後
に
木
柱
の
形
も
並
べ
方
も
変
わ
っ
た
）、
こ
れ
に
木
製
の
球
を
転
が
し
て
ぶ
つ
け
、
倒
れ
た
木
柱
の
数

で
得
点
を
競
う
。
Ｗ
・
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
短
編
小
説
集
『
ス
ケ
ッ
チ
・
ブ
ッ
ク
』W

ashington Irving: Sketch Book of G
eoffrey Crayon. ca.1820. 

に
収
め
ら
れ
た
一
編
「
リ
ッ
プ
・
ヴ
ァ
ン
・
ウ
ィ
ン
ク
ル
」Rip van W

inkle 

で
は
、
主
人
公
の
リ
ッ
プ
が
山
中
で
九
柱
戯
を
し
て
い
る
オ
ラ
ン
ダ
風
の

古
風
な
服
装
の
男
た
ち
（
オ
ラ
ン
ダ
人
開
拓
者
た
ち
の
亡
霊
）
と
出
逢
う
。

	

ゼ
ル
ク
セ
ン　

Selxen.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
ー
メ
ル
ン
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
郡
。
一
九
七
三
年
ア
エ
ル
ツ
ェ
ン
に
編
入
。

	

死ト
ー
テ
ン
ベ
ル
ク

人
山　

T
otenberg.　

山
の
名
か
ら
し
て
も
、
文
脈
か
ら
し
て
も
、
こ
れ
は
絞
首
台
な
ど
処
刑
設
備
の
あ
る
小
高
い
丘
で
あ
ろ
う
。

	

ハ
ー
メ
ル
ン　

H
am

eln.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
ー
メ
ル
ン
＝
ピ
ル
モ
ン
ト
郡
の
都
市
。
同
郡
郡
庁
所
在
地
。
ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
に
位
す
る
。

	

鼠ね
ず
み

捕
り　

Rattenfänger.　

罠
、毒
、鼠
捕
り
用
に
仕
込
ん
だ
テ
リ
ア
な
ど
を
使
っ
て
民
家
か
ら
鼠
を
駆
除
す
る
職
業
は
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
存
在
し
た
。

	

そ
の
昔
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ハ
ッ
ト
ー
を
追
い
掛
け
た
よ
う
に　

w
ie vordessen hinter dem

 Bischof H
atto von M

ainz her.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
六
三
、
Ｄ
Ｓ

四
二
参
照
。

	

聖
な
る
殉
教
者
ヨ
ハ
ネ
と
パ
ウ
ロ
の
日　

am
 T

age Johannis und Pauli, der heiligen M
artyrer.　

六
月
二
十
六
日
。
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
一
箇
月

間
違
え
て
い
る
。

	

オ
ス
タ
ー
門ト

ー
ア　

〔
＝
東
門
〕　O
stertor.　

現
ハ
ー
メ
ル
ン
旧
市
街
を
か
つ
て
囲
ん
で
い
た
市
壁
の
ほ
ぼ
真
東
に
位
置
し
て
い
た
市
門
。

	

コ
ッ
ペ
ル
山ベ

ル
ク　

K
oppelberg.　

ハ
ー
メ
ル
ン
の
オ
ス
タ
ー
門ト

ー
ア

の
外
に
あ
る
大
き
な
丘
ら
し
い
が
、
現
在
の
地
図
で
は
見
当
た
ら
な
い
。
識
者
の
ご
高
教

を
俟
つ
。

	

太
鼓
通
り　

Bungen

（T
rom

m
el

）straße.　

Ｄ
Ｓ
二
四
五
で
は
「
太
鼓
無
し
（
調
べ
の
無
い
、
静
粛
な
）」die bunge-lose 

（trom
m

el-, tonlose, 
stille

） 

と
な
っ
て
い
る
。

	

「
光
が
漏も

れ
な
い
か
ら
森も

り

」〔
の
類た

ぐ
い

の
自
己
撞ど

う
ち
ゃ
く着

だ
が
〕　lucus a non lucendo.　
「
ル
ー
ク
ス
・
ア
・
ノ
ン
・
ル
ー
ケ
ン
ド
」
な
る
ラ
テ
ン
語
は
直
訳
す

る
と
「
光

ル
ー
ク
スlux

が
射
さ
な
い
か
ら
杜

ル
ー
ク
スlucus

」。
矛
盾
し
た
こ
じ
つ
け
語
源
説
の
例
。

	

キ
リ
ス
ト
ご
生
誕
後
一
二
八
四
年
／
ハ
ー
メ
ル
ン
に
お
い
て
、
こ
こ
に
生
を
受
け
し
／
子
ら
百
余
り
三
十
人
、
あ
る
笛
吹
き
に
連
れ
去
ら
れ
、
／
ケ
ッ
ペ

ン
の
山
下
へ
と
消
え
失
せ
た
り
。　Im

 jar 1284 na Christi gebort / tho H
am

el w
orden uthgevort / hundert vnd driczig kinder, 

dosülvest geborn, / dorch enen piper vnter den köppen verlorn.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
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ラ
テ
ン
語
で
石
に
刻
み
込
ま
れ
た　

lateinisch in Stein geschrieben.　

Ｄ
Ｓ
二
四
五
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
。「
百
三
十
人
の
子
ど
も
ら
を
魔
法
使
い

の
市
か
ら
連
れ
出
せ
し
よ
り
、
二
百
七
十
二
年
の
後
こ
の
門
は
築
か
れ
た
り
」Centum

 ter denos cum
 m

agus ab urbe puellos / duxerat ante 
annos CCLX

X
II condita porta fuit.

	

ジ
ー
ベ
ン
ビ
ュ
ル
ゲ
ン　

Siebenbürgen.　

ラ
テ
ン
語
で
「
ト
ラ
ン
シ
ル
ウ
ァ
ニ
ア
」T

ranssilvania

（
森
の
彼
方
の
地
）
に
同
じ
。
現
ル
ー
マ
ニ
ア
の

中
央
部
・
北
西
部
に
当
た
る
地
域
の
歴
史
的
名
称
。

	

宮カ
ン
マ
ー
ク
ネ
ヒ
ト

廷
使
丁
、
宮カ

ン
マ
ー
ボ
ー
テ

廷
飛
脚　

K
am

m
erknechte, K

am
m

erboten.　
「
宮カ

ン
マ
ー
ク
ネ
ヒ
ト

廷
使
丁
」
な
る
用
語
は
Ｄ
Ｓ
四
六
に
出
る
。
注
参
照
。

	

ヘ
ク
ス
タ
ー　

H
öxter.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
の
都
市
。

	

フ
ァ
イ
ト
聖
者　

der heilige V
eit.　

「
聖

ザ
ン
ク
ト

ウ
ィ
ト
ゥ
ス
」St. V

itus 

に
同
じ
。
初
期
キ
リ
ス
ト
教
殉
教
者
。
と
り
わ
け
十
三
、
四
世
紀
に
尊
崇
さ
れ
、

十
四
救
難
聖
人
の
一
人
に
数
え
ら
れ
た
。
ロ
ー
マ
皇
帝
デ
ィ
オ
ク
レ
テ
ィ
ア
ヌ
ス
（
在
位
二
八
四
─
三
〇
五
）
時
代
に
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
投
獄
さ
れ
、

ラ
イ
オ
ン
の
前
に
投
げ
出
さ
れ
、
ラ
イ
オ
ン
が
何
の
危
害
も
加
え
よ
う
と
し
な
い
の
で
、
拷
問
台
に
架
け
ら
れ
た
が
、
大
嵐
が
起
こ
っ
て
解
放
さ
れ
た
、

と
い
う
少
年
。
祝
日
は
六
月
十
五
日
。

	

肥
満
期　

Feistzeit.　

交
尾
期
を
前
に
控
え
た
時
期
。
し
か
し
「
肥
満
期
直
前
」
は
「
交
尾
期
直
前
」
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。「
交
尾
期
直
前
」
な
ら
、

牡ヒ
ル
シ
ュ

角
鹿
は
た
っ
ぷ
り
食
べ
て
肥
満
し
て
お
り
、
恋
患
い
で
窶
れ
て
い
な
い
わ
け
。

	

カ
ン
ネ　

K
anne.　

ジ
ョ
ッ
キ
。
あ
る
い
は
昔
の
液
量
単
位
（
約
一
リ
ッ
ト
ル
）。

	

がシ

ュ

マ

ー

ル

ハ

ン

ス

り
が
り
の
痩
せ
っ
ぽ
ち　

Scham
alhans.　

„Schm
alhans ist K

üchenm
eister. „

（「
がシ

ュ

マ

ー

ル

ハ

ン

ス

り
が
り
の
痩
せ
っ
ぽ
ち
が
料
理
番
頭
」）
と
は
「
喰
う
や
喰

わ
ず
の
暮
ら
し
で
あ
る
」「
飢
餓
状
態
で
あ
る
」
の
意
の
慣
用
句
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
三
三
に
も
出
る
。

	

リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
大
聖
堂
で
死
を
予
告
す
る
薔ば

ら薇
と
僧
ラ
ブ
ン
ド
ゥ
ス
の
一
身
に
起
こ
っ
た
こ
と　

W
as sich im

 D
om

e zu Lübeck zugetragen m
it 

den voraussagenden T
odesrosen und dem

 M
önche Rabundus.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
〇
八
参
照
。

	

ゴ
ッ
ケ
ル
ハ
イ
ム　

Gockelheim
.　

「
ゴ
ー
デ
ル
ハ
イ
ム
」Godelheim

 

の
誤
り
。
現
ヘ
ク
ス
タ
ー
市
の
一
部
。

	

ア
メ
ル
ン
ク
セ
ン　

A
m

elunxen.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
ヘ
ク
ス
タ
ー
郡
の
都
市
ベ
ー
ヴ
ェ
ル
ン
ゲ
ン
の
一
部
。
ヘ
ク
ス
タ
ー

の
南
西
ほ
ぼ
七
キ
ロ
。

	

オ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン　

O
ttbergen.　

現
在
ヘ
ク
ス
タ
ー
に
属
す
る
村
。

	

ヴ
ェ
ー
レ
ン　

W
ehren.　

現
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
リ
ッ
ペ
郡
ホ
ル
ン
＝
バ
ー
ト
・
マ
イ
ン
ベ
ル
ク
の
一
部
を
成
す
小
集
落
。

	

オ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ゲ
ン　

O
ttenbergen.　

前
出
「
オ
ッ
ト
ベ
ル
ゲ
ン
」O

ttbergen
。

	

こ
れ
は
最
初
の
紙
幣
だ
っ
た
の
だ
け
ど
ね　

Es w
ar das erste Papiergeld.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
ふ
ざ
け
た
解
釈
で
あ
る
。
元
来
の
伝
説
で
は
、
大
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事
な
呪
具
で
あ
る
花
束
を
置
き
去
り
に
し
た
の
で
、
宝
物
は
紙
屑
と
化
し
て
し
ま
っ
た
、
と
い
う
だ
け
の
こ
と
。

	

ダ
ッ
セ
ル　

D
assel.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
郡
の
小
都
市
。
ゾ
リ
ン
グ
山
地
北
東
縁
に
位
置
す
る
。

	
ロ
イ
ト
ホ
ル
ス
ト　

Leuthorst.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
ノ
ル
ト
ハ
イ
ム
郡
の
村
リ
ュ
ー
ト
ホ
ル
ス
トLüthorst

。
一
九
七
四
年
以
降
ダ
ッ
セ
ル

の
市
街
区
。

	

ポ
ル
テ
ン
ハ
ー
ゲ
ン　

Portenhagen.　

か
つ
て
は
小
村
。
現
在
ダ
ッ
セ
ル
の
一
部
。

	

コ
ー
エ
ン
ハ
ウ
ゼ
ン　

Coenhausen.　

未
詳
。

	

シ
ラ
ー
の
鐘
の
詩　

Schillers Gedicht von der Glocke.　

Ｆ
・
シ
ラ
ー
「
鐘
の
歌
」Friedrich Schiller: D

as Lied von der G
locke. 1799. 

を
指

す
。
た
だ
し
、
次
注
に
あ
る
よ
う
な
ラ
テ
ン
語
は
こ
の
詩
に
は
見
当
た
ら
な
い
。

	

我
は
招
く
、
生
け
る
者
を
、／
我
は
悼
む
、
死
せ
る
者
を
、／
我
は
祓は

ら

う
、
稲
妻
を
。　V

ivos voco, m
ortuos plango, fulgra frango.　

原
文
は
上
記
の

通
り
。
中
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
教
会
の
鐘
に
し
ば
し
ば
見
ら
れ
る
銘
で
あ
る
。
最
後
の
章
句
は
、
落
雷
の
多
か
っ
た
鐘
楼
が
そ
う
し
た
災
い
に
遭
わ
な
い
よ

う
に
、
と
の
願
い
で
あ
ろ
う
。

	

ブ
ラ
ー
ケ
ル　

Brakel.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
東
部
ヘ
ク
ス
タ
ー
郡
の
都
市
。

	

ヒ
ュ
ー
ネ
ン
、
ホ
イ
ネ
ン
、
あ
る
い
は
リ
ー
ゼ
ン
と
呼
ば
れ
る
巨
人
た
ち　

H
ünen, H

eunen oder Riesen.　

ヒ
ュ
ー
ネ
ン
、
ホ
イ
ネ
ン
の
同
義
語
に
は

「
フ
ン
ネ
ン
」Hunnen 

も
あ
る
。
こ
れ
は
三
七
〇
年
頃
ヴ
ォ
ル
ガ
河
の
彼
方
か
ら
出
現
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
な
だ
れ
こ
み
、パ
ン
ノ
ニ
ア（
現
ハ
ン
ガ
リ
ア
）

を
根
拠
地
と
し
て
、
短
期
間
だ
が
ド
イ
ツ
、
バ
ル
ト
海
沿
岸
に
ま
で
及
ぶ
大
帝
国
を
築
い
た
フ
ン
族
（
帝
国
最
盛
期
の
王
が
ア
ッ
テ
ィ
ラ
）
を
も
指
す
。

フ
ン
族
は
ト
ル
コ
・
モ
ン
ゴ
ル
系
の
遊
牧
民
族
集
団
だ
が
、
そ
の
一
部
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
に
記
さ
れ
た
時
日
よ
り
三
〇
〇
年
ほ
ど
前
、
後
漢
と
の
戦
い

に
敗
れ
、
西
方
へ
姿
を
消
し
た
北
匈
奴
の
末
裔
だ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
（
よ
り
詳
し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
〇
四
注
参
照
）。
い
ず
れ
に
せ
よ
兇
悍
な
蛮
族
に
対
す

る
記
憶
が
ド
イ
ツ
の
地
で
巨
人
伝
説
と
結
び
付
い
た
可
能
性
は
あ
ろ
う
。

	

リリ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ガ
ー
・
ハ
イ
デ

ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
曠
野　

Lüneburger H
aide.　

「
ハ
イ
デ
」
の
綴
り
は
現
在 ,H

eide ,

。
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
北
東
部
に
拡
が
る
荒
れ
地
。
森
林
伐

採
の
た
め
土
地
が
涸
渇
、
僅
か
な
灌
木
し
か
生
え
て
い
な
い
。
八
月
上
旬
に
は
エ
リ
カ
が
赤
紫
の
花
を
咲
か
せ
る
た
め
、
現
代
で
は
多
く
の
観
光
客
が
訪

れ
る
。

	

ゲ
ー
ス
地
域　

Geeßgegend.　

北
西
ド
イ
ツ
沿
海
部
の
高
燥
不
毛
な
土
地
を
「
ゲ
ー
ス
ト
ラ
ン
ト
」Geestland 

と
い
う
が
、
こ
れ
の
誤
記
か
。

	

リ
ン
ゲ
ン
下

ニ
ー
ダ
ー

伯グ
ラ
ー
フ
シ
ャ
フ
ト

爵
領　

N
iedergrafschaft Lingen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
五
八
注
参
照
。

	

ビ
ュ
ル
ツ
ェ
ン
ベ
ッ
ト　

Bülzenbett.　

北
ド
イ
ツ
方
言
で
ド
ル
メ
ン
、
す
な
わ
ち
巨
人
墳
墓
を
「
ブ
ル
テ
ン
ベ
ッ
ト
」Bultenbett 

と
称
す
る
。「
ブ
ル

ト
」Bult

「
ブ
ル
テ
」Bulte

「
ビ
ュ
ル
テ
」Bülte

と
は
草
の
生
え
た
小
丘
の
こ
と
。
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ラ
ン
メ
ル
ス
ロ
ー　

Ram
m

elsloh.　

ハ
ン
ブ
ル
ク
南
方
三
〇
キ
ロ
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ガ
ー
・
ハ
イ
デ
北
部
に
あ
っ
た
村
ラ
ー
メ
ル
ス
ロ
ーRam

elsloh

。

中
世
こ
こ
に
聖
堂
が
建
立
さ
れ
た
。
現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ハ
ー
ル
ブ
ル
ク
郡
の
都
市
ゼ
ー
フ
ェ
タ
ー
ル
の
一
部
。

	
エ
ッ
ツ
ェ
ル
王　

K
önig Etzel.　

『
ニ
ー
ベ
ル
ン
ゲ
ン
の
歌
』
で
ジ
ー
ク
フ
リ
ー
ト
の
妻
だ
っ
た
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
の
二
度
目
の
夫
と
な
る
こ
の
王
は
、

フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
（
四
〇
六
？
─
四
五
三
）
の
こ
と
と
さ
れ
る
。
エ
ッ
ツ
ェ
ル
は
不
本
意
な
が
ら
妃
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
の
復
讐
に
追
随
し
、
フ
ン

族
の
戦
士
ら
は
招
待
客
で
あ
る
ブ
ル
グ
ン
ト
王
グ
ン
テ
ル
（
ク
リ
ー
ム
ヒ
ル
ト
の
兄
）
の
扈
従
の
騎
士
た
ち
を
殺
す
。
エ
ッ
ツ
ェ
ル
王
の
許
に
身
を
寄
せ

て
い
た
ベ
ル
ン
の
デ
ィ
ー
ト
リ
ヒ
も
家
臣
等
と
共
に
や
む
な
く
こ
の
闘
い
に
参
加
し
、
自
他
共
に
夥
し
い
犠
牲
者
を
出
す
。
四
〇
〇
年
以
降
ラ
イ
ン
河
畔

中
部
に
存
在
し
た
ブ
ル
グ
ン
ト
族
の
王
国
を
、
西
ロ
ー
マ
帝
国
の
軍
司
令
官
ア
エ
テ
ィ
ウ
ス
の
指
図
で
フ
ン
族
の
補
助
部
隊
が
四
三
六
年
に
滅
ぼ
し
た
が
、

そ
の
た
め

─
こ
れ
と
は
関
係
な
い

─
フ
ン
族
の
王
ア
ッ
テ
ィ
ラ
が
ド
イ
ツ
英
雄
伝
説
の
主
要
人
物
と
な
っ
た
よ
う
だ
。

	

アア

ー

メ

ル

ン

ゲ

ン

ー
メ
ル
ン
グ
一
族　

A
m

elungen.　
「
ア
ー
メ
ル
ン
グ
の
人
人
」
と
も
邦
訳
さ
れ
る
。
ド
イ
ツ
英
雄
伝
説
の
主
要
人
物
東
ゴ
ー
ト
王
ベ
ル
ン
の
デ
ィ
ー

ト
リ
ヒ
と
そ
の
家
臣
た
ち
の
こ
と
。「
ア
ー
マ
ラ
ー
」A

m
aler 

は
東
ゴ
ー
ト
族
の
王
族
名
。

	

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
地
方　

Land Braunschw
eig.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
東
部
。
ほ
ぼ
か
つ
て
の
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
国
の
中
核

に
当
た
る
。
首
邑
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
市
。
テ
ィ
ル
・
オ
イ
レ
ン
シ
ュ
ピ
ー
ゲ
ル
や
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
に
纏
わ
る
伝
説
の
舞
台
。
な
お
ブ
ラ
ウ

ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
の
起
源
に
つ
い
て
の
伝
説
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
五
五
に
あ
る
。

	

ヒ
ッ
ツ
ア
ッ
カ
ー　

H
itzacker.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
リ
ュ
ッ
ホ
＝
ダ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
郡
の
町
。
エ
ル
ベ
河
畔
に
位
置
す
る
。
三
千
年
以
上
前
か
ら

人
が
定
住
。
八
世
紀
に
は
ス
ラ
ヴ
族
が
現
旧
市
街
を
見
下
ろ
す
葡
萄
山
の
上
に
城
塞
を
築
い
て
い
る
。
元
来
重
要
な
交
易
地
と
し
て
発
達
、
や
が
て
町
が

建
設
さ
れ
た
模
様
で
あ
る
。

	

ア
ー
ヘ
ン
の
ハ
イ
ン
ツ
ヒ
ェ
ン　

H
einzchen zu A

achen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
八
参
照
。

	

ド
ス
テ
ン
と
ド
ラ
ン
ト　

D
osten und D

orant.　

ド
ス
テ
ン
は
学
名
オ
リ
ガ
ヌ
ム
・
ヴ
ル
ガ
ー
レoriganum

 vulgare

。
花
薄
荷
（
オ
レ
ガ
ノ
あ
る
い

は
マ
ヨ
ナ
ラ
）
な
い
し
瑠る

り
ち
し
ゃ

璃
萵
苣
（
ポ
リ
ジ
）。
ド
ラ
ン
ト
は
学
名
マ
ル
ビ
ウ
ム
・
ヴ
ル
ガ
ー
レm

arrubium
 vulgare

。
西
洋
鋸
草
（
ヤ
ロ
ウ
）。
こ
の

二
種
の
香
草
は
男
の
水
の
精
（
ニ
ク
ス
、
ヴ
ァ
ッ
サ
ー
マ
ン
）
を
祓
う
の
に
卓
効
が
あ
る
と
し
て
Ｄ
Ｓ
六
五
で
語
ら
れ
て
い
る
。

	

ヨヨ
ハ
ン
ニ
ス
ナ
ハ
ト

ハ
ネ
祭
の
夜　

Johannisnacht.　

洗
礼
者
聖
ヨ
ハ
ネ
の
祝
祭
日
（
六
月
二
十
四
日
）
の
前
夜
。

	

リ
ュ
ッ
ホ　

Lüchow
.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
北
東
部
南
ヴ
ェ
ン
ド
ラ
ン
ト
に
あ
り
、
リ
ュ
ッ
ホ
＝
ダ
ン
ネ
ン
ベ
ル
ク
郡
郡
庁
所
在
地
。
か
つ
て
こ
の

町
を
首
邑
と
し
た
リ
ュ
ッ
ホ
伯
爵
領
は
一
三
二
〇
年
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
家
の
所
有
に
帰
し
た
。
中
世
後
期
の
城
塞
の
遺
構
と

し
て
は
塔
が
一
つ
残
る
だ
け
で
、
こ
れ
は
教
会
の
鐘
楼
と
な
っ
て
い
る
。

	

エ
リ
カ　

H
aide.　

現
在
の
綴
り
は ,H

eide ,

。
躑
躅
科
エ
リ
カ
属
。
七
〇
〇
種
以
上
の
属
が
あ
る
。
英
国
の
ヒ
ー
スheath

。
ド
イ
ツ
で
は
リ
ュ
ー
ネ
ブ

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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ル
ガ
ー
・
ハ
イ
デ
、
英
国
で
は
デ
ヴ
ォ
ン
州
南
部
に
拡
が
る
ダ
ー
ト
ム
ー
ア
が
群
生
地
と
し
て
有
名
。

	

嘆ク
ラ
ー
ゲ
ヴ
ァ
イ
プ

き
女　

K
lagew

eib.　

恐
ろ
し
い
悲
嘆
の
声
を
挙
げ
て
家
人
の
死
を
予
告
す
る
妖
精
と
し
て
は
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド

─
す
な
わ

ち
ケ
ル
ト
人
居
住
地

─
の
伝
説
登
場
形
態
「
バ
ン
シ
ー
」banshee （
泣
き
女
）
が
有
名
。

	
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク　

Lüneburg.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
の
中
心
都
市
。
保
養
地
。
ハ
ン
ブ
ル
ク
南
東
五
〇
キ
ロ
に
位
置
し
、
ハ
ン
ブ
ル
ク
大
都
市
圏

に
属
す
る
。
か
つ
て
ハ
ン
ザ
同
盟
の
一
員
。
ま
た
岩
塩
採
掘
で
も
繁
栄
、
運
河
と
イ
ル
メ
ナ
ウ
川
を
利
用
し
て
ハ
ン
ブ
ル
ク
へ
送
り
出
し
て
い
た
。
ブ
ラ

ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
公
国
の
二
つ
の
重
要
都
市
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
一
つ
。

	

ズ
ュ
ル
ツ
ェ　

Sülze.　

普
通
名
詞
と
し
て
は
「
塩
水
」「
岩
塩
坑
」
の
意
。

	

ア
ー
ヘ
ン
の
ポ
ネ
レ
ン
塔

ト
ゥ
ル
ム　

Ponellenthurm
 zu A

achen.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
二
一
参
照
。

	

バ
ル
デ
ヴ
ィ
ッ
ク　

Bardew
ick.　

 

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
の
町
バ
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
クBardow

ick

。
ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ

獅デ
ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
の
支
配
下
に
あ
っ
た
が
、
公
が
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
赤バ

ル
バ
ロ
ッ
サ

髭
帝
に
反
抗
、
そ
の
報
復
と
し
て
皇
帝
か
ら
三
年
間
英
国
へ
追
放
さ
れ
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ

イ
ク
と
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
周
辺
の
僅
か
な
所
領
以
外
は
取
り
上
げ
ら
れ
た
折
、
公
に
見
棄
て
ら
れ
た
と
思
っ
た
こ
の
都
市
は
、
こ
の
追
放
の
途
次
、
公
を

迎
え
入
れ
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
一
一
八
九
年
ザ
ク
セ
ン
に
帰
還
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
は
十
月
二
十
六
日
バ
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
を
包
囲
、
最
初
は
失
敗

に
終
わ
る
か
と
思
わ
れ
た
が
、
二
十
八
日
（
二
十
九
日
と
の
説
も
あ
り
）
攻
撃
が
成
功
、
公
は
教
会
と
礼
拝
堂
を
除
き
全
市
を
破
壊
し
た
。

	

市
壁
か
ら
む
き
だ
し
の
鏡
を
吊
り
下
ろ
し
、
公
に
こ
れ
を
見
せ
つ
け
て
罵
倒
嘲
弄
し
た　

ließen den H
erzog von der M

auer herunter einen 
nackten Spiegel sehen, zum

 Schim
pf und H

ohn.　
「
あ
る
者
に
鏡
を
突
き
つ
け
る
」jm

. den Spiegel vorhalten 

な
る
慣
用
句
は
「
あ
る
者
に

そ
の
者
も
人
間
的
弱
み
に
捉
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
」
の
意
。
バ
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
市
民
は
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公
を
、
落
ち
ぶ
れ
た
身
の
程
を
知
れ
、
と

侮
辱
し
た
の
か
。
そ
し
て
公
は
、
自
分
の
真
の
恐
ろ
し
さ
を
見
せ
つ
け
て
や
ろ
う
、
と
誓
っ
た
も
の
か
。 

	

ブ
レ
ー
メ
ン　

Brem
en.　

ヴ
ェ
ー
ザ
ー
河
畔
の
定
住
地
・
渡
し
場
と
し
て
の
歴
史
は
古
く
、
紀
元
前
一
五
〇
年
の
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ア
の
地
理
学
者
も
こ

れ
に
触
れ
て
い
る
。
カ
ー
ル
大
帝
に
よ
り
七
八
七
年
司
教
座
と
さ
れ
、
八
四
五
年
大
司
教
座
に
昇
格
。
一
一
八
六
年
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
都
市
と
な
っ
た
が
、

帝
国
直
属
で
は
な
か
っ
た
。
一
二
六
〇
年
ハ
ン
ザ
同
盟
に
加
入
し
た
が
、
同
盟
内
に
お
け
る
そ
の
地
位
は
し
ば
し
ば
不
安
定
だ
っ
た
。
し
か
し
や
が
て
充

分
な
経
済
的
重
要
性
を
獲
得
し
た
ブ
レ
ー
メ
ン
は
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
の
世
俗
的
支
配
か
ら
脱
却
、
市マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

の
立
つ
広
場　
（
中
央
広
場
）
に
一
四
〇
四
年
ロ
ー

ラ
ン
ト
像
を
立
て
、
一
四
〇
九
年
市
庁
舎
を
建
設
し
た
。
現
在
自
由
ハ
ン
ザ
都
市
ブ
レ
ー
メ
ン
州
の
州
都
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
で
十
番
目
の
大
都
市
。

	

ロ
ー
ラ
ン
ツ
柱ゾ

イ
レ　

Rolandsäule.　

ブ
レ
ー
メ
ン
旧
市
街
の
中
心
で
あ
る
中
央
広
場
に
面
し
て
旧
市
庁
舎
が
あ
る
が
、
そ
の
正
面
に
盾
を
左
肩
に
吊
り
、

右
手
に
抜
き
身
の
剣
を
持
つ
英
雄
ロ
ー
ラ
ン
ト
（
中
世
英
雄
伝
説
に
よ
れ
ば
、
カ
ー
ル
大
帝
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
甥
で
そ
の
十
二
臣パ

ラ
デ
ィ
ン将

の
一
人
）
の

巨
大
な
石
像
が
立
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
ブ
レ
ー
メ
ン
市
の
自
由
と
独
立
の
象
徴
で
あ
る
。
か
つ
て
は
木
造
で
ブ
レ
ー
メ
ン
大
司
教
に
よ
っ
て
焼
か
れ
た
が
、

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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一
四
〇
四
年
石
造
り
で
再
建
さ
れ
た
。
周
囲
の
封
建
諸
侯
の
支
配
か
ら
脱
し
て
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
直
属
都
市
に
な
っ
た
諸
都
市
に
は
、
今
日
な
お
そ
の

市マ
ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

の
立
つ
広
場
に
ロ
ー
ラ
ン
ト
像
な
い
し
類
似
の
像
を
持
つ
も
の
が
少
な
く
な
い
。

 
我
の
こ
こ
に
汝な

ん
じ

ら
に
示
す
自
由
は
／
ま
こ
と
カ
ー
ル
が
諸
侯
を
ま
じ
え
ず
し
て
／
こ
の
都
市
に
与
え
し
も
の
な
り
。
／
我
は
勧
む
、
汝
ら
こ
れ
を
神
に
感

謝
せ
ん
こ
と
を
。　Friheit do ich ju openbar / D

a Carl vn m
annig fürst vorw

ar / D
eser stadt gegefen hat / D

eß danket Got ist m
in 

rath.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。

	

レ
ス
モ
ン
家
の
あ
る
女
伯　

eine Gräfin von Lesm
on.　

「
レ
ス
モ
ン
伯
爵
家
」
は
未
詳
。
ザ
ク
セ
ン
の
名
門
貴
族
ビ
ル
ン
グBillung

な
い
し
ビ
リ
ン

グBilling

伯
爵
家
の
こ
と
か
。

	

ご
く
ご
く
足
の
悪
い
不
具
者
が
そ
こ
へ
這は

い
ず
っ
て
来
て　

kroch ein äußerst lahm
er K

rüppel heran.　

こ
の
男
は
車
輪
の
附
い
た
箱
に
坐
り
、
両

手
を
使
っ
て
移
動
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
あ
る
。
た
め
に
上
半
身
と
両
腕
は
力
強
く
発
達
し
て
い
た
わ
け
。

	

オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
マ
ル
テ
ィ
ン　

Graf M
artin von O

ldenburg.　

未
詳
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
爵
領
は
ニ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
＝
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン

地
域
に
あ
っ
た
神
聖
ロ
ー
マ
帝
国
の
領
邦
の
一
つ
。
オ
ル
デ
ン
ブ
ル
ク
家
は
ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
の
封
臣
だ
っ
た
が
、
公
の
権
勢
が
フ
リ
ー

ド
リ
ヒ
赤バ

ル
バ
ロ
ッ
サ

髭
帝
に
よ
っ
て
失
墜
し
た
の
を
利
し
て
独
立
を
達
成
し
た
。

	

皇
帝
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬け

い
け
ん虔

王　

K
aiser Ludw

ig der From
m

e.　

カ
ー
ル
大
帝
＝
シ
ャ
ル
ル
マ
ー
ニ
ュ
の
第
三
子
。
兄
二
人
が
早
世
し
た
た
め
単
独
の

相
続
者
と
な
っ
た
。
フ
ラ
ン
ク
王
国
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
国
王
（
在
位
八
一
四
─
四
〇
）、
西
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
八
一
四
─
四
〇
）。
フ
ラ
ン
ス
語
で
は
ル
イ

敬ル
・
ピ
ュ
ウ

虔
王Louis le Pieux 

＝
ル
イ
一
世
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
一
九
参
照
。

	

エ
ル
ツ
ェ　

Elze.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
ハ
ノ
ー
フ
ァ
ー
＝
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
＝
ゲ
ッ
テ
ィ
ン
ゲ
ン
大
都
市
圏
に
属
す
。
ヒ
ル
デ
ス
ハ

イ
ム
郡
西
部
の
大
き
な
町
。

	

ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム　

H
ildesheim

.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
南
部
の
大
都
市
。
八
〇
〇
年
頃
カ
ー
ル
大
帝
が
オ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
を
管
轄
す
る
司
教
座

を
エ
ル
ツ
ェ
に
置
い
た
が
、
八
一
五
年
そ
の
子
息
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
敬
虔
王
に
よ
っ
て
現
在
の
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
の
地
に
司
教
座
が
移
さ
れ
、
聖
母
マ
リ
ア

に
奉
献
さ
れ
る
聖
堂
が
建
立
さ
れ
た
。

	

聖カ
ー
ル
フ
ラ
イ
タ
ー
ク

金
曜
日　

Charfreitag.　

,K
arfreitag

,

。
復
活
祭
直
前
の
金
曜
日
で
キ
リ
ス
ト
受
難
記
念
日
。

	

聖カ
ー
ル
ヴ
ォ
ッ
ヘ

週
間　

Charw
oche.　

,K
arw

oche ,

。
復
活
祭
直
前
の
一
週
間
。
キ
リ
ス
ト
受
難
週
。

	

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
司
教　

Bischof Bernhard.　

ベ
ル
ン
ハ
ル
ト
一
世
（
在
位
一
一
三
〇
─
五
八
）。

	

ヒ
ン
ツ
ェ
ル
マ
ン　

H
inzelm

ann.　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
七
五
参
照
。

	

ヘ
ー
デ
ケ
ン　

H
ödeken.　

「
小
さ
い
帽
子
」
く
ら
い
の
意
。
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
の
訛
。
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ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヘ
ル
マ
ン　

Graf H
erm

ann von W
inzenburg. 

ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
ブ
ル
ク
伯
ヘ
ル
マ
ン
二
世
。
一
一
五
二
年
一
月
二
十
九
日

の
夜
、
そ
の
専
横
な
振
る
舞
い
を
憎
ん
で
い
た
ヒ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム
司
教
区
の
下ミ

ニ
ス
テ
リ
ア
ー
レ

級
貴
族
ら
が
ヴ
ィ
ン
ツ
ェ
ン
城ブ

ル
ク

に
乱
入
、
ヘ
ル
マ
ン
と
身
籠
も
っ
て
い
た

そ
の
夫
人
を
剣
で
殺
し
た
。
殺
人
者
の
一
人
は
一
一
五
六
年
斬
首
さ
れ
、
も
う
一
人
、
ヘ
ル
マ
ン
の
隣
人
ボ
ー
デ
ン
ブ
ル
ク
伯
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
神
明
裁
判

の
決
闘
で
敗
れ
、
ハ
レ
の
ノ
イ
ブ
ル
ク
修
道
院
に
入
っ
た
。

	

月
桂
樹
の
葉
と
一い

ち
は
つ初

、
そ
れ
か
ら
剣グ

ラ
ジ
オ
ラ
ス

菖
蒲　

Lorbeerlaub, Siegw
urz und A

llerm
annsharnisch.　

月
桂
冠
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
勝
利
の
象
徴
。ま
た
、

ド
イ
ツ
語
の
次
の
二
つ
の
植
物
名
は
本
来
同
じ
も
の
だ
が
、
直
訳
す
れ
ば
「
勝
利
の
根
っ
こ
」「
諸
人
の
鎧
」
で
、
そ
の
刀
剣
に
似
た
葉
の
形
か
ら

─

日
本
で
も
そ
う
だ
が

─
勝
負
強
さ
を
約
束
し
て
く
れ
る
、
と
考
え
ら
れ
た
。

	

ザ
ク
セ
ン
の
往
古
の
神
イ
ル
ミ
ン
の
柱
像　

des alten Sachsengottes Irm
in Bildsäule.　

ザ
ク
セ
ン
族
が
崇
め
た
聖
柱
「
イ
ル
ミ
ン
ス
ー
ル
」

Irm
insul

の
こ
と
。
七
七
二
年
フ
ラ
ン
ク
族
は
ザ
ク
セ
ン
に
侵
入
、
聖
柱
を
数
数
破
壊
し
た
の
で
、
い
わ
ゆ
る
ザ
ク
セ
ン
戦
争
が
始
ま
っ
た
。
ザ
ク
セ
ン

族
の
首
長
ヴ
ィ
ッ
テ
キ
ン
ト
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
六
二
参
照
）
は
七
七
七
年
か
ら
七
八
五
年
ま
で
カ
ー
ル
大
帝
に
対
す
る
ザ
ク
セ
ン
族
の
抗
戦
を
指
揮
し
た
。
ザ

ク
セ
ン
族
は
結
局
軍
事
的
に
優
位
に
立
つ
フ
ラ
ン
ク
族
に
降
服
、
現
ド
イ
ツ
北
西
部
は
カ
ロ
リ
ン
グ
朝
フ
ラ
ン
ク
王
国
に
併
合
さ
れ
、
キ
リ
ス
ト
教
化
さ

れ
た
。

	

ヘ
ル
マ
ン
、
す
な
わ
ち
神
の
よ
う
に
尊
崇
さ
れ
た
ド
イ
ツ
の
解
放
者　

H
erm

ann, der Befreier D
eutschlands, dem

 göttliche V
erehrung zu 

T
heil gew

orden.　

帝
政
ロ
ー
マ
に
よ
る
ゲ
ル
マ
ニ
ア
の
属
領
化
を
阻
止
し
た
「
ト
イ
ト
ブ
ル
ク
の
戦
い
」（
紀
元
九
）
で
ゲ
ル
マ
ン
諸
部
族
の
指
揮
者

と
し
て
ロ
ー
マ
の
三
箇
軍
団
を
完
膚
無
き
ま
で
に
打
ち
破
っ
た
ケ
ル
ス
キ
族
の
族
長
。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
九
一
注
参
照
。

	

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
邦
の
君
主
ハ
イ
ン
リ
ヒ
公　

H
erzog H

einrich, der H
err der Braunschw

eiger Lande.　

ザ
ク
セ
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三

世
（
在
位
一
一
四
二
─
八
〇
）
に
し
て
バ
イ
エ
ル
ン
公
ハ
イ
ン
リ
ヒ
十
二
世
（
在
位
一
一
五
六
─
八
〇
）
だ
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
獅デ

ア
・
レ
ー
ヴ
ェ

子
公
（
一
一
二
九
─

九
五
）。
父
母
お
よ
び
父
母
の
両
親
か
ら
広
大
な
領
土
を
継
承
、ま
た
自
身
の
軍
略
に
よ
っ
て
こ
れ
を
維
持
・
拡
大
し
た
。
ミ
ュ
ン
ヒ
ェ
ン
、リ
ュ
ー
ベ
ッ
ク
、

シ
ュ
タ
ー
デ
、
リ
ュ
ー
ネ
ブ
ル
ク
、
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
を
建
設
し
た
の
は
彼
で
あ
る
。
最
盛
時
に
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
最
も
強
大
な
領
邦
君
主
だ
っ

た
。
長
年
従
兄
で
あ
る
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
一
世
（
赤バ

ル
バ
ロ
ッ
サ

髭
帝
）
を
支
持
し
て
い
た
が
、
一
一
七
四
年
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
再
開
し
た
北
イ
タ
リ

ア
の
ロ
ン
バ
ル
デ
ィ
ア
都
市
同
盟
と
の
戦
争
に
、
強
い
要
請
が
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
兵
を
送
ら
な
か
っ
た
の
で
、
皇
帝
の
逆
鱗
を
買
い
、
皇
帝
は
一

一
八
〇
年
ハ
イ
ン
リ
ヒ
に
追
放
刑
を
宣
告
、
一
一
八
一
年
ザ
ク
セ
ン
に
侵
入
、
そ
の
軍
を
撃
破
し
た
。
降
服
し
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
は
一
一
八
二
年
以
降
三
年

間
ド
イ
ツ
か
ら
追
放
さ
れ
た
が
、
許
可
が
下
り
な
い
内
一
一
八
五
年
ド
イ
ツ
に
帰
っ
た
た
め
、
一
一
八
八
年
再
度
追
放
さ
れ
た
。
妻
の
マ
テ
ィ
ル
ダ
（
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
王
ヘ
ン
リ
ー
二
世
の
息
女
）
は
一
一
八
九
年
死
去
。
一
一
八
九
年
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
が
第
三
次
十
字
軍
の
た
め
出
征
し
た
留
守
に
ハ
イ
ン
リ
ヒ

は
ザ
ク
セ
ン
に
帰
還
、
自
ら
に
忠
実
な
兵
を
率
い
て
バ
ル
ド
ヴ
ィ
ッ
ク
を
包
囲
、
教
会
以
外
を
全
て
瓦
礫
に
化
さ
し
め
た
。
一
一
九
四
年
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（
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と
和
解
、
周
辺
の
領
土
を
か
な
り
削
ら
れ
た
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
に
戻
り
、
一
一
九
五
年
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
公
と
し
て
死
去
。
な
お
、
一
一

六
六
年
彼
は
ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
で
青
銅
の
ラ
イ
オ
ン
像
を
作
ら
せ
、
同
市
の
城
塞
で
あ
る
ダ
ン
ク
ヴ
ァ
ル
デ
ロ
ー
デ
城
の
中
庭
に
置
い
た
。

	
　

こ
う
い
う
話
も
あ
る
。
公
爵
が
聖
地
へ
巡
礼
し
た
折
、
乗
船
が
難
破
し
た
た
め
、
ア
フ
リ
カ
海
岸
に
漂
着
し
た
。
曠
野
の
洞
窟
に
入
っ
た
と
こ
ろ
、
ラ

イ
オ
ン
が
一
頭
い
た
が
、
こ
れ
は
左
後
足
に
棘
を
刺
し
て
い
て
、
ひ
ど
く
苦
し
ん
で
い
た
。
公
爵
が
棘
を
抜
い
て
や
る
と
、
ラ
イ
オ
ン
は
こ
れ
を
大
い
に

恩
に
着
て
、
狩
り
の
獲
物
を
公
爵
に
提
供
し
、
一
人
と
一
頭
は
仲
良
く
暮
ら
し
た
。
や
が
て
公
爵
は
魔デ

ー
モ
ン物

と
契
約
し
て
領
国
へ
連
れ
戻
し
て
も
ら
っ
た
が
、

飼
い
犬
同
然
に
懐
い
た
ラ
イ
オ
ン
も
一
緒
だ
っ
た
。
公
妃
は
、
夫
は
死
ん
だ
、
と
思
い
、
再
婚
し
よ
う
と
し
て
い
た
が
、
公
爵
は
そ
の
婚
礼
寸
前
に
帰
着
、

ラ
イ
オ
ン
と
と
も
に
式
典
を
流
血
の
場
に
変
え
て
阻
止
し
た
。
詳
し
く
は
、
Ｊ
・
Ｋ
・
Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
著
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
所
収
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」

M
eleksala > Johann K

arl A
ugust M

usäus: V
olksm

ärchen der D
eutschen. 1782-86.

（
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民

話
』、
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
）
参
照
。

	

獅グ

リ

フ

ォ

ン

子
身
鷲
頭
鳥　

V
ogel Greif.　

獅
子
身
鷲
頭
鷲
翼
の
伝
説
の
怪
鳥
。
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
は
登
場
し
て
い
な
い
が
、
ヘ
ロ
ド
ト
ス
の
『
歴
史
』
や
プ
リ
ニ

ウ
ス
の
『
博
物
誌
』
で
は
既
に
言
及
さ
れ
て
い
る
。

	

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
産
ム
ン
メ　

Braunschw
eiger M

um
m

e.　

ブ
ラ
ウ
ン
シ
ュ
ヴ
ァ
イ
ク
特
産
の
ビ
ー
ル
。
起
源
は
中
世
後
期
に
ま
で
遡
る
。
既

に
古
く
か
ら
五
種
類
も
製
法
が
あ
っ
た
が
、
全
て
に
共
通
し
て
い
る
特
徴
は
、
色
は
黒
褐
色
、
麦
芽
の
含
有
量
が
多
く
、
粘
り
け
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
甘
く
て
強
い
黒
ビ
ー
ル
。

	

ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト　

H
alberstadt.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
郡
庁
所
在
地
の
都
市
。

	

コ
ル
ベ
ッ
ク
村　

D
orf K

olbeck.　

未
詳
。

	

深
夜
弥ミ

サ撒　

Christm
ette.　

十
二
月
二
十
四
日
か
ら
二
十
五
日
の
夜
に
掛
け
て
行
わ
れ
る
ミ
サ
。
も
と
よ
り
司
祭
と
敬
虔
な
信
徒
に
と
っ
て
極
め
て
大
切

な
ミ
サ
で
あ
る
。

	

聖
ザ
ン
ク
ト

マ
グ
ヌ
ス　

St. M
agnus.　

八
世
紀
フ
ュ
ッ
セ
ン
の
隠
者
だ
っ
た
マ
グ
ヌ
ス
か
。
バ
イ
エ
ル
ン
の
フ
ュ
ッ
セ
ン
に
十
九
世
紀
初
頭
ま
で
あ
っ
た

聖
ザ
ン
ク
ト

マ
ン
グ
修
道
院
の
伝
承
で
は
こ
の
聖
人
が
修
道
院
の
建
立
者
に
し
て
初
代
院
長
と
さ
れ
て
い
る
。

	

ダ
ル
デ
ス
ハ
イ
ム　

D
ardesheim

.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
オ
ス
タ
ー
ヴ
ィ
ー
ク
市
の
一
部
。

	

ク
リ
ュ
ッ
ペ
ル　

K
rüppel.　

「
身
体
障
害
者
」（
原
義
「
体
の
曲
が
っ
た
人
」）
の
意
。

	

隠ネ
ー
ベ
ル
カ
ッ
ペ

れ
頭
巾　

N
ebelkappe.　

元
来
中
高
ド
イ
ツ
語
で
「
姿
を
隠
し
て
く
れ
る
頭
巾
付
き
外
套
」。
ゲ
ル
マ
ン
や
北
欧
の
昔
話
に
登
場
し
、
小
人
や
ト
ロ
ル

が
纏
う
。「
タ
ル
ン
カ
ッ
ペ
」T

arnkappe 

と
も
。

	

ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク　

Q
uedlinburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
都
市
。
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
の
南
南
東
、
ハ
ー
ル
ツ
山

）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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地
の
北
東
、
ボ
ー
デ
河
畔
の
極
め
て
古
い
都
市
。

	

タ
ー
レ　

T
hale.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
都
市
。
ハ
ー
ル
ツ
山
地
の
険
し
い
北
東
縁
に
あ
る
。
こ
こ
で
ボ
ー
デ
河タ

ー
ル谷

が
始
ま
る
。

	
ブ
ラ
ン
ケ
ン
ブ
ル
ク　

Blankenburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ハ
ー
ル
ツ
郡
の
都
市
。

	
き
さ
ま
の
背
中
に
こ
っ
ぴ
ど
い
金
を
降
ら
し
て　

m
it harter M

ünze auf seinen Rücken.　

„m
it grober 

（=harter

） M
ünze zahlen. „

は
あ
ま
り

一
般
的
で
は
な
い
が
、「
あ
る
ひ
と
を
ひ
ど
い
目
に
遭
わ
す
」
く
ら
い
の
慣
用
句
。

	

ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル　

W
olfenbüttel.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
ヴ
ォ
ル
フ
ェ
ン
ビ
ュ
ッ
テ
ル
郡
郡
庁
所
在
地
の
小
都
市
。

	

ア
ル
ト
マ
ル
ク　

A
ltm

ark.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
北
部
の
地
域
。

	

ド
レ
ー
ム
リ
ン
グ　

D
röm

ling.　

現
ニ
ー
ダ
ー
ザ
ク
セ
ン
州
と
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
に
掛
け
て
拡
が
る
ほ
ぼ
三
四
〇
平
方
キ
ロ
で
住
民
過
疎
の

自
然
公
園
。
僅
か
な
叢
林
と
村
落
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
広
漠
た
る
草
原
と
湿
地
。

	

『
魔フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ

弾
の
射
手
』　Freischütz.　

カ
ー
ル
・
マ
リ
ー
ア
・
フ
ォ
ン
・
ヴ
ェ
ー
バ
ー
作
曲
の
オ
ペ
ラ
。
初
演
一
八
二
一
年
ベ
ル
リ
ン
王
立
劇
場
。

	

狼
ヴ
ォ
ル
フ
ス
シ
ュ
ル
フ
ト

谷
　

W
olfsschlucht.　

『
魔フ

ラ
イ
シ
ュ
ッ
ツ

弾
の
射
手
』で
主
人
公
マ
ッ
ク
ス
が
悪
魔
と
契
約
し
、魔
弾
を
鋳
造
す
る
場
所
。
一
般
名
詞
と
し
て
は「
物
凄
い
峡
谷
」。

	

武
装
者
の
ご
と
く　

w
ie ein gew

appneter M
ann.　

原
文
は
上
記
の
通
り
。
意
味
不
明
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

 

川か
わ
か
ま
す魳　

H
echt.　

川
魳
目
川
魳
科
川
魳
属
。
ア
ラ
ス
カ
、
カ
ナ
ダ
、
北
米
、
ア
メ
リ
カ
中
部
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
で
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
シ
ベ
リ
ア
に
掛

け
て
棲
息
す
る
北
川
魳
は
最
大
で
二
メ
ー
ト
ル
に
も
達
す
る
。
肉
食
。
巨
口
で
大
き
な
獲
物
も
丸
呑
み
に
で
き
る
。
鋭
い
歯
を
持
つ
。
英
語
パ
イ
クpike

。

ロ
シ
ア
語
シ
チ
ュ
ー
カ
。「
養
鯉
池
の
中
の
川
魳
」ein H

echt im
 K

arpfenteich 

は
「
羊
の
群
れ
の
中
の
狼
」
の
意
の
慣
用
句
。

 

一
ツ
ェ
ン
ト
ナ
ー　

ein Zentner.　

現
在
一
〇
〇
ポ
ン
ド
＝
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
。

	

エ
ー
ゲ
ル
ン　

Egeln.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ザ
ル
ツ
ラ
ン
ト
郡
に
あ
る
歴
史
あ
る
町
。尖
塔
を
持
つ
古
城
エ
ー
ゲ
ル
ン
城
が
今
も
残
っ
て
い
て
、

エ
ー
ゲ
ル
ン
郷
土
博
物
館
と
レ
ス
ト
ラ
ン
に
な
っ
て
い
る
。

	

エ
ッ
ゲ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト　

Eggenstädt.　

,Eggenstedt ,

。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ベ
ル
デ
郡
の
小
村
だ
っ
た
が
、
二
〇
一
〇
年
以
降
ヴ
ァ
ン
ツ

レ
ー
ベ
ン
・
ベ
ル
デ
市
に
編
入
。

	

牧シ
ッ
ペ杖　

Schippe.　
「
シ
ッ
ペ
」Schippe 

と
は
普
通
「
シ
ャ
ベ
ル
」「
ス
コ
ッ
プ
」
の
こ
と
だ
が
、
ス
コ
ッ
プ
状
の
先
端
が
附
い
た
牧
人
の
杖
を
も
い
う
。

こ
こ
で
は
後
者
。

	

人
狼　

W
ärw

olf.　

現
在
の
綴
り
は ,W

erw
olf ,

（
人
＋
狼
）。
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
四
四
本
文
お
よ
び
注
参
照
。

	

ク
ロ
ッ
ペ
ン
シ
ュ
テ
ッ
ト　

Croppenstädt.　

現
在
の
綴
り
は ,K

roppenstedt ,

。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ベ
ル
デ
郡
の
小
さ
い
町
。
マ
ク
デ
ブ

ル
ク
と
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
を
結
ぶ
街
道
沿
い
に
あ
る
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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蓄
え
あ
れ
ば
殿
様　

V
orrar ist H

err.　

こ
の
諺
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
一
九
に
既
出
。

	
皇
帝
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世　

K
aiser H

einrich III.　

ザ
ー
リ
ア
ー
朝
第
二
代
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
〇
三
九
─
五
六
）・
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一
〇
四
六

─
五
六
）。
初
婚
で
儲
け
た
一
女
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
（
一
〇
三
七
─
六
一
）
は
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
長
。
再
婚
で
息
女
と
し
て
は
ア
ー
デ
ル
ハ

イ
ト
（
ガ
ン
デ
ル
ス
ハ
イ
ム
修
道
院
長
）、
ギ
ー
ゼ
ラ
（
夭
折
）、
マ
テ
ィ
ル
ダ
（
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ベ
ン
大
公
に
し
て
後
の
対
立
ド
イ
ツ
王
ル
ー
ド
ル
フ
・
フ
ォ

ン
・
ラ
イ
ン
フ
ェ
ル
デ
ン
と
結
婚
）、
ユ
ー
デ
ィ
ト
（
初
婚
で
ハ
ン
ガ
リ
ア
王
シ
ャ
ラ
モ
ン
の
妃
。
王
に
死
別
し
た
後
ポ
ー
ラ
ン
ド
公
ヴ
ワ
デ
ィ
ス
ワ
フ
一

世
ヘ
ル
マ
ン
と
再
婚
）
を
儲
け
る
。
ハ
イ
ン
リ
ヒ
四
世
の
父
。
さ
て
残
念
な
が
ら
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
に
入
っ
た
ハ
イ
ン
リ
ヒ
三
世
の
息
女

の
名
は
マ
テ
ィ
ル
デ
で
は
な
く
て
ベ
ア
ト
リ
ク
ス
。
ク
ヴ
ェ
ー
ド
リ
ン
ブ
ル
ク
修
道
院
を
建
立
し
た
の
は
確
か
に
マ
テ
ィ
ル
デ
（
九
五
五
─
九
九
）
だ
が
、

こ
れ
は
ザ
ー
リ
ア
ー
朝
の
前
、
ザ
ク
セ
ン
朝
第
二
代
東
フ
ラ
ン
ク
王
・
初
代
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
大
帝
）
の
息
女
で
あ
る
。

	

マ
ク
デ
ブ
ル
ク　

M
agdeburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
州
都
。
エ
ル
ベ
河
畔
の
大
都
市
。
低
地
ド
イ
ツ
語
で
は
マ
イ
デ
ボ
ル
クM

eideborg

。

八
〇
五
年
既
に
文
書
に
名
が
出
る
。
こ
の
都
市
の
象
徴
は
聖
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
・
カ
タ
リ
ー
ナ
大
聖
堂
（
ド
イ
ツ
最
古
の
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
。
一
二
〇
七
年

建
築
開
始
、
一
三
六
三
年
奉
献
。
オ
ッ
ト
ー
大
帝
の
奥
津
城
が
あ
る
）。
初
代
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
オ
ッ
ト
ー
一
世
（
大
帝
）
に
よ
り
九
六
八
年
マ
ク
デ
ブ
ル

ク
大
司
教
区
が
置
か
れ
、
ス
ラ
ヴ
人
の
キ
リ
ス
ト
教
化
が
進
行
し
た
。
以
来
大
司
教
の
お
膝
元
と
し
て
、
ま
た
ハ
ン
ザ
同
盟
都
市
と
し
て
繁
栄
し
た
が
、

一
五
二
四
年
ル
タ
ー
の
宗
教
改
革
に
賛
同
、
ル
タ
ー
派
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
都
市
と
な
る
。
約
一
世
紀
後
三
十
年
戦
争
が
荒
れ
狂
う
よ
う
に
な
る
と
、
市
は

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
を
護
持
す
る
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
側
と
対
峙
、
し
ば
し
ば
戦
禍
を
被
っ
た
。

	

皇
帝
像
は
片
手
に
十
九
箇
の
黄き

ん金
を
被か

ぶ

せ
た
小こ

だ
る樽

か
ら
成
る
丸
い
環わ

を
持
っ
て
い
る　

D
as eine K

aiserbildniß hält einen runden Reif in der 
H

and, der aus neunzehn kleinen vergoldeten T
önnchen gebildet ist.　

因
み
に
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
紋
章
は
門
扉
が
黄
色
で
、
赤
く
塗
ら
れ
た
市

門
塔
の
上
に
緑
の
長
衣
を
纏
っ
た
女
性
が
左
手
を
腰
に
当
て
、
右
手
に
緑
の
環
を
掲
げ
て
立
つ
図
で
あ
る
。

	

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵　

Grafen von Gleichen.　

グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
家
は
元
来
ザ
ク
セ
ン
の
貴
族
で
、
後
に
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
へ
追
わ
れ
、
こ
の
地
で

繁
栄
し
た
よ
う
で
あ
る
。
二
人
妻
を
持
っ
た
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
の
伝
説
に
つ
い
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
三
八
注
を
参
照
の
こ
と
。

	

メ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
ゲ
オ
ル
ク　

H
erzog Georg von M

ecklenburg.　

メ
ッ
ク
レ
ン
ブ
ル
ク
公
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
七
世
の
第
三
子
（
一
五
二
八
─
五

二
）。
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
モ
ー
リ
ッ
ツ
（
後
に
カ
ー
ル
五
世
に
背
い
て
フ
ラ
ン
ス
王
国
に
通
じ
、
カ
ー
ル
五
世
の
重
要
な
敵
手
と
な
る
）
と
共
に
マ
ク
デ
ブ

ル
ク
を
包
囲
（
一
五
五
〇
年
九
月
一
六
日
か
ら
一
五
五
一
年
十
一
月
九
日
ま
で
継
続
）
し
た
が
、
ま
だ
一
五
五
〇
年
中
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
軍
出
撃
の
際
虜
囚

の
身
と
な
り
、
同
市
降
服
後
漸
く
釈
放
さ
れ
た
。
の
ち
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・
ア
ム
・
マ
イ
ン
攻
囲
戦
の
折
砲
弾
に
右
脚
を
も
が
れ
、
こ
の
傷
の
た
め
即
日

死
去
。

	

マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
聖
者
の
日
に　

am
 T

age des heiligen M
auritius.　

九
月
二
十
二
日
。
マ
ウ
リ
テ
ィ
ウ
ス
（
モ
ー
リ
ッ
ツ
）
聖
者
は
い
わ
ゆ
る
テ
ー

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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ベ
軍
団
（
Ｄ
Ｓ
Ｂ
九
一
参
照
）
の
指
揮
官
。

	

市
民
の
親マ

イ
ス
タ
ー方

連　

die Bürgerm
eister.　

,Bürgerm
eister ,

と
は
「
市
長
」
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
こ
で
は
複
数
形
に
な
っ
て
い
る
。
市
長
が
複
数
い

る
わ
け
は
な
い
。
そ
こ
で
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
市
の
お
歴
歴
で
あ
り
、
市
民
軍
が
編
成
さ
れ
れ
ば
隊
長
株
に
な
り
そ
う
な
各
種
職
能
別
組
合
の
親マ

イ
ス
タ
ー方

た
ち
と
考

え
た
。
訳
の
可
否
に
つ
い
て
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

	

一
三
五
〇
年　

1350.　

故
事
不
明
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

	

戦
争
動
物
園　

K
riegsm

enagerie.　

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
お
ふ
ざ
け
で
あ
る
。
中
・
近
世
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
大
砲
に
は
鷹
、
蛇
、
バ
ジ
リ
ス
ク
な
ど
現
実

な
い
し
想
像
上
の
動
物
の
名
を
附
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
で
こ
う
言
っ
た
も
の
。

	

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
勢
の
損
失
は
死
者
千
二
百
、
捕
虜
三
百
、
野フ

ェ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ン
ゲ

戦
用
蛇
砲
〔
＝
長
砲
身
野
砲
〕
十
一
門
お
よ
び
そ
の
他
の
戦
争
動
物
園
だ
っ
た
。
市
民
兵

小フ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ン

旗
部
隊
の
十
一
旒り

ゅ
う

の
軍
旗
も
ま
た
し
か
り　

D
ie M

agdeburger verloren zw
ölfhundert T

odte und dreihundert Gefangene, und elf Stück 
Feldschlangen und sonstige K

riegsm
enagerie, auch elf Bürgerfähnlein.　

最
後
の
部
分 ,auch elf Bürgerfähnlein

,

の
訳
は
類
推
で
あ
る
。
他
の

伝
説
の
記
事
に
よ
れ
ば
以
下
の
通
り
。「
半
時
間
後
彼
ら
は
完
敗
し
た
。
千
二
百
の
死
者
と
三
百
の
捕
虜
を
失
い
、
十
一
門
の
野フ

ェ
ル
ト
シ
ュ
ラ
ン
ゲ

戦
用
蛇
砲
と
市
民
兵

小フ
ェ
ー
ン
ラ
イ
ン

旗
部
隊
の
十
一
旒り

ゅ
う

の
軍
旗
も
敵
手
に
落
ち
た
」14. D

er W
arner vor der Schlacht, und die M

agdeburger T
aufe. > Jodocus D

eodatus 
H

ubertus T
em

m
e: D

ie V
olkssagen der A

ltm
ark. M

it einem
 A

nhange von Sagen aus den übrigen M
arken und aus dem

 M
agdeburgischen.

　

訳
者
は ,Fähnlein

,

を
こ
れ
ま
で
「
小
旗
部
隊
」
と
訳
し
て
来
た
。
こ
れ
は
小
回
り
の
利
く
戦
闘
単
位
で
兵
数
四
百
ほ
ど
（
三
百
か
ら
六
百
と
の
説
も
あ
る
）

の
部
隊
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
伝
説
で
も
参
考
に
引
用
し
た
伝
説
で
も
、
そ
う
し
た
部
隊
で
は
な
く
、
そ
の
軍
旗
と
考
え
な
い
と
意
味
不
通
に
な
っ
て
し

ま
う
。

	

マ
ク
デ
ブ
ル
ク
は
カ
ー
ル
皇
帝
と
そ
の
命
を
奉
じ
た
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
モ
ー
リ
ッ
ツ
に
厳
し
く
攻
囲
さ
れ
も
し
た　

M
agdeburg von K

aiser K
arl 

und in dessen A
uftrag vom

 K
urfürsten M

oritz zu Sachsen hart belagert w
urde.　

神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
カ
ー
ル
五
世
が
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
攻
囲

戦
に
失
敗
し
た
こ
と
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
八
五
の
中
で
ち
ら
り
と
触
れ
ら
れ
て
い
る
。

	

テ
ィ
リ
ー
麾き

か下
の
軍
兵
に
よ
る
ま
た
し
て
も
の
破
壊
が
間
近
で
あ
る
こ
と　

die unter T
illy nahende aberm

alige Zerstörung.　

三
十
年
戦
争
中
神

聖
ロ
ー
マ
皇
帝
軍
軍
司
令
官
だ
っ
た
傭
兵
隊
長
テ
ィ
リ
ー
伯
ヨ
ー
ハ
ン
・
セ
ル
ク
ラ
エ
ス
（
一
五
五
九
─
一
六
三
二
）
に
よ
る
半
年
に
亘
る
攻
囲
の
結
果

陥
落
（
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
一
六
三
一
年
五
月
二
十
日
＝
ユ
リ
ウ
ス
暦
五
月
十
日
）
し
た
同
市
は
暴ゾ

ル
ダ
テ
ス
カ

兵
ど
も
に
略
奪
・
放
火
さ
れ
、
死
者
は
二
万
（
Ｆ
・
シ
ラ
ー

『
三
十
年
戦
争
史
』
第
二
巻
〈
一
七
九
〇
執
筆
〉Friedrich Schiller: G

eschichte des dreyßigjährigen K
riegs. Zw

eytes Buch. 

に
よ
れ
ば
、三
万
）

に
も
及
び
、
生
存
者
は
僅
か
五
千
程
度
、
そ
の
大
半
は
攻
囲
軍
の
捕
虜
と
さ
れ
（
お
そ
ら
く
凌
辱
さ
れ
）
た
女
性
だ
っ
た
（
シ
ラ
ー
に
は
こ
の
叙
述
無
し
）。

市
は
三
日
の
間
燃
え
続
け
た
。
残
っ
た
の
は
教
会
二
と
小
宅
数
戸
（
シ
ラ
ー
）。
こ
の
悲
惨
な
占
領
と
炎
上
は
「
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
の
婚
礼
」M

agdeburger 

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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H
ochzeit

と
言
わ
れ
る
。
三
十
年
戦
争
が
漸
く
終
了
し
た
ヴ
ェ
ス
ト
フ
ァ
リ
ア
条
約
締
結
時
（
一
六
四
八
年
十
月
二
十
四
日
）、
市
の
人
口
は
五
百
に
満
た

な
か
っ
た
と
か
。

	
店
出
し
自
由
の
市
で　

auf offenem
 M

arkt.　

,auf offenem
 M

arkt ,

は
「
公
衆
の
面
前
で
」「
公
然
と
」
く
ら
い
の
意
味
だ
が
、
こ
こ
で
は
「
歳
の
市
」

と
か
「
教
会
堂
開
基
祭
」
の
よ
う
に
市
民
で
は
な
い
旅
廻
り
の
香
具
師
や
行
商
人
も
（
い
く
ら
か
の
料
金
を
市
に
納
め
れ
ば
）
店
が
出
せ
る
時
・
場
所
と

考
え
た
の
で
、
敢
え
て
こ
の
よ
う
に
訳
し
た
。
訳
の
可
否
に
つ
い
て
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

	

そ
こ
へ
一
人
の
市
民
が
町
か
ら
出
て
来
た　

D
a kam

 ein Bürger aus der Stadt gegangen.　

こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
魔
術
師
の
興
行
は
マ
ク
デ
ブ

ル
ク
の
市マ

ル
ク
ト
プ
ラ
ッ
ツ

の
立
つ
広
場
で
は
な
く
、
市
外
で
行
わ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

	

跣せ
ん
そ
く足

修
道
士
ヨ
ー
ハ
ン
・
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ヌ
ス　

Barfüßerm
önch Johann Capistranus.　

イ
タ
リ
ア
の
ラ
ク
イ
ラ
地
方
（
現
ア
ブ
ル
ッ
ツ
ォ
州
）
カ

ピ
ス
ト
ラ
ー
ノ
生
ま
れ
の
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
派
修
道
士
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
ダ
・
カ
ピ
ス
ト
ラ
ー
ノ
（
一
三
八
六
─
一
四
五
六
）。
名
高
い
放
浪
説
教
師
、
軍
司

令
官
、
異
端
審
問
官
、
ユ
ダ
ヤ
人
迫
害
者
。

	

メ
ラ
ン
ヒ
ト
ン　

M
elanchton.　

宗
教
改
革
派
の
神
学
者
、
人
文
主
義
者
。
詳
し
く
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
三
九
注
参
照
。

	

ペ
ガ
ウ
の
教
区
監
督
庭
園　

Superintenturgarten zu Pegau.　

ペ
ガ
ウ
は
ザ
ク
セ
ン
州
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
郡
の
歴
史
的
都
市
。「
教
区
監
督
」
は
新
教
教

会
の
聖
職
階
位
な
い
し
職
務
分
担
で
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
の
司
教
に
あ
た
る
。
こ
の
用
語
は
後
に
も
出
る
。

	

ヴ
ォ
ル
ミ
ー
ア
シ
ュ
テ
ッ
ト　

W
olm

irstätt.　

現
在
の
綴
り
は ,W

olm
irstedt ,

。
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ベ
ル
デ
郡
の
都
市
。

	

ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン　

Galdelegen.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
郡
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
郡
庁
所
在
地
。
古
い
歴
史
を
持
つ
ハ
ン
ザ

都
市
。
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
南
方
に
位
す
る
。

	

ド
ル
ス
ス　

D
rusus.　

ロ
ー
マ
皇
帝
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
弟
ネ
ロ
・
ク
ラ
ウ
デ
ィ
ウ
ス
・
ド
ル
ス
ス
（
前
三
八
─
後
九
）。
テ
ィ
ベ
リ
ウ
ス
の
息
子
小
ド
ル

ス
ス
に
対
し
て
大
ド
ル
ス
ス
と
呼
ば
れ
る
。
ロ
ー
マ
の
軍
司
令
官
と
し
て
軍
団
を
率
い
て
ゲ
ル
マ
ニ
ア
に
侵
攻
、
ゲ
ル
マ
ン
人
を
撃
破
し
た
。
そ
の
戦
功

を
讃
え
て
死
後
ロ
ー
マ
元
老
院
か
ら
「
ゲ
ル
マ
ニ
ク
ス
」
の
称
号
を
与
え
ら
れ
て
い
る
。

	

イ
シ
ス　

Isis.　

エ
ジ
プ
ト
神
話
の
女
神
。
太
陽
神
オ
シ
リ
ス
の
妹
に
し
て
妻
。
イ
シ
ス
信
仰
は
ロ
ー
マ
共
和
制
末
期
に
ロ
ー
マ
に
輸
入
さ
れ
、
二
〇
〇
年

頃
に
は
そ
の
全
版
図
に
及
ん
だ
。

	

「
聴エ

ク

サ

ウ

デ

ィ

き
た
ま
え
」
の
日
曜
日　

am
 Sonntag Exaudi.　

「
エ
ク
サ
ウ
デ
ィ
・
ノ
ス
」exaudi nos 

で
始
ま
る
旧
約
聖
書
詩
編
二
十
七
篇
七
節
に
因
む
。
復

活
祭
後
の
第
六
日
曜
日
。

	

カ
ル
ベ Calbe.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
郡
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
小
さ
な
町
。
ミ
ル
デ
河
畔
に
位
置
す
る
。
現
在
は ,K

albe ,

と

綴
る
。

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
た
ち　

die H
erren von A

lvensleben.　

ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
の
殿
は
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
市
に
あ
る
城
塞
の
城
主

だ
っ
た
。
北
ド
イ
ツ
の
貴
族
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
一
族
の
流
れ
で
あ
る
。
以
下
の
話
は
ガ
ル
デ
レ
ー
ゲ
ン
と
エ
ク
ス
レ
ー
ベ
ン
の
城
主
ヴ
ァ
レ
ン
テ
ィ

ン
・
フ
ォ
ン
・
ア
ル
フ
ェ
ン
ス
レ
ー
ベ
ン
（
一
五
二
九
─
九
四
）

─
乗
馬
の
名
手
で
知
ら
れ
た

─
が
市
の
北ノ

ル
ト
ト
ー
ア門

の
権
利
を
市
参
事
会
に
百
グ
ル

デ
ン
で
売
却
し
た
故
事
に
由
来
す
る
ら
し
い
。

	

ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル　

Salzw
edel.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
郡
ザ
ル
ツ
ヴ
ェ
ー
デ
ル
の
郡
庁
所
在
地
。
古
い
歴
史
を
持
つ
ハ
ン
ザ

都
市
。

	

フ
ォ
イ
ボ
ス
・
ア
ポ
ロ
ン　

Phoibos A
pollon.　

ア
ポ
ロ
ン
の
別
名
と
し
て
し
ば
し
ば
用
い
ら
れ
る
「
フ
ォ
イ
ボ
ス
（
ポ
イ
ボ
ス
）」
は
「
輝
け
る
者
」

の
意
と
い
う
が
、
言
語
的
根
拠
は
不
明
と
か
（
呉
茂
一
『
ギ
リ
シ
ア
神
話
』、
新
潮
社
、
昭
和
四
十
四
）。
ギ
リ
シ
ア
神
話
の
太
陽
神
。
ロ
ー
マ
神
話
の
ヘ

リ
オ
ス
と
同
一
視
さ
れ
る
。

	

ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
金
貨　

D
ukaten.　

イ
タ
リ
ア
語
「
ド
ゥ
カ
ー
ト
」ducato

。
古
く
か
ら
金
貨
が
流
通
し
て
い
た
東
ロ
ー
マ
帝
国
や
イ
ス
ラ
ム
諸
国
と
の

貿
易
で
栄
え
た
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
共
和
国
で
一
二
八
四
年
鋳
造
さ
れ
た
高
純
度
の
金
貨
が
そ
の
名
の
発
祥
。
貨
幣
に
刻
印
さ
れ
た
銘
の
最
後
の
字ducat 

に

拠
る
。
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
や
フ
ィ
レ
ン
ツ
ェ
か
ら
北
方
へ
広
ま
り
、
ハ
ン
ガ
リ
ア
や
ボ
ヘ
ミ
ア
で
も
鋳
造
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
た
と
え
ば
プ
ラ
ー
ク
（
＝

プ
ラ
ハ
）
近
郊
の
金
鉱
山
オ
イ
レEule
の
金
で
作
っ
た
「
オ
イ
レ
ン
ド
ゥ
カ
ー
テ
ン
」Eulendukaten

。
十
六
世
紀
半
ば
に
は
約
三
・
四
グ
ラ
ム
の
金
が

含
有
さ
れ
て
い
た
ら
し
い
（
慶
長
小
判
の
金
含
有
量
は
一
五
・
一
グ
ラ
ム
強
）。
因
み
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
初
の
金
貨
は
一
二
五
二
年
フ
ィ
レ
ン
ツ
エ
共
和
国
で

鋳
造
さ
れ
た
「
フ
ィ
オ
リ
ー
ノ
」fiolino
（
総
重
量
約
三
・
五
四
グ
ラ
ム
。
金
の
含
有
比
率
は
不
明
）。
こ
れ
が
ド
イ
ツ
語
圏
で
グ
ル
デ
ン
金
貨

Goldgulden

と
後
に
称
さ
れ
る
貨
幣
。

	

車
裂
き
の
死
刑　

der A
rm

sündertod des Gerädertw
erdens.　

「
車
裂
き
の
刑
」
に
関
し
て
は
Ｄ
Ｓ
Ｂ
一
七
二
注
参
照
。

	

免
罪
符
売
り
の
テ
ッ
ツ
ェ
ル　

T
etzel, der A

blaßkräm
er.　

ド
ミ
ニ
コ
派
修
道
士
ヨ
ー
ハ
ン
・
テ
ッ
ツ
ェ
ル
（
一
四
六
〇
─
一
五
一
九
）。
一
四
八
九

年
ラ
イ
プ
ツ
ィ
ヒ
の
ド
ミ
ニ
コ
派
聖
パ
ウ
ロ
修
道
院
に
入
り
、
頻
繁
に
不
在
で
あ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
終
生
同
院
に
所
属
（
修
道
士
の
「
定
住
の
義
務
」

は
ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
）。
一
五
〇
四
年
ド
イ
ツ
騎
士
団
の
た
め
に
免
罪
符
販
売
を
開
始
。
以
後
中
断
は
あ
る
が
、
ザ
ク
セ
ン
、
南
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ

ア
で
販
売
活
動
に
従
事
。
イ
ン
ス
ブ
ル
ッ
ク
で
姦
通
罪
の
廉
に
よ
り
死
刑
判
決
を
受
け
た
が
、
同
地
に
滞
在
し
て
い
た
ザ
ク
セ
ン
選
帝
侯
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ

が
皇
帝
マ
ク
シ
ミ
リ
ア
ン
一
世
に
取
り
成
し
て
放
免
さ
れ
る
。
ザ
ク
セ
ン
に
戻
っ
た
彼
は
一
五
一
七
年
以
降
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
・
フ
ォ
ン
・

ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
（
一
五
一
四
年
就
任
）
の
依
託
に
よ
り
ハ
ル
バ
ー
シ
ュ
タ
ッ
ト
司
教
区
お
よ
び
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
区
（
ア
ル
ブ
レ
ヒ
ト
は
一
五

一
三
年
来
マ
ク
デ
ブ
ル
ク
大
司
教
で
も
あ
っ
た
）
で
免
罪
符
販
売
。
こ
の
活
動
が
ヴ
ィ
ッ
テ
ン
ベ
ル
ク
大
学
聖
堂
の
門
に
ル
タ
ー
が
九
十
五
箇
条
の
論
題

を
貼
り
出
す
誘
因
と
な
り
、
引
い
て
は
宗
教
改
革
を
開
始
さ
せ
た
と
も
言
え
よ
う
。
一
五
一
八
年
教
皇
レ
オ
十
世
に
よ
っ
て
神
学
博
士
号
を
授
与
さ
れ
る

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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─
彼
に
は
元
来
得バ

カ
ラ
ウ
レ
ウ
ス

業
士
の
資
格
し
か
な
か
っ
た
の
だ
が

─
。
一
一
五
一
九
年
ペ
ス
ト
で
死
去
。「
テ
ッ
ツ
ェ
ル
の
金
櫃
」T

etzelkasten 

は
免
罪

符
販
売
の
収
益
金
を
入
れ
る
も
の
だ
っ
た
が
、
テ
ッ
ツ
ェ
ル
は
こ
の
櫃
に
浄
罪
火
で
憐
れ
な
魂
を
苦
し
め
て
い
る
悪
魔
を
描
か
せ
、
絵
の
上
に
は
「
櫃
の

中
で
お
金
が
鳴
れ
ば
、
魂
が
煉
獄
の
火
か
ら
跳
び
出
る
（
あ
る
い
は
「
魂
が
天
国
へ
飛
ん
で
行
く
」）」
と
記
さ
れ
て
い
た
と
か
。
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
勢

力
範
囲
で
頒
布
さ
れ
た
免
罪
符
売
却
金
の
半
分
は
ロ
ー
マ
へ
送
ら
れ
て
聖
ペ
テ
ロ
（
サ
ン
・
ピ
エ
ト
ロ
）
大
聖
堂
改
築
や
対
ト
ル
コ
戦
争
の
資
金
に
、
後

の
半
分
は
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
と
個
個
の
免
罪
符
売
り
の
懐
に
入
っ
た
ら
し
い
。

	

オ
ル
ツ
タ
ー
ラ
ー
銀
貨　

O
rtsthaler.　

四
分
の
一
タ
ー
ラ
ー
の
価
値
が
あ
る
銀
貨
。

	

撚よ

り
糸
二
つ　

zw
ei Zahlen Garn.　

「
二
つ
」
の
単
位
は
分
か
ら
な
い
。
糸
の
単
位
は
普
通
「
綛か

せ

」。
現
代
日
本
の
一
綛
は
綿
糸
で
七
六
八
メ
ー
ト
ル
、

毛
糸
で
五
一
二
メ
ー
ト
ル
。
こ
れ
ら
に
比
し
て
ず
っ
と
細
く
軽
い
日
本
の
座
繰
り
生
糸
の
場
合
、
一
綛
（
八
二
・
三
五
グ
ラ
ム
、
一
一
三
〇
メ
ー
ト
ル
）、

所
要
時
間
は
座
繰
り
一
六
〇
分
＋
撚
糸
一
三
〇
分
と
の
こ
と（http://w

w
w

2.pref.iw
ate.jp/~hp2088/seika/h12/b33.pdf

）。
こ
れ
で
見
る
と
、休
憩
・

食
事
時
間
を
加
算
す
れ
ば
、
一
綛
の
絹
糸
を
作
る
の
は
一
日
仕
事
で
あ
る
。
亜
麻
糸
、
綿
糸
、
毛
糸
で
も
一
綛
が
通
常
一
日
の
生
産
量
だ
っ
た
か
。

	

糸シ
ュ
ピ
ン
ネ
ン
コ
ッ
ペ
ル

紡
ぎ
寄
せ
場
（
糸シ

ュ
ピ
ン
シ
ュ
ト
ゥ
ー
ベ

紡
ぎ
部
屋
）　Spinnenkoppel 

（Spinnstube

）.　

中
・
近
世
の
ド
イ
ツ
の
村
落
で
は
、
秋
と
冬
の
夜
長
、
既
婚
、
未
婚
の
女
性
た
ち

が
一
つ
の
家
の
大
き
な
部
屋
に
集
ま
っ
て
糸
紡
ぎ
に
励
む
の
が
通
例
だ
っ
た
。
こ
う
す
れ
ば
お
喋
り
や
唄
の
交
換
が
で
き
る
の
で
、
単
調
な
作
業
も
い
く

ら
か
楽
し
く
な
る
わ
け
。
当
然
独
身
の
若
い
男
た
ち
も
楽
器
な
ど
を
持
っ
て
や
っ
て
来
る
。
十
九
世
紀
に
は
、
風
紀
が
乱
れ
る
、
と
の
理
由
で
警
察
が
た

び
た
び
禁
止
令
を
出
し
た
こ
と
も
あ
る
と
か
。

	

マ
リ
ア
の
聖リ

ヒ
ト
メ
ス

燭
祭　

M
arie Lichtm

eß.　

生
後
四
十
日
の
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
が
聖
母
マ
リ
ア
と
ナ
ザ
レ
の
ヨ
セ
フ
に
よ
っ
て
産
後
の
潔
め
の
式
を
受
け

る
た
め
に
エ
ル
サ
レ
ム
の
神
殿
に
連
れ
て
来
ら
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
祝
う
。
グ
レ
ゴ
リ
オ
暦
で
二
月
二
日
。
古
く
か
ら
あ
っ
た
立
春
を
こ
と
ほ
ぐ
光
の

祭
典
と
結
び
付
い
た
も
の
か
。
季
節
の
変
わ
り
目
ゆ
え
、
聖リ

ヒ
ト
メ
ス

燭
祭
に
関
す
る
ド
イ
ツ
の
俚
諺
は
多
い
。

	

聖
燭
祭
な
ら
お
昼
に
は
腸ソ

ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
ば
食
べ
な
く
ち
ゃ　

Lichtm
eß m

uß m
an die W

urst bei T
ag eß ,.　

補
足
す
れ
ば
「
聖
燭
祭
な
ら
お
昼
に
は

腸ソ
ー
セ
ー
ジ

詰
め
を
ば
食
べ
な
く
ち
ゃ
、
夜
は
紡
ぐ
の
忘
れ
な
き
ゃ
」Zu Lichtm

eß m
uß m

an die W
urst bei T

ag essen, und bei N
acht das Spinnen 

vergessen. 

と
で
も
な
ろ
う
か
。
聖
燭
祭
と
も
な
れ
ば
秋
・
冬
の
大
切
な
貯
蔵
食
糧
で
あ
る
ソ
ー
セ
ー
ジ
も
そ
ろ
そ
ろ
食
べ
き
っ
て
し
ま
っ
て
も
よ
い
、

そ
し
て
秋
・
冬
の
夜
な
べ
仕
事
の
糸
紡
ぎ
も
そ
ろ
そ
ろ
お
し
ま
い
に
す
べ
き
だ
、
と
解
釈
す
れ
ば
意
味
は
通
ろ
う
。
な
お
、
中
・
近
世
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

貧
民
に
は
ハ
ム
、
ベ
ー
コ
ン
、
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
加
工
肉
は
滅
多
に
口
に
で
き
な
か
っ
た
よ
う
だ
。
だ
か
ら
聖
燭
祭
の
昼
食
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
と
い
う
の

は
農
村
な
ら
裕
福
な
人
人
の
場
合
で
あ
ろ
う
。

	

プ
ラ
ー
ク
の
楽
士　

Prager M
usikanten.　

詩
人
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
・
ミ
ュ
ラ
ー
（
一
七
九
四
─
一
八
二
七
）
の
詩
「
プ
ラ
ー
ク
の
楽
士
」Johann 

Ludw
ig W

ilhelm
 M

üller: D
er Prager M

usikant

の
第
一
節
は
以
下
の
通
り
。「
背
中
に
ゃ
提フ

ィ
ー
デ
ル琴

／
手
に
ゃ
帽
子
／
お
れ
た
ち
プ
ラ
ー
ク
の
楽
士
た

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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ち
／
キ
リ
ス
ト
教
国
遍
く
巡
っ
て
く
」M

it der Fiedel auf dem
 Rücken, / m

it dem
 K

appel in der H
and, / ziehn w

ir Prager M
usikanten 

/ durch das w
eite Christenland.

ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
の
脳
裡
に
は
こ
の
物バ

ラ
ー
デ

語
詩
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

	
ママ

リ
ー
エ
ン
フ
ェ
ー
デ
ン

リ
ー
エ
の
糸
、
ママ

リ
ー
エ
ン
ザ
イ
デ

リ
ー
エ
の
絹
、
翔

フ
リ
ー
ゲ
ン
ダ
ー
・
ゾ
ン
マ
ー

ぶ
夏　

M
arienfäden, M

arienseide, fliegender Som
m

er.　
「
糸い

と
ゆ
う遊

」。
晩
秋
や
早
春
の
晴
天
の
日
、
蜘

蛛
が
糸
を
吐
き
な
が
ら
空
中
を
浮
遊
す
る
と
、
そ
の
糸
が
陽
光
を
受
け
て
輝
く
現
象
お
よ
び
そ
の
糸
。

	

ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ー　

A
rendsee.　

町
と
し
て
の
ア
ー
レ
ン
ト
ゼ
ー
は
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
北
部
＝
現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
北
部
に
あ
る
。
現
人
口

七
〇
〇
〇
余
。
そ
の
北
に
拡
が
る
ア
ー
レ
ン
ト
湖ゼ

ー

は
楕
円
形
で
入
江
の
な
い
湖
。
五
平
方
キ
ロ
以
上
の
水
面
積
は
ド
イ
ツ
の
自
然
湖
と
し
て
は
最
大
、
深

さ
は
ほ
ぼ
五
〇
メ
ー
ト
ル
で
北
ド
イ
ツ
の
湖
で
は
最
深
で
あ
る
。

	

ベ
ル
ト
海
峡　

die Belt.　

フ
ェ
ー
マ
ル
ン
・
ベ
ル
ト
海
峡
の
こ
と
か
。
こ
れ
は
ド
イ
ツ
領
フ
ェ
ー
マ
ル
ン
島
と
デ
ン
マ
ー
ク
領
ロ
ラ
ン
島
の
間
に
あ
る
。

あ
る
い
は
大
・
小
ベ
ル
ト
海
峡
を
指
す
の
か
も
知
れ
な
い
。

	

な
ん
ぢ
古い

に
し
へ昔

の
世
の
道
を
行
は
ん
と
す
る
や
、
是こ

れ

あ
し
き
人
の
践ふ

み

た
り
し
も
の
な
ら
ず
や
。
彼
等
は
時
い
ま
だ
至
ら
ざ
る
に
打う

ち
た
た絶

れ
、
其そ

の

根も
と
ゐ基

は
大お

ほ
み
ず水

に
押お

し

流
さ
れ
た
り　

W
illst du der W

elt Lauf achten, darinnen die U
ngerechten gegangen sind? D

ie vergangen sind, ehe denn es Zeit 
w

ar, und das W
asser hat ihren Grund w

eggew
aschen.　

旧
約
聖
書
ヨ
ブ
記
二
十
二
章
十
五
─
十
六
節
。

	

大コ
ー
ル
マ
ン
テ
ル

外
衣　

Chorm
antel.　

祝
祭
や
葬
儀
の
行
列
に
参
加
す
る
時
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
聖
職
者
が
羽
織
る
大
き
な
外
套
。
裾
が
極
め
て
広
い
も
の
が
あ
る
。
雨

具
に
も
な
る
。
ミ
サ
の
際
に
纏
う
上カ

ズ

ラ
祭
服K

asel

と
は
異
な
る
。

	

皇
帝
ロ
タ
ー
ル　

K
aiser Lothar.　

ザ
ク
セ
ン
公
（
在
位
一
一
〇
六
─
三
七
）、
ド
イ
ツ
王
（
在
位
一
一
二
五
─
三
七
）、
神
聖
ロ
ー
マ
皇
帝
（
在
位
一

一
三
三
─
三
七
）
ロ
タ
ー
ル
三
世
（
一
〇
七
五
─
一
一
三
七
）。

	

オ
ス
タ
ー
ブ
ル
ク　

O
sterburg.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
ア
ル
ト
マ
ル
ク
地
方
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
の
都
市
。
現
人
口
一
万
余
。
一
二
〇
八
年

都
市
権
を
獲
得
。
十
三
世
紀
ブ
ラ
ン
デ
ン
ブ
ル
ク
辺
境
伯
の
支
配
下
に
入
る
。
一
四
三
六
─
七
八
年
ハ
ン
ザ
同
盟
の
一
員
。
三
十
年
戦
争
中
何
度
も
略
奪

さ
れ
、
一
六
四
四
年
荒
廃
し
た
。

	

樽
を
焦
が
し　

die Bottiche ausbrennen.　

酒
類
醸
造
・
貯
蔵
用
木
樽
（
現
代
で
は
ウ
ィ
ス
キ
ー
貯
蔵
用
の
そ
れ
が
特
に
有
名
）
の
内
面
を
焦
が
し
て
、

一
ミ
リ
程
度
炭
化
さ
せ
る
の
は
醸
造
技
術
の
一
つ
。
新
し
い
樽
は
必
ず
そ
う
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
古
く
な
っ
た
樽
も
活
性
化
の
た
め
再
度
そ
う
す
る
。

燃
え
る
燃
料
に
底
の
無
い
樽
を
被
せ
て
、
内
面
を
焦
が
す
。
現
代
で
は
バ
ー
ナ
ー
を
用
い
も
す
る
。
た
だ
し
こ
れ
は
い
ず
れ
も
小
規
模
な
場
合
で
あ
る
。

大
規
模
な
場
合
は
口
を
開
け
た
大
き
な
炉
の
前
に
樽
を
置
い
て
行
う
よ
う
だ
が
、
詳
細
は
知
ら
な
い
。
識
者
の
ご
高
教
を
俟
つ
。

	

樹ペ
ッ
ヒ脂　

Pech.　

こ
れ
は
醸
造
用
樽
の
こ
と
ゆ
え
樽
の
目
塗
り
用
の
「
樽フ

ァ
ス

樹ペ
ッ
ヒ脂

」Faßpech

（
か
つ
て
は
飲
料
を
入
れ
る
樽
や
ジ
ョ
ッ
キ
に
も
使
わ
れ
た
が
、

現
在
は
食
品
衛
生
法
に
よ
り
使
用
は
禁
じ
ら
れ
て
い
る
由
）
で
あ
ろ
う
。
英
語
の
「
ピ
ッ
チ
」pitch

と
同
様
ド
イ
ツ
語
「
ペ
ッ
ヒ
」Pech

に
は
二
つ
の

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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意
味
が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、コ
ー
ル
タ
ー
ルK

ohlenteer

、木も
く

タ
ー
ルH

olzteer

な
ど
か
ら
揮
発
成
分
を
蒸
留
し
た
粘
性
の
残
り
滓か

す

で
あ
る
「
タ
ー
ル
」
と
、

「
樹
脂
」（
こ
れ
は
特
に
南
ド
イ
ツ
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
で
）
で
あ
る
。
中
世
ド
イ
ツ
で
は
こ
の
二
つ
の
意
味
が
混
じ
り
合
っ
て
い
て
、
と
も
す
る
と
ど
ち
ら

を
指
し
て
い
る
の
か
皆
目
不
明
。
事
典
に
は
「
教
会
や
王
城
の
照
明
に
使
わ
れ
る
」
と
あ
る
か
と
思
う
と

─
タ
ー
ル
も
樹
脂
も
共
に
松
明
に
染
ま
せ
て

火
力
と
燃
焼
時
間
を
増
加
さ
せ
る
の
で
、
こ
の
場
合
も
ど
ち
ら
を
指
す
の
か
不
明

─
「
包
囲
さ
れ
た
都
市
や
要
塞
の
防
禦
戦
で
恐
る
べ
き
武
器
と
し
て

用
い
ら
れ
た
」

─
こ
れ
は
後
述
す
る
よ
う
に
タ
ー
ル
で
あ
る

─
と
も
（ 『
中
世
事
典
』Lexikon des M

ittelalters. J. B. M
etzler V

erlag.

）。「
不

幸
せ
者
」Pechvogel （
直
訳
「
ペ
ッ
ヒ
鳥
」）
は
中
世
ド
イ
ツ
で
木
の
枝
に
樹
脂
を
塗
っ
て
小
鳥
を
捕
獲
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
語
彙
だ
が
、「
不
幸
で
あ
る
」

Pech haben 
（
直
訳
「
ペ
ッ
ヒ
を
持
つ
」）
は
都
市
市
門
や
城
門
の
上
部
に
設
け
ら
れ
た
鼻
の
形
の
小
さ
な
出
櫓
「
ペ
ッ
ヒ
の
鼻
」Pechnase 

か
ら
注
が

れ
る
煮
え
滾
っ
た
タ
ー
ル
で
、突
入
を
図
る
攻
囲
軍
の
将
兵
が
死
傷
し
た
こ
と
か
ら
出
た
の
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
よ
う
に
「
ペ
ッ
ヒ
」
に
は
も
う
一
つ
「
不

幸
」「
災
厄
」
の
意
も
あ
る
。
こ
の
伝
説
で
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
は
「
ペ
ッ
ヒ
」
を
掛
詞
と
し
て
ふ
ざ
け
て
い
る
。

	

　

現
代
、
切
り
花
用
花
瓶
な
ど
木
製
液
体
容
器
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
（「
ア
ウ
ス
ペ
ッ
ヒ
ェ
ン
」auspechen

）
に
用
い
ら
れ
る
「
樽フ

ァ
ス

樹ペ
ッ
ヒ脂

」
は
、
唐と

う

檜ひ

属Fichte

（
蝦え

ぞ夷
松
、
針
樅
な
ど
）
そ
の
他
の
針
葉
樹
か
ら
採
れ
る
樹
脂H

arz

の
こ
と
。
樹
脂
な
の
で
香
り
が
良
い
。
こ
れ
の
色
に
は
二
説
あ
る
。『
グ
リ
ム
ド
イ
ツ

語
辞
典
』
で
は
、
樹
脂
は
白
な
い
し
黄
色
、
と
記
さ
れ
て
い
る
（
樹
脂
の
化
石
が
琥
珀
だ
が
、
こ
れ
は
文
字
通
り
琥
珀
色
が
多
い
）
が
、
十
八
世
紀
の
ド

イ
ツ
語
語
彙
に
詳
し
い
『
ア
ー
デ
ル
ン
グ
ド
イ
ツ
語
辞
典
』Johann Christoph A

delung: G
ram

m
atisch-kritisches W

örterbuh der 
hochdeutschen M

U
ndart. Leipzig 1774-86. 5 Bde.

で
は
、
黒
褐
色
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
新
し
い
樹
脂
の
色
は
前
者
、
古
い
樹
脂
の
色
は
後
者
と

考
え
て
良
か
ろ
う
。
し
か
し
緑
色
の
樹
脂
も
あ
る
。
い
ず
れ
も
粘
着
性
の
強
い
固
体
だ
が
、
一
八
〇
─
二
〇
〇
度
Ｃ
に
加
熱
す
れ
ば
と
ろ
り
と
し
た
液
体

に
な
る
。

	

　

醸
造
・
貯
蔵
用
木
樽
の
内
面
を
焦
が
す
た
め
の
着
火
剤
に
も
「
ペ
ッ
ヒ
」
が
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
ら
し
い
。
タ
ー
ル
も
樹
脂
も
極
め
て
燃
え
易

い
か
ら
、
着
火
剤
と
し
て
は
ど
ち
ら
も
好
適
だ
が
、
タ
ー
ル
は
臭
く
、
樹
脂
は
芳
香
を
発
す
る
上
、
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
は
樹
脂
が
用
い
ら
れ
る
の
で
、
着

火
剤
と
し
て
も
持
ち
合
わ
せ
の
樽フ

ァ
ス

樹ペ
ッ
ヒ脂

を
使
っ
た
、
と
考
え
る
の
が
自
然
か
。

	

　

な
お
、
余
談
で
は
あ
る
が
、
グ
リ
ム
兄
弟
編
著
『
家
庭
と
子
ど
も
の
た
め
の
昔
話
集
』（
Ｋ
Ｈ
Ｍ
）、
ベ
ヒ
シ
ュ
タ
イ
ン
編
著
『
ド
イ
ツ
昔メ

ル
ヒ
ェ
ン話

集
』（
Ｄ
Ｍ

Ｂ
）
な
ど
に
登
場
す
る
「
ペ
ッ
ヒ
」
は
、
そ
れ
が
「
ペ
ッ
ヒ
の
よ
う
に
黒
い
」pechschw

arz

な
る
文
脈
で
あ
る
な
ら
、
タ
ー
ル
と
考
え
る
方
が
妥
当
か
、

と
思
う
。
因
み
にpechschw

arz

に
当
た
る
フ
ラ
ン
ス
語poix noire 

のpoix
は「
木
タ
ー
ル
ピ
ッ
チ（
木
材
か
ら
得
ら
れ
た
タ
ー
ル
の
蒸
留
残ざ

ん
さ渣

）」（
樹

脂
、
松
脂
はpoix resine

）
で
あ
る
（『
ロ
ワ
イ
ヤ
ル
仏
和
中
辞
典
』、
第
二
版
、
旺
文
社
、
二
〇
〇
五
）。
同
じ
くpechschw

arz

に
当
た
る
デ
ン
マ
ー

ク
語
はbegsort

で
、beg

は
「
ピ
ッ
チ
」
で
あ
る
。beg

に
「
樹
脂
」
の
意
は
な
い
。

	

　

Ｋ
Ｈ
Ｍ
、
Ｄ
Ｍ
Ｂ
な
ど
の
「
ペ
ッ
ヒ
」
が
タ
ー
ル
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
中
近
東
な
ど
今
日
の
原
油
埋
蔵
地
帯
に
古
代
か
ら
天
然
に
産
出
し
た
「
ユ
ダ
ヤ
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の
ペ
ッ
ヒ
」Judenpech

＝
「
山
の
ペ
ッ
ヒ
」Bergpech

、
石
炭
を
大
量
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
近
世
西
欧
で
か
な
り
身
近
な
も
の
に
な
っ
た
「
コ
ー

ル
タ
ー
ル
」
の
い
ず
れ
で
も
な
く
、
古
代
ロ
ー
マ
の
都
市
住
民
に
あ
っ
て
は
一
般
的
で
、
中
・
近
世
以
降
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
都
市
住
民
に
も
台
所
の
燃
料

と
し
て
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
木
炭
の
製
造
過
程
、す
な
わ
ち
、木
材
の
高
温
乾
溜
の
過
程
で
得
ら
れ
る
、常
温
で
は
粘ね

ん

稠ち
ゅ
う

な
液
体
で
あ
る
「
森
の
ペ
ッ

ヒ
」W

aldpech

、
す
な
わ
ち
「
木
タ
ー
ル
」
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
の
色
は
真
っ
黒
。
防
水
・
防
腐
剤
と
し
て
木
造
帆
船
時
代
、
船
板
、
索
具
な
ど
の
塗
料
と

し
て
用
い
ら
れ
た
し
、
現
代
で
も
木
造
ボ
ー
ト
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
樹
脂
と
混
ぜ
て
靴
や
樽
に
塗
ら
れ
も
し
た
。
つ
ま
り
、
日
常
、
人
人
の
生

活
の
そ
こ
こ
こ
に
頻
繁
に
見
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

	

ド
イ
ツ　

D
eutz.　

現
在
ケ
ル
ン
の
街
区
の
一
つ
。

	

テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
が
二
人
妻
を
持
っ
て
い
た
伝
説　

die Sage von der D
oppelehe des Grafen von Gleichen in 

T
hüringen.　

二
人
の
妻
を
持
っ
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
ル
ー
ト
ヴ
ィ
ヒ
に
纏
わ
る
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
伝
説
は
Ｄ
Ｓ
五
八
一
と
し
て
語
ら
れ
、
ま
た
Ｊ
・
Ｋ
・

Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
著
／
鈴
木
滿
訳
『
ド
イ
ツ
人
の
民
話
』
所
収
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」M

eleksala > Johann K
arl A

ugust M
usäus: V

olksm
ärchen 

der D
eutschen.

（
邦
訳
所
収
。
鈴
木
滿
訳
『
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ　

ド
イ
ツ
人
の
民
話
』、
国
書
刊
行
会
、
平
成
十
九
年
）
の
素
材
と
な
っ
て
い
る
。
ベ
ヒ
シ
ュ

タ
イ
ン
は
ム
ゼ
ー
ウ
ス
と
同
じ
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
人
で
あ
り
、
こ
の
同
郷
の
大
先
輩
に
す
こ
ぶ
る
私
淑
し
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
民
話
・
伝
説
に
素
材
を

借
り
た
そ
の
初
期
の
小
説
集
『
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
民
話
』（
一
八
二
三
）
に
収
め
ら
れ
て
い
る
「
ゼ
リ
ン
デ
」Selinde. > T

hüringische 
V

olksm
ärchen. In: Ludw

ig Bechstein: Säm
tliche M

ärchen. 

の
枕
に
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
の
大
団
円
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
邦
訳
。
鈴
木
滿
訳
「
ゼ

リ
ン
デ
」、「
武
蔵
大
学
人
文
学
会
雑
誌
」
第
三
十
九
巻
第
三
号
、
二
〇
〇
八
年
。

	

ア
ウ
ロ
ー
ゼ
ン A

ulosen.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
ア
ー
ラ
ン
ト
の
一
部
。数
世
紀
に
亘
り
ヤ
ー
ゴ
ウ
一
族
の
支
配
下
に
あ
っ

た
。
現
人
口
二
〇
〇
余
。

	

ヤ
ー
ゴ
ウ
一
族
の
あ
る
殿　

ein H
err von Jagow

.　

ヤ
ー
ゴ
ウ
一
族
は
ア
ル
ト
マ
ル
ク
の
古
い
、
重
要
な
貴
族
の
家
系
。
一
二
六
八
年
文
書
に
出
、
現

代
ま
で
持
続
し
て
い
る
。

	

教
皇
の
特と

く
ゆ
う宥　

D
ispensation des Papstes.　

,D
ispensation

,

（〈
法
の
適
用
の
〉
緩
和
・
免
除
）
と
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
に
お
い
て
特
定
の
場
合
に
教
皇
・

司
教
な
ど
の
意
志
に
よ
り
教
会
法
の
力
を
一
時
停
止
す
る
こ
と
。
あ
る
い
は
そ
の
旨
を
記
し
た
免
除
状
。
こ
こ
で
は
も
ち
ろ
ん
同
時
に
二
人
の
妻
を
持
つ

こ
と
の
特
別
認
可
。

	

洗
足
木
曜
日　

Gründonnerstag.　

聖
木
曜
日
。
受
難
週
（
復オ

ー
ス
テ
ル
ン

活
祭
直
前
の
一
週
間
）
の
五
日
目
。
キ
リ
ス
ト
教
会
は
、
こ
の
日
イ
エ
ス
が
十
二
使
徒
と

共
に
晩
餐
を
摂
っ
た
こ
と
を
記
念
す
る
。
イ
エ
ス
は
食
事
中
立
っ
て
使
徒
た
ち
の
足
を
洗
っ
た（
新
約
聖
書
ヨ
ハ
ネ
伝
十
三
章
三
─
十
七
節
）、と
い
う
。「
洗

足
木
曜
日
」
と
呼
ば
れ
る
所
以
で
あ
る
。
受
難
週
は
四
旬
節
最
後
の
週
で
あ
り
、
四
旬
節
は
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
、
聖
公
会
、
ル
タ
ー
派
教
会
、
正
教
会
共

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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に
大だ

い
さ
い斎

（
食
事
制
限
）
を
守
る
の
が
（
少
な
く
と
も
か
つ
て
は
）
建
前
。
す
な
わ
ち
獣
肉
・
鳥
肉
、
卵
、
乳
製
品
は
禁
じ
ら
れ
、
野
菜
や
魚
で
簡
素
な
食

事
を
す
る
。
食
事
量
も
控
え
る
（
充
分
食
べ
て
よ
い
の
は
一
食
の
み
。
後
の
二
回
は
僅
か
に
）。

	
豌え

ん
ど
う豆

と
干ひ

だ
ら鱈　

Erbsen und Stockfisch.　

豌エ
ル
プ
セ
ン豆

は
完
熟
し
た
え
ん
ど
う
豆
の
莢
を
取
り
去
り
乾
燥
さ
せ
た
も
の
。
干

シ
ュ
ト
ッ
ク
フ
ィ
ッ
シ
ュ

鱈
と
は
、
カ
ー
ベ
リ
ャ
ウ

K
abeljau

・
レ
ン
グLeng

・
シ
ェ
ル
フ
ィ
ッ
シ
ュSchellfisch

と
い
っ
た
鱈
の
類
を
内
蔵
と
頭
を
取
り
、
開
き
に
し
て
塩
で
漬
け
、
か
つ
数
箇
月
干
し
た

も
の
（
因
み
に
日
本
の
棒ぼ

う
だ
ら鱈

─
干
鱈
と
も
い
う

─
は
真
鱈
を
三
枚
に
お
ろ
し
、
塩
を
振
ら
ず

0

0

0

0

0

、
北
国
の
厳
冬
期
に
一
、
二
箇
月
程
度
天
日
干
し
に

す
る
）。
豌
豆
も
干
鱈
も
調
理
前
に
水
で
戻
す

─
後
者
は
塩
出
し
も
充
分
に
す
る

─
必
要
が
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

	

大
グ
ロ
ー
ス

ガ
ル
ツ　

Groß-Garz.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
ツ
ェ
ー
レ
ン
タ
ー
ル
の
一
部
。
現
人
口
七
〇
〇
余
。

	

エ
ア
フ
ル
ト
大
聖
堂
所
在　

im
 D

om
e zu Erfurt.　

エ
ア
フ
ル
ト
は
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
最
大
で
、
経
済
的
に
最
も
重
要
な
都
市
。
現
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン

州
州
都
。
夥
し
い
教
会
と
修
道
院
を
有
し
て
い
た
た
め
、中
世
に
は
「
テ
ュ
ー
リ
ン
ゲ
ン
の
ロ
ー
マ
」Thüringisches Rom

と
の
異
名
を
附
け
ら
れ
た
が
、

一
五
二
一
年
新
教
に
改
宗
。
し
か
し
な
が
ら
、
中
・
近
世
を
通
じ
て
遠
隔
の
マ
イ
ン
ツ
大
司
教
の
支
配
を
脱
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
こ
の
都
市
の

象
徴
は
大ド

ー
ム
プ
ラ
ッ
ツ

聖
堂
広
場
に
並
ん
で
聳
え
る
大
聖
堂
と
聖ザ

ン
ク
ト
・
ゼ
ヴ
ェ
リ
・
キ
ル
ヒ
ェ

セ
ウ
ェ
ル
ス
教
会
で
、
そ
の
景
観
の
複
合
効
果
は
一
種
独
特
な
美
し
さ
で
あ
る
。
し
か
し
、
Ｊ
・
Ｋ
・

Ａ
・
ム
ゼ
ー
ウ
ス
「
メ
レ
ク
ザ
ー
ラ
」
に
よ
れ
ば
、
二
人
妻
を
持
っ
た
グ
ラ
イ
ヒ
ェ
ン
伯
爵
エ
ル
ン
ス
ト
と
そ
の
妻
た
ち
の
奥
津
城
は
、
大
聖
堂
で
は
な

く
旧
市
街
西
側
の
小
高
い
ペペ

ー
タ
ー
ス
ベ
ル
ク

テ
ロ
の
御
山
な
る
聖
ペ
テ
ロ
教
会
に
あ
る
由
。
い
わ
く
「
か
の
地
の
山
の
上
に
は
彼
ら
の
墓
碑
が
ま
だ
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ

は
こ
の
高
貴
な
寝
台
仲
間
の
姿
を
生
き
て
い
る
時
と
同
様
刻
ん
だ
一
基
の
石
で
あ
る
。
右
側
に
は
賞
讃
す
べ
き
叡
智
の
象
徴
と
し
て
手
に
一
枚
の
鏡
を
持

つ
伯
爵
夫
人
オ
ッ
テ
ィ
ー
リ
ア
、
左
側
に
は
王
冠
で
飾
ら
れ
た
サ
ラ
セ
ン
女
性
、
そ
し
て
中
央
に
は
そ
の
紋
章

─
獅
子
に
似
た
豹

─
付
き
盾
に
凭

れ
た
伯
爵
で
あ
る
」（
鈴
木
滿
訳
）。

	

タ
ン
ガ
ー
ミ
ュ
ン
デ　

T
angerm

ünde.　

現
ザ
ク
セ
ン
＝
ア
ン
ハ
ル
ト
州
シ
ュ
テ
ン
ダ
ー
ル
郡
南
部
に
あ
る
エ
ル
ベ
河
畔
の
小
都
市
。

	

牡エ

ル

ヒ
篦
鹿　

Elch.　

体
長
二
四
〇
─
三
一
〇
セ
ン
チ
。
肩
高
一
四
〇
─
二
三
〇
セ
ン
チ
。
体
重
二
〇
〇
─
八
二
五
キ
ロ
。
鹿
科
最
大
種
。
牡
の
成
獣
は
篦

の
よ
う
な
平
た
い
角
を
持
つ
。
角
は
巨
大
で
二
〇
〇
セ
ン
チ
以
上
に
達
す
る
こ
と
も
あ
る
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
部
、
北
米
北
部
に
棲
息
。

結
び
に
一
言
。

　

Ｄ
Ｓ
Ｂ
二
九
〇
「
ヴ
ェ
ッ
タ
ー
ブ
ル
ク
」
に
出
て
来
る
、
往
昔
の
騎
士
物
語
か
ら
引
用
し
た
、
と
い
う
古
い
ド
イ
ツ
語
の
一
部
が
分

か
ら
な
か
っ
た
の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
学
科
新
田
春
夫
特
任
教
授
に
ま
た
ま
た
伺
っ
た
。
新
田
教
授
は
春
休
み
を
利
用
し
て
ド
イ
ツ

）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（）（（（（
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で
ご
研
究
中
だ
っ
た
に
も
関
わ
ら
ず
、
メ
イ
ル
で
た
だ
ち
に
ご
回
答
く
だ
さ
っ
た
。
新
田
さ
ん
、
い
つ
も
ま
こ
と
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。


